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みなさん、こんばん
は。冒頭、お知らせ
がございます。
　先々週の例会にお
きまして、次年度理
事・役員の立候補を
募っておりましたと

ころ、10日後の先週に立候補がないことになりまし
て、速やかに指名委員会を立ち上げる流れになってお
りますので、こちらから指名委員の皆さまにはご連絡
を差し上げているところであることを皆さまにご報告
ということでお知らせを申し上げます。
　本日は北ローターアクトクラブの皆さま、お疲れさ
までした。会長は４月よりもこなれてきましたね。成
長を見るのが、とても楽しみです。僕はまだこなれて
いないものですから、うらやましく思って見させてい
ただきました。
　先週 11月 11日に網走ロータリークラブの創立 70
周年記念式典にお呼ばれをして、吉田パストガバナー
ご夫妻、佐藤幹事とともに参加をさせていただきまし
た。
　久し振りに口から心臓が飛び出るくらいに緊張をし
ました。祝辞が終わってホッとした夜、記憶がなくな
るくらいお酒を飲みまして大変な目にあいました。
そんなことどうでもいいのですが、道中、吉田パスト

ガバナーから大変いいお知らせをお伺いしましたの
で、皆さまにお伝えをしたいと思います。
先日、釧路交響楽団の演奏会が釧路で開催されたとい
うことで、吉田パストガバナーが観覧したそうです。
そこで、清水輝彦君にバッタリお会いしたそうです。
いろいろお話をしたそうですが、ご本人は「記憶の方
がまだあいまいで、リハビリを頑張らなければいけな
い」とおっしゃっていたそうですが、吉田パストガバ
ナー曰く、「少し頭の悪い奴よりも、全然大丈夫だ」
くらいの素晴らしい回復具合、言葉は悪いのですが、
倒れられたのが不思議なくらいの回復度合いだという
そうです。受け答えもはっきりされていて、もちろん
車椅子ではなくご自分で歩いてこられていたそうで
す。
清水幸彦先生のお別れ会の時に、奥様が「年末くらい
の例会には何とか参加できるように頑張りたいと、本
人も言っていることを伝え聞いた者として、清水輝彦
君が仕事のことや、ご家族のことや、ロータリーのこ
とや、そしてご自分の趣味のことや、まだまだやりた
いことに向かって一生懸命リハビリで努力している姿
が容易に想像できるものですから、ホントに嬉しく
思っておりまして、私からも輝彦君に、なんとか早め
に例会に来てくださいとお伝えしたいと思っておりま
す。メールでも電話でも構いません、近い関係の方は
そうやって促していただいて、一日も早い清水輝彦君
の出席を祈りましょう。

本日は「創立 87周年にちなんで」ということで釧路
ロータリークラブの87回目の誕生日を迎える日です。
札幌ロータリークラブ、帯広ロータリークラブからの
スポンサードを受けて 87年、これまでたくさんの方
がいろいろな努力をされて、こうして楽しいクラブに
なっていることをみんなで語らって、本日も有意義な
時間にして 88年目の明日の一歩目を始めてまいりま
しょう。本日も美味しいお酒を皆さんと酌み交わした
いと思います。本日一日、よろしくお願いいたします。

幹事報告　佐藤　貴之幹事
皆さん、こんばんは。先ほど後藤会長からありました
「網走ロータリークラブ創立 70周年記念式典」に参
加してまいりました。こちらは「70周年記念の盾」
をいただいております、クラブ事務所に飾っておきま
すので皆さん、ご覧いただければと思います。
今週 19日の日曜日、釧路交響楽団の定期演奏会があ
ります。ご招待券が２枚届いておりますので、ご興味
のある方がおりましたら本日中に私まで声を掛けてく
ださい。

活動報告　釧路北ローターアクトクラブ
　　　　　　　　　　　　　　会長　小島　大輝君
　皆さま、こんば
んは。釧路北ロー
ターアクトクラブ
会長の小島　大輝
と申します。本日
はどうぞよろしく
お願いいたします。
　本日は７月の表敬訪問の時にお邪魔させていただい
てから２回目の釧路ロータリークラブ様の例会に訪問
させていただきました。本日は、貴重な時間を割いて
お話させていただく機会を設けていただきました後藤
会長、佐藤幹事をはじめとする釧路ロータリークラブ
の皆さま、本当にありがとうございます。
　本日、私たちローターアクトクラブから活動報告と
いうことで、本年度の ７月から 10月までの活動のご
報告をさせていただきたくお邪魔させていただきまし
た。
　私のつたない説明と限られた時間の中では十分にお
伝えすることは難しいのかなと思いましたので、皆さ
まの各テーブルに私たちの現時点の活動報告を配布さ
せていただきました。お手すきの際にご覧いただけれ
ばと思います。
　私からは２点ほどをご案内させていただきます。
　1点目は、直近の２回の例会をご報告させていただ
きます。9月 26日に開催しました今年度の第６例会
と、10月 29日に開催しました第７例会、資料の後
ろの２ページに記載されています。

　この２回の例会、どちらも「ポリオウイルスの根絶
活動」をテーマに掲げさせていただいております。私
たちローターアクトクラブも 2019 年のＲＩ規定審議
会の決定がありまして、現在、ＲＩに加盟させていた
だいているクラブのひとつとなっております。ＲＩの
活動であったり、第 2500 地区のロータリークラブの
皆さまがどのような活動をされているのかを知る機会
が増えて来まして、今年度の鶴見ガバナーが重点目標
のひとつに掲げられているのが「ポリオウイルスの根
絶」ということで、私たちも「ポリオウイルスの根絶」
に向けて何かできないかと興味を持つようになって今
年度の例会を企画しました。
　第６例会では、ポリオウイルスはどのようなウイル
スで、現状、世界ではどのくらい残っていて、根絶に
向けてどのような取り組みをしているかを学びまし
た。
その後、10月 29日の第７例会に私たちローターア
クトクラブが毎年開催している「ハロウィンイベン
ト」、小学生を対象にした、本物のかぼちゃをくり抜
いて「ジャック・オー・ランタン」を作るイベントで
すが、そのイベントの中で参加していただいたご家族
の皆さまに、「ポリオウイルスはどのようなウイルス
か」「いま苦しんでいる子どもたちがいる」「寄付する
ことによってワクチンが買える」という説明をして、
実際にご寄付を募る取り組みをさせていただきまし
た。
　この活動報告書にも書いてありますが、結果は大多
数のご家族の皆さまから 33 ,788 円の募金をいただ
くことができました。
　この活動をとおしてアクトならではのやり方で少し
ずつでもポリオウイルスの根絶や奉仕活動にできれば
良かったと考えております。
　最後に、会員数の動向についてご案内させていただ
きます。今年度は会員数 16名からのスタートとさせ
ていただきました。現在、新入会員が３名、退会が２
名あったので 17名の会員数となっています。17名
なので運営するうえでは、ある程度の人員が確保され
ていると見えるかもしれないのですが、年齢層が大き
く偏っております。26歳未満の会員は非常に少なく
なっておりまして、学生だったり、営業をされている
転勤族の会員だったりで、数年後には卒業・転勤でア
クトを離れてしまう会員が多いです。
　今年度、あるいは次年度に関しては、ある程度運営
の体制の目途が付いているような状況ですが、２年か
ら３年後に関しては会員数が大幅に減って、事業の継
続に大きな支障が出て来ると、表敬訪問の時にもお話
させていただきましたけれども、会員増強を避けて通
れない部分と考えております。
　釧路北だけではなく、道内のローターアクトクラブ
はほとんどが会員数の減少によって存続が危ぶまれて

いるような状況にあります。記憶に新しい事例として、
４年前に斜里のローターアクトクラブが終結して、２
年前には根室のローターアクトクラブが終結となって
おります。いずれも、理由は会員不足によるものです。
このご時世、ロータリーに限らず、どの会社様も若年
層の働き手が不足しているとは存じ　り出すことに懸
念を感じている方もいるかと思うのですけれど、ここ
からは私の実体験の話になるのですが、アクトに入る
ことで友達とかではなく、同年代の、かつ異業種で働
いている方、自分で起業している方と接する・交流す
る機会を持つことは貴重なことと考えています。自分
と違う所で働いている人たちの考えに触れることで僕
自身は視野が広がったなと実感する機会もあり、「こ
ういう人たちは、こういう思いで働いている」「この
人は若いのに、こういう気持ちで起業したのか」とす
ごく参考になることもあり、自分の仕事の中に還元で
きる経験と個人的には考えております。
　本日お越しになっている皆さんの中で、いま頭の中
でピンと思い浮かぶ方がいらっしゃれば、ぜひ私、あ
るいは幹事の佐井会員にご連絡いただければと思いま
す。その時は、飛びついて、飛んで行きますのでよろ
しくお願いいたします。
　最後になりますけど、今後ともより一層のご指導ご
鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。
本日はありがとうございました。

親睦活動委員会　濱口　憲太委員長
皆さん、こんばんは。
首の手術から丸３カ
月が経ちまして、だ
いぶ調子が上がって
きました親睦活動委
員会の濱口です。
本日のプログラム　

夜間例会『クラブ創立 87周年にちなんで』を開催さ
せていただきます。今から 87年前の 1936 年（昭和
11年）11月 23日に、当時平均年齢 40歳を少し超
える若いチャーターメンバー 30名のもと、釧路ロー
タリークラブは創立をされました。道内では７番目、
国内では 26番目、世界では 4092 番目に創立をされ
ました。
その由緒正しき歴史と伝統の重みと、輝かしい活動の
軌跡は 87年間脈々と今日につながれております。
本日の例会では、創立からクラブの歴史と伝統、90
年の節目に向かって会員皆さまでロータリーを大いに
語らいながら楽しく、大切な時間にしてまいりたいと
思います。

それでは、はじめに釧路ロータリークラブの軌跡につ
いて動画を作成しましたのでスクリーンにご注目くだ
さい。

（動画上映）

乾杯のご発声　石田　博司パスト会長
ロータリークラブに入っていて嬉しいことのひとつ
は、新しく入った方がこぞって「いいクラブに入った」
と言ってくれることです。ロータリーに入ったから売
り上げが上がるわけではないので、嬉しさがそこにあ
るのではなくて、われわれの釧路クラブの雰囲気にあ
るのだと思うのです。そうすると「入って良かった」
といわれると、自分が褒められたような気がしてしま
い、とても嬉しいのです。
誰がそういうクラブにしたのか。別にどのクラブと言
いませんけど、比べて「釧路クラブがいいですね」と
おっしゃるのです。他のクラブに入った者から聞くと
「随分、雰囲気が違いますよ」と言うのです。
なぜこういう雰囲気になったのか。私のスポンサーは
吉田潤司パストガバナーですけど、もちろんスポン
サーをしていただいた時にはまだガバナーではなかっ
たのですが、吉田さんから昔話をよく聞きました。吉
田さんが入ったころは、「うるさい年寄りがいて、ホ
ントに躾というか、嫌になりほどうるさかった」と言
うのです。その様子を聞いていると、「将来、自分が
ベテランになった時は、あんな年寄りになりたくない」
と思った人がこの空気を作ったのではないかと私は思
うのです。と言ったら、天方君が「僕はそうではなく
て、この雰囲気を作ったのは清水先生ではないかと
思っています。他のクラブではパストガバナーがもっ
と存在感を出して、仕切って指令ができるみたいです
けど、清水先生は作らなかったからそういう雰囲気に
なって、その後に小船井さんがなってもお人柄がよろ
しく、そういう雰囲気を作らなかった」。だから、天
方君が「この釧路クラブの雰囲気を作ったのは清水先
生ではないか」と言うのですけど、まぁ、それもある
でしょう。
いずれにしても、類は友を呼びますから、今いるわれ
われが新入会員の方を集めていると思って間違いない
と思います。よそのクラブは、それなりにそういう人
が集まっている訳ですから。
ということで、どうか新入会員の皆さま、転勤族の方
を含めまして、いい雰囲気の釧路クラブの伝統をつな
いでいってくださいますように心からお願い申し上げ
ます。
では、乾杯をさせていただきます。
87周年、おめでとうございます。
（おめでとうございます）

ご挨拶　小船井修一パストガバナー
　歓談中、恐れ入り
ます。委員長は本当
に真面目な方で、何
回もメールをいただ
きまして、準備をさ
せていただく形にな
りました。こういう

飲む場で硬い話になって申し訳ありません。10分ほ
ど時間を頂戴して、原稿を用意してありますのでホー
ムページに掲載させていただきますが、お話をさせて
いただきます。
釧路クラブのホームページで「歴史と伝統」というバ
ナーがありますので紹介させていただきます。
釧路ロータリークラブが創立されたのは昭和 11年
(1936 年 ) で、道内では 7番目の誕生です。 日本国内
では 26番目、世界では 4092 番目となっています。
北海道では 1932 年（昭和 7）の札幌に始まり、昭和
8年小樽、9年旭川、函館、10年帯広、11年室蘭、釧路、
12年北見の順で主要都市 8クラブが誕生しました。
1941 年 10 月 10 日国際ロータリーを離脱し釧路職
域懇談会として活動しました。
1950 年 10 月 2日再加盟し、チャターメンバーの中
でリチャーターメンバーとなったのは 6名でした、
私が入会した 1984 年当時では村上裕二会員おひとり
だけになっていました。
戦前のロータリークラブ（日本の 2つの特質）
アジアで最初に設立されたロータリークラブ 1919 年
6月設立のマニラロータリークラブ、私が知りえる範
囲で設立順では 1919 年 10 月設立の上海ロータリー
クラブ、1920 年 1月認証のカルカッタロータリーク
ラブで、1920 年 10 月 20 日設立の東京ロータリー
クラブはアジアでは 4番目に設立されたと思います
東京ロータリークラブはマニラ・上海・カルカッタの
クラブとは大きな違いがありました。
それはマニラ・上海・カルカッタとも英語クラブであっ
たことです。因みに1930年設立のタイ・バンコクロー
タリークラブも英語クラブでした。これは海外から赴
任した欧米人を中心としたクラブであったことを意味
します。
東京ロータリークラブはその意味で全く違いました。
日本語で運営され、チャーターメンバー全員が日本人
だったのです。
そして1905年2月23日創設されたシカゴロータリー
クラブとも会員構成で大きな違いがありました。
シカゴロータリークラブの創設メンバー 4名の職業
は、弁護士、石炭商、洋服商、鉱山技師（山師）であ
り、シカゴを代表する人たちではなく一般市民で構成
されていたのです。
一方

東京ロータリークラブの初代会長は米山梅吉、幹事に
は福島喜三次でした。
米山梅吉氏は 1924 年三井信託創設の初代社長でし
た。
28名のチャーターメンバーには日本銀行を始めとし
た金融機関、SF 作家星新一の星製薬社長、一ツ橋大
学の前身東京商科大学校長、三越、三井鉱山、北海道
炭鉱汽船等の三井グループ各社で構成された錚々たる
メンバーであったこともシカゴのチャーターメンバー
との違いだったのです。
20世紀初頭の世界は「敵国主義の時代」でした。
フィリピンはアメリカの植民地インドはイギリスの植
民地、上海は疎開の中で日本を含む英米列強によって
支配されていました。
独立国だったタイのバンコクロータリークラブでさえ
英米中心メンバーによる外国人クラブだったのです。
1927 年創設の京城（ソウル）ロータリークラブも
チャーターメンバー 21名の内日本人が 17名で韓国
人は 4名だけだったのです。
日本のロータリークラブは自国民中心で構成され、地
域の代表的な人々が入会するステータスの高いクラブ
でした。いわば、包摂的なインクルーシブなクラブで
はなく、排他的なエクスクルーシブなクラブでした。
未来を見据えて
戦後、1950 年 10 月国際ロータリーに復帰した釧路
ロータリークラブは順調な成長を続けました。また、
ロータリー活動も成長期を迎え釧路北クラブを始めと
した 9クラブのスポンサーとなり、地区ガバナーも
両角氏を入れないで 4名のガバナーを輩出しました。
私達釧路ロータリークラブは
今まで述べてきました「歴史と伝統」を踏まえ、未来
に向けていかなければなりません。
2026 年の 90周年には記念事業や式典等の諸準備と
共に未来に向けた諸準備をしなければならいと思いま
す。
構造主義の創設者レヴィ・ストロースは日本の文化を
「過去の伝統と現在の革新の得難い均衡」を比類ない
ものとして高く評価し全人類が学ぶべきとしました。
私達も未来を創るために過去の歴史と伝統を踏まえて
革新をしていく事が大事であると思います。
　以上、私からのお話にさせていただきます。

ご挨拶　吉田　潤司パストガバナー
　皆さん、こんにち
は。小船井さんの後
に話をするのはホン
トにつらいのです。
小船井さんと私の大
きく違う所は、何か
ロータリーのことを

聞きますと、必ず「手続き要覧では・・・」と話して
来るのです。ですから、間違えたことは言わない。
ちょっと分からないことは日本事務局に確認して、「こ
れは、こうです」と。しかも、メールで切り取った所
をポンと送ってくることで、とてもきちんとしてくれ
ます。今日の話も多分間違いはないと思います。　私
は、そういう話は全くできないので、時に話が自己流
の話ばかりするので 心配なのです。
　小船井さんは、いまはパソコンをおしゃれにやって
いますけど、1996 年ごろは私の方がずうっと上だっ
たのです。小船井さんはパソコン、あまりできなくて、
私はその時まだビルダーのない時にクラブでホーム
ページを作ったのです。その時に小船井さんが熱心に
見ていて、それで少しずつ追い越されてしまって、ホ
ントにある日突然追い越されました。私は後退ばかり
しましたから、小船井さんはある時に「メールで写真
が来た」と言って、今では当たり前のことですがね。
　それから、小船井さんは会議に行きますと、パソコ
ンをこうやっているのです。他のクラブの多くの人た
ちには「キザな奴だな」と思われていたのですが、実
は違うのです。話していることを全部要約して、総理
大臣の記者会見の時には新聞記者はすぐ原稿を作って
いますけど、小船井さんのそれはすごいのです。です
から、私が何かやる時には小船井さんと一緒にやると
「終わります」までの原稿ができているのです。すご
いです。
「吉田さんは早いね」と言われますけど、実は小船井
さんに書いていただいたものですけれど。そういうス
ゴイ人だったので、褒めてばかりいますけれども、ホ
ントにスゴイいのです。小船井さんに負けないように
話そうと考えましたが、無理だから止めます。
　今日は、90年・100 年に向けて「私の想い、この
ようにしてほしい」を話します。これは私の独断の話
ですけれど、話させてもらいまして参考にすることが
あればぜひ参考にしてもらいたいと思います。
　70年の時の釧路ロータリークラブの会員は 98名
で、登録は 498 名も登録したのです。懇親会に 375
名が出ましたけれど、実にお金がかかったのです。驚
くなかれ、1000 万円を超えたのです。当時の積立金
で 606 万円くらいあったのですが、その他のお金は
「登録料」と言いますから登録して出してもらってい
ますから、登録料 1万円を取ったのですけど、その
詳細は定かでありません。
　私は、今回これをやります時に、私が実行委員長だっ
た 70周年の本をいろいろ読みまして、こうだったの
だと。その時に集まって話をする実行委員会と長老の
人たちと 2回、別々に話しました。その時にいろい
ろ話をしたのは、結局は 70周年記念式典の反省会み
たいになったのです。その時の内容を今日、皆さまに
お話したいと思います。

　会員増強というのはどこにでも出てきます。私がガ
バナーをやりました時にも多くのクラブに行きまし
た。公式訪問した時に「ガバナー、そんなに会員増強
を言わないで、もっといいクラブを作ってから、みん
なが憧れるクラブを作って人を入れたらいいのではな
いか」という話はいろんなクラブで言われました。
　でも、皆さん、憧れのクラブというのはあるのでしょ
うか。私はないと思うのです。どんなクラブを作って
も、今の時代はいろんな会がたくさんありますから、
みんながクラブの評判を聞いて「入りたい」という人
は参考にするかもしれないが、昔のように定員制をひ
いて「空いたら入る」というような、入れてもらいた
いという時代は地方ではないと思います。全国的に見
ると京都ロータリークラブ、東京ロータリークラブな
ど大都市のロータリークラブにはある程度ありますけ
れど。
　私は、会員増強についてお話を聞くときに、「みん
なが憧れるクラブを作りたい。それが先なのだ」と。
卵が先か鶏が先か、それが先だと。「そういうクラブ
を作って自然と入ってくる人を待てばいいのだ」とい
う人がいましたけれど、これは、私はナンセンスだと
思います。それから「誰でもいいから入れればいいじゃ
ないか」。「これはダメなのだ」という人もいましたが、
私はこれもナンセンス、違うと思います。それから「定
員制を設ける」。地方で「釧路クラブが定員 100 人に
して、１人が空いて 99名になったら１人を入れると
したらいいじゃないか」。これも私はナンセンスだと
思う。無理だと思いますね。やはり、数は力なりです。
数を集められなかったらダメなのです。「ロータリー
に入りたい」という人は、おかしいかもしれないが「入
ることによって、学びたい」という人かもしれないで
す。ですから、入りたいという人を閉ざすことはダメ
だと思う。入れてしまって、増強して、そして立派な
人たちがいるのを見て、勉強をする。そして、いいロー
タリアンに育っていくことが大事でないかと思いま
す。
　私の個人的な考えですけれど、入りたい人をシャッ
トアウトするのは止めて、どんどん増やすべきだと思
います。うちのクラブも、私がガバナーになりまして
から、あと何年か後にはまたガバナーが出ます。ガバ
ナーの使命のひとつには「新クラブを作りなさい」と
いう使命があるのです。でも最近は新クラブができて
来ないのです。これは、100 人のクラブを 130 人位
にして、そこから分割をして 30人 40人を移して新
クラブを作ることが普通のやり方なのです。
　札幌の幌南ロータリークラブは 30人から 60人位
になるとすぐ分割するのです。新しいクラブをどんど
ん作るのです。こういうクラブもあります。これが普
通ですが、うちのクラブも 90年 100 年の時にはた
くさんの人を入れて、分割をして「さすが、釧路クラ

ブだ。いま新しいクラブができない時にさすがだ」と
なって欲しいし、やるべきだと思います。
　新しいクラブを作ると、総論は賛成「新しいクラブ
を作るの、いいじゃない」、各論では反対。これは全
国どこでもそうなのです。釧路クラブがもし新しいク
ラブ、釧路新ロータリークラブを作ったら、「私は作
るのは賛成だが、私は釧路ロータリークラブに残りた
い。新クラブには別の人が行ってください」となって
しまって、「なかなか、うまくいかない」という話も
聞きました。これはやりようで、いろいろあると思い
ます。
　私は台湾のロータリークラブはあまり分からないの
ですけど、台湾に行った時に、長老の人たちと若い息
子さんたちのクラブとがあって、時々一緒になって例
会をするという、和気あいあいにやったというのもあ
ります。これもスタイルだと思います。
　新しいクラブを作るということは 90年 100 年の
中で、ひとつの目標にしてもらいたいと思います。私
は最近の「流行りはんてん」のように衛生クラブを作っ
てというのには反対なのです。衛星クラブを作ってう
まく行っているという話は聞いたことがないのです。
やはり、作るならロータリークラブを作ってそこに若
い人に入ってもらうのが一番いいと思います。これを
お願いしたいのがひとつです。
　二つ目は、100 年になりますと大台なお金がかかっ
てくると思います。これをどうするかも大きな問題で
すが、座談会の私の時の反省の中で「スタートが遅す
ぎる」。来年行うとなったら、例えば、文化会館やま
なぼっとの予約となれば「１年以上前から日程が埋ま
る」と言われたのです。例えば 90周年の時に会長エ
レクトが決まれば、その段階で実行委員長、実行委員
会を作って準備をしたほうがいいと言われました。こ
の本の中にたくさん出ていました。
　私がやった時にはスタートが遅くて、テーマは『明
日に続く道』というテーマを作ったのですけど、この
テーマを作るのに延々と時間を費やしてしまって、
テーマより先に、予算はいくらか、何人くらい集めて
やるのか、会場をどうするか、日程をどうするか、を
決められる大枠を早く決めないと必ず遅れをとってし
まいます。これをやってもらいたいです。
　90年の節目ですから盛大にやるかどうかを別にし
ても、13年後には 100 年になるのです。
この時は多くの皆さんが残っていると思います。この
100 年の時にどうするかは多少でも前倒しをして準
備して考えて行かなければならないと思います。
　私は今日の話をするときにも、記念誌を読んできた
のです。すると、記念誌は記録なのです。私が 70周
年をやる時には、50周年の記念誌があって中味をい
ろいろ見ていて参考にしたのです。記念誌はきちんと
作ることは次の時にも必要になってきますので、記念

誌を書いていただきたいです
　うちのクラブでは「会報」、クラブの唯一の記録誌
なのです。なにかある時には必ず会報を見て、「何やっ
た、どうだった」と見るのですけど、丁寧に会報を書
いている方もいますし、実にあっさり書いてもいます。
私が嵯峨記念育英会の理事長をやっていました時に、
育英会の整理をしようと思って、ずーっと昔の資料を
見ながら、名前と学校を調べて行きましたが、だいた
いの所は書いてあるのですが、ある時には「嵯峨育英
会、５名結成」としか書いていないのです。名前もな
ければ、生徒もない。学校に聞いても「分かりません」
ということで結局、空白ができてしまうのです。です
から、記録誌を作る担当の人は「記録だ」と考えて、
できるだけ詳しく書いてもらいたいです。
　特に「今回、予算がたくさんかかりました」と言い
ましたが、登録料だったのか、果たして登録料 1万
円をもらったのか、詳しくは出ていないのです。その
他にどのような費用がかかったのか、もあまり書いて
いないのです。総費用が 1, 150 万円位かかっている
のです。それももう少し詳しく書くべきでないかと思
います。
　私はふたつ、記録誌の大事さを確認いただきまして、
記録誌を作っていただきたいということと、会員増強
については、数は力なりということで、門戸を広く開
けていただきたいです。
私が入りました時の山下会長はいつも例会の時に「会
は増強しなければ必ず衰退する」という話をしていま
した。増強するということはクラブの活性化のために
もなります。
　ここにこのようにいい人がたくさん集まっている中
で、「おかしな人が入ってきたら雰囲気が乱れる」と
いう考えを持つ人もいると思います。これは小さいク
ラブになればなるほどです。10人位のクラブを訪問
しますと、今すごくいい雰囲気、みんなでワーと言え
ばワーとなる。「これを壊したくないから、新しい人
は入れたくない」というクラブもあるのです。そんな
こと行っていたら必ず年をとって亡くなってしまいま
す。会員増強について私は門戸を広げて、私は誰でも
いいのです。「入りたい」という人で変な人間は、わ
ざわざ高い金を払って入るという人には変な人間はい
ないはずです。やはり、何かを学びたい、何かを吸収
したいという気持ちで入って来ると思いますので、門
戸を広げて 130 人 140 人のクラブになって、分割し
て新しいクラブを作るようにしてもらいたいと思いま
す。できれば 100 年の時まであと 13年ありますの
で毎年２人～３人増やして行けば 30人は楽に超えま
すので、ぜひ新しいクラブを作って、堂々と「釧路ク
ラブ、ここにあり」を作っていただければと思います。
話は、全部お願いをすることばかりでしたが、以上で
す。

　ぜひ、この後 80年の話もありますけれども、３年
後には 90年が来ます。13年後には 100 年になりま
すので、いろいろな準備のことを頭の隅に置いていた
だければと思います。
　記念式典の挨拶にしては、あまり意味のない話ばか
りでしたが、私の想いを伝えました。ありがとうござ
いました。

創立 60周年
（動画公開）

創立 60周年記念実行委員長　泉　　敬パスト会長
　写真は若いです
ね。28年前になり、
記憶も確かでなく
なって怪しげになっ
てきているのです。
思い起こしますと、
大久保前会長から私

に実行委員長の指名がありました。60周年の前の年
ですね、それは相当慌てました。ということは「１年
間で準備しなさい」とかなり厳しいわけです。予算も
300万円だったのです。私たちは「50周年を迎えた後、
記録がないので何とか記録を残したい。60周年記念
誌を作ろう」と。すると、50年から 10年間のブラ
ンクがそれで埋められるのですが、それを行っておか
ないとその後がまた大変になるのが当然あるわけで
す。
　振り返ってみますと、このクラブの周年記念は 25
周年からやっているのです。これは「記念を行った」
というだけで、特に記録を残すことは一切やっていな
いのです。30周年、40周年と一応祝賀会を行って、
記念品も贈呈することは行ってきているのです。ただ
し、記録は残していない、記念誌は作っていない。
50周年になって初めて「これは、まずい」となって
50周年誌を作ったのです。50周年にいた人には配布
したわけですが、50周年誌をお持ちの方はおそらく、
ここの会員の中には何人かしかいない。私が数えたと
ころ５人ほどしかいない。
　河合君、小船井君、吉田君、元ガバナーは２人いて、
立派な布張りの 50年誌を会報として皆さんに配布し
たことがあります。
　ぜひ、70周年誌も 80年誌も作ったので、90周年
誌も 100 周年誌も作っていくべきだと思っています。
これは、なんとかやってほしい。
　60周年の時には急に決まったことで、メンバーも
前の年に決まったのですが、これを実行するとなると
日程的なことも、金銭的なこともあるし、場所の確保
もしなければならず、そういう割り振りも全部行いま
した。60周年をやった時に 50周年から 60周年まで

にいた人は数少ないですから。60周年の時に在籍し
ていた方は手を上げてください、何人いますか。おそ
らく 10人いないでしょうか。
　私が 60周年をやった時に、50年から 60年に会員
がどのように移動したかに関心があって調べました。
50周年の時にいた 95人が 60周年の時に残っていた
のは 45人しかいなかった。10年の間に半分が入れ
替わった。釧路の会員はご存知のように他のクラブに
比べて転勤族が多いです。早い人は２～３年で代わっ
てしまう。転勤してしまって、新しく会員として入
る 。同じ企業の中での入れ替わりがあります。10年
経つと当然必ず入れ替わりがあるのです。その結果だ
と思いますけど、半分以下という現実があります。そ
のことをとらえて、計画を立ていただきたいです。
　例えば、当時は 300 万円でやりましたが、そのあと、
1000 万円もかかっているとなると、単年度でその資
金を集めるのは不可能です。あらかじめ、準備をして、
必要な備えを今から 90周年に向けて準備を始める措
置を取らないと。単年度でやることは無理と思います。
　60周年の時に記念事業として、ロータリーカップ
にまだ優勝旗がなかったのです。優勝旗を何とかして
作りたいと考えましたが、これはその予算の中からは
どう考えても出ないのです。それで、急遽、奉加帳を
作って会員に回したのです。奉加帳に名前と金額を書
いてもらったのです。幹事が２万、３万と書いて、み
んなはそれを見て俺も、俺もと。３回の例会で 110
万円が集まったのです。皆さん、金を持って歩いてい
るのですね。
　110 万円は優勝旗を作るのには多すぎるのです。
横断幕とカップを一緒に作ってロータリーカップに提
供することになりました。これは記念事業の一環とし
てやりました。
　金の問題は嫌だけれども、やはり集めて行かないと
いけないと思います。会長は大変だけれど、単年度で、
その時の会長に全部かぶせるのは大変だということ認
識して置いて欲しいです。どんなふうにやっても、か
かるものはかかるのです。
　いろんなことをやっている年度があります。40周
年の時にマリントポスに寄付したり、今まで救急車を
贈呈したこともあったのです。こういう事業をやろう
とすれば、それなりに資金が必要になって単年度では
難しいことがあって、ロータリークラブはほとんど引
継ぎをしないのです。引継ぎをしないで次の年度にポ
ンと預ける。すると会長以下、担当者は勉強しないと
間に合わないのです。そういう意味では、予算決算も
滅茶苦茶です。それぞれがそういう風に預けられてき
ても皆さんは新しい年度にきちんと計画を立ててやっ
ています。
　前のは参考資料になりますけれども、引継ぎで事業
を引き継ぐことはないのです。これは原則としてやら

会長の時間

ないことになっている。引き継いでほしいものは肩た
たきのように次期の会長にお願いをしておくことはあ
りますけども、実際は、その年度の事業はその年度が
決めて行います。どの人が会長をやっても皆さん、上
手に困難を切り抜けて運営して来ているのがロータ
リークラブです。
　これは一人でやるわけではないし、これは職業を通
じて奉仕の精神で理想を追求しながらやっている皆さ
んの友愛の中でお互いに助け合ってやって行くお陰
で、こういう形が維持できていたのだろうと思います。
　昔は、私が入ったころはかなり厳しい時代がありま
して、会に入ること自体が大変だったのです。入会さ
せるのに「金を貸している者はダメ」、「妾を持ってい
る奴はダメ」、飲食店も同じでした。いま時そんなの
はないと思うのですけれど。推薦があっても２年位お
かれるのがあったり、同意を得るのが大変な時代もあ
りました。
　そんなことがあって、今の会員はたくさんの入れ替
わりがあります。新しい会員については、50周年を
引き継いで、どうやって 70周年に渡すかという節目
でしたのでやったと理解してもらえれば。難しい話は
何もないのです。ただ、大変だったのは金銭の問題で
したので心得てもらえればと思います。

70 周年記念実行委員長　吉田　潤司パストガバナー
　また出てきました
けど、簡単に。本当
は青田君が話すこと
を楽しみにしていた
のです。どうしても
出られないというこ
とで。
　これは会長が青田年度だったのですが、大変な年
だったのです。当時はパシフィックホテルで例会を
やっていました。私たちが 11月の式典をパシフィッ
クホテルでやった時には、そういう話は知らなかった
のですが、パシフィックホテルは 12月に倒産をしま
した。それは青田君には突然の話だったものですから、
大変な思いをしたと思います。急いで例会場を探さな
ければならず、事務局をどうするかがあって、この年
が 2006 年でした。
　例会場は当時キャッスルの社長の反保さんがいまし
たのでスムーズに移行できました。事務局の場所がな
いということで三ツ輪ビルに移しました。大山さんも
一緒に三ツ輪ビルに引っ越しました。これは定正君の
努力のおかげで引っ越しができたのです。
　これが大きな出来事でした。
　記念講演は実行委員会を作った時に「記念講演は必
ず行いたい」ということで記念講演の実行委員長を滝
越さんにおねがいしました。講師を誰にしようかと、

標茶に住んでいる有名な芸能人でしたが忙しくて日程
が合わず、そこで「ロータリークラブは経済人の団体
だから経済人を呼ぼう」となり候補に挙がったのが
ホーマックの石黒社長でした。当時の石黒さんは９月
に「カーマ」と「ダイキ」と合併して大変忙しい時期
だったのです。
　「講演なんか受けられない」ということだったので
すけど、滝越記念講演実行委員長が頑張って口説いて、
口説いて「人間万事塞翁が馬」の話でしたが石黒さん
の苦労と現状、将来　の展望について感銘深い記念講
演でした。これは一般公開して大変好評だったのです。
　この間も、網走の周年事業に行きました。緻密でと
てもいい式典でした。式典と懇親会で、挨拶と表彰、
終わったら懇親会で少し重みがないなと思って、うち
の 70周年は重みがあったかどうかは別ですが、記念
講演を入れたのが良かったと思っています。
　この二つが思い出に残ることです。
　三つめは個人的なことで、70周年記念式典をやる
ということで、ＦＭくしろに行きました。時間を取っ
てもらって私と青田君がお話をしようと行きました。
青田君は行く前には、「俺は最初に挨拶して、あとは
吉田がやれ」という話でしたが、いざ始まると「青田
です。実行委員長の吉田です。から残り 19分は全部
青田君がしゃべりまして、ものの見事にしゃべりまし
たけど、中味はいい話をしましたので良かったなと思
います。この当時の釧路ロータリークラブは大変勢い
がありまして、青少年の交換事業もずっと続けていて、
この時はシューニカーンというアメリカの男の子が来
ていました。米山奨学生には趙偉紅（チヨウイコウ）
さんが来ました。その後も、その前も続いていたので
すが、どこで途絶えたか中断していて残念だなと思っ
ております。
70周年の時には稚内からも来ていただきました。随
分たくさんの人に来ていただきました。
私たちも、その時のことを覚えていて、どこかでお返
しをしなければならないと思います。
最後にもう一つ。網走の創立式典に行きまして、うち
の会長が挨拶をしましたけれど、これはものの見事に、
みんな感心しました。素晴らしかったです。みんなに
聞かせてあげたかった内容でした。時系列がはっきり
して、とてもいい挨拶だったことをお伝えして終わり
ます。

創立 80周年　木下　正明パスト会長
　皆さん、こんばん
は。なかなか喋りづ
らいところもありま
す。
80周年を実行する
にあたって私が会長

でいいのかがあって、脇さんがいいのではないかと。
人事の脇さんは釧路クラブで有名ですのでそういう方
がまとめてやっていただいた方が良いとか、いろんな
ことがありました。
結局、２年前に会長の指名が固まったなかで、準備が
遅れたとかがありますが、だいたい２年前にどんな事
業をやるかを会長が考えないと案が出ません。
私が考えたのは、70周年で石黒さんに講演していた
だいたので、影響力がある方に講演をしていただきた
い。私が少ない経験の中で面白かったのは例えば桑田
真澄さんとか尾木ママだとか、あとは林先生とか、桜
木紫乃さん。あと私、NHKの番組審議会委員で 4年
間やらせてもらっていたので。石黒さんの時は滝越さ
ん本当に頑張っていただいて決まった経緯がありま
す。
その中でどうやったらいいか、私が会長になる前の年
の 11月くらいに会長に決定するぐらいのタイミング
がありますので、その時に情報集会を西村さんにやっ
ていただいたり、80周年に向けてどういう事業をやっ
たらいいかの例会をやっていただいたり、後藤さんに
は早い時期にやっていただいたのかなと思います。
まずは会場を押さえて、講演者の候補を決めて、ある
程度打診をしました。それぞれすべての方に打診をさ
せていただいて、ＪＣさんが林先生を呼んでしまった
のです。桜木紫乃さんも結構釧路市内に来ることが
あったり、いろんな尾木ママさんに結構左寄りかな、
それはちょっと置いといて。
そんな中で 2012，2013 年に釧路の算数や数学の学
力がものすごく低いという結果が分かったのです。そ
の算数や数学が低いというのは、もともと国語力がな
いからと、林先生と数学の先生と一緒に講演していた
だくというのも候補に挙がっています。
ちょうど釧路の付属中学校を出て名古屋大学に行かれ
て、東進ハイスクールに行かれた志田昭先生がおりま
して、その方のネプリーグだとか、いろんな番組に林
先生と一緒に出ていて、番組を賑わした地元の方でも
あるのでその方を呼びたいと。林先生とセットで呼ぶ
つもりだったのですが、林先生はＪＣさんに来られた
こともあって、これは二番煎じで辞めて。
では、志田先生に話をしていただくには何がいいかと
いったら、数学検定を当初１万 2,000 人にプレゼン
トをしよう。要するに、釧路の小中学生全部で 1万
2,000 人なので、算数の成績が悪いのだったら、全員
に数学検定プレゼントしようというのを頭に入れなが
ら僕が 80周年やるのは 2016 年の 11月５日です。
2015 年 11 月の情報集会で皆さんに「どんな講演者
を呼んで、どんな事業者をやったらいいか」という情
報集会があって、その中で皆さんがいろんな桜木紫乃
さんが良いとか、こういうのが良いとか。アイスホッ
ケーが良いとか。いろんなすごいアイデアが皆さんの

中で出てきた。会長だったのである程度選ばせていた
だいて、次の年の７月くらいから実行委員会が立ち上
がった中で、こんなふうにやって行ったらどうだと説
得をさせていただいて、事業をさせていただきました。
メインの事業はその志田先生の講演会で、皆さんに動
員していただきまして、大体 600 名位集まったと思
うのです。多分それぞれの転勤族の方、すごく自分の
会社の方を 10名や 15名呼んでいただいて、ただ内
容はすごく素晴らしくて、ちょっとあまり時間がない
ので例会報など見ていただければと思います。
それと、そこで終わるのではなくて、数学検定を１万
2,000 人分プレゼントしようということから始まっ
て、あと地区の補助金を使ってその後の３年間ですね。
都合４年間で、延べで結局受けていただいた方が４万
600 人の方に数学検定を受けていただきました。
　その結果として市内の小学校で全国平均を上回って
いる所もいまだにあります。あと国語検定が始まり 、
市内の学力がすごく上がっています。実は市内の学力
が落ちていると思われがちなのですが、今はその当時
よりもだいたい 10％から 15％学力平均点が上がって
います。子どもたちには、すごく可能性があるので、
その子どもたちにたくさん可能性を追求してもらっ
て、学力を上げていただいて自分が望む世界に羽ばた
いていただきたいです。戻ってこない子どもたちもた
くさんいると思うのですが、それをやっていただきた
いということで、今年の後藤年度でも湿原の体験学習
だとかにつながっていると思います。
私のわがままから始まったものが、少し継続事業とし
てやって結実しているのかなと思います。
その時は、台北中央ロータリーとは姉妹都市提携をし
たり、台湾から小学生を呼んで交流コンサートを釧路
ロータリークラブ主催でやったり、あと海外に私は５
回ほど行きました。　　
プーケットで水の事業をやったり、ブータンに行って
お手洗い場を供給したり、ブータン世界で一番着陸す
るには危ない空港だとかあって、死ぬつもりで小船井
さんと一緒に死ぬ間際には小船井さん文句言ってから
死のうと思いながら着陸したのを覚えています。
そういった形で釧路ロータリークラブの方々は本当に
協力を荒井先生はじめ協力していただいていろんな事
業を成し遂げたのかなと思いますが、時間がなかった
ので、自分のアイデアで考えたもの、プラス本当は会
長の想い、プラス皆さんが考えた何かを足して、倍く
らいの事業にしてもらえたらよかったのかなと、私は
思いました。
私も言葉がつたなくて、皆さんに説得するのに時間が
かかったり、事業が十分できなかった所を反省してい
ます。
90周年、100 周年で充実した釧路ロータリークラブ
が地域のために何ができるか、日本のために、世界の

ために何ができるかを考えて、時間があるのでいい形
の周年をしていただいて。予算の話がありましたが、
80周年は 1,200 万円の予算でやりました。志田先生
が講演料を安く抑えてくれて、数学検定も 3600 人に
寄付をするのですけれど、100 万円でやってくれた
ので安く押さえられたので結果として 1,000 万円位
しかかかりませんでした。
高いか安いかありますがアグレッシブにトライして皆
さんが地域のための活動につなげていければいい周年
になると思います。
「釧路クラブ、ここにあり」と皆さんに協力いただい
てできたのかなと思って、感謝もしておりますが、もっ
ともっとできると思っております。あと３年、よろし
くお願いいたします。高橋さんに指名された会長さん、
指名されそうな人はもう想像していただいたらありが
たいと思います。
以上です。

木下パスト会長ありがとうございました。それでは
60周年、70周年、80周年とスピーチをいただきま
した皆さまに改めまして拍手をお願いします。それで
は残り時間も少なくなってまいりました。ここで皆さ
まで手をつなぎ輪になっていただきまして手に手をつ
ないでを斉唱したいと存じます。皆さまご起立いただ

き輪になってお手をつなぎますようお願い申し上げま
す。

（手に手を繋いで）

中締めの挨拶　高橋　直人会長エレクト
　皆さま、諸先輩を
前に中締めの挨拶と
いうことでご指名で
すので、 皆さんご用
意下さい。
今日は、87周年に
ちなんでということ

で例会を開き、諸先輩の 50周年、60周年、70周年、
80周年と本当に素晴らしい歴史と伝統のある釧路ク
ラブ。私もここのクラブに入って本当に自慢でござい
ます。
皆さん、ぜひともこれからこの釧路クラブを 90周年
に向けて頑張っていきたいと思います。というか、私、
90周年の指名会長ですので何とか私の専権事項です
ので、プレッシャーは結構かけられていますが。まだ
自分の年度もかけられていません。それは、心と決め
まして頑張っていきたいと思います。
それでは本日の皆さま方の会員とご健勝と釧路クラブ
の繁栄を願いまして 3本締めで締めようと思います。



 

　
みなさん、こんばん
は。冒頭、お知らせ
がございます。
　先々週の例会にお
きまして、次年度理
事・役員の立候補を
募っておりましたと

ころ、10日後の先週に立候補がないことになりまし
て、速やかに指名委員会を立ち上げる流れになってお
りますので、こちらから指名委員の皆さまにはご連絡
を差し上げているところであることを皆さまにご報告
ということでお知らせを申し上げます。
　本日は北ローターアクトクラブの皆さま、お疲れさ
までした。会長は４月よりもこなれてきましたね。成
長を見るのが、とても楽しみです。僕はまだこなれて
いないものですから、うらやましく思って見させてい
ただきました。
　先週 11月 11日に網走ロータリークラブの創立 70
周年記念式典にお呼ばれをして、吉田パストガバナー
ご夫妻、佐藤幹事とともに参加をさせていただきまし
た。
　久し振りに口から心臓が飛び出るくらいに緊張をし
ました。祝辞が終わってホッとした夜、記憶がなくな
るくらいお酒を飲みまして大変な目にあいました。
そんなことどうでもいいのですが、道中、吉田パスト

ガバナーから大変いいお知らせをお伺いしましたの
で、皆さまにお伝えをしたいと思います。
先日、釧路交響楽団の演奏会が釧路で開催されたとい
うことで、吉田パストガバナーが観覧したそうです。
そこで、清水輝彦君にバッタリお会いしたそうです。
いろいろお話をしたそうですが、ご本人は「記憶の方
がまだあいまいで、リハビリを頑張らなければいけな
い」とおっしゃっていたそうですが、吉田パストガバ
ナー曰く、「少し頭の悪い奴よりも、全然大丈夫だ」
くらいの素晴らしい回復具合、言葉は悪いのですが、
倒れられたのが不思議なくらいの回復度合いだという
そうです。受け答えもはっきりされていて、もちろん
車椅子ではなくご自分で歩いてこられていたそうで
す。
清水幸彦先生のお別れ会の時に、奥様が「年末くらい
の例会には何とか参加できるように頑張りたいと、本
人も言っていることを伝え聞いた者として、清水輝彦
君が仕事のことや、ご家族のことや、ロータリーのこ
とや、そしてご自分の趣味のことや、まだまだやりた
いことに向かって一生懸命リハビリで努力している姿
が容易に想像できるものですから、ホントに嬉しく
思っておりまして、私からも輝彦君に、なんとか早め
に例会に来てくださいとお伝えしたいと思っておりま
す。メールでも電話でも構いません、近い関係の方は
そうやって促していただいて、一日も早い清水輝彦君
の出席を祈りましょう。

本日は「創立 87周年にちなんで」ということで釧路
ロータリークラブの87回目の誕生日を迎える日です。
札幌ロータリークラブ、帯広ロータリークラブからの
スポンサードを受けて 87年、これまでたくさんの方
がいろいろな努力をされて、こうして楽しいクラブに
なっていることをみんなで語らって、本日も有意義な
時間にして 88年目の明日の一歩目を始めてまいりま
しょう。本日も美味しいお酒を皆さんと酌み交わした
いと思います。本日一日、よろしくお願いいたします。

幹事報告　佐藤　貴之幹事
皆さん、こんばんは。先ほど後藤会長からありました
「網走ロータリークラブ創立 70周年記念式典」に参
加してまいりました。こちらは「70周年記念の盾」
をいただいております、クラブ事務所に飾っておきま
すので皆さん、ご覧いただければと思います。
今週 19日の日曜日、釧路交響楽団の定期演奏会があ
ります。ご招待券が２枚届いておりますので、ご興味
のある方がおりましたら本日中に私まで声を掛けてく
ださい。

活動報告　釧路北ローターアクトクラブ
　　　　　　　　　　　　　　会長　小島　大輝君
　皆さま、こんば
んは。釧路北ロー
ターアクトクラブ
会長の小島　大輝
と申します。本日
はどうぞよろしく
お願いいたします。
　本日は７月の表敬訪問の時にお邪魔させていただい
てから２回目の釧路ロータリークラブ様の例会に訪問
させていただきました。本日は、貴重な時間を割いて
お話させていただく機会を設けていただきました後藤
会長、佐藤幹事をはじめとする釧路ロータリークラブ
の皆さま、本当にありがとうございます。
　本日、私たちローターアクトクラブから活動報告と
いうことで、本年度の ７月から 10月までの活動のご
報告をさせていただきたくお邪魔させていただきまし
た。
　私のつたない説明と限られた時間の中では十分にお
伝えすることは難しいのかなと思いましたので、皆さ
まの各テーブルに私たちの現時点の活動報告を配布さ
せていただきました。お手すきの際にご覧いただけれ
ばと思います。
　私からは２点ほどをご案内させていただきます。
　1点目は、直近の２回の例会をご報告させていただ
きます。9月 26日に開催しました今年度の第６例会
と、10月 29日に開催しました第７例会、資料の後
ろの２ページに記載されています。

　この２回の例会、どちらも「ポリオウイルスの根絶
活動」をテーマに掲げさせていただいております。私
たちローターアクトクラブも 2019 年のＲＩ規定審議
会の決定がありまして、現在、ＲＩに加盟させていた
だいているクラブのひとつとなっております。ＲＩの
活動であったり、第 2500 地区のロータリークラブの
皆さまがどのような活動をされているのかを知る機会
が増えて来まして、今年度の鶴見ガバナーが重点目標
のひとつに掲げられているのが「ポリオウイルスの根
絶」ということで、私たちも「ポリオウイルスの根絶」
に向けて何かできないかと興味を持つようになって今
年度の例会を企画しました。
　第６例会では、ポリオウイルスはどのようなウイル
スで、現状、世界ではどのくらい残っていて、根絶に
向けてどのような取り組みをしているかを学びまし
た。
その後、10月 29日の第７例会に私たちローターア
クトクラブが毎年開催している「ハロウィンイベン
ト」、小学生を対象にした、本物のかぼちゃをくり抜
いて「ジャック・オー・ランタン」を作るイベントで
すが、そのイベントの中で参加していただいたご家族
の皆さまに、「ポリオウイルスはどのようなウイルス
か」「いま苦しんでいる子どもたちがいる」「寄付する
ことによってワクチンが買える」という説明をして、
実際にご寄付を募る取り組みをさせていただきまし
た。
　この活動報告書にも書いてありますが、結果は大多
数のご家族の皆さまから 33 ,788 円の募金をいただ
くことができました。
　この活動をとおしてアクトならではのやり方で少し
ずつでもポリオウイルスの根絶や奉仕活動にできれば
良かったと考えております。
　最後に、会員数の動向についてご案内させていただ
きます。今年度は会員数 16名からのスタートとさせ
ていただきました。現在、新入会員が３名、退会が２
名あったので 17名の会員数となっています。17名
なので運営するうえでは、ある程度の人員が確保され
ていると見えるかもしれないのですが、年齢層が大き
く偏っております。26歳未満の会員は非常に少なく
なっておりまして、学生だったり、営業をされている
転勤族の会員だったりで、数年後には卒業・転勤でア
クトを離れてしまう会員が多いです。
　今年度、あるいは次年度に関しては、ある程度運営
の体制の目途が付いているような状況ですが、２年か
ら３年後に関しては会員数が大幅に減って、事業の継
続に大きな支障が出て来ると、表敬訪問の時にもお話
させていただきましたけれども、会員増強を避けて通
れない部分と考えております。
　釧路北だけではなく、道内のローターアクトクラブ
はほとんどが会員数の減少によって存続が危ぶまれて

いるような状況にあります。記憶に新しい事例として、
４年前に斜里のローターアクトクラブが終結して、２
年前には根室のローターアクトクラブが終結となって
おります。いずれも、理由は会員不足によるものです。
このご時世、ロータリーに限らず、どの会社様も若年
層の働き手が不足しているとは存じ　り出すことに懸
念を感じている方もいるかと思うのですけれど、ここ
からは私の実体験の話になるのですが、アクトに入る
ことで友達とかではなく、同年代の、かつ異業種で働
いている方、自分で起業している方と接する・交流す
る機会を持つことは貴重なことと考えています。自分
と違う所で働いている人たちの考えに触れることで僕
自身は視野が広がったなと実感する機会もあり、「こ
ういう人たちは、こういう思いで働いている」「この
人は若いのに、こういう気持ちで起業したのか」とす
ごく参考になることもあり、自分の仕事の中に還元で
きる経験と個人的には考えております。
　本日お越しになっている皆さんの中で、いま頭の中
でピンと思い浮かぶ方がいらっしゃれば、ぜひ私、あ
るいは幹事の佐井会員にご連絡いただければと思いま
す。その時は、飛びついて、飛んで行きますのでよろ
しくお願いいたします。
　最後になりますけど、今後ともより一層のご指導ご
鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。
本日はありがとうございました。

親睦活動委員会　濱口　憲太委員長
皆さん、こんばんは。
首の手術から丸３カ
月が経ちまして、だ
いぶ調子が上がって
きました親睦活動委
員会の濱口です。
本日のプログラム　

夜間例会『クラブ創立 87周年にちなんで』を開催さ
せていただきます。今から 87年前の 1936 年（昭和
11年）11月 23日に、当時平均年齢 40歳を少し超
える若いチャーターメンバー 30名のもと、釧路ロー
タリークラブは創立をされました。道内では７番目、
国内では 26番目、世界では 4092 番目に創立をされ
ました。
その由緒正しき歴史と伝統の重みと、輝かしい活動の
軌跡は 87年間脈々と今日につながれております。
本日の例会では、創立からクラブの歴史と伝統、90
年の節目に向かって会員皆さまでロータリーを大いに
語らいながら楽しく、大切な時間にしてまいりたいと
思います。

それでは、はじめに釧路ロータリークラブの軌跡につ
いて動画を作成しましたのでスクリーンにご注目くだ
さい。

（動画上映）

乾杯のご発声　石田　博司パスト会長
ロータリークラブに入っていて嬉しいことのひとつ
は、新しく入った方がこぞって「いいクラブに入った」
と言ってくれることです。ロータリーに入ったから売
り上げが上がるわけではないので、嬉しさがそこにあ
るのではなくて、われわれの釧路クラブの雰囲気にあ
るのだと思うのです。そうすると「入って良かった」
といわれると、自分が褒められたような気がしてしま
い、とても嬉しいのです。
誰がそういうクラブにしたのか。別にどのクラブと言
いませんけど、比べて「釧路クラブがいいですね」と
おっしゃるのです。他のクラブに入った者から聞くと
「随分、雰囲気が違いますよ」と言うのです。
なぜこういう雰囲気になったのか。私のスポンサーは
吉田潤司パストガバナーですけど、もちろんスポン
サーをしていただいた時にはまだガバナーではなかっ
たのですが、吉田さんから昔話をよく聞きました。吉
田さんが入ったころは、「うるさい年寄りがいて、ホ
ントに躾というか、嫌になりほどうるさかった」と言
うのです。その様子を聞いていると、「将来、自分が
ベテランになった時は、あんな年寄りになりたくない」
と思った人がこの空気を作ったのではないかと私は思
うのです。と言ったら、天方君が「僕はそうではなく
て、この雰囲気を作ったのは清水先生ではないかと
思っています。他のクラブではパストガバナーがもっ
と存在感を出して、仕切って指令ができるみたいです
けど、清水先生は作らなかったからそういう雰囲気に
なって、その後に小船井さんがなってもお人柄がよろ
しく、そういう雰囲気を作らなかった」。だから、天
方君が「この釧路クラブの雰囲気を作ったのは清水先
生ではないか」と言うのですけど、まぁ、それもある
でしょう。
いずれにしても、類は友を呼びますから、今いるわれ
われが新入会員の方を集めていると思って間違いない
と思います。よそのクラブは、それなりにそういう人
が集まっている訳ですから。
ということで、どうか新入会員の皆さま、転勤族の方
を含めまして、いい雰囲気の釧路クラブの伝統をつな
いでいってくださいますように心からお願い申し上げ
ます。
では、乾杯をさせていただきます。
87周年、おめでとうございます。
（おめでとうございます）

ご挨拶　小船井修一パストガバナー
　歓談中、恐れ入り
ます。委員長は本当
に真面目な方で、何
回もメールをいただ
きまして、準備をさ
せていただく形にな
りました。こういう

飲む場で硬い話になって申し訳ありません。10分ほ
ど時間を頂戴して、原稿を用意してありますのでホー
ムページに掲載させていただきますが、お話をさせて
いただきます。
釧路クラブのホームページで「歴史と伝統」というバ
ナーがありますので紹介させていただきます。
釧路ロータリークラブが創立されたのは昭和 11年
(1936 年 ) で、道内では 7番目の誕生です。 日本国内
では 26番目、世界では 4092 番目となっています。
北海道では 1932 年（昭和 7）の札幌に始まり、昭和
8年小樽、9年旭川、函館、10年帯広、11年室蘭、釧路、
12年北見の順で主要都市 8クラブが誕生しました。
1941 年 10 月 10 日国際ロータリーを離脱し釧路職
域懇談会として活動しました。
1950 年 10 月 2日再加盟し、チャターメンバーの中
でリチャーターメンバーとなったのは 6名でした、
私が入会した 1984 年当時では村上裕二会員おひとり
だけになっていました。
戦前のロータリークラブ（日本の 2つの特質）
アジアで最初に設立されたロータリークラブ 1919 年
6月設立のマニラロータリークラブ、私が知りえる範
囲で設立順では 1919 年 10 月設立の上海ロータリー
クラブ、1920 年 1月認証のカルカッタロータリーク
ラブで、1920 年 10 月 20 日設立の東京ロータリー
クラブはアジアでは 4番目に設立されたと思います
東京ロータリークラブはマニラ・上海・カルカッタの
クラブとは大きな違いがありました。
それはマニラ・上海・カルカッタとも英語クラブであっ
たことです。因みに1930年設立のタイ・バンコクロー
タリークラブも英語クラブでした。これは海外から赴
任した欧米人を中心としたクラブであったことを意味
します。
東京ロータリークラブはその意味で全く違いました。
日本語で運営され、チャーターメンバー全員が日本人
だったのです。
そして1905年2月23日創設されたシカゴロータリー
クラブとも会員構成で大きな違いがありました。
シカゴロータリークラブの創設メンバー 4名の職業
は、弁護士、石炭商、洋服商、鉱山技師（山師）であ
り、シカゴを代表する人たちではなく一般市民で構成
されていたのです。
一方

東京ロータリークラブの初代会長は米山梅吉、幹事に
は福島喜三次でした。
米山梅吉氏は 1924 年三井信託創設の初代社長でし
た。
28名のチャーターメンバーには日本銀行を始めとし
た金融機関、SF 作家星新一の星製薬社長、一ツ橋大
学の前身東京商科大学校長、三越、三井鉱山、北海道
炭鉱汽船等の三井グループ各社で構成された錚々たる
メンバーであったこともシカゴのチャーターメンバー
との違いだったのです。
20世紀初頭の世界は「敵国主義の時代」でした。
フィリピンはアメリカの植民地インドはイギリスの植
民地、上海は疎開の中で日本を含む英米列強によって
支配されていました。
独立国だったタイのバンコクロータリークラブでさえ
英米中心メンバーによる外国人クラブだったのです。
1927 年創設の京城（ソウル）ロータリークラブも
チャーターメンバー 21名の内日本人が 17名で韓国
人は 4名だけだったのです。
日本のロータリークラブは自国民中心で構成され、地
域の代表的な人々が入会するステータスの高いクラブ
でした。いわば、包摂的なインクルーシブなクラブで
はなく、排他的なエクスクルーシブなクラブでした。
未来を見据えて
戦後、1950 年 10 月国際ロータリーに復帰した釧路
ロータリークラブは順調な成長を続けました。また、
ロータリー活動も成長期を迎え釧路北クラブを始めと
した 9クラブのスポンサーとなり、地区ガバナーも
両角氏を入れないで 4名のガバナーを輩出しました。
私達釧路ロータリークラブは
今まで述べてきました「歴史と伝統」を踏まえ、未来
に向けていかなければなりません。
2026 年の 90周年には記念事業や式典等の諸準備と
共に未来に向けた諸準備をしなければならいと思いま
す。
構造主義の創設者レヴィ・ストロースは日本の文化を
「過去の伝統と現在の革新の得難い均衡」を比類ない
ものとして高く評価し全人類が学ぶべきとしました。
私達も未来を創るために過去の歴史と伝統を踏まえて
革新をしていく事が大事であると思います。
　以上、私からのお話にさせていただきます。

ご挨拶　吉田　潤司パストガバナー
　皆さん、こんにち
は。小船井さんの後
に話をするのはホン
トにつらいのです。
小船井さんと私の大
きく違う所は、何か
ロータリーのことを

聞きますと、必ず「手続き要覧では・・・」と話して
来るのです。ですから、間違えたことは言わない。
ちょっと分からないことは日本事務局に確認して、「こ
れは、こうです」と。しかも、メールで切り取った所
をポンと送ってくることで、とてもきちんとしてくれ
ます。今日の話も多分間違いはないと思います。　私
は、そういう話は全くできないので、時に話が自己流
の話ばかりするので 心配なのです。
　小船井さんは、いまはパソコンをおしゃれにやって
いますけど、1996 年ごろは私の方がずうっと上だっ
たのです。小船井さんはパソコン、あまりできなくて、
私はその時まだビルダーのない時にクラブでホーム
ページを作ったのです。その時に小船井さんが熱心に
見ていて、それで少しずつ追い越されてしまって、ホ
ントにある日突然追い越されました。私は後退ばかり
しましたから、小船井さんはある時に「メールで写真
が来た」と言って、今では当たり前のことですがね。
　それから、小船井さんは会議に行きますと、パソコ
ンをこうやっているのです。他のクラブの多くの人た
ちには「キザな奴だな」と思われていたのですが、実
は違うのです。話していることを全部要約して、総理
大臣の記者会見の時には新聞記者はすぐ原稿を作って
いますけど、小船井さんのそれはすごいのです。です
から、私が何かやる時には小船井さんと一緒にやると
「終わります」までの原稿ができているのです。すご
いです。
「吉田さんは早いね」と言われますけど、実は小船井
さんに書いていただいたものですけれど。そういうス
ゴイ人だったので、褒めてばかりいますけれども、ホ
ントにスゴイいのです。小船井さんに負けないように
話そうと考えましたが、無理だから止めます。
　今日は、90年・100 年に向けて「私の想い、この
ようにしてほしい」を話します。これは私の独断の話
ですけれど、話させてもらいまして参考にすることが
あればぜひ参考にしてもらいたいと思います。
　70年の時の釧路ロータリークラブの会員は 98名
で、登録は 498 名も登録したのです。懇親会に 375
名が出ましたけれど、実にお金がかかったのです。驚
くなかれ、1000 万円を超えたのです。当時の積立金
で 606 万円くらいあったのですが、その他のお金は
「登録料」と言いますから登録して出してもらってい
ますから、登録料 1万円を取ったのですけど、その
詳細は定かでありません。
　私は、今回これをやります時に、私が実行委員長だっ
た 70周年の本をいろいろ読みまして、こうだったの
だと。その時に集まって話をする実行委員会と長老の
人たちと 2回、別々に話しました。その時にいろい
ろ話をしたのは、結局は 70周年記念式典の反省会み
たいになったのです。その時の内容を今日、皆さまに
お話したいと思います。

　会員増強というのはどこにでも出てきます。私がガ
バナーをやりました時にも多くのクラブに行きまし
た。公式訪問した時に「ガバナー、そんなに会員増強
を言わないで、もっといいクラブを作ってから、みん
なが憧れるクラブを作って人を入れたらいいのではな
いか」という話はいろんなクラブで言われました。
　でも、皆さん、憧れのクラブというのはあるのでしょ
うか。私はないと思うのです。どんなクラブを作って
も、今の時代はいろんな会がたくさんありますから、
みんながクラブの評判を聞いて「入りたい」という人
は参考にするかもしれないが、昔のように定員制をひ
いて「空いたら入る」というような、入れてもらいた
いという時代は地方ではないと思います。全国的に見
ると京都ロータリークラブ、東京ロータリークラブな
ど大都市のロータリークラブにはある程度ありますけ
れど。
　私は、会員増強についてお話を聞くときに、「みん
なが憧れるクラブを作りたい。それが先なのだ」と。
卵が先か鶏が先か、それが先だと。「そういうクラブ
を作って自然と入ってくる人を待てばいいのだ」とい
う人がいましたけれど、これは、私はナンセンスだと
思います。それから「誰でもいいから入れればいいじゃ
ないか」。「これはダメなのだ」という人もいましたが、
私はこれもナンセンス、違うと思います。それから「定
員制を設ける」。地方で「釧路クラブが定員 100 人に
して、１人が空いて 99名になったら１人を入れると
したらいいじゃないか」。これも私はナンセンスだと
思う。無理だと思いますね。やはり、数は力なりです。
数を集められなかったらダメなのです。「ロータリー
に入りたい」という人は、おかしいかもしれないが「入
ることによって、学びたい」という人かもしれないで
す。ですから、入りたいという人を閉ざすことはダメ
だと思う。入れてしまって、増強して、そして立派な
人たちがいるのを見て、勉強をする。そして、いいロー
タリアンに育っていくことが大事でないかと思いま
す。
　私の個人的な考えですけれど、入りたい人をシャッ
トアウトするのは止めて、どんどん増やすべきだと思
います。うちのクラブも、私がガバナーになりまして
から、あと何年か後にはまたガバナーが出ます。ガバ
ナーの使命のひとつには「新クラブを作りなさい」と
いう使命があるのです。でも最近は新クラブができて
来ないのです。これは、100 人のクラブを 130 人位
にして、そこから分割をして 30人 40人を移して新
クラブを作ることが普通のやり方なのです。
　札幌の幌南ロータリークラブは 30人から 60人位
になるとすぐ分割するのです。新しいクラブをどんど
ん作るのです。こういうクラブもあります。これが普
通ですが、うちのクラブも 90年 100 年の時にはた
くさんの人を入れて、分割をして「さすが、釧路クラ

ブだ。いま新しいクラブができない時にさすがだ」と
なって欲しいし、やるべきだと思います。
　新しいクラブを作ると、総論は賛成「新しいクラブ
を作るの、いいじゃない」、各論では反対。これは全
国どこでもそうなのです。釧路クラブがもし新しいク
ラブ、釧路新ロータリークラブを作ったら、「私は作
るのは賛成だが、私は釧路ロータリークラブに残りた
い。新クラブには別の人が行ってください」となって
しまって、「なかなか、うまくいかない」という話も
聞きました。これはやりようで、いろいろあると思い
ます。
　私は台湾のロータリークラブはあまり分からないの
ですけど、台湾に行った時に、長老の人たちと若い息
子さんたちのクラブとがあって、時々一緒になって例
会をするという、和気あいあいにやったというのもあ
ります。これもスタイルだと思います。
　新しいクラブを作るということは 90年 100 年の
中で、ひとつの目標にしてもらいたいと思います。私
は最近の「流行りはんてん」のように衛生クラブを作っ
てというのには反対なのです。衛星クラブを作ってう
まく行っているという話は聞いたことがないのです。
やはり、作るならロータリークラブを作ってそこに若
い人に入ってもらうのが一番いいと思います。これを
お願いしたいのがひとつです。
　二つ目は、100 年になりますと大台なお金がかかっ
てくると思います。これをどうするかも大きな問題で
すが、座談会の私の時の反省の中で「スタートが遅す
ぎる」。来年行うとなったら、例えば、文化会館やま
なぼっとの予約となれば「１年以上前から日程が埋ま
る」と言われたのです。例えば 90周年の時に会長エ
レクトが決まれば、その段階で実行委員長、実行委員
会を作って準備をしたほうがいいと言われました。こ
の本の中にたくさん出ていました。
　私がやった時にはスタートが遅くて、テーマは『明
日に続く道』というテーマを作ったのですけど、この
テーマを作るのに延々と時間を費やしてしまって、
テーマより先に、予算はいくらか、何人くらい集めて
やるのか、会場をどうするか、日程をどうするか、を
決められる大枠を早く決めないと必ず遅れをとってし
まいます。これをやってもらいたいです。
　90年の節目ですから盛大にやるかどうかを別にし
ても、13年後には 100 年になるのです。
この時は多くの皆さんが残っていると思います。この
100 年の時にどうするかは多少でも前倒しをして準
備して考えて行かなければならないと思います。
　私は今日の話をするときにも、記念誌を読んできた
のです。すると、記念誌は記録なのです。私が 70周
年をやる時には、50周年の記念誌があって中味をい
ろいろ見ていて参考にしたのです。記念誌はきちんと
作ることは次の時にも必要になってきますので、記念

誌を書いていただきたいです
　うちのクラブでは「会報」、クラブの唯一の記録誌
なのです。なにかある時には必ず会報を見て、「何やっ
た、どうだった」と見るのですけど、丁寧に会報を書
いている方もいますし、実にあっさり書いてもいます。
私が嵯峨記念育英会の理事長をやっていました時に、
育英会の整理をしようと思って、ずーっと昔の資料を
見ながら、名前と学校を調べて行きましたが、だいた
いの所は書いてあるのですが、ある時には「嵯峨育英
会、５名結成」としか書いていないのです。名前もな
ければ、生徒もない。学校に聞いても「分かりません」
ということで結局、空白ができてしまうのです。です
から、記録誌を作る担当の人は「記録だ」と考えて、
できるだけ詳しく書いてもらいたいです。
　特に「今回、予算がたくさんかかりました」と言い
ましたが、登録料だったのか、果たして登録料 1万
円をもらったのか、詳しくは出ていないのです。その
他にどのような費用がかかったのか、もあまり書いて
いないのです。総費用が 1, 150 万円位かかっている
のです。それももう少し詳しく書くべきでないかと思
います。
　私はふたつ、記録誌の大事さを確認いただきまして、
記録誌を作っていただきたいということと、会員増強
については、数は力なりということで、門戸を広く開
けていただきたいです。
私が入りました時の山下会長はいつも例会の時に「会
は増強しなければ必ず衰退する」という話をしていま
した。増強するということはクラブの活性化のために
もなります。
　ここにこのようにいい人がたくさん集まっている中
で、「おかしな人が入ってきたら雰囲気が乱れる」と
いう考えを持つ人もいると思います。これは小さいク
ラブになればなるほどです。10人位のクラブを訪問
しますと、今すごくいい雰囲気、みんなでワーと言え
ばワーとなる。「これを壊したくないから、新しい人
は入れたくない」というクラブもあるのです。そんな
こと行っていたら必ず年をとって亡くなってしまいま
す。会員増強について私は門戸を広げて、私は誰でも
いいのです。「入りたい」という人で変な人間は、わ
ざわざ高い金を払って入るという人には変な人間はい
ないはずです。やはり、何かを学びたい、何かを吸収
したいという気持ちで入って来ると思いますので、門
戸を広げて 130 人 140 人のクラブになって、分割し
て新しいクラブを作るようにしてもらいたいと思いま
す。できれば 100 年の時まであと 13年ありますの
で毎年２人～３人増やして行けば 30人は楽に超えま
すので、ぜひ新しいクラブを作って、堂々と「釧路ク
ラブ、ここにあり」を作っていただければと思います。
話は、全部お願いをすることばかりでしたが、以上で
す。

　ぜひ、この後 80年の話もありますけれども、３年
後には 90年が来ます。13年後には 100 年になりま
すので、いろいろな準備のことを頭の隅に置いていた
だければと思います。
　記念式典の挨拶にしては、あまり意味のない話ばか
りでしたが、私の想いを伝えました。ありがとうござ
いました。

創立 60周年
（動画公開）

創立 60周年記念実行委員長　泉　　敬パスト会長
　写真は若いです
ね。28年前になり、
記憶も確かでなく
なって怪しげになっ
てきているのです。
思い起こしますと、
大久保前会長から私

に実行委員長の指名がありました。60周年の前の年
ですね、それは相当慌てました。ということは「１年
間で準備しなさい」とかなり厳しいわけです。予算も
300万円だったのです。私たちは「50周年を迎えた後、
記録がないので何とか記録を残したい。60周年記念
誌を作ろう」と。すると、50年から 10年間のブラ
ンクがそれで埋められるのですが、それを行っておか
ないとその後がまた大変になるのが当然あるわけで
す。
　振り返ってみますと、このクラブの周年記念は 25
周年からやっているのです。これは「記念を行った」
というだけで、特に記録を残すことは一切やっていな
いのです。30周年、40周年と一応祝賀会を行って、
記念品も贈呈することは行ってきているのです。ただ
し、記録は残していない、記念誌は作っていない。
50周年になって初めて「これは、まずい」となって
50周年誌を作ったのです。50周年にいた人には配布
したわけですが、50周年誌をお持ちの方はおそらく、
ここの会員の中には何人かしかいない。私が数えたと
ころ５人ほどしかいない。
　河合君、小船井君、吉田君、元ガバナーは２人いて、
立派な布張りの 50年誌を会報として皆さんに配布し
たことがあります。
　ぜひ、70周年誌も 80年誌も作ったので、90周年
誌も 100 周年誌も作っていくべきだと思っています。
これは、なんとかやってほしい。
　60周年の時には急に決まったことで、メンバーも
前の年に決まったのですが、これを実行するとなると
日程的なことも、金銭的なこともあるし、場所の確保
もしなければならず、そういう割り振りも全部行いま
した。60周年をやった時に 50周年から 60周年まで

にいた人は数少ないですから。60周年の時に在籍し
ていた方は手を上げてください、何人いますか。おそ
らく 10人いないでしょうか。
　私が 60周年をやった時に、50年から 60年に会員
がどのように移動したかに関心があって調べました。
50周年の時にいた 95人が 60周年の時に残っていた
のは 45人しかいなかった。10年の間に半分が入れ
替わった。釧路の会員はご存知のように他のクラブに
比べて転勤族が多いです。早い人は２～３年で代わっ
てしまう。転勤してしまって、新しく会員として入
る 。同じ企業の中での入れ替わりがあります。10年
経つと当然必ず入れ替わりがあるのです。その結果だ
と思いますけど、半分以下という現実があります。そ
のことをとらえて、計画を立ていただきたいです。
　例えば、当時は 300 万円でやりましたが、そのあと、
1000 万円もかかっているとなると、単年度でその資
金を集めるのは不可能です。あらかじめ、準備をして、
必要な備えを今から 90周年に向けて準備を始める措
置を取らないと。単年度でやることは無理と思います。
　60周年の時に記念事業として、ロータリーカップ
にまだ優勝旗がなかったのです。優勝旗を何とかして
作りたいと考えましたが、これはその予算の中からは
どう考えても出ないのです。それで、急遽、奉加帳を
作って会員に回したのです。奉加帳に名前と金額を書
いてもらったのです。幹事が２万、３万と書いて、み
んなはそれを見て俺も、俺もと。３回の例会で 110
万円が集まったのです。皆さん、金を持って歩いてい
るのですね。
　110 万円は優勝旗を作るのには多すぎるのです。
横断幕とカップを一緒に作ってロータリーカップに提
供することになりました。これは記念事業の一環とし
てやりました。
　金の問題は嫌だけれども、やはり集めて行かないと
いけないと思います。会長は大変だけれど、単年度で、
その時の会長に全部かぶせるのは大変だということ認
識して置いて欲しいです。どんなふうにやっても、か
かるものはかかるのです。
　いろんなことをやっている年度があります。40周
年の時にマリントポスに寄付したり、今まで救急車を
贈呈したこともあったのです。こういう事業をやろう
とすれば、それなりに資金が必要になって単年度では
難しいことがあって、ロータリークラブはほとんど引
継ぎをしないのです。引継ぎをしないで次の年度にポ
ンと預ける。すると会長以下、担当者は勉強しないと
間に合わないのです。そういう意味では、予算決算も
滅茶苦茶です。それぞれがそういう風に預けられてき
ても皆さんは新しい年度にきちんと計画を立ててやっ
ています。
　前のは参考資料になりますけれども、引継ぎで事業
を引き継ぐことはないのです。これは原則としてやら

ないことになっている。引き継いでほしいものは肩た
たきのように次期の会長にお願いをしておくことはあ
りますけども、実際は、その年度の事業はその年度が
決めて行います。どの人が会長をやっても皆さん、上
手に困難を切り抜けて運営して来ているのがロータ
リークラブです。
　これは一人でやるわけではないし、これは職業を通
じて奉仕の精神で理想を追求しながらやっている皆さ
んの友愛の中でお互いに助け合ってやって行くお陰
で、こういう形が維持できていたのだろうと思います。
　昔は、私が入ったころはかなり厳しい時代がありま
して、会に入ること自体が大変だったのです。入会さ
せるのに「金を貸している者はダメ」、「妾を持ってい
る奴はダメ」、飲食店も同じでした。いま時そんなの
はないと思うのですけれど。推薦があっても２年位お
かれるのがあったり、同意を得るのが大変な時代もあ
りました。
　そんなことがあって、今の会員はたくさんの入れ替
わりがあります。新しい会員については、50周年を
引き継いで、どうやって 70周年に渡すかという節目
でしたのでやったと理解してもらえれば。難しい話は
何もないのです。ただ、大変だったのは金銭の問題で
したので心得てもらえればと思います。

70 周年記念実行委員長　吉田　潤司パストガバナー
　また出てきました
けど、簡単に。本当
は青田君が話すこと
を楽しみにしていた
のです。どうしても
出られないというこ
とで。
　これは会長が青田年度だったのですが、大変な年
だったのです。当時はパシフィックホテルで例会を
やっていました。私たちが 11月の式典をパシフィッ
クホテルでやった時には、そういう話は知らなかった
のですが、パシフィックホテルは 12月に倒産をしま
した。それは青田君には突然の話だったものですから、
大変な思いをしたと思います。急いで例会場を探さな
ければならず、事務局をどうするかがあって、この年
が 2006 年でした。
　例会場は当時キャッスルの社長の反保さんがいまし
たのでスムーズに移行できました。事務局の場所がな
いということで三ツ輪ビルに移しました。大山さんも
一緒に三ツ輪ビルに引っ越しました。これは定正君の
努力のおかげで引っ越しができたのです。
　これが大きな出来事でした。
　記念講演は実行委員会を作った時に「記念講演は必
ず行いたい」ということで記念講演の実行委員長を滝
越さんにおねがいしました。講師を誰にしようかと、

標茶に住んでいる有名な芸能人でしたが忙しくて日程
が合わず、そこで「ロータリークラブは経済人の団体
だから経済人を呼ぼう」となり候補に挙がったのが
ホーマックの石黒社長でした。当時の石黒さんは９月
に「カーマ」と「ダイキ」と合併して大変忙しい時期
だったのです。
　「講演なんか受けられない」ということだったので
すけど、滝越記念講演実行委員長が頑張って口説いて、
口説いて「人間万事塞翁が馬」の話でしたが石黒さん
の苦労と現状、将来　の展望について感銘深い記念講
演でした。これは一般公開して大変好評だったのです。
　この間も、網走の周年事業に行きました。緻密でと
てもいい式典でした。式典と懇親会で、挨拶と表彰、
終わったら懇親会で少し重みがないなと思って、うち
の 70周年は重みがあったかどうかは別ですが、記念
講演を入れたのが良かったと思っています。
　この二つが思い出に残ることです。
　三つめは個人的なことで、70周年記念式典をやる
ということで、ＦＭくしろに行きました。時間を取っ
てもらって私と青田君がお話をしようと行きました。
青田君は行く前には、「俺は最初に挨拶して、あとは
吉田がやれ」という話でしたが、いざ始まると「青田
です。実行委員長の吉田です。から残り 19分は全部
青田君がしゃべりまして、ものの見事にしゃべりまし
たけど、中味はいい話をしましたので良かったなと思
います。この当時の釧路ロータリークラブは大変勢い
がありまして、青少年の交換事業もずっと続けていて、
この時はシューニカーンというアメリカの男の子が来
ていました。米山奨学生には趙偉紅（チヨウイコウ）
さんが来ました。その後も、その前も続いていたので
すが、どこで途絶えたか中断していて残念だなと思っ
ております。
70周年の時には稚内からも来ていただきました。随
分たくさんの人に来ていただきました。
私たちも、その時のことを覚えていて、どこかでお返
しをしなければならないと思います。
最後にもう一つ。網走の創立式典に行きまして、うち
の会長が挨拶をしましたけれど、これはものの見事に、
みんな感心しました。素晴らしかったです。みんなに
聞かせてあげたかった内容でした。時系列がはっきり
して、とてもいい挨拶だったことをお伝えして終わり
ます。

創立 80周年　木下　正明パスト会長
　皆さん、こんばん
は。なかなか喋りづ
らいところもありま
す。
80周年を実行する
にあたって私が会長

でいいのかがあって、脇さんがいいのではないかと。
人事の脇さんは釧路クラブで有名ですのでそういう方
がまとめてやっていただいた方が良いとか、いろんな
ことがありました。
結局、２年前に会長の指名が固まったなかで、準備が
遅れたとかがありますが、だいたい２年前にどんな事
業をやるかを会長が考えないと案が出ません。
私が考えたのは、70周年で石黒さんに講演していた
だいたので、影響力がある方に講演をしていただきた
い。私が少ない経験の中で面白かったのは例えば桑田
真澄さんとか尾木ママだとか、あとは林先生とか、桜
木紫乃さん。あと私、NHKの番組審議会委員で 4年
間やらせてもらっていたので。石黒さんの時は滝越さ
ん本当に頑張っていただいて決まった経緯がありま
す。
その中でどうやったらいいか、私が会長になる前の年
の 11月くらいに会長に決定するぐらいのタイミング
がありますので、その時に情報集会を西村さんにやっ
ていただいたり、80周年に向けてどういう事業をやっ
たらいいかの例会をやっていただいたり、後藤さんに
は早い時期にやっていただいたのかなと思います。
まずは会場を押さえて、講演者の候補を決めて、ある
程度打診をしました。それぞれすべての方に打診をさ
せていただいて、ＪＣさんが林先生を呼んでしまった
のです。桜木紫乃さんも結構釧路市内に来ることが
あったり、いろんな尾木ママさんに結構左寄りかな、
それはちょっと置いといて。
そんな中で 2012，2013 年に釧路の算数や数学の学
力がものすごく低いという結果が分かったのです。そ
の算数や数学が低いというのは、もともと国語力がな
いからと、林先生と数学の先生と一緒に講演していた
だくというのも候補に挙がっています。
ちょうど釧路の付属中学校を出て名古屋大学に行かれ
て、東進ハイスクールに行かれた志田昭先生がおりま
して、その方のネプリーグだとか、いろんな番組に林
先生と一緒に出ていて、番組を賑わした地元の方でも
あるのでその方を呼びたいと。林先生とセットで呼ぶ
つもりだったのですが、林先生はＪＣさんに来られた
こともあって、これは二番煎じで辞めて。
では、志田先生に話をしていただくには何がいいかと
いったら、数学検定を当初１万 2,000 人にプレゼン
トをしよう。要するに、釧路の小中学生全部で 1万
2,000 人なので、算数の成績が悪いのだったら、全員
に数学検定プレゼントしようというのを頭に入れなが
ら僕が 80周年やるのは 2016 年の 11月５日です。
2015 年 11 月の情報集会で皆さんに「どんな講演者
を呼んで、どんな事業者をやったらいいか」という情
報集会があって、その中で皆さんがいろんな桜木紫乃
さんが良いとか、こういうのが良いとか。アイスホッ
ケーが良いとか。いろんなすごいアイデアが皆さんの

中で出てきた。会長だったのである程度選ばせていた
だいて、次の年の７月くらいから実行委員会が立ち上
がった中で、こんなふうにやって行ったらどうだと説
得をさせていただいて、事業をさせていただきました。
メインの事業はその志田先生の講演会で、皆さんに動
員していただきまして、大体 600 名位集まったと思
うのです。多分それぞれの転勤族の方、すごく自分の
会社の方を 10名や 15名呼んでいただいて、ただ内
容はすごく素晴らしくて、ちょっとあまり時間がない
ので例会報など見ていただければと思います。
それと、そこで終わるのではなくて、数学検定を１万
2,000 人分プレゼントしようということから始まっ
て、あと地区の補助金を使ってその後の３年間ですね。
都合４年間で、延べで結局受けていただいた方が４万
600 人の方に数学検定を受けていただきました。
　その結果として市内の小学校で全国平均を上回って
いる所もいまだにあります。あと国語検定が始まり 、
市内の学力がすごく上がっています。実は市内の学力
が落ちていると思われがちなのですが、今はその当時
よりもだいたい 10％から 15％学力平均点が上がって
います。子どもたちには、すごく可能性があるので、
その子どもたちにたくさん可能性を追求してもらっ
て、学力を上げていただいて自分が望む世界に羽ばた
いていただきたいです。戻ってこない子どもたちもた
くさんいると思うのですが、それをやっていただきた
いということで、今年の後藤年度でも湿原の体験学習
だとかにつながっていると思います。
私のわがままから始まったものが、少し継続事業とし
てやって結実しているのかなと思います。
その時は、台北中央ロータリーとは姉妹都市提携をし
たり、台湾から小学生を呼んで交流コンサートを釧路
ロータリークラブ主催でやったり、あと海外に私は５
回ほど行きました。　　
プーケットで水の事業をやったり、ブータンに行って
お手洗い場を供給したり、ブータン世界で一番着陸す
るには危ない空港だとかあって、死ぬつもりで小船井
さんと一緒に死ぬ間際には小船井さん文句言ってから
死のうと思いながら着陸したのを覚えています。
そういった形で釧路ロータリークラブの方々は本当に
協力を荒井先生はじめ協力していただいていろんな事
業を成し遂げたのかなと思いますが、時間がなかった
ので、自分のアイデアで考えたもの、プラス本当は会
長の想い、プラス皆さんが考えた何かを足して、倍く
らいの事業にしてもらえたらよかったのかなと、私は
思いました。
私も言葉がつたなくて、皆さんに説得するのに時間が
かかったり、事業が十分できなかった所を反省してい
ます。
90周年、100 周年で充実した釧路ロータリークラブ
が地域のために何ができるか、日本のために、世界の

ために何ができるかを考えて、時間があるのでいい形
の周年をしていただいて。予算の話がありましたが、
80周年は 1,200 万円の予算でやりました。志田先生
が講演料を安く抑えてくれて、数学検定も 3600 人に
寄付をするのですけれど、100 万円でやってくれた
ので安く押さえられたので結果として 1,000 万円位
しかかかりませんでした。
高いか安いかありますがアグレッシブにトライして皆
さんが地域のための活動につなげていければいい周年
になると思います。
「釧路クラブ、ここにあり」と皆さんに協力いただい
てできたのかなと思って、感謝もしておりますが、もっ
ともっとできると思っております。あと３年、よろし
くお願いいたします。高橋さんに指名された会長さん、
指名されそうな人はもう想像していただいたらありが
たいと思います。
以上です。

木下パスト会長ありがとうございました。それでは
60周年、70周年、80周年とスピーチをいただきま
した皆さまに改めまして拍手をお願いします。それで
は残り時間も少なくなってまいりました。ここで皆さ
まで手をつなぎ輪になっていただきまして手に手をつ
ないでを斉唱したいと存じます。皆さまご起立いただ

き輪になってお手をつなぎますようお願い申し上げま
す。

（手に手を繋いで）

中締めの挨拶　高橋　直人会長エレクト
　皆さま、諸先輩を
前に中締めの挨拶と
いうことでご指名で
すので、 皆さんご用
意下さい。
今日は、87周年に
ちなんでということ

で例会を開き、諸先輩の 50周年、60周年、70周年、
80周年と本当に素晴らしい歴史と伝統のある釧路ク
ラブ。私もここのクラブに入って本当に自慢でござい
ます。
皆さん、ぜひともこれからこの釧路クラブを 90周年
に向けて頑張っていきたいと思います。というか、私、
90周年の指名会長ですので何とか私の専権事項です
ので、プレッシャーは結構かけられていますが。まだ
自分の年度もかけられていません。それは、心と決め
まして頑張っていきたいと思います。
それでは本日の皆さま方の会員とご健勝と釧路クラブ
の繁栄を願いまして 3本締めで締めようと思います。



 

■ 本日のプログラム ■
「クラブ創立 87 周年にちなんで」

　
みなさん、こんばん
は。冒頭、お知らせ
がございます。
　先々週の例会にお
きまして、次年度理
事・役員の立候補を
募っておりましたと

ころ、10日後の先週に立候補がないことになりまし
て、速やかに指名委員会を立ち上げる流れになってお
りますので、こちらから指名委員の皆さまにはご連絡
を差し上げているところであることを皆さまにご報告
ということでお知らせを申し上げます。
　本日は北ローターアクトクラブの皆さま、お疲れさ
までした。会長は４月よりもこなれてきましたね。成
長を見るのが、とても楽しみです。僕はまだこなれて
いないものですから、うらやましく思って見させてい
ただきました。
　先週 11月 11日に網走ロータリークラブの創立 70
周年記念式典にお呼ばれをして、吉田パストガバナー
ご夫妻、佐藤幹事とともに参加をさせていただきまし
た。
　久し振りに口から心臓が飛び出るくらいに緊張をし
ました。祝辞が終わってホッとした夜、記憶がなくな
るくらいお酒を飲みまして大変な目にあいました。
そんなことどうでもいいのですが、道中、吉田パスト

ガバナーから大変いいお知らせをお伺いしましたの
で、皆さまにお伝えをしたいと思います。
先日、釧路交響楽団の演奏会が釧路で開催されたとい
うことで、吉田パストガバナーが観覧したそうです。
そこで、清水輝彦君にバッタリお会いしたそうです。
いろいろお話をしたそうですが、ご本人は「記憶の方
がまだあいまいで、リハビリを頑張らなければいけな
い」とおっしゃっていたそうですが、吉田パストガバ
ナー曰く、「少し頭の悪い奴よりも、全然大丈夫だ」
くらいの素晴らしい回復具合、言葉は悪いのですが、
倒れられたのが不思議なくらいの回復度合いだという
そうです。受け答えもはっきりされていて、もちろん
車椅子ではなくご自分で歩いてこられていたそうで
す。
清水幸彦先生のお別れ会の時に、奥様が「年末くらい
の例会には何とか参加できるように頑張りたいと、本
人も言っていることを伝え聞いた者として、清水輝彦
君が仕事のことや、ご家族のことや、ロータリーのこ
とや、そしてご自分の趣味のことや、まだまだやりた
いことに向かって一生懸命リハビリで努力している姿
が容易に想像できるものですから、ホントに嬉しく
思っておりまして、私からも輝彦君に、なんとか早め
に例会に来てくださいとお伝えしたいと思っておりま
す。メールでも電話でも構いません、近い関係の方は
そうやって促していただいて、一日も早い清水輝彦君
の出席を祈りましょう。

本日は「創立 87周年にちなんで」ということで釧路
ロータリークラブの87回目の誕生日を迎える日です。
札幌ロータリークラブ、帯広ロータリークラブからの
スポンサードを受けて 87年、これまでたくさんの方
がいろいろな努力をされて、こうして楽しいクラブに
なっていることをみんなで語らって、本日も有意義な
時間にして 88年目の明日の一歩目を始めてまいりま
しょう。本日も美味しいお酒を皆さんと酌み交わした
いと思います。本日一日、よろしくお願いいたします。

幹事報告　佐藤　貴之幹事
皆さん、こんばんは。先ほど後藤会長からありました
「網走ロータリークラブ創立 70周年記念式典」に参
加してまいりました。こちらは「70周年記念の盾」
をいただいております、クラブ事務所に飾っておきま
すので皆さん、ご覧いただければと思います。
今週 19日の日曜日、釧路交響楽団の定期演奏会があ
ります。ご招待券が２枚届いておりますので、ご興味
のある方がおりましたら本日中に私まで声を掛けてく
ださい。

活動報告　釧路北ローターアクトクラブ
　　　　　　　　　　　　　　会長　小島　大輝君
　皆さま、こんば
んは。釧路北ロー
ターアクトクラブ
会長の小島　大輝
と申します。本日
はどうぞよろしく
お願いいたします。
　本日は７月の表敬訪問の時にお邪魔させていただい
てから２回目の釧路ロータリークラブ様の例会に訪問
させていただきました。本日は、貴重な時間を割いて
お話させていただく機会を設けていただきました後藤
会長、佐藤幹事をはじめとする釧路ロータリークラブ
の皆さま、本当にありがとうございます。
　本日、私たちローターアクトクラブから活動報告と
いうことで、本年度の ７月から 10月までの活動のご
報告をさせていただきたくお邪魔させていただきまし
た。
　私のつたない説明と限られた時間の中では十分にお
伝えすることは難しいのかなと思いましたので、皆さ
まの各テーブルに私たちの現時点の活動報告を配布さ
せていただきました。お手すきの際にご覧いただけれ
ばと思います。
　私からは２点ほどをご案内させていただきます。
　1点目は、直近の２回の例会をご報告させていただ
きます。9月 26日に開催しました今年度の第６例会
と、10月 29日に開催しました第７例会、資料の後
ろの２ページに記載されています。

　この２回の例会、どちらも「ポリオウイルスの根絶
活動」をテーマに掲げさせていただいております。私
たちローターアクトクラブも 2019 年のＲＩ規定審議
会の決定がありまして、現在、ＲＩに加盟させていた
だいているクラブのひとつとなっております。ＲＩの
活動であったり、第 2500 地区のロータリークラブの
皆さまがどのような活動をされているのかを知る機会
が増えて来まして、今年度の鶴見ガバナーが重点目標
のひとつに掲げられているのが「ポリオウイルスの根
絶」ということで、私たちも「ポリオウイルスの根絶」
に向けて何かできないかと興味を持つようになって今
年度の例会を企画しました。
　第６例会では、ポリオウイルスはどのようなウイル
スで、現状、世界ではどのくらい残っていて、根絶に
向けてどのような取り組みをしているかを学びまし
た。
その後、10月 29日の第７例会に私たちローターア
クトクラブが毎年開催している「ハロウィンイベン
ト」、小学生を対象にした、本物のかぼちゃをくり抜
いて「ジャック・オー・ランタン」を作るイベントで
すが、そのイベントの中で参加していただいたご家族
の皆さまに、「ポリオウイルスはどのようなウイルス
か」「いま苦しんでいる子どもたちがいる」「寄付する
ことによってワクチンが買える」という説明をして、
実際にご寄付を募る取り組みをさせていただきまし
た。
　この活動報告書にも書いてありますが、結果は大多
数のご家族の皆さまから 33 ,788 円の募金をいただ
くことができました。
　この活動をとおしてアクトならではのやり方で少し
ずつでもポリオウイルスの根絶や奉仕活動にできれば
良かったと考えております。
　最後に、会員数の動向についてご案内させていただ
きます。今年度は会員数 16名からのスタートとさせ
ていただきました。現在、新入会員が３名、退会が２
名あったので 17名の会員数となっています。17名
なので運営するうえでは、ある程度の人員が確保され
ていると見えるかもしれないのですが、年齢層が大き
く偏っております。26歳未満の会員は非常に少なく
なっておりまして、学生だったり、営業をされている
転勤族の会員だったりで、数年後には卒業・転勤でア
クトを離れてしまう会員が多いです。
　今年度、あるいは次年度に関しては、ある程度運営
の体制の目途が付いているような状況ですが、２年か
ら３年後に関しては会員数が大幅に減って、事業の継
続に大きな支障が出て来ると、表敬訪問の時にもお話
させていただきましたけれども、会員増強を避けて通
れない部分と考えております。
　釧路北だけではなく、道内のローターアクトクラブ
はほとんどが会員数の減少によって存続が危ぶまれて

いるような状況にあります。記憶に新しい事例として、
４年前に斜里のローターアクトクラブが終結して、２
年前には根室のローターアクトクラブが終結となって
おります。いずれも、理由は会員不足によるものです。
このご時世、ロータリーに限らず、どの会社様も若年
層の働き手が不足しているとは存じ　り出すことに懸
念を感じている方もいるかと思うのですけれど、ここ
からは私の実体験の話になるのですが、アクトに入る
ことで友達とかではなく、同年代の、かつ異業種で働
いている方、自分で起業している方と接する・交流す
る機会を持つことは貴重なことと考えています。自分
と違う所で働いている人たちの考えに触れることで僕
自身は視野が広がったなと実感する機会もあり、「こ
ういう人たちは、こういう思いで働いている」「この
人は若いのに、こういう気持ちで起業したのか」とす
ごく参考になることもあり、自分の仕事の中に還元で
きる経験と個人的には考えております。
　本日お越しになっている皆さんの中で、いま頭の中
でピンと思い浮かぶ方がいらっしゃれば、ぜひ私、あ
るいは幹事の佐井会員にご連絡いただければと思いま
す。その時は、飛びついて、飛んで行きますのでよろ
しくお願いいたします。
　最後になりますけど、今後ともより一層のご指導ご
鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。
本日はありがとうございました。

親睦活動委員会　濱口　憲太委員長
皆さん、こんばんは。
首の手術から丸３カ
月が経ちまして、だ
いぶ調子が上がって
きました親睦活動委
員会の濱口です。
本日のプログラム　

夜間例会『クラブ創立 87周年にちなんで』を開催さ
せていただきます。今から 87年前の 1936 年（昭和
11年）11月 23日に、当時平均年齢 40歳を少し超
える若いチャーターメンバー 30名のもと、釧路ロー
タリークラブは創立をされました。道内では７番目、
国内では 26番目、世界では 4092 番目に創立をされ
ました。
その由緒正しき歴史と伝統の重みと、輝かしい活動の
軌跡は 87年間脈々と今日につながれております。
本日の例会では、創立からクラブの歴史と伝統、90
年の節目に向かって会員皆さまでロータリーを大いに
語らいながら楽しく、大切な時間にしてまいりたいと
思います。

それでは、はじめに釧路ロータリークラブの軌跡につ
いて動画を作成しましたのでスクリーンにご注目くだ
さい。

（動画上映）

乾杯のご発声　石田　博司パスト会長
ロータリークラブに入っていて嬉しいことのひとつ
は、新しく入った方がこぞって「いいクラブに入った」
と言ってくれることです。ロータリーに入ったから売
り上げが上がるわけではないので、嬉しさがそこにあ
るのではなくて、われわれの釧路クラブの雰囲気にあ
るのだと思うのです。そうすると「入って良かった」
といわれると、自分が褒められたような気がしてしま
い、とても嬉しいのです。
誰がそういうクラブにしたのか。別にどのクラブと言
いませんけど、比べて「釧路クラブがいいですね」と
おっしゃるのです。他のクラブに入った者から聞くと
「随分、雰囲気が違いますよ」と言うのです。
なぜこういう雰囲気になったのか。私のスポンサーは
吉田潤司パストガバナーですけど、もちろんスポン
サーをしていただいた時にはまだガバナーではなかっ
たのですが、吉田さんから昔話をよく聞きました。吉
田さんが入ったころは、「うるさい年寄りがいて、ホ
ントに躾というか、嫌になりほどうるさかった」と言
うのです。その様子を聞いていると、「将来、自分が
ベテランになった時は、あんな年寄りになりたくない」
と思った人がこの空気を作ったのではないかと私は思
うのです。と言ったら、天方君が「僕はそうではなく
て、この雰囲気を作ったのは清水先生ではないかと
思っています。他のクラブではパストガバナーがもっ
と存在感を出して、仕切って指令ができるみたいです
けど、清水先生は作らなかったからそういう雰囲気に
なって、その後に小船井さんがなってもお人柄がよろ
しく、そういう雰囲気を作らなかった」。だから、天
方君が「この釧路クラブの雰囲気を作ったのは清水先
生ではないか」と言うのですけど、まぁ、それもある
でしょう。
いずれにしても、類は友を呼びますから、今いるわれ
われが新入会員の方を集めていると思って間違いない
と思います。よそのクラブは、それなりにそういう人
が集まっている訳ですから。
ということで、どうか新入会員の皆さま、転勤族の方
を含めまして、いい雰囲気の釧路クラブの伝統をつな
いでいってくださいますように心からお願い申し上げ
ます。
では、乾杯をさせていただきます。
87周年、おめでとうございます。
（おめでとうございます）

ご挨拶　小船井修一パストガバナー
　歓談中、恐れ入り
ます。委員長は本当
に真面目な方で、何
回もメールをいただ
きまして、準備をさ
せていただく形にな
りました。こういう

飲む場で硬い話になって申し訳ありません。10分ほ
ど時間を頂戴して、原稿を用意してありますのでホー
ムページに掲載させていただきますが、お話をさせて
いただきます。
釧路クラブのホームページで「歴史と伝統」というバ
ナーがありますので紹介させていただきます。
釧路ロータリークラブが創立されたのは昭和 11年
(1936 年 ) で、道内では 7番目の誕生です。 日本国内
では 26番目、世界では 4092 番目となっています。
北海道では 1932 年（昭和 7）の札幌に始まり、昭和
8年小樽、9年旭川、函館、10年帯広、11年室蘭、釧路、
12年北見の順で主要都市 8クラブが誕生しました。
1941 年 10 月 10 日国際ロータリーを離脱し釧路職
域懇談会として活動しました。
1950 年 10 月 2日再加盟し、チャターメンバーの中
でリチャーターメンバーとなったのは 6名でした、
私が入会した 1984 年当時では村上裕二会員おひとり
だけになっていました。
戦前のロータリークラブ（日本の 2つの特質）
アジアで最初に設立されたロータリークラブ 1919 年
6月設立のマニラロータリークラブ、私が知りえる範
囲で設立順では 1919 年 10 月設立の上海ロータリー
クラブ、1920 年 1月認証のカルカッタロータリーク
ラブで、1920 年 10 月 20 日設立の東京ロータリー
クラブはアジアでは 4番目に設立されたと思います
東京ロータリークラブはマニラ・上海・カルカッタの
クラブとは大きな違いがありました。
それはマニラ・上海・カルカッタとも英語クラブであっ
たことです。因みに1930年設立のタイ・バンコクロー
タリークラブも英語クラブでした。これは海外から赴
任した欧米人を中心としたクラブであったことを意味
します。
東京ロータリークラブはその意味で全く違いました。
日本語で運営され、チャーターメンバー全員が日本人
だったのです。
そして1905年2月23日創設されたシカゴロータリー
クラブとも会員構成で大きな違いがありました。
シカゴロータリークラブの創設メンバー 4名の職業
は、弁護士、石炭商、洋服商、鉱山技師（山師）であ
り、シカゴを代表する人たちではなく一般市民で構成
されていたのです。
一方

東京ロータリークラブの初代会長は米山梅吉、幹事に
は福島喜三次でした。
米山梅吉氏は 1924 年三井信託創設の初代社長でし
た。
28名のチャーターメンバーには日本銀行を始めとし
た金融機関、SF 作家星新一の星製薬社長、一ツ橋大
学の前身東京商科大学校長、三越、三井鉱山、北海道
炭鉱汽船等の三井グループ各社で構成された錚々たる
メンバーであったこともシカゴのチャーターメンバー
との違いだったのです。
20世紀初頭の世界は「敵国主義の時代」でした。
フィリピンはアメリカの植民地インドはイギリスの植
民地、上海は疎開の中で日本を含む英米列強によって
支配されていました。
独立国だったタイのバンコクロータリークラブでさえ
英米中心メンバーによる外国人クラブだったのです。
1927 年創設の京城（ソウル）ロータリークラブも
チャーターメンバー 21名の内日本人が 17名で韓国
人は 4名だけだったのです。
日本のロータリークラブは自国民中心で構成され、地
域の代表的な人々が入会するステータスの高いクラブ
でした。いわば、包摂的なインクルーシブなクラブで
はなく、排他的なエクスクルーシブなクラブでした。
未来を見据えて
戦後、1950 年 10 月国際ロータリーに復帰した釧路
ロータリークラブは順調な成長を続けました。また、
ロータリー活動も成長期を迎え釧路北クラブを始めと
した 9クラブのスポンサーとなり、地区ガバナーも
両角氏を入れないで 4名のガバナーを輩出しました。
私達釧路ロータリークラブは
今まで述べてきました「歴史と伝統」を踏まえ、未来
に向けていかなければなりません。
2026 年の 90周年には記念事業や式典等の諸準備と
共に未来に向けた諸準備をしなければならいと思いま
す。
構造主義の創設者レヴィ・ストロースは日本の文化を
「過去の伝統と現在の革新の得難い均衡」を比類ない
ものとして高く評価し全人類が学ぶべきとしました。
私達も未来を創るために過去の歴史と伝統を踏まえて
革新をしていく事が大事であると思います。
　以上、私からのお話にさせていただきます。

ご挨拶　吉田　潤司パストガバナー
　皆さん、こんにち
は。小船井さんの後
に話をするのはホン
トにつらいのです。
小船井さんと私の大
きく違う所は、何か
ロータリーのことを

聞きますと、必ず「手続き要覧では・・・」と話して
来るのです。ですから、間違えたことは言わない。
ちょっと分からないことは日本事務局に確認して、「こ
れは、こうです」と。しかも、メールで切り取った所
をポンと送ってくることで、とてもきちんとしてくれ
ます。今日の話も多分間違いはないと思います。　私
は、そういう話は全くできないので、時に話が自己流
の話ばかりするので 心配なのです。
　小船井さんは、いまはパソコンをおしゃれにやって
いますけど、1996 年ごろは私の方がずうっと上だっ
たのです。小船井さんはパソコン、あまりできなくて、
私はその時まだビルダーのない時にクラブでホーム
ページを作ったのです。その時に小船井さんが熱心に
見ていて、それで少しずつ追い越されてしまって、ホ
ントにある日突然追い越されました。私は後退ばかり
しましたから、小船井さんはある時に「メールで写真
が来た」と言って、今では当たり前のことですがね。
　それから、小船井さんは会議に行きますと、パソコ
ンをこうやっているのです。他のクラブの多くの人た
ちには「キザな奴だな」と思われていたのですが、実
は違うのです。話していることを全部要約して、総理
大臣の記者会見の時には新聞記者はすぐ原稿を作って
いますけど、小船井さんのそれはすごいのです。です
から、私が何かやる時には小船井さんと一緒にやると
「終わります」までの原稿ができているのです。すご
いです。
「吉田さんは早いね」と言われますけど、実は小船井
さんに書いていただいたものですけれど。そういうス
ゴイ人だったので、褒めてばかりいますけれども、ホ
ントにスゴイいのです。小船井さんに負けないように
話そうと考えましたが、無理だから止めます。
　今日は、90年・100 年に向けて「私の想い、この
ようにしてほしい」を話します。これは私の独断の話
ですけれど、話させてもらいまして参考にすることが
あればぜひ参考にしてもらいたいと思います。
　70年の時の釧路ロータリークラブの会員は 98名
で、登録は 498 名も登録したのです。懇親会に 375
名が出ましたけれど、実にお金がかかったのです。驚
くなかれ、1000 万円を超えたのです。当時の積立金
で 606 万円くらいあったのですが、その他のお金は
「登録料」と言いますから登録して出してもらってい
ますから、登録料 1万円を取ったのですけど、その
詳細は定かでありません。
　私は、今回これをやります時に、私が実行委員長だっ
た 70周年の本をいろいろ読みまして、こうだったの
だと。その時に集まって話をする実行委員会と長老の
人たちと 2回、別々に話しました。その時にいろい
ろ話をしたのは、結局は 70周年記念式典の反省会み
たいになったのです。その時の内容を今日、皆さまに
お話したいと思います。

　会員増強というのはどこにでも出てきます。私がガ
バナーをやりました時にも多くのクラブに行きまし
た。公式訪問した時に「ガバナー、そんなに会員増強
を言わないで、もっといいクラブを作ってから、みん
なが憧れるクラブを作って人を入れたらいいのではな
いか」という話はいろんなクラブで言われました。
　でも、皆さん、憧れのクラブというのはあるのでしょ
うか。私はないと思うのです。どんなクラブを作って
も、今の時代はいろんな会がたくさんありますから、
みんながクラブの評判を聞いて「入りたい」という人
は参考にするかもしれないが、昔のように定員制をひ
いて「空いたら入る」というような、入れてもらいた
いという時代は地方ではないと思います。全国的に見
ると京都ロータリークラブ、東京ロータリークラブな
ど大都市のロータリークラブにはある程度ありますけ
れど。
　私は、会員増強についてお話を聞くときに、「みん
なが憧れるクラブを作りたい。それが先なのだ」と。
卵が先か鶏が先か、それが先だと。「そういうクラブ
を作って自然と入ってくる人を待てばいいのだ」とい
う人がいましたけれど、これは、私はナンセンスだと
思います。それから「誰でもいいから入れればいいじゃ
ないか」。「これはダメなのだ」という人もいましたが、
私はこれもナンセンス、違うと思います。それから「定
員制を設ける」。地方で「釧路クラブが定員 100 人に
して、１人が空いて 99名になったら１人を入れると
したらいいじゃないか」。これも私はナンセンスだと
思う。無理だと思いますね。やはり、数は力なりです。
数を集められなかったらダメなのです。「ロータリー
に入りたい」という人は、おかしいかもしれないが「入
ることによって、学びたい」という人かもしれないで
す。ですから、入りたいという人を閉ざすことはダメ
だと思う。入れてしまって、増強して、そして立派な
人たちがいるのを見て、勉強をする。そして、いいロー
タリアンに育っていくことが大事でないかと思いま
す。
　私の個人的な考えですけれど、入りたい人をシャッ
トアウトするのは止めて、どんどん増やすべきだと思
います。うちのクラブも、私がガバナーになりまして
から、あと何年か後にはまたガバナーが出ます。ガバ
ナーの使命のひとつには「新クラブを作りなさい」と
いう使命があるのです。でも最近は新クラブができて
来ないのです。これは、100 人のクラブを 130 人位
にして、そこから分割をして 30人 40人を移して新
クラブを作ることが普通のやり方なのです。
　札幌の幌南ロータリークラブは 30人から 60人位
になるとすぐ分割するのです。新しいクラブをどんど
ん作るのです。こういうクラブもあります。これが普
通ですが、うちのクラブも 90年 100 年の時にはた
くさんの人を入れて、分割をして「さすが、釧路クラ

ブだ。いま新しいクラブができない時にさすがだ」と
なって欲しいし、やるべきだと思います。
　新しいクラブを作ると、総論は賛成「新しいクラブ
を作るの、いいじゃない」、各論では反対。これは全
国どこでもそうなのです。釧路クラブがもし新しいク
ラブ、釧路新ロータリークラブを作ったら、「私は作
るのは賛成だが、私は釧路ロータリークラブに残りた
い。新クラブには別の人が行ってください」となって
しまって、「なかなか、うまくいかない」という話も
聞きました。これはやりようで、いろいろあると思い
ます。
　私は台湾のロータリークラブはあまり分からないの
ですけど、台湾に行った時に、長老の人たちと若い息
子さんたちのクラブとがあって、時々一緒になって例
会をするという、和気あいあいにやったというのもあ
ります。これもスタイルだと思います。
　新しいクラブを作るということは 90年 100 年の
中で、ひとつの目標にしてもらいたいと思います。私
は最近の「流行りはんてん」のように衛生クラブを作っ
てというのには反対なのです。衛星クラブを作ってう
まく行っているという話は聞いたことがないのです。
やはり、作るならロータリークラブを作ってそこに若
い人に入ってもらうのが一番いいと思います。これを
お願いしたいのがひとつです。
　二つ目は、100 年になりますと大台なお金がかかっ
てくると思います。これをどうするかも大きな問題で
すが、座談会の私の時の反省の中で「スタートが遅す
ぎる」。来年行うとなったら、例えば、文化会館やま
なぼっとの予約となれば「１年以上前から日程が埋ま
る」と言われたのです。例えば 90周年の時に会長エ
レクトが決まれば、その段階で実行委員長、実行委員
会を作って準備をしたほうがいいと言われました。こ
の本の中にたくさん出ていました。
　私がやった時にはスタートが遅くて、テーマは『明
日に続く道』というテーマを作ったのですけど、この
テーマを作るのに延々と時間を費やしてしまって、
テーマより先に、予算はいくらか、何人くらい集めて
やるのか、会場をどうするか、日程をどうするか、を
決められる大枠を早く決めないと必ず遅れをとってし
まいます。これをやってもらいたいです。
　90年の節目ですから盛大にやるかどうかを別にし
ても、13年後には 100 年になるのです。
この時は多くの皆さんが残っていると思います。この
100 年の時にどうするかは多少でも前倒しをして準
備して考えて行かなければならないと思います。
　私は今日の話をするときにも、記念誌を読んできた
のです。すると、記念誌は記録なのです。私が 70周
年をやる時には、50周年の記念誌があって中味をい
ろいろ見ていて参考にしたのです。記念誌はきちんと
作ることは次の時にも必要になってきますので、記念

誌を書いていただきたいです
　うちのクラブでは「会報」、クラブの唯一の記録誌
なのです。なにかある時には必ず会報を見て、「何やっ
た、どうだった」と見るのですけど、丁寧に会報を書
いている方もいますし、実にあっさり書いてもいます。
私が嵯峨記念育英会の理事長をやっていました時に、
育英会の整理をしようと思って、ずーっと昔の資料を
見ながら、名前と学校を調べて行きましたが、だいた
いの所は書いてあるのですが、ある時には「嵯峨育英
会、５名結成」としか書いていないのです。名前もな
ければ、生徒もない。学校に聞いても「分かりません」
ということで結局、空白ができてしまうのです。です
から、記録誌を作る担当の人は「記録だ」と考えて、
できるだけ詳しく書いてもらいたいです。
　特に「今回、予算がたくさんかかりました」と言い
ましたが、登録料だったのか、果たして登録料 1万
円をもらったのか、詳しくは出ていないのです。その
他にどのような費用がかかったのか、もあまり書いて
いないのです。総費用が 1, 150 万円位かかっている
のです。それももう少し詳しく書くべきでないかと思
います。
　私はふたつ、記録誌の大事さを確認いただきまして、
記録誌を作っていただきたいということと、会員増強
については、数は力なりということで、門戸を広く開
けていただきたいです。
私が入りました時の山下会長はいつも例会の時に「会
は増強しなければ必ず衰退する」という話をしていま
した。増強するということはクラブの活性化のために
もなります。
　ここにこのようにいい人がたくさん集まっている中
で、「おかしな人が入ってきたら雰囲気が乱れる」と
いう考えを持つ人もいると思います。これは小さいク
ラブになればなるほどです。10人位のクラブを訪問
しますと、今すごくいい雰囲気、みんなでワーと言え
ばワーとなる。「これを壊したくないから、新しい人
は入れたくない」というクラブもあるのです。そんな
こと行っていたら必ず年をとって亡くなってしまいま
す。会員増強について私は門戸を広げて、私は誰でも
いいのです。「入りたい」という人で変な人間は、わ
ざわざ高い金を払って入るという人には変な人間はい
ないはずです。やはり、何かを学びたい、何かを吸収
したいという気持ちで入って来ると思いますので、門
戸を広げて 130 人 140 人のクラブになって、分割し
て新しいクラブを作るようにしてもらいたいと思いま
す。できれば 100 年の時まであと 13年ありますの
で毎年２人～３人増やして行けば 30人は楽に超えま
すので、ぜひ新しいクラブを作って、堂々と「釧路ク
ラブ、ここにあり」を作っていただければと思います。
話は、全部お願いをすることばかりでしたが、以上で
す。

　ぜひ、この後 80年の話もありますけれども、３年
後には 90年が来ます。13年後には 100 年になりま
すので、いろいろな準備のことを頭の隅に置いていた
だければと思います。
　記念式典の挨拶にしては、あまり意味のない話ばか
りでしたが、私の想いを伝えました。ありがとうござ
いました。

創立 60周年
（動画公開）

創立 60周年記念実行委員長　泉　　敬パスト会長
　写真は若いです
ね。28年前になり、
記憶も確かでなく
なって怪しげになっ
てきているのです。
思い起こしますと、
大久保前会長から私

に実行委員長の指名がありました。60周年の前の年
ですね、それは相当慌てました。ということは「１年
間で準備しなさい」とかなり厳しいわけです。予算も
300万円だったのです。私たちは「50周年を迎えた後、
記録がないので何とか記録を残したい。60周年記念
誌を作ろう」と。すると、50年から 10年間のブラ
ンクがそれで埋められるのですが、それを行っておか
ないとその後がまた大変になるのが当然あるわけで
す。
　振り返ってみますと、このクラブの周年記念は 25
周年からやっているのです。これは「記念を行った」
というだけで、特に記録を残すことは一切やっていな
いのです。30周年、40周年と一応祝賀会を行って、
記念品も贈呈することは行ってきているのです。ただ
し、記録は残していない、記念誌は作っていない。
50周年になって初めて「これは、まずい」となって
50周年誌を作ったのです。50周年にいた人には配布
したわけですが、50周年誌をお持ちの方はおそらく、
ここの会員の中には何人かしかいない。私が数えたと
ころ５人ほどしかいない。
　河合君、小船井君、吉田君、元ガバナーは２人いて、
立派な布張りの 50年誌を会報として皆さんに配布し
たことがあります。
　ぜひ、70周年誌も 80年誌も作ったので、90周年
誌も 100 周年誌も作っていくべきだと思っています。
これは、なんとかやってほしい。
　60周年の時には急に決まったことで、メンバーも
前の年に決まったのですが、これを実行するとなると
日程的なことも、金銭的なこともあるし、場所の確保
もしなければならず、そういう割り振りも全部行いま
した。60周年をやった時に 50周年から 60周年まで

にいた人は数少ないですから。60周年の時に在籍し
ていた方は手を上げてください、何人いますか。おそ
らく 10人いないでしょうか。
　私が 60周年をやった時に、50年から 60年に会員
がどのように移動したかに関心があって調べました。
50周年の時にいた 95人が 60周年の時に残っていた
のは 45人しかいなかった。10年の間に半分が入れ
替わった。釧路の会員はご存知のように他のクラブに
比べて転勤族が多いです。早い人は２～３年で代わっ
てしまう。転勤してしまって、新しく会員として入
る 。同じ企業の中での入れ替わりがあります。10年
経つと当然必ず入れ替わりがあるのです。その結果だ
と思いますけど、半分以下という現実があります。そ
のことをとらえて、計画を立ていただきたいです。
　例えば、当時は 300 万円でやりましたが、そのあと、
1000 万円もかかっているとなると、単年度でその資
金を集めるのは不可能です。あらかじめ、準備をして、
必要な備えを今から 90周年に向けて準備を始める措
置を取らないと。単年度でやることは無理と思います。
　60周年の時に記念事業として、ロータリーカップ
にまだ優勝旗がなかったのです。優勝旗を何とかして
作りたいと考えましたが、これはその予算の中からは
どう考えても出ないのです。それで、急遽、奉加帳を
作って会員に回したのです。奉加帳に名前と金額を書
いてもらったのです。幹事が２万、３万と書いて、み
んなはそれを見て俺も、俺もと。３回の例会で 110
万円が集まったのです。皆さん、金を持って歩いてい
るのですね。
　110 万円は優勝旗を作るのには多すぎるのです。
横断幕とカップを一緒に作ってロータリーカップに提
供することになりました。これは記念事業の一環とし
てやりました。
　金の問題は嫌だけれども、やはり集めて行かないと
いけないと思います。会長は大変だけれど、単年度で、
その時の会長に全部かぶせるのは大変だということ認
識して置いて欲しいです。どんなふうにやっても、か
かるものはかかるのです。
　いろんなことをやっている年度があります。40周
年の時にマリントポスに寄付したり、今まで救急車を
贈呈したこともあったのです。こういう事業をやろう
とすれば、それなりに資金が必要になって単年度では
難しいことがあって、ロータリークラブはほとんど引
継ぎをしないのです。引継ぎをしないで次の年度にポ
ンと預ける。すると会長以下、担当者は勉強しないと
間に合わないのです。そういう意味では、予算決算も
滅茶苦茶です。それぞれがそういう風に預けられてき
ても皆さんは新しい年度にきちんと計画を立ててやっ
ています。
　前のは参考資料になりますけれども、引継ぎで事業
を引き継ぐことはないのです。これは原則としてやら

ないことになっている。引き継いでほしいものは肩た
たきのように次期の会長にお願いをしておくことはあ
りますけども、実際は、その年度の事業はその年度が
決めて行います。どの人が会長をやっても皆さん、上
手に困難を切り抜けて運営して来ているのがロータ
リークラブです。
　これは一人でやるわけではないし、これは職業を通
じて奉仕の精神で理想を追求しながらやっている皆さ
んの友愛の中でお互いに助け合ってやって行くお陰
で、こういう形が維持できていたのだろうと思います。
　昔は、私が入ったころはかなり厳しい時代がありま
して、会に入ること自体が大変だったのです。入会さ
せるのに「金を貸している者はダメ」、「妾を持ってい
る奴はダメ」、飲食店も同じでした。いま時そんなの
はないと思うのですけれど。推薦があっても２年位お
かれるのがあったり、同意を得るのが大変な時代もあ
りました。
　そんなことがあって、今の会員はたくさんの入れ替
わりがあります。新しい会員については、50周年を
引き継いで、どうやって 70周年に渡すかという節目
でしたのでやったと理解してもらえれば。難しい話は
何もないのです。ただ、大変だったのは金銭の問題で
したので心得てもらえればと思います。

70 周年記念実行委員長　吉田　潤司パストガバナー
　また出てきました
けど、簡単に。本当
は青田君が話すこと
を楽しみにしていた
のです。どうしても
出られないというこ
とで。
　これは会長が青田年度だったのですが、大変な年
だったのです。当時はパシフィックホテルで例会を
やっていました。私たちが 11月の式典をパシフィッ
クホテルでやった時には、そういう話は知らなかった
のですが、パシフィックホテルは 12月に倒産をしま
した。それは青田君には突然の話だったものですから、
大変な思いをしたと思います。急いで例会場を探さな
ければならず、事務局をどうするかがあって、この年
が 2006 年でした。
　例会場は当時キャッスルの社長の反保さんがいまし
たのでスムーズに移行できました。事務局の場所がな
いということで三ツ輪ビルに移しました。大山さんも
一緒に三ツ輪ビルに引っ越しました。これは定正君の
努力のおかげで引っ越しができたのです。
　これが大きな出来事でした。
　記念講演は実行委員会を作った時に「記念講演は必
ず行いたい」ということで記念講演の実行委員長を滝
越さんにおねがいしました。講師を誰にしようかと、

標茶に住んでいる有名な芸能人でしたが忙しくて日程
が合わず、そこで「ロータリークラブは経済人の団体
だから経済人を呼ぼう」となり候補に挙がったのが
ホーマックの石黒社長でした。当時の石黒さんは９月
に「カーマ」と「ダイキ」と合併して大変忙しい時期
だったのです。
　「講演なんか受けられない」ということだったので
すけど、滝越記念講演実行委員長が頑張って口説いて、
口説いて「人間万事塞翁が馬」の話でしたが石黒さん
の苦労と現状、将来　の展望について感銘深い記念講
演でした。これは一般公開して大変好評だったのです。
　この間も、網走の周年事業に行きました。緻密でと
てもいい式典でした。式典と懇親会で、挨拶と表彰、
終わったら懇親会で少し重みがないなと思って、うち
の 70周年は重みがあったかどうかは別ですが、記念
講演を入れたのが良かったと思っています。
　この二つが思い出に残ることです。
　三つめは個人的なことで、70周年記念式典をやる
ということで、ＦＭくしろに行きました。時間を取っ
てもらって私と青田君がお話をしようと行きました。
青田君は行く前には、「俺は最初に挨拶して、あとは
吉田がやれ」という話でしたが、いざ始まると「青田
です。実行委員長の吉田です。から残り 19分は全部
青田君がしゃべりまして、ものの見事にしゃべりまし
たけど、中味はいい話をしましたので良かったなと思
います。この当時の釧路ロータリークラブは大変勢い
がありまして、青少年の交換事業もずっと続けていて、
この時はシューニカーンというアメリカの男の子が来
ていました。米山奨学生には趙偉紅（チヨウイコウ）
さんが来ました。その後も、その前も続いていたので
すが、どこで途絶えたか中断していて残念だなと思っ
ております。
70周年の時には稚内からも来ていただきました。随
分たくさんの人に来ていただきました。
私たちも、その時のことを覚えていて、どこかでお返
しをしなければならないと思います。
最後にもう一つ。網走の創立式典に行きまして、うち
の会長が挨拶をしましたけれど、これはものの見事に、
みんな感心しました。素晴らしかったです。みんなに
聞かせてあげたかった内容でした。時系列がはっきり
して、とてもいい挨拶だったことをお伝えして終わり
ます。

創立 80周年　木下　正明パスト会長
　皆さん、こんばん
は。なかなか喋りづ
らいところもありま
す。
80周年を実行する
にあたって私が会長

でいいのかがあって、脇さんがいいのではないかと。
人事の脇さんは釧路クラブで有名ですのでそういう方
がまとめてやっていただいた方が良いとか、いろんな
ことがありました。
結局、２年前に会長の指名が固まったなかで、準備が
遅れたとかがありますが、だいたい２年前にどんな事
業をやるかを会長が考えないと案が出ません。
私が考えたのは、70周年で石黒さんに講演していた
だいたので、影響力がある方に講演をしていただきた
い。私が少ない経験の中で面白かったのは例えば桑田
真澄さんとか尾木ママだとか、あとは林先生とか、桜
木紫乃さん。あと私、NHKの番組審議会委員で 4年
間やらせてもらっていたので。石黒さんの時は滝越さ
ん本当に頑張っていただいて決まった経緯がありま
す。
その中でどうやったらいいか、私が会長になる前の年
の 11月くらいに会長に決定するぐらいのタイミング
がありますので、その時に情報集会を西村さんにやっ
ていただいたり、80周年に向けてどういう事業をやっ
たらいいかの例会をやっていただいたり、後藤さんに
は早い時期にやっていただいたのかなと思います。
まずは会場を押さえて、講演者の候補を決めて、ある
程度打診をしました。それぞれすべての方に打診をさ
せていただいて、ＪＣさんが林先生を呼んでしまった
のです。桜木紫乃さんも結構釧路市内に来ることが
あったり、いろんな尾木ママさんに結構左寄りかな、
それはちょっと置いといて。
そんな中で 2012，2013 年に釧路の算数や数学の学
力がものすごく低いという結果が分かったのです。そ
の算数や数学が低いというのは、もともと国語力がな
いからと、林先生と数学の先生と一緒に講演していた
だくというのも候補に挙がっています。
ちょうど釧路の付属中学校を出て名古屋大学に行かれ
て、東進ハイスクールに行かれた志田昭先生がおりま
して、その方のネプリーグだとか、いろんな番組に林
先生と一緒に出ていて、番組を賑わした地元の方でも
あるのでその方を呼びたいと。林先生とセットで呼ぶ
つもりだったのですが、林先生はＪＣさんに来られた
こともあって、これは二番煎じで辞めて。
では、志田先生に話をしていただくには何がいいかと
いったら、数学検定を当初１万 2,000 人にプレゼン
トをしよう。要するに、釧路の小中学生全部で 1万
2,000 人なので、算数の成績が悪いのだったら、全員
に数学検定プレゼントしようというのを頭に入れなが
ら僕が 80周年やるのは 2016 年の 11月５日です。
2015 年 11 月の情報集会で皆さんに「どんな講演者
を呼んで、どんな事業者をやったらいいか」という情
報集会があって、その中で皆さんがいろんな桜木紫乃
さんが良いとか、こういうのが良いとか。アイスホッ
ケーが良いとか。いろんなすごいアイデアが皆さんの

中で出てきた。会長だったのである程度選ばせていた
だいて、次の年の７月くらいから実行委員会が立ち上
がった中で、こんなふうにやって行ったらどうだと説
得をさせていただいて、事業をさせていただきました。
メインの事業はその志田先生の講演会で、皆さんに動
員していただきまして、大体 600 名位集まったと思
うのです。多分それぞれの転勤族の方、すごく自分の
会社の方を 10名や 15名呼んでいただいて、ただ内
容はすごく素晴らしくて、ちょっとあまり時間がない
ので例会報など見ていただければと思います。
それと、そこで終わるのではなくて、数学検定を１万
2,000 人分プレゼントしようということから始まっ
て、あと地区の補助金を使ってその後の３年間ですね。
都合４年間で、延べで結局受けていただいた方が４万
600 人の方に数学検定を受けていただきました。
　その結果として市内の小学校で全国平均を上回って
いる所もいまだにあります。あと国語検定が始まり 、
市内の学力がすごく上がっています。実は市内の学力
が落ちていると思われがちなのですが、今はその当時
よりもだいたい 10％から 15％学力平均点が上がって
います。子どもたちには、すごく可能性があるので、
その子どもたちにたくさん可能性を追求してもらっ
て、学力を上げていただいて自分が望む世界に羽ばた
いていただきたいです。戻ってこない子どもたちもた
くさんいると思うのですが、それをやっていただきた
いということで、今年の後藤年度でも湿原の体験学習
だとかにつながっていると思います。
私のわがままから始まったものが、少し継続事業とし
てやって結実しているのかなと思います。
その時は、台北中央ロータリーとは姉妹都市提携をし
たり、台湾から小学生を呼んで交流コンサートを釧路
ロータリークラブ主催でやったり、あと海外に私は５
回ほど行きました。　　
プーケットで水の事業をやったり、ブータンに行って
お手洗い場を供給したり、ブータン世界で一番着陸す
るには危ない空港だとかあって、死ぬつもりで小船井
さんと一緒に死ぬ間際には小船井さん文句言ってから
死のうと思いながら着陸したのを覚えています。
そういった形で釧路ロータリークラブの方々は本当に
協力を荒井先生はじめ協力していただいていろんな事
業を成し遂げたのかなと思いますが、時間がなかった
ので、自分のアイデアで考えたもの、プラス本当は会
長の想い、プラス皆さんが考えた何かを足して、倍く
らいの事業にしてもらえたらよかったのかなと、私は
思いました。
私も言葉がつたなくて、皆さんに説得するのに時間が
かかったり、事業が十分できなかった所を反省してい
ます。
90周年、100 周年で充実した釧路ロータリークラブ
が地域のために何ができるか、日本のために、世界の

ために何ができるかを考えて、時間があるのでいい形
の周年をしていただいて。予算の話がありましたが、
80周年は 1,200 万円の予算でやりました。志田先生
が講演料を安く抑えてくれて、数学検定も 3600 人に
寄付をするのですけれど、100 万円でやってくれた
ので安く押さえられたので結果として 1,000 万円位
しかかかりませんでした。
高いか安いかありますがアグレッシブにトライして皆
さんが地域のための活動につなげていければいい周年
になると思います。
「釧路クラブ、ここにあり」と皆さんに協力いただい
てできたのかなと思って、感謝もしておりますが、もっ
ともっとできると思っております。あと３年、よろし
くお願いいたします。高橋さんに指名された会長さん、
指名されそうな人はもう想像していただいたらありが
たいと思います。
以上です。

木下パスト会長ありがとうございました。それでは
60周年、70周年、80周年とスピーチをいただきま
した皆さまに改めまして拍手をお願いします。それで
は残り時間も少なくなってまいりました。ここで皆さ
まで手をつなぎ輪になっていただきまして手に手をつ
ないでを斉唱したいと存じます。皆さまご起立いただ

き輪になってお手をつなぎますようお願い申し上げま
す。

（手に手を繋いで）

中締めの挨拶　高橋　直人会長エレクト
　皆さま、諸先輩を
前に中締めの挨拶と
いうことでご指名で
すので、 皆さんご用
意下さい。
今日は、87周年に
ちなんでということ

で例会を開き、諸先輩の 50周年、60周年、70周年、
80周年と本当に素晴らしい歴史と伝統のある釧路ク
ラブ。私もここのクラブに入って本当に自慢でござい
ます。
皆さん、ぜひともこれからこの釧路クラブを 90周年
に向けて頑張っていきたいと思います。というか、私、
90周年の指名会長ですので何とか私の専権事項です
ので、プレッシャーは結構かけられていますが。まだ
自分の年度もかけられていません。それは、心と決め
まして頑張っていきたいと思います。
それでは本日の皆さま方の会員とご健勝と釧路クラブ
の繁栄を願いまして 3本締めで締めようと思います。



 

　
みなさん、こんばん
は。冒頭、お知らせ
がございます。
　先々週の例会にお
きまして、次年度理
事・役員の立候補を
募っておりましたと

ころ、10日後の先週に立候補がないことになりまし
て、速やかに指名委員会を立ち上げる流れになってお
りますので、こちらから指名委員の皆さまにはご連絡
を差し上げているところであることを皆さまにご報告
ということでお知らせを申し上げます。
　本日は北ローターアクトクラブの皆さま、お疲れさ
までした。会長は４月よりもこなれてきましたね。成
長を見るのが、とても楽しみです。僕はまだこなれて
いないものですから、うらやましく思って見させてい
ただきました。
　先週 11月 11日に網走ロータリークラブの創立 70
周年記念式典にお呼ばれをして、吉田パストガバナー
ご夫妻、佐藤幹事とともに参加をさせていただきまし
た。
　久し振りに口から心臓が飛び出るくらいに緊張をし
ました。祝辞が終わってホッとした夜、記憶がなくな
るくらいお酒を飲みまして大変な目にあいました。
そんなことどうでもいいのですが、道中、吉田パスト

ガバナーから大変いいお知らせをお伺いしましたの
で、皆さまにお伝えをしたいと思います。
先日、釧路交響楽団の演奏会が釧路で開催されたとい
うことで、吉田パストガバナーが観覧したそうです。
そこで、清水輝彦君にバッタリお会いしたそうです。
いろいろお話をしたそうですが、ご本人は「記憶の方
がまだあいまいで、リハビリを頑張らなければいけな
い」とおっしゃっていたそうですが、吉田パストガバ
ナー曰く、「少し頭の悪い奴よりも、全然大丈夫だ」
くらいの素晴らしい回復具合、言葉は悪いのですが、
倒れられたのが不思議なくらいの回復度合いだという
そうです。受け答えもはっきりされていて、もちろん
車椅子ではなくご自分で歩いてこられていたそうで
す。
清水幸彦先生のお別れ会の時に、奥様が「年末くらい
の例会には何とか参加できるように頑張りたいと、本
人も言っていることを伝え聞いた者として、清水輝彦
君が仕事のことや、ご家族のことや、ロータリーのこ
とや、そしてご自分の趣味のことや、まだまだやりた
いことに向かって一生懸命リハビリで努力している姿
が容易に想像できるものですから、ホントに嬉しく
思っておりまして、私からも輝彦君に、なんとか早め
に例会に来てくださいとお伝えしたいと思っておりま
す。メールでも電話でも構いません、近い関係の方は
そうやって促していただいて、一日も早い清水輝彦君
の出席を祈りましょう。

本日は「創立 87周年にちなんで」ということで釧路
ロータリークラブの87回目の誕生日を迎える日です。
札幌ロータリークラブ、帯広ロータリークラブからの
スポンサードを受けて 87年、これまでたくさんの方
がいろいろな努力をされて、こうして楽しいクラブに
なっていることをみんなで語らって、本日も有意義な
時間にして 88年目の明日の一歩目を始めてまいりま
しょう。本日も美味しいお酒を皆さんと酌み交わした
いと思います。本日一日、よろしくお願いいたします。

幹事報告　佐藤　貴之幹事
皆さん、こんばんは。先ほど後藤会長からありました
「網走ロータリークラブ創立 70周年記念式典」に参
加してまいりました。こちらは「70周年記念の盾」
をいただいております、クラブ事務所に飾っておきま
すので皆さん、ご覧いただければと思います。
今週 19日の日曜日、釧路交響楽団の定期演奏会があ
ります。ご招待券が２枚届いておりますので、ご興味
のある方がおりましたら本日中に私まで声を掛けてく
ださい。

活動報告　釧路北ローターアクトクラブ
　　　　　　　　　　　　　　会長　小島　大輝君
　皆さま、こんば
んは。釧路北ロー
ターアクトクラブ
会長の小島　大輝
と申します。本日
はどうぞよろしく
お願いいたします。
　本日は７月の表敬訪問の時にお邪魔させていただい
てから２回目の釧路ロータリークラブ様の例会に訪問
させていただきました。本日は、貴重な時間を割いて
お話させていただく機会を設けていただきました後藤
会長、佐藤幹事をはじめとする釧路ロータリークラブ
の皆さま、本当にありがとうございます。
　本日、私たちローターアクトクラブから活動報告と
いうことで、本年度の ７月から 10月までの活動のご
報告をさせていただきたくお邪魔させていただきまし
た。
　私のつたない説明と限られた時間の中では十分にお
伝えすることは難しいのかなと思いましたので、皆さ
まの各テーブルに私たちの現時点の活動報告を配布さ
せていただきました。お手すきの際にご覧いただけれ
ばと思います。
　私からは２点ほどをご案内させていただきます。
　1点目は、直近の２回の例会をご報告させていただ
きます。9月 26日に開催しました今年度の第６例会
と、10月 29日に開催しました第７例会、資料の後
ろの２ページに記載されています。

　この２回の例会、どちらも「ポリオウイルスの根絶
活動」をテーマに掲げさせていただいております。私
たちローターアクトクラブも 2019 年のＲＩ規定審議
会の決定がありまして、現在、ＲＩに加盟させていた
だいているクラブのひとつとなっております。ＲＩの
活動であったり、第 2500 地区のロータリークラブの
皆さまがどのような活動をされているのかを知る機会
が増えて来まして、今年度の鶴見ガバナーが重点目標
のひとつに掲げられているのが「ポリオウイルスの根
絶」ということで、私たちも「ポリオウイルスの根絶」
に向けて何かできないかと興味を持つようになって今
年度の例会を企画しました。
　第６例会では、ポリオウイルスはどのようなウイル
スで、現状、世界ではどのくらい残っていて、根絶に
向けてどのような取り組みをしているかを学びまし
た。
その後、10月 29日の第７例会に私たちローターア
クトクラブが毎年開催している「ハロウィンイベン
ト」、小学生を対象にした、本物のかぼちゃをくり抜
いて「ジャック・オー・ランタン」を作るイベントで
すが、そのイベントの中で参加していただいたご家族
の皆さまに、「ポリオウイルスはどのようなウイルス
か」「いま苦しんでいる子どもたちがいる」「寄付する
ことによってワクチンが買える」という説明をして、
実際にご寄付を募る取り組みをさせていただきまし
た。
　この活動報告書にも書いてありますが、結果は大多
数のご家族の皆さまから 33 ,788 円の募金をいただ
くことができました。
　この活動をとおしてアクトならではのやり方で少し
ずつでもポリオウイルスの根絶や奉仕活動にできれば
良かったと考えております。
　最後に、会員数の動向についてご案内させていただ
きます。今年度は会員数 16名からのスタートとさせ
ていただきました。現在、新入会員が３名、退会が２
名あったので 17名の会員数となっています。17名
なので運営するうえでは、ある程度の人員が確保され
ていると見えるかもしれないのですが、年齢層が大き
く偏っております。26歳未満の会員は非常に少なく
なっておりまして、学生だったり、営業をされている
転勤族の会員だったりで、数年後には卒業・転勤でア
クトを離れてしまう会員が多いです。
　今年度、あるいは次年度に関しては、ある程度運営
の体制の目途が付いているような状況ですが、２年か
ら３年後に関しては会員数が大幅に減って、事業の継
続に大きな支障が出て来ると、表敬訪問の時にもお話
させていただきましたけれども、会員増強を避けて通
れない部分と考えております。
　釧路北だけではなく、道内のローターアクトクラブ
はほとんどが会員数の減少によって存続が危ぶまれて

いるような状況にあります。記憶に新しい事例として、
４年前に斜里のローターアクトクラブが終結して、２
年前には根室のローターアクトクラブが終結となって
おります。いずれも、理由は会員不足によるものです。
このご時世、ロータリーに限らず、どの会社様も若年
層の働き手が不足しているとは存じ　り出すことに懸
念を感じている方もいるかと思うのですけれど、ここ
からは私の実体験の話になるのですが、アクトに入る
ことで友達とかではなく、同年代の、かつ異業種で働
いている方、自分で起業している方と接する・交流す
る機会を持つことは貴重なことと考えています。自分
と違う所で働いている人たちの考えに触れることで僕
自身は視野が広がったなと実感する機会もあり、「こ
ういう人たちは、こういう思いで働いている」「この
人は若いのに、こういう気持ちで起業したのか」とす
ごく参考になることもあり、自分の仕事の中に還元で
きる経験と個人的には考えております。
　本日お越しになっている皆さんの中で、いま頭の中
でピンと思い浮かぶ方がいらっしゃれば、ぜひ私、あ
るいは幹事の佐井会員にご連絡いただければと思いま
す。その時は、飛びついて、飛んで行きますのでよろ
しくお願いいたします。
　最後になりますけど、今後ともより一層のご指導ご
鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。
本日はありがとうございました。

親睦活動委員会　濱口　憲太委員長
皆さん、こんばんは。
首の手術から丸３カ
月が経ちまして、だ
いぶ調子が上がって
きました親睦活動委
員会の濱口です。
本日のプログラム　

夜間例会『クラブ創立 87周年にちなんで』を開催さ
せていただきます。今から 87年前の 1936 年（昭和
11年）11月 23日に、当時平均年齢 40歳を少し超
える若いチャーターメンバー 30名のもと、釧路ロー
タリークラブは創立をされました。道内では７番目、
国内では 26番目、世界では 4092 番目に創立をされ
ました。
その由緒正しき歴史と伝統の重みと、輝かしい活動の
軌跡は 87年間脈々と今日につながれております。
本日の例会では、創立からクラブの歴史と伝統、90
年の節目に向かって会員皆さまでロータリーを大いに
語らいながら楽しく、大切な時間にしてまいりたいと
思います。

それでは、はじめに釧路ロータリークラブの軌跡につ
いて動画を作成しましたのでスクリーンにご注目くだ
さい。

（動画上映）

乾杯のご発声　石田　博司パスト会長
ロータリークラブに入っていて嬉しいことのひとつ
は、新しく入った方がこぞって「いいクラブに入った」
と言ってくれることです。ロータリーに入ったから売
り上げが上がるわけではないので、嬉しさがそこにあ
るのではなくて、われわれの釧路クラブの雰囲気にあ
るのだと思うのです。そうすると「入って良かった」
といわれると、自分が褒められたような気がしてしま
い、とても嬉しいのです。
誰がそういうクラブにしたのか。別にどのクラブと言
いませんけど、比べて「釧路クラブがいいですね」と
おっしゃるのです。他のクラブに入った者から聞くと
「随分、雰囲気が違いますよ」と言うのです。
なぜこういう雰囲気になったのか。私のスポンサーは
吉田潤司パストガバナーですけど、もちろんスポン
サーをしていただいた時にはまだガバナーではなかっ
たのですが、吉田さんから昔話をよく聞きました。吉
田さんが入ったころは、「うるさい年寄りがいて、ホ
ントに躾というか、嫌になりほどうるさかった」と言
うのです。その様子を聞いていると、「将来、自分が
ベテランになった時は、あんな年寄りになりたくない」
と思った人がこの空気を作ったのではないかと私は思
うのです。と言ったら、天方君が「僕はそうではなく
て、この雰囲気を作ったのは清水先生ではないかと
思っています。他のクラブではパストガバナーがもっ
と存在感を出して、仕切って指令ができるみたいです
けど、清水先生は作らなかったからそういう雰囲気に
なって、その後に小船井さんがなってもお人柄がよろ
しく、そういう雰囲気を作らなかった」。だから、天
方君が「この釧路クラブの雰囲気を作ったのは清水先
生ではないか」と言うのですけど、まぁ、それもある
でしょう。
いずれにしても、類は友を呼びますから、今いるわれ
われが新入会員の方を集めていると思って間違いない
と思います。よそのクラブは、それなりにそういう人
が集まっている訳ですから。
ということで、どうか新入会員の皆さま、転勤族の方
を含めまして、いい雰囲気の釧路クラブの伝統をつな
いでいってくださいますように心からお願い申し上げ
ます。
では、乾杯をさせていただきます。
87周年、おめでとうございます。
（おめでとうございます）

ご挨拶　小船井修一パストガバナー
　歓談中、恐れ入り
ます。委員長は本当
に真面目な方で、何
回もメールをいただ
きまして、準備をさ
せていただく形にな
りました。こういう

飲む場で硬い話になって申し訳ありません。10分ほ
ど時間を頂戴して、原稿を用意してありますのでホー
ムページに掲載させていただきますが、お話をさせて
いただきます。
釧路クラブのホームページで「歴史と伝統」というバ
ナーがありますので紹介させていただきます。
釧路ロータリークラブが創立されたのは昭和 11年
(1936 年 ) で、道内では 7番目の誕生です。 日本国内
では 26番目、世界では 4092 番目となっています。
北海道では 1932 年（昭和 7）の札幌に始まり、昭和
8年小樽、9年旭川、函館、10年帯広、11年室蘭、釧路、
12年北見の順で主要都市 8クラブが誕生しました。
1941 年 10 月 10 日国際ロータリーを離脱し釧路職
域懇談会として活動しました。
1950 年 10 月 2日再加盟し、チャターメンバーの中
でリチャーターメンバーとなったのは 6名でした、
私が入会した 1984 年当時では村上裕二会員おひとり
だけになっていました。
戦前のロータリークラブ（日本の 2つの特質）
アジアで最初に設立されたロータリークラブ 1919 年
6月設立のマニラロータリークラブ、私が知りえる範
囲で設立順では 1919 年 10 月設立の上海ロータリー
クラブ、1920 年 1月認証のカルカッタロータリーク
ラブで、1920 年 10 月 20 日設立の東京ロータリー
クラブはアジアでは 4番目に設立されたと思います
東京ロータリークラブはマニラ・上海・カルカッタの
クラブとは大きな違いがありました。
それはマニラ・上海・カルカッタとも英語クラブであっ
たことです。因みに1930年設立のタイ・バンコクロー
タリークラブも英語クラブでした。これは海外から赴
任した欧米人を中心としたクラブであったことを意味
します。
東京ロータリークラブはその意味で全く違いました。
日本語で運営され、チャーターメンバー全員が日本人
だったのです。
そして1905年2月23日創設されたシカゴロータリー
クラブとも会員構成で大きな違いがありました。
シカゴロータリークラブの創設メンバー 4名の職業
は、弁護士、石炭商、洋服商、鉱山技師（山師）であ
り、シカゴを代表する人たちではなく一般市民で構成
されていたのです。
一方

東京ロータリークラブの初代会長は米山梅吉、幹事に
は福島喜三次でした。
米山梅吉氏は 1924 年三井信託創設の初代社長でし
た。
28名のチャーターメンバーには日本銀行を始めとし
た金融機関、SF 作家星新一の星製薬社長、一ツ橋大
学の前身東京商科大学校長、三越、三井鉱山、北海道
炭鉱汽船等の三井グループ各社で構成された錚々たる
メンバーであったこともシカゴのチャーターメンバー
との違いだったのです。
20世紀初頭の世界は「敵国主義の時代」でした。
フィリピンはアメリカの植民地インドはイギリスの植
民地、上海は疎開の中で日本を含む英米列強によって
支配されていました。
独立国だったタイのバンコクロータリークラブでさえ
英米中心メンバーによる外国人クラブだったのです。
1927 年創設の京城（ソウル）ロータリークラブも
チャーターメンバー 21名の内日本人が 17名で韓国
人は 4名だけだったのです。
日本のロータリークラブは自国民中心で構成され、地
域の代表的な人々が入会するステータスの高いクラブ
でした。いわば、包摂的なインクルーシブなクラブで
はなく、排他的なエクスクルーシブなクラブでした。
未来を見据えて
戦後、1950 年 10 月国際ロータリーに復帰した釧路
ロータリークラブは順調な成長を続けました。また、
ロータリー活動も成長期を迎え釧路北クラブを始めと
した 9クラブのスポンサーとなり、地区ガバナーも
両角氏を入れないで 4名のガバナーを輩出しました。
私達釧路ロータリークラブは
今まで述べてきました「歴史と伝統」を踏まえ、未来
に向けていかなければなりません。
2026 年の 90周年には記念事業や式典等の諸準備と
共に未来に向けた諸準備をしなければならいと思いま
す。
構造主義の創設者レヴィ・ストロースは日本の文化を
「過去の伝統と現在の革新の得難い均衡」を比類ない
ものとして高く評価し全人類が学ぶべきとしました。
私達も未来を創るために過去の歴史と伝統を踏まえて
革新をしていく事が大事であると思います。
　以上、私からのお話にさせていただきます。

ご挨拶　吉田　潤司パストガバナー
　皆さん、こんにち
は。小船井さんの後
に話をするのはホン
トにつらいのです。
小船井さんと私の大
きく違う所は、何か
ロータリーのことを

聞きますと、必ず「手続き要覧では・・・」と話して
来るのです。ですから、間違えたことは言わない。
ちょっと分からないことは日本事務局に確認して、「こ
れは、こうです」と。しかも、メールで切り取った所
をポンと送ってくることで、とてもきちんとしてくれ
ます。今日の話も多分間違いはないと思います。　私
は、そういう話は全くできないので、時に話が自己流
の話ばかりするので 心配なのです。
　小船井さんは、いまはパソコンをおしゃれにやって
いますけど、1996 年ごろは私の方がずうっと上だっ
たのです。小船井さんはパソコン、あまりできなくて、
私はその時まだビルダーのない時にクラブでホーム
ページを作ったのです。その時に小船井さんが熱心に
見ていて、それで少しずつ追い越されてしまって、ホ
ントにある日突然追い越されました。私は後退ばかり
しましたから、小船井さんはある時に「メールで写真
が来た」と言って、今では当たり前のことですがね。
　それから、小船井さんは会議に行きますと、パソコ
ンをこうやっているのです。他のクラブの多くの人た
ちには「キザな奴だな」と思われていたのですが、実
は違うのです。話していることを全部要約して、総理
大臣の記者会見の時には新聞記者はすぐ原稿を作って
いますけど、小船井さんのそれはすごいのです。です
から、私が何かやる時には小船井さんと一緒にやると
「終わります」までの原稿ができているのです。すご
いです。
「吉田さんは早いね」と言われますけど、実は小船井
さんに書いていただいたものですけれど。そういうス
ゴイ人だったので、褒めてばかりいますけれども、ホ
ントにスゴイいのです。小船井さんに負けないように
話そうと考えましたが、無理だから止めます。
　今日は、90年・100 年に向けて「私の想い、この
ようにしてほしい」を話します。これは私の独断の話
ですけれど、話させてもらいまして参考にすることが
あればぜひ参考にしてもらいたいと思います。
　70年の時の釧路ロータリークラブの会員は 98名
で、登録は 498 名も登録したのです。懇親会に 375
名が出ましたけれど、実にお金がかかったのです。驚
くなかれ、1000 万円を超えたのです。当時の積立金
で 606 万円くらいあったのですが、その他のお金は
「登録料」と言いますから登録して出してもらってい
ますから、登録料 1万円を取ったのですけど、その
詳細は定かでありません。
　私は、今回これをやります時に、私が実行委員長だっ
た 70周年の本をいろいろ読みまして、こうだったの
だと。その時に集まって話をする実行委員会と長老の
人たちと 2回、別々に話しました。その時にいろい
ろ話をしたのは、結局は 70周年記念式典の反省会み
たいになったのです。その時の内容を今日、皆さまに
お話したいと思います。

　会員増強というのはどこにでも出てきます。私がガ
バナーをやりました時にも多くのクラブに行きまし
た。公式訪問した時に「ガバナー、そんなに会員増強
を言わないで、もっといいクラブを作ってから、みん
なが憧れるクラブを作って人を入れたらいいのではな
いか」という話はいろんなクラブで言われました。
　でも、皆さん、憧れのクラブというのはあるのでしょ
うか。私はないと思うのです。どんなクラブを作って
も、今の時代はいろんな会がたくさんありますから、
みんながクラブの評判を聞いて「入りたい」という人
は参考にするかもしれないが、昔のように定員制をひ
いて「空いたら入る」というような、入れてもらいた
いという時代は地方ではないと思います。全国的に見
ると京都ロータリークラブ、東京ロータリークラブな
ど大都市のロータリークラブにはある程度ありますけ
れど。
　私は、会員増強についてお話を聞くときに、「みん
なが憧れるクラブを作りたい。それが先なのだ」と。
卵が先か鶏が先か、それが先だと。「そういうクラブ
を作って自然と入ってくる人を待てばいいのだ」とい
う人がいましたけれど、これは、私はナンセンスだと
思います。それから「誰でもいいから入れればいいじゃ
ないか」。「これはダメなのだ」という人もいましたが、
私はこれもナンセンス、違うと思います。それから「定
員制を設ける」。地方で「釧路クラブが定員 100 人に
して、１人が空いて 99名になったら１人を入れると
したらいいじゃないか」。これも私はナンセンスだと
思う。無理だと思いますね。やはり、数は力なりです。
数を集められなかったらダメなのです。「ロータリー
に入りたい」という人は、おかしいかもしれないが「入
ることによって、学びたい」という人かもしれないで
す。ですから、入りたいという人を閉ざすことはダメ
だと思う。入れてしまって、増強して、そして立派な
人たちがいるのを見て、勉強をする。そして、いいロー
タリアンに育っていくことが大事でないかと思いま
す。
　私の個人的な考えですけれど、入りたい人をシャッ
トアウトするのは止めて、どんどん増やすべきだと思
います。うちのクラブも、私がガバナーになりまして
から、あと何年か後にはまたガバナーが出ます。ガバ
ナーの使命のひとつには「新クラブを作りなさい」と
いう使命があるのです。でも最近は新クラブができて
来ないのです。これは、100 人のクラブを 130 人位
にして、そこから分割をして 30人 40人を移して新
クラブを作ることが普通のやり方なのです。
　札幌の幌南ロータリークラブは 30人から 60人位
になるとすぐ分割するのです。新しいクラブをどんど
ん作るのです。こういうクラブもあります。これが普
通ですが、うちのクラブも 90年 100 年の時にはた
くさんの人を入れて、分割をして「さすが、釧路クラ

ブだ。いま新しいクラブができない時にさすがだ」と
なって欲しいし、やるべきだと思います。
　新しいクラブを作ると、総論は賛成「新しいクラブ
を作るの、いいじゃない」、各論では反対。これは全
国どこでもそうなのです。釧路クラブがもし新しいク
ラブ、釧路新ロータリークラブを作ったら、「私は作
るのは賛成だが、私は釧路ロータリークラブに残りた
い。新クラブには別の人が行ってください」となって
しまって、「なかなか、うまくいかない」という話も
聞きました。これはやりようで、いろいろあると思い
ます。
　私は台湾のロータリークラブはあまり分からないの
ですけど、台湾に行った時に、長老の人たちと若い息
子さんたちのクラブとがあって、時々一緒になって例
会をするという、和気あいあいにやったというのもあ
ります。これもスタイルだと思います。
　新しいクラブを作るということは 90年 100 年の
中で、ひとつの目標にしてもらいたいと思います。私
は最近の「流行りはんてん」のように衛生クラブを作っ
てというのには反対なのです。衛星クラブを作ってう
まく行っているという話は聞いたことがないのです。
やはり、作るならロータリークラブを作ってそこに若
い人に入ってもらうのが一番いいと思います。これを
お願いしたいのがひとつです。
　二つ目は、100 年になりますと大台なお金がかかっ
てくると思います。これをどうするかも大きな問題で
すが、座談会の私の時の反省の中で「スタートが遅す
ぎる」。来年行うとなったら、例えば、文化会館やま
なぼっとの予約となれば「１年以上前から日程が埋ま
る」と言われたのです。例えば 90周年の時に会長エ
レクトが決まれば、その段階で実行委員長、実行委員
会を作って準備をしたほうがいいと言われました。こ
の本の中にたくさん出ていました。
　私がやった時にはスタートが遅くて、テーマは『明
日に続く道』というテーマを作ったのですけど、この
テーマを作るのに延々と時間を費やしてしまって、
テーマより先に、予算はいくらか、何人くらい集めて
やるのか、会場をどうするか、日程をどうするか、を
決められる大枠を早く決めないと必ず遅れをとってし
まいます。これをやってもらいたいです。
　90年の節目ですから盛大にやるかどうかを別にし
ても、13年後には 100 年になるのです。
この時は多くの皆さんが残っていると思います。この
100 年の時にどうするかは多少でも前倒しをして準
備して考えて行かなければならないと思います。
　私は今日の話をするときにも、記念誌を読んできた
のです。すると、記念誌は記録なのです。私が 70周
年をやる時には、50周年の記念誌があって中味をい
ろいろ見ていて参考にしたのです。記念誌はきちんと
作ることは次の時にも必要になってきますので、記念

誌を書いていただきたいです
　うちのクラブでは「会報」、クラブの唯一の記録誌
なのです。なにかある時には必ず会報を見て、「何やっ
た、どうだった」と見るのですけど、丁寧に会報を書
いている方もいますし、実にあっさり書いてもいます。
私が嵯峨記念育英会の理事長をやっていました時に、
育英会の整理をしようと思って、ずーっと昔の資料を
見ながら、名前と学校を調べて行きましたが、だいた
いの所は書いてあるのですが、ある時には「嵯峨育英
会、５名結成」としか書いていないのです。名前もな
ければ、生徒もない。学校に聞いても「分かりません」
ということで結局、空白ができてしまうのです。です
から、記録誌を作る担当の人は「記録だ」と考えて、
できるだけ詳しく書いてもらいたいです。
　特に「今回、予算がたくさんかかりました」と言い
ましたが、登録料だったのか、果たして登録料 1万
円をもらったのか、詳しくは出ていないのです。その
他にどのような費用がかかったのか、もあまり書いて
いないのです。総費用が 1, 150 万円位かかっている
のです。それももう少し詳しく書くべきでないかと思
います。
　私はふたつ、記録誌の大事さを確認いただきまして、
記録誌を作っていただきたいということと、会員増強
については、数は力なりということで、門戸を広く開
けていただきたいです。
私が入りました時の山下会長はいつも例会の時に「会
は増強しなければ必ず衰退する」という話をしていま
した。増強するということはクラブの活性化のために
もなります。
　ここにこのようにいい人がたくさん集まっている中
で、「おかしな人が入ってきたら雰囲気が乱れる」と
いう考えを持つ人もいると思います。これは小さいク
ラブになればなるほどです。10人位のクラブを訪問
しますと、今すごくいい雰囲気、みんなでワーと言え
ばワーとなる。「これを壊したくないから、新しい人
は入れたくない」というクラブもあるのです。そんな
こと行っていたら必ず年をとって亡くなってしまいま
す。会員増強について私は門戸を広げて、私は誰でも
いいのです。「入りたい」という人で変な人間は、わ
ざわざ高い金を払って入るという人には変な人間はい
ないはずです。やはり、何かを学びたい、何かを吸収
したいという気持ちで入って来ると思いますので、門
戸を広げて 130 人 140 人のクラブになって、分割し
て新しいクラブを作るようにしてもらいたいと思いま
す。できれば 100 年の時まであと 13年ありますの
で毎年２人～３人増やして行けば 30人は楽に超えま
すので、ぜひ新しいクラブを作って、堂々と「釧路ク
ラブ、ここにあり」を作っていただければと思います。
話は、全部お願いをすることばかりでしたが、以上で
す。

　ぜひ、この後 80年の話もありますけれども、３年
後には 90年が来ます。13年後には 100 年になりま
すので、いろいろな準備のことを頭の隅に置いていた
だければと思います。
　記念式典の挨拶にしては、あまり意味のない話ばか
りでしたが、私の想いを伝えました。ありがとうござ
いました。

創立 60周年
（動画公開）

創立 60周年記念実行委員長　泉　　敬パスト会長
　写真は若いです
ね。28年前になり、
記憶も確かでなく
なって怪しげになっ
てきているのです。
思い起こしますと、
大久保前会長から私

に実行委員長の指名がありました。60周年の前の年
ですね、それは相当慌てました。ということは「１年
間で準備しなさい」とかなり厳しいわけです。予算も
300万円だったのです。私たちは「50周年を迎えた後、
記録がないので何とか記録を残したい。60周年記念
誌を作ろう」と。すると、50年から 10年間のブラ
ンクがそれで埋められるのですが、それを行っておか
ないとその後がまた大変になるのが当然あるわけで
す。
　振り返ってみますと、このクラブの周年記念は 25
周年からやっているのです。これは「記念を行った」
というだけで、特に記録を残すことは一切やっていな
いのです。30周年、40周年と一応祝賀会を行って、
記念品も贈呈することは行ってきているのです。ただ
し、記録は残していない、記念誌は作っていない。
50周年になって初めて「これは、まずい」となって
50周年誌を作ったのです。50周年にいた人には配布
したわけですが、50周年誌をお持ちの方はおそらく、
ここの会員の中には何人かしかいない。私が数えたと
ころ５人ほどしかいない。
　河合君、小船井君、吉田君、元ガバナーは２人いて、
立派な布張りの 50年誌を会報として皆さんに配布し
たことがあります。
　ぜひ、70周年誌も 80年誌も作ったので、90周年
誌も 100 周年誌も作っていくべきだと思っています。
これは、なんとかやってほしい。
　60周年の時には急に決まったことで、メンバーも
前の年に決まったのですが、これを実行するとなると
日程的なことも、金銭的なこともあるし、場所の確保
もしなければならず、そういう割り振りも全部行いま
した。60周年をやった時に 50周年から 60周年まで

にいた人は数少ないですから。60周年の時に在籍し
ていた方は手を上げてください、何人いますか。おそ
らく 10人いないでしょうか。
　私が 60周年をやった時に、50年から 60年に会員
がどのように移動したかに関心があって調べました。
50周年の時にいた 95人が 60周年の時に残っていた
のは 45人しかいなかった。10年の間に半分が入れ
替わった。釧路の会員はご存知のように他のクラブに
比べて転勤族が多いです。早い人は２～３年で代わっ
てしまう。転勤してしまって、新しく会員として入
る 。同じ企業の中での入れ替わりがあります。10年
経つと当然必ず入れ替わりがあるのです。その結果だ
と思いますけど、半分以下という現実があります。そ
のことをとらえて、計画を立ていただきたいです。
　例えば、当時は 300 万円でやりましたが、そのあと、
1000 万円もかかっているとなると、単年度でその資
金を集めるのは不可能です。あらかじめ、準備をして、
必要な備えを今から 90周年に向けて準備を始める措
置を取らないと。単年度でやることは無理と思います。
　60周年の時に記念事業として、ロータリーカップ
にまだ優勝旗がなかったのです。優勝旗を何とかして
作りたいと考えましたが、これはその予算の中からは
どう考えても出ないのです。それで、急遽、奉加帳を
作って会員に回したのです。奉加帳に名前と金額を書
いてもらったのです。幹事が２万、３万と書いて、み
んなはそれを見て俺も、俺もと。３回の例会で 110
万円が集まったのです。皆さん、金を持って歩いてい
るのですね。
　110 万円は優勝旗を作るのには多すぎるのです。
横断幕とカップを一緒に作ってロータリーカップに提
供することになりました。これは記念事業の一環とし
てやりました。
　金の問題は嫌だけれども、やはり集めて行かないと
いけないと思います。会長は大変だけれど、単年度で、
その時の会長に全部かぶせるのは大変だということ認
識して置いて欲しいです。どんなふうにやっても、か
かるものはかかるのです。
　いろんなことをやっている年度があります。40周
年の時にマリントポスに寄付したり、今まで救急車を
贈呈したこともあったのです。こういう事業をやろう
とすれば、それなりに資金が必要になって単年度では
難しいことがあって、ロータリークラブはほとんど引
継ぎをしないのです。引継ぎをしないで次の年度にポ
ンと預ける。すると会長以下、担当者は勉強しないと
間に合わないのです。そういう意味では、予算決算も
滅茶苦茶です。それぞれがそういう風に預けられてき
ても皆さんは新しい年度にきちんと計画を立ててやっ
ています。
　前のは参考資料になりますけれども、引継ぎで事業
を引き継ぐことはないのです。これは原則としてやら

ないことになっている。引き継いでほしいものは肩た
たきのように次期の会長にお願いをしておくことはあ
りますけども、実際は、その年度の事業はその年度が
決めて行います。どの人が会長をやっても皆さん、上
手に困難を切り抜けて運営して来ているのがロータ
リークラブです。
　これは一人でやるわけではないし、これは職業を通
じて奉仕の精神で理想を追求しながらやっている皆さ
んの友愛の中でお互いに助け合ってやって行くお陰
で、こういう形が維持できていたのだろうと思います。
　昔は、私が入ったころはかなり厳しい時代がありま
して、会に入ること自体が大変だったのです。入会さ
せるのに「金を貸している者はダメ」、「妾を持ってい
る奴はダメ」、飲食店も同じでした。いま時そんなの
はないと思うのですけれど。推薦があっても２年位お
かれるのがあったり、同意を得るのが大変な時代もあ
りました。
　そんなことがあって、今の会員はたくさんの入れ替
わりがあります。新しい会員については、50周年を
引き継いで、どうやって 70周年に渡すかという節目
でしたのでやったと理解してもらえれば。難しい話は
何もないのです。ただ、大変だったのは金銭の問題で
したので心得てもらえればと思います。

70 周年記念実行委員長　吉田　潤司パストガバナー
　また出てきました
けど、簡単に。本当
は青田君が話すこと
を楽しみにしていた
のです。どうしても
出られないというこ
とで。
　これは会長が青田年度だったのですが、大変な年
だったのです。当時はパシフィックホテルで例会を
やっていました。私たちが 11月の式典をパシフィッ
クホテルでやった時には、そういう話は知らなかった
のですが、パシフィックホテルは 12月に倒産をしま
した。それは青田君には突然の話だったものですから、
大変な思いをしたと思います。急いで例会場を探さな
ければならず、事務局をどうするかがあって、この年
が 2006 年でした。
　例会場は当時キャッスルの社長の反保さんがいまし
たのでスムーズに移行できました。事務局の場所がな
いということで三ツ輪ビルに移しました。大山さんも
一緒に三ツ輪ビルに引っ越しました。これは定正君の
努力のおかげで引っ越しができたのです。
　これが大きな出来事でした。
　記念講演は実行委員会を作った時に「記念講演は必
ず行いたい」ということで記念講演の実行委員長を滝
越さんにおねがいしました。講師を誰にしようかと、

標茶に住んでいる有名な芸能人でしたが忙しくて日程
が合わず、そこで「ロータリークラブは経済人の団体
だから経済人を呼ぼう」となり候補に挙がったのが
ホーマックの石黒社長でした。当時の石黒さんは９月
に「カーマ」と「ダイキ」と合併して大変忙しい時期
だったのです。
　「講演なんか受けられない」ということだったので
すけど、滝越記念講演実行委員長が頑張って口説いて、
口説いて「人間万事塞翁が馬」の話でしたが石黒さん
の苦労と現状、将来　の展望について感銘深い記念講
演でした。これは一般公開して大変好評だったのです。
　この間も、網走の周年事業に行きました。緻密でと
てもいい式典でした。式典と懇親会で、挨拶と表彰、
終わったら懇親会で少し重みがないなと思って、うち
の 70周年は重みがあったかどうかは別ですが、記念
講演を入れたのが良かったと思っています。
　この二つが思い出に残ることです。
　三つめは個人的なことで、70周年記念式典をやる
ということで、ＦＭくしろに行きました。時間を取っ
てもらって私と青田君がお話をしようと行きました。
青田君は行く前には、「俺は最初に挨拶して、あとは
吉田がやれ」という話でしたが、いざ始まると「青田
です。実行委員長の吉田です。から残り 19分は全部
青田君がしゃべりまして、ものの見事にしゃべりまし
たけど、中味はいい話をしましたので良かったなと思
います。この当時の釧路ロータリークラブは大変勢い
がありまして、青少年の交換事業もずっと続けていて、
この時はシューニカーンというアメリカの男の子が来
ていました。米山奨学生には趙偉紅（チヨウイコウ）
さんが来ました。その後も、その前も続いていたので
すが、どこで途絶えたか中断していて残念だなと思っ
ております。
70周年の時には稚内からも来ていただきました。随
分たくさんの人に来ていただきました。
私たちも、その時のことを覚えていて、どこかでお返
しをしなければならないと思います。
最後にもう一つ。網走の創立式典に行きまして、うち
の会長が挨拶をしましたけれど、これはものの見事に、
みんな感心しました。素晴らしかったです。みんなに
聞かせてあげたかった内容でした。時系列がはっきり
して、とてもいい挨拶だったことをお伝えして終わり
ます。

創立 80周年　木下　正明パスト会長
　皆さん、こんばん
は。なかなか喋りづ
らいところもありま
す。
80周年を実行する
にあたって私が会長

でいいのかがあって、脇さんがいいのではないかと。
人事の脇さんは釧路クラブで有名ですのでそういう方
がまとめてやっていただいた方が良いとか、いろんな
ことがありました。
結局、２年前に会長の指名が固まったなかで、準備が
遅れたとかがありますが、だいたい２年前にどんな事
業をやるかを会長が考えないと案が出ません。
私が考えたのは、70周年で石黒さんに講演していた
だいたので、影響力がある方に講演をしていただきた
い。私が少ない経験の中で面白かったのは例えば桑田
真澄さんとか尾木ママだとか、あとは林先生とか、桜
木紫乃さん。あと私、NHKの番組審議会委員で 4年
間やらせてもらっていたので。石黒さんの時は滝越さ
ん本当に頑張っていただいて決まった経緯がありま
す。
その中でどうやったらいいか、私が会長になる前の年
の 11月くらいに会長に決定するぐらいのタイミング
がありますので、その時に情報集会を西村さんにやっ
ていただいたり、80周年に向けてどういう事業をやっ
たらいいかの例会をやっていただいたり、後藤さんに
は早い時期にやっていただいたのかなと思います。
まずは会場を押さえて、講演者の候補を決めて、ある
程度打診をしました。それぞれすべての方に打診をさ
せていただいて、ＪＣさんが林先生を呼んでしまった
のです。桜木紫乃さんも結構釧路市内に来ることが
あったり、いろんな尾木ママさんに結構左寄りかな、
それはちょっと置いといて。
そんな中で 2012，2013 年に釧路の算数や数学の学
力がものすごく低いという結果が分かったのです。そ
の算数や数学が低いというのは、もともと国語力がな
いからと、林先生と数学の先生と一緒に講演していた
だくというのも候補に挙がっています。
ちょうど釧路の付属中学校を出て名古屋大学に行かれ
て、東進ハイスクールに行かれた志田昭先生がおりま
して、その方のネプリーグだとか、いろんな番組に林
先生と一緒に出ていて、番組を賑わした地元の方でも
あるのでその方を呼びたいと。林先生とセットで呼ぶ
つもりだったのですが、林先生はＪＣさんに来られた
こともあって、これは二番煎じで辞めて。
では、志田先生に話をしていただくには何がいいかと
いったら、数学検定を当初１万 2,000 人にプレゼン
トをしよう。要するに、釧路の小中学生全部で 1万
2,000 人なので、算数の成績が悪いのだったら、全員
に数学検定プレゼントしようというのを頭に入れなが
ら僕が 80周年やるのは 2016 年の 11月５日です。
2015 年 11 月の情報集会で皆さんに「どんな講演者
を呼んで、どんな事業者をやったらいいか」という情
報集会があって、その中で皆さんがいろんな桜木紫乃
さんが良いとか、こういうのが良いとか。アイスホッ
ケーが良いとか。いろんなすごいアイデアが皆さんの

中で出てきた。会長だったのである程度選ばせていた
だいて、次の年の７月くらいから実行委員会が立ち上
がった中で、こんなふうにやって行ったらどうだと説
得をさせていただいて、事業をさせていただきました。
メインの事業はその志田先生の講演会で、皆さんに動
員していただきまして、大体 600 名位集まったと思
うのです。多分それぞれの転勤族の方、すごく自分の
会社の方を 10名や 15名呼んでいただいて、ただ内
容はすごく素晴らしくて、ちょっとあまり時間がない
ので例会報など見ていただければと思います。
それと、そこで終わるのではなくて、数学検定を１万
2,000 人分プレゼントしようということから始まっ
て、あと地区の補助金を使ってその後の３年間ですね。
都合４年間で、延べで結局受けていただいた方が４万
600 人の方に数学検定を受けていただきました。
　その結果として市内の小学校で全国平均を上回って
いる所もいまだにあります。あと国語検定が始まり 、
市内の学力がすごく上がっています。実は市内の学力
が落ちていると思われがちなのですが、今はその当時
よりもだいたい 10％から 15％学力平均点が上がって
います。子どもたちには、すごく可能性があるので、
その子どもたちにたくさん可能性を追求してもらっ
て、学力を上げていただいて自分が望む世界に羽ばた
いていただきたいです。戻ってこない子どもたちもた
くさんいると思うのですが、それをやっていただきた
いということで、今年の後藤年度でも湿原の体験学習
だとかにつながっていると思います。
私のわがままから始まったものが、少し継続事業とし
てやって結実しているのかなと思います。
その時は、台北中央ロータリーとは姉妹都市提携をし
たり、台湾から小学生を呼んで交流コンサートを釧路
ロータリークラブ主催でやったり、あと海外に私は５
回ほど行きました。　　
プーケットで水の事業をやったり、ブータンに行って
お手洗い場を供給したり、ブータン世界で一番着陸す
るには危ない空港だとかあって、死ぬつもりで小船井
さんと一緒に死ぬ間際には小船井さん文句言ってから
死のうと思いながら着陸したのを覚えています。
そういった形で釧路ロータリークラブの方々は本当に
協力を荒井先生はじめ協力していただいていろんな事
業を成し遂げたのかなと思いますが、時間がなかった
ので、自分のアイデアで考えたもの、プラス本当は会
長の想い、プラス皆さんが考えた何かを足して、倍く
らいの事業にしてもらえたらよかったのかなと、私は
思いました。
私も言葉がつたなくて、皆さんに説得するのに時間が
かかったり、事業が十分できなかった所を反省してい
ます。
90周年、100 周年で充実した釧路ロータリークラブ
が地域のために何ができるか、日本のために、世界の

ために何ができるかを考えて、時間があるのでいい形
の周年をしていただいて。予算の話がありましたが、
80周年は 1,200 万円の予算でやりました。志田先生
が講演料を安く抑えてくれて、数学検定も 3600 人に
寄付をするのですけれど、100 万円でやってくれた
ので安く押さえられたので結果として 1,000 万円位
しかかかりませんでした。
高いか安いかありますがアグレッシブにトライして皆
さんが地域のための活動につなげていければいい周年
になると思います。
「釧路クラブ、ここにあり」と皆さんに協力いただい
てできたのかなと思って、感謝もしておりますが、もっ
ともっとできると思っております。あと３年、よろし
くお願いいたします。高橋さんに指名された会長さん、
指名されそうな人はもう想像していただいたらありが
たいと思います。
以上です。

木下パスト会長ありがとうございました。それでは
60周年、70周年、80周年とスピーチをいただきま
した皆さまに改めまして拍手をお願いします。それで
は残り時間も少なくなってまいりました。ここで皆さ
まで手をつなぎ輪になっていただきまして手に手をつ
ないでを斉唱したいと存じます。皆さまご起立いただ

き輪になってお手をつなぎますようお願い申し上げま
す。

（手に手を繋いで）

中締めの挨拶　高橋　直人会長エレクト
　皆さま、諸先輩を
前に中締めの挨拶と
いうことでご指名で
すので、 皆さんご用
意下さい。
今日は、87周年に
ちなんでということ

で例会を開き、諸先輩の 50周年、60周年、70周年、
80周年と本当に素晴らしい歴史と伝統のある釧路ク
ラブ。私もここのクラブに入って本当に自慢でござい
ます。
皆さん、ぜひともこれからこの釧路クラブを 90周年
に向けて頑張っていきたいと思います。というか、私、
90周年の指名会長ですので何とか私の専権事項です
ので、プレッシャーは結構かけられていますが。まだ
自分の年度もかけられていません。それは、心と決め
まして頑張っていきたいと思います。
それでは本日の皆さま方の会員とご健勝と釧路クラブ
の繁栄を願いまして 3本締めで締めようと思います。



 

　
みなさん、こんばん
は。冒頭、お知らせ
がございます。
　先々週の例会にお
きまして、次年度理
事・役員の立候補を
募っておりましたと

ころ、10日後の先週に立候補がないことになりまし
て、速やかに指名委員会を立ち上げる流れになってお
りますので、こちらから指名委員の皆さまにはご連絡
を差し上げているところであることを皆さまにご報告
ということでお知らせを申し上げます。
　本日は北ローターアクトクラブの皆さま、お疲れさ
までした。会長は４月よりもこなれてきましたね。成
長を見るのが、とても楽しみです。僕はまだこなれて
いないものですから、うらやましく思って見させてい
ただきました。
　先週 11月 11日に網走ロータリークラブの創立 70
周年記念式典にお呼ばれをして、吉田パストガバナー
ご夫妻、佐藤幹事とともに参加をさせていただきまし
た。
　久し振りに口から心臓が飛び出るくらいに緊張をし
ました。祝辞が終わってホッとした夜、記憶がなくな
るくらいお酒を飲みまして大変な目にあいました。
そんなことどうでもいいのですが、道中、吉田パスト

ガバナーから大変いいお知らせをお伺いしましたの
で、皆さまにお伝えをしたいと思います。
先日、釧路交響楽団の演奏会が釧路で開催されたとい
うことで、吉田パストガバナーが観覧したそうです。
そこで、清水輝彦君にバッタリお会いしたそうです。
いろいろお話をしたそうですが、ご本人は「記憶の方
がまだあいまいで、リハビリを頑張らなければいけな
い」とおっしゃっていたそうですが、吉田パストガバ
ナー曰く、「少し頭の悪い奴よりも、全然大丈夫だ」
くらいの素晴らしい回復具合、言葉は悪いのですが、
倒れられたのが不思議なくらいの回復度合いだという
そうです。受け答えもはっきりされていて、もちろん
車椅子ではなくご自分で歩いてこられていたそうで
す。
清水幸彦先生のお別れ会の時に、奥様が「年末くらい
の例会には何とか参加できるように頑張りたいと、本
人も言っていることを伝え聞いた者として、清水輝彦
君が仕事のことや、ご家族のことや、ロータリーのこ
とや、そしてご自分の趣味のことや、まだまだやりた
いことに向かって一生懸命リハビリで努力している姿
が容易に想像できるものですから、ホントに嬉しく
思っておりまして、私からも輝彦君に、なんとか早め
に例会に来てくださいとお伝えしたいと思っておりま
す。メールでも電話でも構いません、近い関係の方は
そうやって促していただいて、一日も早い清水輝彦君
の出席を祈りましょう。

本日は「創立 87周年にちなんで」ということで釧路
ロータリークラブの87回目の誕生日を迎える日です。
札幌ロータリークラブ、帯広ロータリークラブからの
スポンサードを受けて 87年、これまでたくさんの方
がいろいろな努力をされて、こうして楽しいクラブに
なっていることをみんなで語らって、本日も有意義な
時間にして 88年目の明日の一歩目を始めてまいりま
しょう。本日も美味しいお酒を皆さんと酌み交わした
いと思います。本日一日、よろしくお願いいたします。

幹事報告　佐藤　貴之幹事
皆さん、こんばんは。先ほど後藤会長からありました
「網走ロータリークラブ創立 70周年記念式典」に参
加してまいりました。こちらは「70周年記念の盾」
をいただいております、クラブ事務所に飾っておきま
すので皆さん、ご覧いただければと思います。
今週 19日の日曜日、釧路交響楽団の定期演奏会があ
ります。ご招待券が２枚届いておりますので、ご興味
のある方がおりましたら本日中に私まで声を掛けてく
ださい。

活動報告　釧路北ローターアクトクラブ
　　　　　　　　　　　　　　会長　小島　大輝君
　皆さま、こんば
んは。釧路北ロー
ターアクトクラブ
会長の小島　大輝
と申します。本日
はどうぞよろしく
お願いいたします。
　本日は７月の表敬訪問の時にお邪魔させていただい
てから２回目の釧路ロータリークラブ様の例会に訪問
させていただきました。本日は、貴重な時間を割いて
お話させていただく機会を設けていただきました後藤
会長、佐藤幹事をはじめとする釧路ロータリークラブ
の皆さま、本当にありがとうございます。
　本日、私たちローターアクトクラブから活動報告と
いうことで、本年度の ７月から 10月までの活動のご
報告をさせていただきたくお邪魔させていただきまし
た。
　私のつたない説明と限られた時間の中では十分にお
伝えすることは難しいのかなと思いましたので、皆さ
まの各テーブルに私たちの現時点の活動報告を配布さ
せていただきました。お手すきの際にご覧いただけれ
ばと思います。
　私からは２点ほどをご案内させていただきます。
　1点目は、直近の２回の例会をご報告させていただ
きます。9月 26日に開催しました今年度の第６例会
と、10月 29日に開催しました第７例会、資料の後
ろの２ページに記載されています。

　この２回の例会、どちらも「ポリオウイルスの根絶
活動」をテーマに掲げさせていただいております。私
たちローターアクトクラブも 2019 年のＲＩ規定審議
会の決定がありまして、現在、ＲＩに加盟させていた
だいているクラブのひとつとなっております。ＲＩの
活動であったり、第 2500 地区のロータリークラブの
皆さまがどのような活動をされているのかを知る機会
が増えて来まして、今年度の鶴見ガバナーが重点目標
のひとつに掲げられているのが「ポリオウイルスの根
絶」ということで、私たちも「ポリオウイルスの根絶」
に向けて何かできないかと興味を持つようになって今
年度の例会を企画しました。
　第６例会では、ポリオウイルスはどのようなウイル
スで、現状、世界ではどのくらい残っていて、根絶に
向けてどのような取り組みをしているかを学びまし
た。
その後、10月 29日の第７例会に私たちローターア
クトクラブが毎年開催している「ハロウィンイベン
ト」、小学生を対象にした、本物のかぼちゃをくり抜
いて「ジャック・オー・ランタン」を作るイベントで
すが、そのイベントの中で参加していただいたご家族
の皆さまに、「ポリオウイルスはどのようなウイルス
か」「いま苦しんでいる子どもたちがいる」「寄付する
ことによってワクチンが買える」という説明をして、
実際にご寄付を募る取り組みをさせていただきまし
た。
　この活動報告書にも書いてありますが、結果は大多
数のご家族の皆さまから 33 ,788 円の募金をいただ
くことができました。
　この活動をとおしてアクトならではのやり方で少し
ずつでもポリオウイルスの根絶や奉仕活動にできれば
良かったと考えております。
　最後に、会員数の動向についてご案内させていただ
きます。今年度は会員数 16名からのスタートとさせ
ていただきました。現在、新入会員が３名、退会が２
名あったので 17名の会員数となっています。17名
なので運営するうえでは、ある程度の人員が確保され
ていると見えるかもしれないのですが、年齢層が大き
く偏っております。26歳未満の会員は非常に少なく
なっておりまして、学生だったり、営業をされている
転勤族の会員だったりで、数年後には卒業・転勤でア
クトを離れてしまう会員が多いです。
　今年度、あるいは次年度に関しては、ある程度運営
の体制の目途が付いているような状況ですが、２年か
ら３年後に関しては会員数が大幅に減って、事業の継
続に大きな支障が出て来ると、表敬訪問の時にもお話
させていただきましたけれども、会員増強を避けて通
れない部分と考えております。
　釧路北だけではなく、道内のローターアクトクラブ
はほとんどが会員数の減少によって存続が危ぶまれて

いるような状況にあります。記憶に新しい事例として、
４年前に斜里のローターアクトクラブが終結して、２
年前には根室のローターアクトクラブが終結となって
おります。いずれも、理由は会員不足によるものです。
このご時世、ロータリーに限らず、どの会社様も若年
層の働き手が不足しているとは存じ　り出すことに懸
念を感じている方もいるかと思うのですけれど、ここ
からは私の実体験の話になるのですが、アクトに入る
ことで友達とかではなく、同年代の、かつ異業種で働
いている方、自分で起業している方と接する・交流す
る機会を持つことは貴重なことと考えています。自分
と違う所で働いている人たちの考えに触れることで僕
自身は視野が広がったなと実感する機会もあり、「こ
ういう人たちは、こういう思いで働いている」「この
人は若いのに、こういう気持ちで起業したのか」とす
ごく参考になることもあり、自分の仕事の中に還元で
きる経験と個人的には考えております。
　本日お越しになっている皆さんの中で、いま頭の中
でピンと思い浮かぶ方がいらっしゃれば、ぜひ私、あ
るいは幹事の佐井会員にご連絡いただければと思いま
す。その時は、飛びついて、飛んで行きますのでよろ
しくお願いいたします。
　最後になりますけど、今後ともより一層のご指導ご
鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。
本日はありがとうございました。

親睦活動委員会　濱口　憲太委員長
皆さん、こんばんは。
首の手術から丸３カ
月が経ちまして、だ
いぶ調子が上がって
きました親睦活動委
員会の濱口です。
本日のプログラム　

夜間例会『クラブ創立 87周年にちなんで』を開催さ
せていただきます。今から 87年前の 1936 年（昭和
11年）11月 23日に、当時平均年齢 40歳を少し超
える若いチャーターメンバー 30名のもと、釧路ロー
タリークラブは創立をされました。道内では７番目、
国内では 26番目、世界では 4092 番目に創立をされ
ました。
その由緒正しき歴史と伝統の重みと、輝かしい活動の
軌跡は 87年間脈々と今日につながれております。
本日の例会では、創立からクラブの歴史と伝統、90
年の節目に向かって会員皆さまでロータリーを大いに
語らいながら楽しく、大切な時間にしてまいりたいと
思います。

それでは、はじめに釧路ロータリークラブの軌跡につ
いて動画を作成しましたのでスクリーンにご注目くだ
さい。

（動画上映）

乾杯のご発声　石田　博司パスト会長
ロータリークラブに入っていて嬉しいことのひとつ
は、新しく入った方がこぞって「いいクラブに入った」
と言ってくれることです。ロータリーに入ったから売
り上げが上がるわけではないので、嬉しさがそこにあ
るのではなくて、われわれの釧路クラブの雰囲気にあ
るのだと思うのです。そうすると「入って良かった」
といわれると、自分が褒められたような気がしてしま
い、とても嬉しいのです。
誰がそういうクラブにしたのか。別にどのクラブと言
いませんけど、比べて「釧路クラブがいいですね」と
おっしゃるのです。他のクラブに入った者から聞くと
「随分、雰囲気が違いますよ」と言うのです。
なぜこういう雰囲気になったのか。私のスポンサーは
吉田潤司パストガバナーですけど、もちろんスポン
サーをしていただいた時にはまだガバナーではなかっ
たのですが、吉田さんから昔話をよく聞きました。吉
田さんが入ったころは、「うるさい年寄りがいて、ホ
ントに躾というか、嫌になりほどうるさかった」と言
うのです。その様子を聞いていると、「将来、自分が
ベテランになった時は、あんな年寄りになりたくない」
と思った人がこの空気を作ったのではないかと私は思
うのです。と言ったら、天方君が「僕はそうではなく
て、この雰囲気を作ったのは清水先生ではないかと
思っています。他のクラブではパストガバナーがもっ
と存在感を出して、仕切って指令ができるみたいです
けど、清水先生は作らなかったからそういう雰囲気に
なって、その後に小船井さんがなってもお人柄がよろ
しく、そういう雰囲気を作らなかった」。だから、天
方君が「この釧路クラブの雰囲気を作ったのは清水先
生ではないか」と言うのですけど、まぁ、それもある
でしょう。
いずれにしても、類は友を呼びますから、今いるわれ
われが新入会員の方を集めていると思って間違いない
と思います。よそのクラブは、それなりにそういう人
が集まっている訳ですから。
ということで、どうか新入会員の皆さま、転勤族の方
を含めまして、いい雰囲気の釧路クラブの伝統をつな
いでいってくださいますように心からお願い申し上げ
ます。
では、乾杯をさせていただきます。
87周年、おめでとうございます。
（おめでとうございます）

ご挨拶　小船井修一パストガバナー
　歓談中、恐れ入り
ます。委員長は本当
に真面目な方で、何
回もメールをいただ
きまして、準備をさ
せていただく形にな
りました。こういう

飲む場で硬い話になって申し訳ありません。10分ほ
ど時間を頂戴して、原稿を用意してありますのでホー
ムページに掲載させていただきますが、お話をさせて
いただきます。
釧路クラブのホームページで「歴史と伝統」というバ
ナーがありますので紹介させていただきます。
釧路ロータリークラブが創立されたのは昭和 11年
(1936 年 ) で、道内では 7番目の誕生です。 日本国内
では 26番目、世界では 4092 番目となっています。
北海道では 1932 年（昭和 7）の札幌に始まり、昭和
8年小樽、9年旭川、函館、10年帯広、11年室蘭、釧路、
12年北見の順で主要都市 8クラブが誕生しました。
1941 年 10 月 10 日国際ロータリーを離脱し釧路職
域懇談会として活動しました。
1950 年 10 月 2日再加盟し、チャターメンバーの中
でリチャーターメンバーとなったのは 6名でした、
私が入会した 1984 年当時では村上裕二会員おひとり
だけになっていました。
戦前のロータリークラブ（日本の 2つの特質）
アジアで最初に設立されたロータリークラブ 1919 年
6月設立のマニラロータリークラブ、私が知りえる範
囲で設立順では 1919 年 10 月設立の上海ロータリー
クラブ、1920 年 1月認証のカルカッタロータリーク
ラブで、1920 年 10 月 20 日設立の東京ロータリー
クラブはアジアでは 4番目に設立されたと思います
東京ロータリークラブはマニラ・上海・カルカッタの
クラブとは大きな違いがありました。
それはマニラ・上海・カルカッタとも英語クラブであっ
たことです。因みに1930年設立のタイ・バンコクロー
タリークラブも英語クラブでした。これは海外から赴
任した欧米人を中心としたクラブであったことを意味
します。
東京ロータリークラブはその意味で全く違いました。
日本語で運営され、チャーターメンバー全員が日本人
だったのです。
そして1905年2月23日創設されたシカゴロータリー
クラブとも会員構成で大きな違いがありました。
シカゴロータリークラブの創設メンバー 4名の職業
は、弁護士、石炭商、洋服商、鉱山技師（山師）であ
り、シカゴを代表する人たちではなく一般市民で構成
されていたのです。
一方

東京ロータリークラブの初代会長は米山梅吉、幹事に
は福島喜三次でした。
米山梅吉氏は 1924 年三井信託創設の初代社長でし
た。
28名のチャーターメンバーには日本銀行を始めとし
た金融機関、SF 作家星新一の星製薬社長、一ツ橋大
学の前身東京商科大学校長、三越、三井鉱山、北海道
炭鉱汽船等の三井グループ各社で構成された錚々たる
メンバーであったこともシカゴのチャーターメンバー
との違いだったのです。
20世紀初頭の世界は「敵国主義の時代」でした。
フィリピンはアメリカの植民地インドはイギリスの植
民地、上海は疎開の中で日本を含む英米列強によって
支配されていました。
独立国だったタイのバンコクロータリークラブでさえ
英米中心メンバーによる外国人クラブだったのです。
1927 年創設の京城（ソウル）ロータリークラブも
チャーターメンバー 21名の内日本人が 17名で韓国
人は 4名だけだったのです。
日本のロータリークラブは自国民中心で構成され、地
域の代表的な人々が入会するステータスの高いクラブ
でした。いわば、包摂的なインクルーシブなクラブで
はなく、排他的なエクスクルーシブなクラブでした。
未来を見据えて
戦後、1950 年 10 月国際ロータリーに復帰した釧路
ロータリークラブは順調な成長を続けました。また、
ロータリー活動も成長期を迎え釧路北クラブを始めと
した 9クラブのスポンサーとなり、地区ガバナーも
両角氏を入れないで 4名のガバナーを輩出しました。
私達釧路ロータリークラブは
今まで述べてきました「歴史と伝統」を踏まえ、未来
に向けていかなければなりません。
2026 年の 90周年には記念事業や式典等の諸準備と
共に未来に向けた諸準備をしなければならいと思いま
す。
構造主義の創設者レヴィ・ストロースは日本の文化を
「過去の伝統と現在の革新の得難い均衡」を比類ない
ものとして高く評価し全人類が学ぶべきとしました。
私達も未来を創るために過去の歴史と伝統を踏まえて
革新をしていく事が大事であると思います。
　以上、私からのお話にさせていただきます。

ご挨拶　吉田　潤司パストガバナー
　皆さん、こんにち
は。小船井さんの後
に話をするのはホン
トにつらいのです。
小船井さんと私の大
きく違う所は、何か
ロータリーのことを

聞きますと、必ず「手続き要覧では・・・」と話して
来るのです。ですから、間違えたことは言わない。
ちょっと分からないことは日本事務局に確認して、「こ
れは、こうです」と。しかも、メールで切り取った所
をポンと送ってくることで、とてもきちんとしてくれ
ます。今日の話も多分間違いはないと思います。　私
は、そういう話は全くできないので、時に話が自己流
の話ばかりするので 心配なのです。
　小船井さんは、いまはパソコンをおしゃれにやって
いますけど、1996 年ごろは私の方がずうっと上だっ
たのです。小船井さんはパソコン、あまりできなくて、
私はその時まだビルダーのない時にクラブでホーム
ページを作ったのです。その時に小船井さんが熱心に
見ていて、それで少しずつ追い越されてしまって、ホ
ントにある日突然追い越されました。私は後退ばかり
しましたから、小船井さんはある時に「メールで写真
が来た」と言って、今では当たり前のことですがね。
　それから、小船井さんは会議に行きますと、パソコ
ンをこうやっているのです。他のクラブの多くの人た
ちには「キザな奴だな」と思われていたのですが、実
は違うのです。話していることを全部要約して、総理
大臣の記者会見の時には新聞記者はすぐ原稿を作って
いますけど、小船井さんのそれはすごいのです。です
から、私が何かやる時には小船井さんと一緒にやると
「終わります」までの原稿ができているのです。すご
いです。
「吉田さんは早いね」と言われますけど、実は小船井
さんに書いていただいたものですけれど。そういうス
ゴイ人だったので、褒めてばかりいますけれども、ホ
ントにスゴイいのです。小船井さんに負けないように
話そうと考えましたが、無理だから止めます。
　今日は、90年・100 年に向けて「私の想い、この
ようにしてほしい」を話します。これは私の独断の話
ですけれど、話させてもらいまして参考にすることが
あればぜひ参考にしてもらいたいと思います。
　70年の時の釧路ロータリークラブの会員は 98名
で、登録は 498 名も登録したのです。懇親会に 375
名が出ましたけれど、実にお金がかかったのです。驚
くなかれ、1000 万円を超えたのです。当時の積立金
で 606 万円くらいあったのですが、その他のお金は
「登録料」と言いますから登録して出してもらってい
ますから、登録料 1万円を取ったのですけど、その
詳細は定かでありません。
　私は、今回これをやります時に、私が実行委員長だっ
た 70周年の本をいろいろ読みまして、こうだったの
だと。その時に集まって話をする実行委員会と長老の
人たちと 2回、別々に話しました。その時にいろい
ろ話をしたのは、結局は 70周年記念式典の反省会み
たいになったのです。その時の内容を今日、皆さまに
お話したいと思います。

　会員増強というのはどこにでも出てきます。私がガ
バナーをやりました時にも多くのクラブに行きまし
た。公式訪問した時に「ガバナー、そんなに会員増強
を言わないで、もっといいクラブを作ってから、みん
なが憧れるクラブを作って人を入れたらいいのではな
いか」という話はいろんなクラブで言われました。
　でも、皆さん、憧れのクラブというのはあるのでしょ
うか。私はないと思うのです。どんなクラブを作って
も、今の時代はいろんな会がたくさんありますから、
みんながクラブの評判を聞いて「入りたい」という人
は参考にするかもしれないが、昔のように定員制をひ
いて「空いたら入る」というような、入れてもらいた
いという時代は地方ではないと思います。全国的に見
ると京都ロータリークラブ、東京ロータリークラブな
ど大都市のロータリークラブにはある程度ありますけ
れど。
　私は、会員増強についてお話を聞くときに、「みん
なが憧れるクラブを作りたい。それが先なのだ」と。
卵が先か鶏が先か、それが先だと。「そういうクラブ
を作って自然と入ってくる人を待てばいいのだ」とい
う人がいましたけれど、これは、私はナンセンスだと
思います。それから「誰でもいいから入れればいいじゃ
ないか」。「これはダメなのだ」という人もいましたが、
私はこれもナンセンス、違うと思います。それから「定
員制を設ける」。地方で「釧路クラブが定員 100 人に
して、１人が空いて 99名になったら１人を入れると
したらいいじゃないか」。これも私はナンセンスだと
思う。無理だと思いますね。やはり、数は力なりです。
数を集められなかったらダメなのです。「ロータリー
に入りたい」という人は、おかしいかもしれないが「入
ることによって、学びたい」という人かもしれないで
す。ですから、入りたいという人を閉ざすことはダメ
だと思う。入れてしまって、増強して、そして立派な
人たちがいるのを見て、勉強をする。そして、いいロー
タリアンに育っていくことが大事でないかと思いま
す。
　私の個人的な考えですけれど、入りたい人をシャッ
トアウトするのは止めて、どんどん増やすべきだと思
います。うちのクラブも、私がガバナーになりまして
から、あと何年か後にはまたガバナーが出ます。ガバ
ナーの使命のひとつには「新クラブを作りなさい」と
いう使命があるのです。でも最近は新クラブができて
来ないのです。これは、100 人のクラブを 130 人位
にして、そこから分割をして 30人 40人を移して新
クラブを作ることが普通のやり方なのです。
　札幌の幌南ロータリークラブは 30人から 60人位
になるとすぐ分割するのです。新しいクラブをどんど
ん作るのです。こういうクラブもあります。これが普
通ですが、うちのクラブも 90年 100 年の時にはた
くさんの人を入れて、分割をして「さすが、釧路クラ

ブだ。いま新しいクラブができない時にさすがだ」と
なって欲しいし、やるべきだと思います。
　新しいクラブを作ると、総論は賛成「新しいクラブ
を作るの、いいじゃない」、各論では反対。これは全
国どこでもそうなのです。釧路クラブがもし新しいク
ラブ、釧路新ロータリークラブを作ったら、「私は作
るのは賛成だが、私は釧路ロータリークラブに残りた
い。新クラブには別の人が行ってください」となって
しまって、「なかなか、うまくいかない」という話も
聞きました。これはやりようで、いろいろあると思い
ます。
　私は台湾のロータリークラブはあまり分からないの
ですけど、台湾に行った時に、長老の人たちと若い息
子さんたちのクラブとがあって、時々一緒になって例
会をするという、和気あいあいにやったというのもあ
ります。これもスタイルだと思います。
　新しいクラブを作るということは 90年 100 年の
中で、ひとつの目標にしてもらいたいと思います。私
は最近の「流行りはんてん」のように衛生クラブを作っ
てというのには反対なのです。衛星クラブを作ってう
まく行っているという話は聞いたことがないのです。
やはり、作るならロータリークラブを作ってそこに若
い人に入ってもらうのが一番いいと思います。これを
お願いしたいのがひとつです。
　二つ目は、100 年になりますと大台なお金がかかっ
てくると思います。これをどうするかも大きな問題で
すが、座談会の私の時の反省の中で「スタートが遅す
ぎる」。来年行うとなったら、例えば、文化会館やま
なぼっとの予約となれば「１年以上前から日程が埋ま
る」と言われたのです。例えば 90周年の時に会長エ
レクトが決まれば、その段階で実行委員長、実行委員
会を作って準備をしたほうがいいと言われました。こ
の本の中にたくさん出ていました。
　私がやった時にはスタートが遅くて、テーマは『明
日に続く道』というテーマを作ったのですけど、この
テーマを作るのに延々と時間を費やしてしまって、
テーマより先に、予算はいくらか、何人くらい集めて
やるのか、会場をどうするか、日程をどうするか、を
決められる大枠を早く決めないと必ず遅れをとってし
まいます。これをやってもらいたいです。
　90年の節目ですから盛大にやるかどうかを別にし
ても、13年後には 100 年になるのです。
この時は多くの皆さんが残っていると思います。この
100 年の時にどうするかは多少でも前倒しをして準
備して考えて行かなければならないと思います。
　私は今日の話をするときにも、記念誌を読んできた
のです。すると、記念誌は記録なのです。私が 70周
年をやる時には、50周年の記念誌があって中味をい
ろいろ見ていて参考にしたのです。記念誌はきちんと
作ることは次の時にも必要になってきますので、記念

誌を書いていただきたいです
　うちのクラブでは「会報」、クラブの唯一の記録誌
なのです。なにかある時には必ず会報を見て、「何やっ
た、どうだった」と見るのですけど、丁寧に会報を書
いている方もいますし、実にあっさり書いてもいます。
私が嵯峨記念育英会の理事長をやっていました時に、
育英会の整理をしようと思って、ずーっと昔の資料を
見ながら、名前と学校を調べて行きましたが、だいた
いの所は書いてあるのですが、ある時には「嵯峨育英
会、５名結成」としか書いていないのです。名前もな
ければ、生徒もない。学校に聞いても「分かりません」
ということで結局、空白ができてしまうのです。です
から、記録誌を作る担当の人は「記録だ」と考えて、
できるだけ詳しく書いてもらいたいです。
　特に「今回、予算がたくさんかかりました」と言い
ましたが、登録料だったのか、果たして登録料 1万
円をもらったのか、詳しくは出ていないのです。その
他にどのような費用がかかったのか、もあまり書いて
いないのです。総費用が 1, 150 万円位かかっている
のです。それももう少し詳しく書くべきでないかと思
います。
　私はふたつ、記録誌の大事さを確認いただきまして、
記録誌を作っていただきたいということと、会員増強
については、数は力なりということで、門戸を広く開
けていただきたいです。
私が入りました時の山下会長はいつも例会の時に「会
は増強しなければ必ず衰退する」という話をしていま
した。増強するということはクラブの活性化のために
もなります。
　ここにこのようにいい人がたくさん集まっている中
で、「おかしな人が入ってきたら雰囲気が乱れる」と
いう考えを持つ人もいると思います。これは小さいク
ラブになればなるほどです。10人位のクラブを訪問
しますと、今すごくいい雰囲気、みんなでワーと言え
ばワーとなる。「これを壊したくないから、新しい人
は入れたくない」というクラブもあるのです。そんな
こと行っていたら必ず年をとって亡くなってしまいま
す。会員増強について私は門戸を広げて、私は誰でも
いいのです。「入りたい」という人で変な人間は、わ
ざわざ高い金を払って入るという人には変な人間はい
ないはずです。やはり、何かを学びたい、何かを吸収
したいという気持ちで入って来ると思いますので、門
戸を広げて 130 人 140 人のクラブになって、分割し
て新しいクラブを作るようにしてもらいたいと思いま
す。できれば 100 年の時まであと 13年ありますの
で毎年２人～３人増やして行けば 30人は楽に超えま
すので、ぜひ新しいクラブを作って、堂々と「釧路ク
ラブ、ここにあり」を作っていただければと思います。
話は、全部お願いをすることばかりでしたが、以上で
す。

　ぜひ、この後 80年の話もありますけれども、３年
後には 90年が来ます。13年後には 100 年になりま
すので、いろいろな準備のことを頭の隅に置いていた
だければと思います。
　記念式典の挨拶にしては、あまり意味のない話ばか
りでしたが、私の想いを伝えました。ありがとうござ
いました。

創立 60周年
（動画公開）

創立 60周年記念実行委員長　泉　　敬パスト会長
　写真は若いです
ね。28年前になり、
記憶も確かでなく
なって怪しげになっ
てきているのです。
思い起こしますと、
大久保前会長から私

に実行委員長の指名がありました。60周年の前の年
ですね、それは相当慌てました。ということは「１年
間で準備しなさい」とかなり厳しいわけです。予算も
300万円だったのです。私たちは「50周年を迎えた後、
記録がないので何とか記録を残したい。60周年記念
誌を作ろう」と。すると、50年から 10年間のブラ
ンクがそれで埋められるのですが、それを行っておか
ないとその後がまた大変になるのが当然あるわけで
す。
　振り返ってみますと、このクラブの周年記念は 25
周年からやっているのです。これは「記念を行った」
というだけで、特に記録を残すことは一切やっていな
いのです。30周年、40周年と一応祝賀会を行って、
記念品も贈呈することは行ってきているのです。ただ
し、記録は残していない、記念誌は作っていない。
50周年になって初めて「これは、まずい」となって
50周年誌を作ったのです。50周年にいた人には配布
したわけですが、50周年誌をお持ちの方はおそらく、
ここの会員の中には何人かしかいない。私が数えたと
ころ５人ほどしかいない。
　河合君、小船井君、吉田君、元ガバナーは２人いて、
立派な布張りの 50年誌を会報として皆さんに配布し
たことがあります。
　ぜひ、70周年誌も 80年誌も作ったので、90周年
誌も 100 周年誌も作っていくべきだと思っています。
これは、なんとかやってほしい。
　60周年の時には急に決まったことで、メンバーも
前の年に決まったのですが、これを実行するとなると
日程的なことも、金銭的なこともあるし、場所の確保
もしなければならず、そういう割り振りも全部行いま
した。60周年をやった時に 50周年から 60周年まで

にいた人は数少ないですから。60周年の時に在籍し
ていた方は手を上げてください、何人いますか。おそ
らく 10人いないでしょうか。
　私が 60周年をやった時に、50年から 60年に会員
がどのように移動したかに関心があって調べました。
50周年の時にいた 95人が 60周年の時に残っていた
のは 45人しかいなかった。10年の間に半分が入れ
替わった。釧路の会員はご存知のように他のクラブに
比べて転勤族が多いです。早い人は２～３年で代わっ
てしまう。転勤してしまって、新しく会員として入
る 。同じ企業の中での入れ替わりがあります。10年
経つと当然必ず入れ替わりがあるのです。その結果だ
と思いますけど、半分以下という現実があります。そ
のことをとらえて、計画を立ていただきたいです。
　例えば、当時は 300 万円でやりましたが、そのあと、
1000 万円もかかっているとなると、単年度でその資
金を集めるのは不可能です。あらかじめ、準備をして、
必要な備えを今から 90周年に向けて準備を始める措
置を取らないと。単年度でやることは無理と思います。
　60周年の時に記念事業として、ロータリーカップ
にまだ優勝旗がなかったのです。優勝旗を何とかして
作りたいと考えましたが、これはその予算の中からは
どう考えても出ないのです。それで、急遽、奉加帳を
作って会員に回したのです。奉加帳に名前と金額を書
いてもらったのです。幹事が２万、３万と書いて、み
んなはそれを見て俺も、俺もと。３回の例会で 110
万円が集まったのです。皆さん、金を持って歩いてい
るのですね。
　110 万円は優勝旗を作るのには多すぎるのです。
横断幕とカップを一緒に作ってロータリーカップに提
供することになりました。これは記念事業の一環とし
てやりました。
　金の問題は嫌だけれども、やはり集めて行かないと
いけないと思います。会長は大変だけれど、単年度で、
その時の会長に全部かぶせるのは大変だということ認
識して置いて欲しいです。どんなふうにやっても、か
かるものはかかるのです。
　いろんなことをやっている年度があります。40周
年の時にマリントポスに寄付したり、今まで救急車を
贈呈したこともあったのです。こういう事業をやろう
とすれば、それなりに資金が必要になって単年度では
難しいことがあって、ロータリークラブはほとんど引
継ぎをしないのです。引継ぎをしないで次の年度にポ
ンと預ける。すると会長以下、担当者は勉強しないと
間に合わないのです。そういう意味では、予算決算も
滅茶苦茶です。それぞれがそういう風に預けられてき
ても皆さんは新しい年度にきちんと計画を立ててやっ
ています。
　前のは参考資料になりますけれども、引継ぎで事業
を引き継ぐことはないのです。これは原則としてやら

ないことになっている。引き継いでほしいものは肩た
たきのように次期の会長にお願いをしておくことはあ
りますけども、実際は、その年度の事業はその年度が
決めて行います。どの人が会長をやっても皆さん、上
手に困難を切り抜けて運営して来ているのがロータ
リークラブです。
　これは一人でやるわけではないし、これは職業を通
じて奉仕の精神で理想を追求しながらやっている皆さ
んの友愛の中でお互いに助け合ってやって行くお陰
で、こういう形が維持できていたのだろうと思います。
　昔は、私が入ったころはかなり厳しい時代がありま
して、会に入ること自体が大変だったのです。入会さ
せるのに「金を貸している者はダメ」、「妾を持ってい
る奴はダメ」、飲食店も同じでした。いま時そんなの
はないと思うのですけれど。推薦があっても２年位お
かれるのがあったり、同意を得るのが大変な時代もあ
りました。
　そんなことがあって、今の会員はたくさんの入れ替
わりがあります。新しい会員については、50周年を
引き継いで、どうやって 70周年に渡すかという節目
でしたのでやったと理解してもらえれば。難しい話は
何もないのです。ただ、大変だったのは金銭の問題で
したので心得てもらえればと思います。

70 周年記念実行委員長　吉田　潤司パストガバナー
　また出てきました
けど、簡単に。本当
は青田君が話すこと
を楽しみにしていた
のです。どうしても
出られないというこ
とで。
　これは会長が青田年度だったのですが、大変な年
だったのです。当時はパシフィックホテルで例会を
やっていました。私たちが 11月の式典をパシフィッ
クホテルでやった時には、そういう話は知らなかった
のですが、パシフィックホテルは 12月に倒産をしま
した。それは青田君には突然の話だったものですから、
大変な思いをしたと思います。急いで例会場を探さな
ければならず、事務局をどうするかがあって、この年
が 2006 年でした。
　例会場は当時キャッスルの社長の反保さんがいまし
たのでスムーズに移行できました。事務局の場所がな
いということで三ツ輪ビルに移しました。大山さんも
一緒に三ツ輪ビルに引っ越しました。これは定正君の
努力のおかげで引っ越しができたのです。
　これが大きな出来事でした。
　記念講演は実行委員会を作った時に「記念講演は必
ず行いたい」ということで記念講演の実行委員長を滝
越さんにおねがいしました。講師を誰にしようかと、

標茶に住んでいる有名な芸能人でしたが忙しくて日程
が合わず、そこで「ロータリークラブは経済人の団体
だから経済人を呼ぼう」となり候補に挙がったのが
ホーマックの石黒社長でした。当時の石黒さんは９月
に「カーマ」と「ダイキ」と合併して大変忙しい時期
だったのです。
　「講演なんか受けられない」ということだったので
すけど、滝越記念講演実行委員長が頑張って口説いて、
口説いて「人間万事塞翁が馬」の話でしたが石黒さん
の苦労と現状、将来　の展望について感銘深い記念講
演でした。これは一般公開して大変好評だったのです。
　この間も、網走の周年事業に行きました。緻密でと
てもいい式典でした。式典と懇親会で、挨拶と表彰、
終わったら懇親会で少し重みがないなと思って、うち
の 70周年は重みがあったかどうかは別ですが、記念
講演を入れたのが良かったと思っています。
　この二つが思い出に残ることです。
　三つめは個人的なことで、70周年記念式典をやる
ということで、ＦＭくしろに行きました。時間を取っ
てもらって私と青田君がお話をしようと行きました。
青田君は行く前には、「俺は最初に挨拶して、あとは
吉田がやれ」という話でしたが、いざ始まると「青田
です。実行委員長の吉田です。から残り 19分は全部
青田君がしゃべりまして、ものの見事にしゃべりまし
たけど、中味はいい話をしましたので良かったなと思
います。この当時の釧路ロータリークラブは大変勢い
がありまして、青少年の交換事業もずっと続けていて、
この時はシューニカーンというアメリカの男の子が来
ていました。米山奨学生には趙偉紅（チヨウイコウ）
さんが来ました。その後も、その前も続いていたので
すが、どこで途絶えたか中断していて残念だなと思っ
ております。
70周年の時には稚内からも来ていただきました。随
分たくさんの人に来ていただきました。
私たちも、その時のことを覚えていて、どこかでお返
しをしなければならないと思います。
最後にもう一つ。網走の創立式典に行きまして、うち
の会長が挨拶をしましたけれど、これはものの見事に、
みんな感心しました。素晴らしかったです。みんなに
聞かせてあげたかった内容でした。時系列がはっきり
して、とてもいい挨拶だったことをお伝えして終わり
ます。

創立 80周年　木下　正明パスト会長
　皆さん、こんばん
は。なかなか喋りづ
らいところもありま
す。
80周年を実行する
にあたって私が会長

でいいのかがあって、脇さんがいいのではないかと。
人事の脇さんは釧路クラブで有名ですのでそういう方
がまとめてやっていただいた方が良いとか、いろんな
ことがありました。
結局、２年前に会長の指名が固まったなかで、準備が
遅れたとかがありますが、だいたい２年前にどんな事
業をやるかを会長が考えないと案が出ません。
私が考えたのは、70周年で石黒さんに講演していた
だいたので、影響力がある方に講演をしていただきた
い。私が少ない経験の中で面白かったのは例えば桑田
真澄さんとか尾木ママだとか、あとは林先生とか、桜
木紫乃さん。あと私、NHKの番組審議会委員で 4年
間やらせてもらっていたので。石黒さんの時は滝越さ
ん本当に頑張っていただいて決まった経緯がありま
す。
その中でどうやったらいいか、私が会長になる前の年
の 11月くらいに会長に決定するぐらいのタイミング
がありますので、その時に情報集会を西村さんにやっ
ていただいたり、80周年に向けてどういう事業をやっ
たらいいかの例会をやっていただいたり、後藤さんに
は早い時期にやっていただいたのかなと思います。
まずは会場を押さえて、講演者の候補を決めて、ある
程度打診をしました。それぞれすべての方に打診をさ
せていただいて、ＪＣさんが林先生を呼んでしまった
のです。桜木紫乃さんも結構釧路市内に来ることが
あったり、いろんな尾木ママさんに結構左寄りかな、
それはちょっと置いといて。
そんな中で 2012，2013 年に釧路の算数や数学の学
力がものすごく低いという結果が分かったのです。そ
の算数や数学が低いというのは、もともと国語力がな
いからと、林先生と数学の先生と一緒に講演していた
だくというのも候補に挙がっています。
ちょうど釧路の付属中学校を出て名古屋大学に行かれ
て、東進ハイスクールに行かれた志田昭先生がおりま
して、その方のネプリーグだとか、いろんな番組に林
先生と一緒に出ていて、番組を賑わした地元の方でも
あるのでその方を呼びたいと。林先生とセットで呼ぶ
つもりだったのですが、林先生はＪＣさんに来られた
こともあって、これは二番煎じで辞めて。
では、志田先生に話をしていただくには何がいいかと
いったら、数学検定を当初１万 2,000 人にプレゼン
トをしよう。要するに、釧路の小中学生全部で 1万
2,000 人なので、算数の成績が悪いのだったら、全員
に数学検定プレゼントしようというのを頭に入れなが
ら僕が 80周年やるのは 2016 年の 11月５日です。
2015 年 11 月の情報集会で皆さんに「どんな講演者
を呼んで、どんな事業者をやったらいいか」という情
報集会があって、その中で皆さんがいろんな桜木紫乃
さんが良いとか、こういうのが良いとか。アイスホッ
ケーが良いとか。いろんなすごいアイデアが皆さんの

中で出てきた。会長だったのである程度選ばせていた
だいて、次の年の７月くらいから実行委員会が立ち上
がった中で、こんなふうにやって行ったらどうだと説
得をさせていただいて、事業をさせていただきました。
メインの事業はその志田先生の講演会で、皆さんに動
員していただきまして、大体 600 名位集まったと思
うのです。多分それぞれの転勤族の方、すごく自分の
会社の方を 10名や 15名呼んでいただいて、ただ内
容はすごく素晴らしくて、ちょっとあまり時間がない
ので例会報など見ていただければと思います。
それと、そこで終わるのではなくて、数学検定を１万
2,000 人分プレゼントしようということから始まっ
て、あと地区の補助金を使ってその後の３年間ですね。
都合４年間で、延べで結局受けていただいた方が４万
600 人の方に数学検定を受けていただきました。
　その結果として市内の小学校で全国平均を上回って
いる所もいまだにあります。あと国語検定が始まり 、
市内の学力がすごく上がっています。実は市内の学力
が落ちていると思われがちなのですが、今はその当時
よりもだいたい 10％から 15％学力平均点が上がって
います。子どもたちには、すごく可能性があるので、
その子どもたちにたくさん可能性を追求してもらっ
て、学力を上げていただいて自分が望む世界に羽ばた
いていただきたいです。戻ってこない子どもたちもた
くさんいると思うのですが、それをやっていただきた
いということで、今年の後藤年度でも湿原の体験学習
だとかにつながっていると思います。
私のわがままから始まったものが、少し継続事業とし
てやって結実しているのかなと思います。
その時は、台北中央ロータリーとは姉妹都市提携をし
たり、台湾から小学生を呼んで交流コンサートを釧路
ロータリークラブ主催でやったり、あと海外に私は５
回ほど行きました。　　
プーケットで水の事業をやったり、ブータンに行って
お手洗い場を供給したり、ブータン世界で一番着陸す
るには危ない空港だとかあって、死ぬつもりで小船井
さんと一緒に死ぬ間際には小船井さん文句言ってから
死のうと思いながら着陸したのを覚えています。
そういった形で釧路ロータリークラブの方々は本当に
協力を荒井先生はじめ協力していただいていろんな事
業を成し遂げたのかなと思いますが、時間がなかった
ので、自分のアイデアで考えたもの、プラス本当は会
長の想い、プラス皆さんが考えた何かを足して、倍く
らいの事業にしてもらえたらよかったのかなと、私は
思いました。
私も言葉がつたなくて、皆さんに説得するのに時間が
かかったり、事業が十分できなかった所を反省してい
ます。
90周年、100 周年で充実した釧路ロータリークラブ
が地域のために何ができるか、日本のために、世界の

ために何ができるかを考えて、時間があるのでいい形
の周年をしていただいて。予算の話がありましたが、
80周年は 1,200 万円の予算でやりました。志田先生
が講演料を安く抑えてくれて、数学検定も 3600 人に
寄付をするのですけれど、100 万円でやってくれた
ので安く押さえられたので結果として 1,000 万円位
しかかかりませんでした。
高いか安いかありますがアグレッシブにトライして皆
さんが地域のための活動につなげていければいい周年
になると思います。
「釧路クラブ、ここにあり」と皆さんに協力いただい
てできたのかなと思って、感謝もしておりますが、もっ
ともっとできると思っております。あと３年、よろし
くお願いいたします。高橋さんに指名された会長さん、
指名されそうな人はもう想像していただいたらありが
たいと思います。
以上です。

木下パスト会長ありがとうございました。それでは
60周年、70周年、80周年とスピーチをいただきま
した皆さまに改めまして拍手をお願いします。それで
は残り時間も少なくなってまいりました。ここで皆さ
まで手をつなぎ輪になっていただきまして手に手をつ
ないでを斉唱したいと存じます。皆さまご起立いただ

き輪になってお手をつなぎますようお願い申し上げま
す。

（手に手を繋いで）

中締めの挨拶　高橋　直人会長エレクト
　皆さま、諸先輩を
前に中締めの挨拶と
いうことでご指名で
すので、 皆さんご用
意下さい。
今日は、87周年に
ちなんでということ

で例会を開き、諸先輩の 50周年、60周年、70周年、
80周年と本当に素晴らしい歴史と伝統のある釧路ク
ラブ。私もここのクラブに入って本当に自慢でござい
ます。
皆さん、ぜひともこれからこの釧路クラブを 90周年
に向けて頑張っていきたいと思います。というか、私、
90周年の指名会長ですので何とか私の専権事項です
ので、プレッシャーは結構かけられていますが。まだ
自分の年度もかけられていません。それは、心と決め
まして頑張っていきたいと思います。
それでは本日の皆さま方の会員とご健勝と釧路クラブ
の繁栄を願いまして 3本締めで締めようと思います。



 

　
みなさん、こんばん
は。冒頭、お知らせ
がございます。
　先々週の例会にお
きまして、次年度理
事・役員の立候補を
募っておりましたと

ころ、10日後の先週に立候補がないことになりまし
て、速やかに指名委員会を立ち上げる流れになってお
りますので、こちらから指名委員の皆さまにはご連絡
を差し上げているところであることを皆さまにご報告
ということでお知らせを申し上げます。
　本日は北ローターアクトクラブの皆さま、お疲れさ
までした。会長は４月よりもこなれてきましたね。成
長を見るのが、とても楽しみです。僕はまだこなれて
いないものですから、うらやましく思って見させてい
ただきました。
　先週 11月 11日に網走ロータリークラブの創立 70
周年記念式典にお呼ばれをして、吉田パストガバナー
ご夫妻、佐藤幹事とともに参加をさせていただきまし
た。
　久し振りに口から心臓が飛び出るくらいに緊張をし
ました。祝辞が終わってホッとした夜、記憶がなくな
るくらいお酒を飲みまして大変な目にあいました。
そんなことどうでもいいのですが、道中、吉田パスト

ガバナーから大変いいお知らせをお伺いしましたの
で、皆さまにお伝えをしたいと思います。
先日、釧路交響楽団の演奏会が釧路で開催されたとい
うことで、吉田パストガバナーが観覧したそうです。
そこで、清水輝彦君にバッタリお会いしたそうです。
いろいろお話をしたそうですが、ご本人は「記憶の方
がまだあいまいで、リハビリを頑張らなければいけな
い」とおっしゃっていたそうですが、吉田パストガバ
ナー曰く、「少し頭の悪い奴よりも、全然大丈夫だ」
くらいの素晴らしい回復具合、言葉は悪いのですが、
倒れられたのが不思議なくらいの回復度合いだという
そうです。受け答えもはっきりされていて、もちろん
車椅子ではなくご自分で歩いてこられていたそうで
す。
清水幸彦先生のお別れ会の時に、奥様が「年末くらい
の例会には何とか参加できるように頑張りたいと、本
人も言っていることを伝え聞いた者として、清水輝彦
君が仕事のことや、ご家族のことや、ロータリーのこ
とや、そしてご自分の趣味のことや、まだまだやりた
いことに向かって一生懸命リハビリで努力している姿
が容易に想像できるものですから、ホントに嬉しく
思っておりまして、私からも輝彦君に、なんとか早め
に例会に来てくださいとお伝えしたいと思っておりま
す。メールでも電話でも構いません、近い関係の方は
そうやって促していただいて、一日も早い清水輝彦君
の出席を祈りましょう。

本日は「創立 87周年にちなんで」ということで釧路
ロータリークラブの87回目の誕生日を迎える日です。
札幌ロータリークラブ、帯広ロータリークラブからの
スポンサードを受けて 87年、これまでたくさんの方
がいろいろな努力をされて、こうして楽しいクラブに
なっていることをみんなで語らって、本日も有意義な
時間にして 88年目の明日の一歩目を始めてまいりま
しょう。本日も美味しいお酒を皆さんと酌み交わした
いと思います。本日一日、よろしくお願いいたします。

幹事報告　佐藤　貴之幹事
皆さん、こんばんは。先ほど後藤会長からありました
「網走ロータリークラブ創立 70周年記念式典」に参
加してまいりました。こちらは「70周年記念の盾」
をいただいております、クラブ事務所に飾っておきま
すので皆さん、ご覧いただければと思います。
今週 19日の日曜日、釧路交響楽団の定期演奏会があ
ります。ご招待券が２枚届いておりますので、ご興味
のある方がおりましたら本日中に私まで声を掛けてく
ださい。

活動報告　釧路北ローターアクトクラブ
　　　　　　　　　　　　　　会長　小島　大輝君
　皆さま、こんば
んは。釧路北ロー
ターアクトクラブ
会長の小島　大輝
と申します。本日
はどうぞよろしく
お願いいたします。
　本日は７月の表敬訪問の時にお邪魔させていただい
てから２回目の釧路ロータリークラブ様の例会に訪問
させていただきました。本日は、貴重な時間を割いて
お話させていただく機会を設けていただきました後藤
会長、佐藤幹事をはじめとする釧路ロータリークラブ
の皆さま、本当にありがとうございます。
　本日、私たちローターアクトクラブから活動報告と
いうことで、本年度の ７月から 10月までの活動のご
報告をさせていただきたくお邪魔させていただきまし
た。
　私のつたない説明と限られた時間の中では十分にお
伝えすることは難しいのかなと思いましたので、皆さ
まの各テーブルに私たちの現時点の活動報告を配布さ
せていただきました。お手すきの際にご覧いただけれ
ばと思います。
　私からは２点ほどをご案内させていただきます。
　1点目は、直近の２回の例会をご報告させていただ
きます。9月 26日に開催しました今年度の第６例会
と、10月 29日に開催しました第７例会、資料の後
ろの２ページに記載されています。

　この２回の例会、どちらも「ポリオウイルスの根絶
活動」をテーマに掲げさせていただいております。私
たちローターアクトクラブも 2019 年のＲＩ規定審議
会の決定がありまして、現在、ＲＩに加盟させていた
だいているクラブのひとつとなっております。ＲＩの
活動であったり、第 2500 地区のロータリークラブの
皆さまがどのような活動をされているのかを知る機会
が増えて来まして、今年度の鶴見ガバナーが重点目標
のひとつに掲げられているのが「ポリオウイルスの根
絶」ということで、私たちも「ポリオウイルスの根絶」
に向けて何かできないかと興味を持つようになって今
年度の例会を企画しました。
　第６例会では、ポリオウイルスはどのようなウイル
スで、現状、世界ではどのくらい残っていて、根絶に
向けてどのような取り組みをしているかを学びまし
た。
その後、10月 29日の第７例会に私たちローターア
クトクラブが毎年開催している「ハロウィンイベン
ト」、小学生を対象にした、本物のかぼちゃをくり抜
いて「ジャック・オー・ランタン」を作るイベントで
すが、そのイベントの中で参加していただいたご家族
の皆さまに、「ポリオウイルスはどのようなウイルス
か」「いま苦しんでいる子どもたちがいる」「寄付する
ことによってワクチンが買える」という説明をして、
実際にご寄付を募る取り組みをさせていただきまし
た。
　この活動報告書にも書いてありますが、結果は大多
数のご家族の皆さまから 33 ,788 円の募金をいただ
くことができました。
　この活動をとおしてアクトならではのやり方で少し
ずつでもポリオウイルスの根絶や奉仕活動にできれば
良かったと考えております。
　最後に、会員数の動向についてご案内させていただ
きます。今年度は会員数 16名からのスタートとさせ
ていただきました。現在、新入会員が３名、退会が２
名あったので 17名の会員数となっています。17名
なので運営するうえでは、ある程度の人員が確保され
ていると見えるかもしれないのですが、年齢層が大き
く偏っております。26歳未満の会員は非常に少なく
なっておりまして、学生だったり、営業をされている
転勤族の会員だったりで、数年後には卒業・転勤でア
クトを離れてしまう会員が多いです。
　今年度、あるいは次年度に関しては、ある程度運営
の体制の目途が付いているような状況ですが、２年か
ら３年後に関しては会員数が大幅に減って、事業の継
続に大きな支障が出て来ると、表敬訪問の時にもお話
させていただきましたけれども、会員増強を避けて通
れない部分と考えております。
　釧路北だけではなく、道内のローターアクトクラブ
はほとんどが会員数の減少によって存続が危ぶまれて

いるような状況にあります。記憶に新しい事例として、
４年前に斜里のローターアクトクラブが終結して、２
年前には根室のローターアクトクラブが終結となって
おります。いずれも、理由は会員不足によるものです。
このご時世、ロータリーに限らず、どの会社様も若年
層の働き手が不足しているとは存じ　り出すことに懸
念を感じている方もいるかと思うのですけれど、ここ
からは私の実体験の話になるのですが、アクトに入る
ことで友達とかではなく、同年代の、かつ異業種で働
いている方、自分で起業している方と接する・交流す
る機会を持つことは貴重なことと考えています。自分
と違う所で働いている人たちの考えに触れることで僕
自身は視野が広がったなと実感する機会もあり、「こ
ういう人たちは、こういう思いで働いている」「この
人は若いのに、こういう気持ちで起業したのか」とす
ごく参考になることもあり、自分の仕事の中に還元で
きる経験と個人的には考えております。
　本日お越しになっている皆さんの中で、いま頭の中
でピンと思い浮かぶ方がいらっしゃれば、ぜひ私、あ
るいは幹事の佐井会員にご連絡いただければと思いま
す。その時は、飛びついて、飛んで行きますのでよろ
しくお願いいたします。
　最後になりますけど、今後ともより一層のご指導ご
鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。
本日はありがとうございました。

親睦活動委員会　濱口　憲太委員長
皆さん、こんばんは。
首の手術から丸３カ
月が経ちまして、だ
いぶ調子が上がって
きました親睦活動委
員会の濱口です。
本日のプログラム　

夜間例会『クラブ創立 87周年にちなんで』を開催さ
せていただきます。今から 87年前の 1936 年（昭和
11年）11月 23日に、当時平均年齢 40歳を少し超
える若いチャーターメンバー 30名のもと、釧路ロー
タリークラブは創立をされました。道内では７番目、
国内では 26番目、世界では 4092 番目に創立をされ
ました。
その由緒正しき歴史と伝統の重みと、輝かしい活動の
軌跡は 87年間脈々と今日につながれております。
本日の例会では、創立からクラブの歴史と伝統、90
年の節目に向かって会員皆さまでロータリーを大いに
語らいながら楽しく、大切な時間にしてまいりたいと
思います。

それでは、はじめに釧路ロータリークラブの軌跡につ
いて動画を作成しましたのでスクリーンにご注目くだ
さい。

（動画上映）

乾杯のご発声　石田　博司パスト会長
ロータリークラブに入っていて嬉しいことのひとつ
は、新しく入った方がこぞって「いいクラブに入った」
と言ってくれることです。ロータリーに入ったから売
り上げが上がるわけではないので、嬉しさがそこにあ
るのではなくて、われわれの釧路クラブの雰囲気にあ
るのだと思うのです。そうすると「入って良かった」
といわれると、自分が褒められたような気がしてしま
い、とても嬉しいのです。
誰がそういうクラブにしたのか。別にどのクラブと言
いませんけど、比べて「釧路クラブがいいですね」と
おっしゃるのです。他のクラブに入った者から聞くと
「随分、雰囲気が違いますよ」と言うのです。
なぜこういう雰囲気になったのか。私のスポンサーは
吉田潤司パストガバナーですけど、もちろんスポン
サーをしていただいた時にはまだガバナーではなかっ
たのですが、吉田さんから昔話をよく聞きました。吉
田さんが入ったころは、「うるさい年寄りがいて、ホ
ントに躾というか、嫌になりほどうるさかった」と言
うのです。その様子を聞いていると、「将来、自分が
ベテランになった時は、あんな年寄りになりたくない」
と思った人がこの空気を作ったのではないかと私は思
うのです。と言ったら、天方君が「僕はそうではなく
て、この雰囲気を作ったのは清水先生ではないかと
思っています。他のクラブではパストガバナーがもっ
と存在感を出して、仕切って指令ができるみたいです
けど、清水先生は作らなかったからそういう雰囲気に
なって、その後に小船井さんがなってもお人柄がよろ
しく、そういう雰囲気を作らなかった」。だから、天
方君が「この釧路クラブの雰囲気を作ったのは清水先
生ではないか」と言うのですけど、まぁ、それもある
でしょう。
いずれにしても、類は友を呼びますから、今いるわれ
われが新入会員の方を集めていると思って間違いない
と思います。よそのクラブは、それなりにそういう人
が集まっている訳ですから。
ということで、どうか新入会員の皆さま、転勤族の方
を含めまして、いい雰囲気の釧路クラブの伝統をつな
いでいってくださいますように心からお願い申し上げ
ます。
では、乾杯をさせていただきます。
87周年、おめでとうございます。
（おめでとうございます）

ご挨拶　小船井修一パストガバナー
　歓談中、恐れ入り
ます。委員長は本当
に真面目な方で、何
回もメールをいただ
きまして、準備をさ
せていただく形にな
りました。こういう

飲む場で硬い話になって申し訳ありません。10分ほ
ど時間を頂戴して、原稿を用意してありますのでホー
ムページに掲載させていただきますが、お話をさせて
いただきます。
釧路クラブのホームページで「歴史と伝統」というバ
ナーがありますので紹介させていただきます。
釧路ロータリークラブが創立されたのは昭和 11年
(1936 年 ) で、道内では 7番目の誕生です。 日本国内
では 26番目、世界では 4092 番目となっています。
北海道では 1932 年（昭和 7）の札幌に始まり、昭和
8年小樽、9年旭川、函館、10年帯広、11年室蘭、釧路、
12年北見の順で主要都市 8クラブが誕生しました。
1941 年 10 月 10 日国際ロータリーを離脱し釧路職
域懇談会として活動しました。
1950 年 10 月 2日再加盟し、チャターメンバーの中
でリチャーターメンバーとなったのは 6名でした、
私が入会した 1984 年当時では村上裕二会員おひとり
だけになっていました。
戦前のロータリークラブ（日本の 2つの特質）
アジアで最初に設立されたロータリークラブ 1919 年
6月設立のマニラロータリークラブ、私が知りえる範
囲で設立順では 1919 年 10 月設立の上海ロータリー
クラブ、1920 年 1月認証のカルカッタロータリーク
ラブで、1920 年 10 月 20 日設立の東京ロータリー
クラブはアジアでは 4番目に設立されたと思います
東京ロータリークラブはマニラ・上海・カルカッタの
クラブとは大きな違いがありました。
それはマニラ・上海・カルカッタとも英語クラブであっ
たことです。因みに1930年設立のタイ・バンコクロー
タリークラブも英語クラブでした。これは海外から赴
任した欧米人を中心としたクラブであったことを意味
します。
東京ロータリークラブはその意味で全く違いました。
日本語で運営され、チャーターメンバー全員が日本人
だったのです。
そして1905年2月23日創設されたシカゴロータリー
クラブとも会員構成で大きな違いがありました。
シカゴロータリークラブの創設メンバー 4名の職業
は、弁護士、石炭商、洋服商、鉱山技師（山師）であ
り、シカゴを代表する人たちではなく一般市民で構成
されていたのです。
一方

東京ロータリークラブの初代会長は米山梅吉、幹事に
は福島喜三次でした。
米山梅吉氏は 1924 年三井信託創設の初代社長でし
た。
28名のチャーターメンバーには日本銀行を始めとし
た金融機関、SF 作家星新一の星製薬社長、一ツ橋大
学の前身東京商科大学校長、三越、三井鉱山、北海道
炭鉱汽船等の三井グループ各社で構成された錚々たる
メンバーであったこともシカゴのチャーターメンバー
との違いだったのです。
20世紀初頭の世界は「敵国主義の時代」でした。
フィリピンはアメリカの植民地インドはイギリスの植
民地、上海は疎開の中で日本を含む英米列強によって
支配されていました。
独立国だったタイのバンコクロータリークラブでさえ
英米中心メンバーによる外国人クラブだったのです。
1927 年創設の京城（ソウル）ロータリークラブも
チャーターメンバー 21名の内日本人が 17名で韓国
人は 4名だけだったのです。
日本のロータリークラブは自国民中心で構成され、地
域の代表的な人々が入会するステータスの高いクラブ
でした。いわば、包摂的なインクルーシブなクラブで
はなく、排他的なエクスクルーシブなクラブでした。
未来を見据えて
戦後、1950 年 10 月国際ロータリーに復帰した釧路
ロータリークラブは順調な成長を続けました。また、
ロータリー活動も成長期を迎え釧路北クラブを始めと
した 9クラブのスポンサーとなり、地区ガバナーも
両角氏を入れないで 4名のガバナーを輩出しました。
私達釧路ロータリークラブは
今まで述べてきました「歴史と伝統」を踏まえ、未来
に向けていかなければなりません。
2026 年の 90周年には記念事業や式典等の諸準備と
共に未来に向けた諸準備をしなければならいと思いま
す。
構造主義の創設者レヴィ・ストロースは日本の文化を
「過去の伝統と現在の革新の得難い均衡」を比類ない
ものとして高く評価し全人類が学ぶべきとしました。
私達も未来を創るために過去の歴史と伝統を踏まえて
革新をしていく事が大事であると思います。
　以上、私からのお話にさせていただきます。

ご挨拶　吉田　潤司パストガバナー
　皆さん、こんにち
は。小船井さんの後
に話をするのはホン
トにつらいのです。
小船井さんと私の大
きく違う所は、何か
ロータリーのことを

聞きますと、必ず「手続き要覧では・・・」と話して
来るのです。ですから、間違えたことは言わない。
ちょっと分からないことは日本事務局に確認して、「こ
れは、こうです」と。しかも、メールで切り取った所
をポンと送ってくることで、とてもきちんとしてくれ
ます。今日の話も多分間違いはないと思います。　私
は、そういう話は全くできないので、時に話が自己流
の話ばかりするので 心配なのです。
　小船井さんは、いまはパソコンをおしゃれにやって
いますけど、1996 年ごろは私の方がずうっと上だっ
たのです。小船井さんはパソコン、あまりできなくて、
私はその時まだビルダーのない時にクラブでホーム
ページを作ったのです。その時に小船井さんが熱心に
見ていて、それで少しずつ追い越されてしまって、ホ
ントにある日突然追い越されました。私は後退ばかり
しましたから、小船井さんはある時に「メールで写真
が来た」と言って、今では当たり前のことですがね。
　それから、小船井さんは会議に行きますと、パソコ
ンをこうやっているのです。他のクラブの多くの人た
ちには「キザな奴だな」と思われていたのですが、実
は違うのです。話していることを全部要約して、総理
大臣の記者会見の時には新聞記者はすぐ原稿を作って
いますけど、小船井さんのそれはすごいのです。です
から、私が何かやる時には小船井さんと一緒にやると
「終わります」までの原稿ができているのです。すご
いです。
「吉田さんは早いね」と言われますけど、実は小船井
さんに書いていただいたものですけれど。そういうス
ゴイ人だったので、褒めてばかりいますけれども、ホ
ントにスゴイいのです。小船井さんに負けないように
話そうと考えましたが、無理だから止めます。
　今日は、90年・100 年に向けて「私の想い、この
ようにしてほしい」を話します。これは私の独断の話
ですけれど、話させてもらいまして参考にすることが
あればぜひ参考にしてもらいたいと思います。
　70年の時の釧路ロータリークラブの会員は 98名
で、登録は 498 名も登録したのです。懇親会に 375
名が出ましたけれど、実にお金がかかったのです。驚
くなかれ、1000 万円を超えたのです。当時の積立金
で 606 万円くらいあったのですが、その他のお金は
「登録料」と言いますから登録して出してもらってい
ますから、登録料 1万円を取ったのですけど、その
詳細は定かでありません。
　私は、今回これをやります時に、私が実行委員長だっ
た 70周年の本をいろいろ読みまして、こうだったの
だと。その時に集まって話をする実行委員会と長老の
人たちと 2回、別々に話しました。その時にいろい
ろ話をしたのは、結局は 70周年記念式典の反省会み
たいになったのです。その時の内容を今日、皆さまに
お話したいと思います。

　会員増強というのはどこにでも出てきます。私がガ
バナーをやりました時にも多くのクラブに行きまし
た。公式訪問した時に「ガバナー、そんなに会員増強
を言わないで、もっといいクラブを作ってから、みん
なが憧れるクラブを作って人を入れたらいいのではな
いか」という話はいろんなクラブで言われました。
　でも、皆さん、憧れのクラブというのはあるのでしょ
うか。私はないと思うのです。どんなクラブを作って
も、今の時代はいろんな会がたくさんありますから、
みんながクラブの評判を聞いて「入りたい」という人
は参考にするかもしれないが、昔のように定員制をひ
いて「空いたら入る」というような、入れてもらいた
いという時代は地方ではないと思います。全国的に見
ると京都ロータリークラブ、東京ロータリークラブな
ど大都市のロータリークラブにはある程度ありますけ
れど。
　私は、会員増強についてお話を聞くときに、「みん
なが憧れるクラブを作りたい。それが先なのだ」と。
卵が先か鶏が先か、それが先だと。「そういうクラブ
を作って自然と入ってくる人を待てばいいのだ」とい
う人がいましたけれど、これは、私はナンセンスだと
思います。それから「誰でもいいから入れればいいじゃ
ないか」。「これはダメなのだ」という人もいましたが、
私はこれもナンセンス、違うと思います。それから「定
員制を設ける」。地方で「釧路クラブが定員 100 人に
して、１人が空いて 99名になったら１人を入れると
したらいいじゃないか」。これも私はナンセンスだと
思う。無理だと思いますね。やはり、数は力なりです。
数を集められなかったらダメなのです。「ロータリー
に入りたい」という人は、おかしいかもしれないが「入
ることによって、学びたい」という人かもしれないで
す。ですから、入りたいという人を閉ざすことはダメ
だと思う。入れてしまって、増強して、そして立派な
人たちがいるのを見て、勉強をする。そして、いいロー
タリアンに育っていくことが大事でないかと思いま
す。
　私の個人的な考えですけれど、入りたい人をシャッ
トアウトするのは止めて、どんどん増やすべきだと思
います。うちのクラブも、私がガバナーになりまして
から、あと何年か後にはまたガバナーが出ます。ガバ
ナーの使命のひとつには「新クラブを作りなさい」と
いう使命があるのです。でも最近は新クラブができて
来ないのです。これは、100 人のクラブを 130 人位
にして、そこから分割をして 30人 40人を移して新
クラブを作ることが普通のやり方なのです。
　札幌の幌南ロータリークラブは 30人から 60人位
になるとすぐ分割するのです。新しいクラブをどんど
ん作るのです。こういうクラブもあります。これが普
通ですが、うちのクラブも 90年 100 年の時にはた
くさんの人を入れて、分割をして「さすが、釧路クラ

ブだ。いま新しいクラブができない時にさすがだ」と
なって欲しいし、やるべきだと思います。
　新しいクラブを作ると、総論は賛成「新しいクラブ
を作るの、いいじゃない」、各論では反対。これは全
国どこでもそうなのです。釧路クラブがもし新しいク
ラブ、釧路新ロータリークラブを作ったら、「私は作
るのは賛成だが、私は釧路ロータリークラブに残りた
い。新クラブには別の人が行ってください」となって
しまって、「なかなか、うまくいかない」という話も
聞きました。これはやりようで、いろいろあると思い
ます。
　私は台湾のロータリークラブはあまり分からないの
ですけど、台湾に行った時に、長老の人たちと若い息
子さんたちのクラブとがあって、時々一緒になって例
会をするという、和気あいあいにやったというのもあ
ります。これもスタイルだと思います。
　新しいクラブを作るということは 90年 100 年の
中で、ひとつの目標にしてもらいたいと思います。私
は最近の「流行りはんてん」のように衛生クラブを作っ
てというのには反対なのです。衛星クラブを作ってう
まく行っているという話は聞いたことがないのです。
やはり、作るならロータリークラブを作ってそこに若
い人に入ってもらうのが一番いいと思います。これを
お願いしたいのがひとつです。
　二つ目は、100 年になりますと大台なお金がかかっ
てくると思います。これをどうするかも大きな問題で
すが、座談会の私の時の反省の中で「スタートが遅す
ぎる」。来年行うとなったら、例えば、文化会館やま
なぼっとの予約となれば「１年以上前から日程が埋ま
る」と言われたのです。例えば 90周年の時に会長エ
レクトが決まれば、その段階で実行委員長、実行委員
会を作って準備をしたほうがいいと言われました。こ
の本の中にたくさん出ていました。
　私がやった時にはスタートが遅くて、テーマは『明
日に続く道』というテーマを作ったのですけど、この
テーマを作るのに延々と時間を費やしてしまって、
テーマより先に、予算はいくらか、何人くらい集めて
やるのか、会場をどうするか、日程をどうするか、を
決められる大枠を早く決めないと必ず遅れをとってし
まいます。これをやってもらいたいです。
　90年の節目ですから盛大にやるかどうかを別にし
ても、13年後には 100 年になるのです。
この時は多くの皆さんが残っていると思います。この
100 年の時にどうするかは多少でも前倒しをして準
備して考えて行かなければならないと思います。
　私は今日の話をするときにも、記念誌を読んできた
のです。すると、記念誌は記録なのです。私が 70周
年をやる時には、50周年の記念誌があって中味をい
ろいろ見ていて参考にしたのです。記念誌はきちんと
作ることは次の時にも必要になってきますので、記念

誌を書いていただきたいです
　うちのクラブでは「会報」、クラブの唯一の記録誌
なのです。なにかある時には必ず会報を見て、「何やっ
た、どうだった」と見るのですけど、丁寧に会報を書
いている方もいますし、実にあっさり書いてもいます。
私が嵯峨記念育英会の理事長をやっていました時に、
育英会の整理をしようと思って、ずーっと昔の資料を
見ながら、名前と学校を調べて行きましたが、だいた
いの所は書いてあるのですが、ある時には「嵯峨育英
会、５名結成」としか書いていないのです。名前もな
ければ、生徒もない。学校に聞いても「分かりません」
ということで結局、空白ができてしまうのです。です
から、記録誌を作る担当の人は「記録だ」と考えて、
できるだけ詳しく書いてもらいたいです。
　特に「今回、予算がたくさんかかりました」と言い
ましたが、登録料だったのか、果たして登録料 1万
円をもらったのか、詳しくは出ていないのです。その
他にどのような費用がかかったのか、もあまり書いて
いないのです。総費用が 1, 150 万円位かかっている
のです。それももう少し詳しく書くべきでないかと思
います。
　私はふたつ、記録誌の大事さを確認いただきまして、
記録誌を作っていただきたいということと、会員増強
については、数は力なりということで、門戸を広く開
けていただきたいです。
私が入りました時の山下会長はいつも例会の時に「会
は増強しなければ必ず衰退する」という話をしていま
した。増強するということはクラブの活性化のために
もなります。
　ここにこのようにいい人がたくさん集まっている中
で、「おかしな人が入ってきたら雰囲気が乱れる」と
いう考えを持つ人もいると思います。これは小さいク
ラブになればなるほどです。10人位のクラブを訪問
しますと、今すごくいい雰囲気、みんなでワーと言え
ばワーとなる。「これを壊したくないから、新しい人
は入れたくない」というクラブもあるのです。そんな
こと行っていたら必ず年をとって亡くなってしまいま
す。会員増強について私は門戸を広げて、私は誰でも
いいのです。「入りたい」という人で変な人間は、わ
ざわざ高い金を払って入るという人には変な人間はい
ないはずです。やはり、何かを学びたい、何かを吸収
したいという気持ちで入って来ると思いますので、門
戸を広げて 130 人 140 人のクラブになって、分割し
て新しいクラブを作るようにしてもらいたいと思いま
す。できれば 100 年の時まであと 13年ありますの
で毎年２人～３人増やして行けば 30人は楽に超えま
すので、ぜひ新しいクラブを作って、堂々と「釧路ク
ラブ、ここにあり」を作っていただければと思います。
話は、全部お願いをすることばかりでしたが、以上で
す。

　ぜひ、この後 80年の話もありますけれども、３年
後には 90年が来ます。13年後には 100 年になりま
すので、いろいろな準備のことを頭の隅に置いていた
だければと思います。
　記念式典の挨拶にしては、あまり意味のない話ばか
りでしたが、私の想いを伝えました。ありがとうござ
いました。

創立 60周年
（動画公開）

創立 60周年記念実行委員長　泉　　敬パスト会長
　写真は若いです
ね。28年前になり、
記憶も確かでなく
なって怪しげになっ
てきているのです。
思い起こしますと、
大久保前会長から私

に実行委員長の指名がありました。60周年の前の年
ですね、それは相当慌てました。ということは「１年
間で準備しなさい」とかなり厳しいわけです。予算も
300万円だったのです。私たちは「50周年を迎えた後、
記録がないので何とか記録を残したい。60周年記念
誌を作ろう」と。すると、50年から 10年間のブラ
ンクがそれで埋められるのですが、それを行っておか
ないとその後がまた大変になるのが当然あるわけで
す。
　振り返ってみますと、このクラブの周年記念は 25
周年からやっているのです。これは「記念を行った」
というだけで、特に記録を残すことは一切やっていな
いのです。30周年、40周年と一応祝賀会を行って、
記念品も贈呈することは行ってきているのです。ただ
し、記録は残していない、記念誌は作っていない。
50周年になって初めて「これは、まずい」となって
50周年誌を作ったのです。50周年にいた人には配布
したわけですが、50周年誌をお持ちの方はおそらく、
ここの会員の中には何人かしかいない。私が数えたと
ころ５人ほどしかいない。
　河合君、小船井君、吉田君、元ガバナーは２人いて、
立派な布張りの 50年誌を会報として皆さんに配布し
たことがあります。
　ぜひ、70周年誌も 80年誌も作ったので、90周年
誌も 100 周年誌も作っていくべきだと思っています。
これは、なんとかやってほしい。
　60周年の時には急に決まったことで、メンバーも
前の年に決まったのですが、これを実行するとなると
日程的なことも、金銭的なこともあるし、場所の確保
もしなければならず、そういう割り振りも全部行いま
した。60周年をやった時に 50周年から 60周年まで

にいた人は数少ないですから。60周年の時に在籍し
ていた方は手を上げてください、何人いますか。おそ
らく 10人いないでしょうか。
　私が 60周年をやった時に、50年から 60年に会員
がどのように移動したかに関心があって調べました。
50周年の時にいた 95人が 60周年の時に残っていた
のは 45人しかいなかった。10年の間に半分が入れ
替わった。釧路の会員はご存知のように他のクラブに
比べて転勤族が多いです。早い人は２～３年で代わっ
てしまう。転勤してしまって、新しく会員として入
る 。同じ企業の中での入れ替わりがあります。10年
経つと当然必ず入れ替わりがあるのです。その結果だ
と思いますけど、半分以下という現実があります。そ
のことをとらえて、計画を立ていただきたいです。
　例えば、当時は 300 万円でやりましたが、そのあと、
1000 万円もかかっているとなると、単年度でその資
金を集めるのは不可能です。あらかじめ、準備をして、
必要な備えを今から 90周年に向けて準備を始める措
置を取らないと。単年度でやることは無理と思います。
　60周年の時に記念事業として、ロータリーカップ
にまだ優勝旗がなかったのです。優勝旗を何とかして
作りたいと考えましたが、これはその予算の中からは
どう考えても出ないのです。それで、急遽、奉加帳を
作って会員に回したのです。奉加帳に名前と金額を書
いてもらったのです。幹事が２万、３万と書いて、み
んなはそれを見て俺も、俺もと。３回の例会で 110
万円が集まったのです。皆さん、金を持って歩いてい
るのですね。
　110 万円は優勝旗を作るのには多すぎるのです。
横断幕とカップを一緒に作ってロータリーカップに提
供することになりました。これは記念事業の一環とし
てやりました。
　金の問題は嫌だけれども、やはり集めて行かないと
いけないと思います。会長は大変だけれど、単年度で、
その時の会長に全部かぶせるのは大変だということ認
識して置いて欲しいです。どんなふうにやっても、か
かるものはかかるのです。
　いろんなことをやっている年度があります。40周
年の時にマリントポスに寄付したり、今まで救急車を
贈呈したこともあったのです。こういう事業をやろう
とすれば、それなりに資金が必要になって単年度では
難しいことがあって、ロータリークラブはほとんど引
継ぎをしないのです。引継ぎをしないで次の年度にポ
ンと預ける。すると会長以下、担当者は勉強しないと
間に合わないのです。そういう意味では、予算決算も
滅茶苦茶です。それぞれがそういう風に預けられてき
ても皆さんは新しい年度にきちんと計画を立ててやっ
ています。
　前のは参考資料になりますけれども、引継ぎで事業
を引き継ぐことはないのです。これは原則としてやら

ないことになっている。引き継いでほしいものは肩た
たきのように次期の会長にお願いをしておくことはあ
りますけども、実際は、その年度の事業はその年度が
決めて行います。どの人が会長をやっても皆さん、上
手に困難を切り抜けて運営して来ているのがロータ
リークラブです。
　これは一人でやるわけではないし、これは職業を通
じて奉仕の精神で理想を追求しながらやっている皆さ
んの友愛の中でお互いに助け合ってやって行くお陰
で、こういう形が維持できていたのだろうと思います。
　昔は、私が入ったころはかなり厳しい時代がありま
して、会に入ること自体が大変だったのです。入会さ
せるのに「金を貸している者はダメ」、「妾を持ってい
る奴はダメ」、飲食店も同じでした。いま時そんなの
はないと思うのですけれど。推薦があっても２年位お
かれるのがあったり、同意を得るのが大変な時代もあ
りました。
　そんなことがあって、今の会員はたくさんの入れ替
わりがあります。新しい会員については、50周年を
引き継いで、どうやって 70周年に渡すかという節目
でしたのでやったと理解してもらえれば。難しい話は
何もないのです。ただ、大変だったのは金銭の問題で
したので心得てもらえればと思います。

70 周年記念実行委員長　吉田　潤司パストガバナー
　また出てきました
けど、簡単に。本当
は青田君が話すこと
を楽しみにしていた
のです。どうしても
出られないというこ
とで。
　これは会長が青田年度だったのですが、大変な年
だったのです。当時はパシフィックホテルで例会を
やっていました。私たちが 11月の式典をパシフィッ
クホテルでやった時には、そういう話は知らなかった
のですが、パシフィックホテルは 12月に倒産をしま
した。それは青田君には突然の話だったものですから、
大変な思いをしたと思います。急いで例会場を探さな
ければならず、事務局をどうするかがあって、この年
が 2006 年でした。
　例会場は当時キャッスルの社長の反保さんがいまし
たのでスムーズに移行できました。事務局の場所がな
いということで三ツ輪ビルに移しました。大山さんも
一緒に三ツ輪ビルに引っ越しました。これは定正君の
努力のおかげで引っ越しができたのです。
　これが大きな出来事でした。
　記念講演は実行委員会を作った時に「記念講演は必
ず行いたい」ということで記念講演の実行委員長を滝
越さんにおねがいしました。講師を誰にしようかと、

標茶に住んでいる有名な芸能人でしたが忙しくて日程
が合わず、そこで「ロータリークラブは経済人の団体
だから経済人を呼ぼう」となり候補に挙がったのが
ホーマックの石黒社長でした。当時の石黒さんは９月
に「カーマ」と「ダイキ」と合併して大変忙しい時期
だったのです。
　「講演なんか受けられない」ということだったので
すけど、滝越記念講演実行委員長が頑張って口説いて、
口説いて「人間万事塞翁が馬」の話でしたが石黒さん
の苦労と現状、将来　の展望について感銘深い記念講
演でした。これは一般公開して大変好評だったのです。
　この間も、網走の周年事業に行きました。緻密でと
てもいい式典でした。式典と懇親会で、挨拶と表彰、
終わったら懇親会で少し重みがないなと思って、うち
の 70周年は重みがあったかどうかは別ですが、記念
講演を入れたのが良かったと思っています。
　この二つが思い出に残ることです。
　三つめは個人的なことで、70周年記念式典をやる
ということで、ＦＭくしろに行きました。時間を取っ
てもらって私と青田君がお話をしようと行きました。
青田君は行く前には、「俺は最初に挨拶して、あとは
吉田がやれ」という話でしたが、いざ始まると「青田
です。実行委員長の吉田です。から残り 19分は全部
青田君がしゃべりまして、ものの見事にしゃべりまし
たけど、中味はいい話をしましたので良かったなと思
います。この当時の釧路ロータリークラブは大変勢い
がありまして、青少年の交換事業もずっと続けていて、
この時はシューニカーンというアメリカの男の子が来
ていました。米山奨学生には趙偉紅（チヨウイコウ）
さんが来ました。その後も、その前も続いていたので
すが、どこで途絶えたか中断していて残念だなと思っ
ております。
70周年の時には稚内からも来ていただきました。随
分たくさんの人に来ていただきました。
私たちも、その時のことを覚えていて、どこかでお返
しをしなければならないと思います。
最後にもう一つ。網走の創立式典に行きまして、うち
の会長が挨拶をしましたけれど、これはものの見事に、
みんな感心しました。素晴らしかったです。みんなに
聞かせてあげたかった内容でした。時系列がはっきり
して、とてもいい挨拶だったことをお伝えして終わり
ます。

創立 80周年　木下　正明パスト会長
　皆さん、こんばん
は。なかなか喋りづ
らいところもありま
す。
80周年を実行する
にあたって私が会長

でいいのかがあって、脇さんがいいのではないかと。
人事の脇さんは釧路クラブで有名ですのでそういう方
がまとめてやっていただいた方が良いとか、いろんな
ことがありました。
結局、２年前に会長の指名が固まったなかで、準備が
遅れたとかがありますが、だいたい２年前にどんな事
業をやるかを会長が考えないと案が出ません。
私が考えたのは、70周年で石黒さんに講演していた
だいたので、影響力がある方に講演をしていただきた
い。私が少ない経験の中で面白かったのは例えば桑田
真澄さんとか尾木ママだとか、あとは林先生とか、桜
木紫乃さん。あと私、NHKの番組審議会委員で 4年
間やらせてもらっていたので。石黒さんの時は滝越さ
ん本当に頑張っていただいて決まった経緯がありま
す。
その中でどうやったらいいか、私が会長になる前の年
の 11月くらいに会長に決定するぐらいのタイミング
がありますので、その時に情報集会を西村さんにやっ
ていただいたり、80周年に向けてどういう事業をやっ
たらいいかの例会をやっていただいたり、後藤さんに
は早い時期にやっていただいたのかなと思います。
まずは会場を押さえて、講演者の候補を決めて、ある
程度打診をしました。それぞれすべての方に打診をさ
せていただいて、ＪＣさんが林先生を呼んでしまった
のです。桜木紫乃さんも結構釧路市内に来ることが
あったり、いろんな尾木ママさんに結構左寄りかな、
それはちょっと置いといて。
そんな中で 2012，2013 年に釧路の算数や数学の学
力がものすごく低いという結果が分かったのです。そ
の算数や数学が低いというのは、もともと国語力がな
いからと、林先生と数学の先生と一緒に講演していた
だくというのも候補に挙がっています。
ちょうど釧路の付属中学校を出て名古屋大学に行かれ
て、東進ハイスクールに行かれた志田昭先生がおりま
して、その方のネプリーグだとか、いろんな番組に林
先生と一緒に出ていて、番組を賑わした地元の方でも
あるのでその方を呼びたいと。林先生とセットで呼ぶ
つもりだったのですが、林先生はＪＣさんに来られた
こともあって、これは二番煎じで辞めて。
では、志田先生に話をしていただくには何がいいかと
いったら、数学検定を当初１万 2,000 人にプレゼン
トをしよう。要するに、釧路の小中学生全部で 1万
2,000 人なので、算数の成績が悪いのだったら、全員
に数学検定プレゼントしようというのを頭に入れなが
ら僕が 80周年やるのは 2016 年の 11月５日です。
2015 年 11 月の情報集会で皆さんに「どんな講演者
を呼んで、どんな事業者をやったらいいか」という情
報集会があって、その中で皆さんがいろんな桜木紫乃
さんが良いとか、こういうのが良いとか。アイスホッ
ケーが良いとか。いろんなすごいアイデアが皆さんの

中で出てきた。会長だったのである程度選ばせていた
だいて、次の年の７月くらいから実行委員会が立ち上
がった中で、こんなふうにやって行ったらどうだと説
得をさせていただいて、事業をさせていただきました。
メインの事業はその志田先生の講演会で、皆さんに動
員していただきまして、大体 600 名位集まったと思
うのです。多分それぞれの転勤族の方、すごく自分の
会社の方を 10名や 15名呼んでいただいて、ただ内
容はすごく素晴らしくて、ちょっとあまり時間がない
ので例会報など見ていただければと思います。
それと、そこで終わるのではなくて、数学検定を１万
2,000 人分プレゼントしようということから始まっ
て、あと地区の補助金を使ってその後の３年間ですね。
都合４年間で、延べで結局受けていただいた方が４万
600 人の方に数学検定を受けていただきました。
　その結果として市内の小学校で全国平均を上回って
いる所もいまだにあります。あと国語検定が始まり 、
市内の学力がすごく上がっています。実は市内の学力
が落ちていると思われがちなのですが、今はその当時
よりもだいたい 10％から 15％学力平均点が上がって
います。子どもたちには、すごく可能性があるので、
その子どもたちにたくさん可能性を追求してもらっ
て、学力を上げていただいて自分が望む世界に羽ばた
いていただきたいです。戻ってこない子どもたちもた
くさんいると思うのですが、それをやっていただきた
いということで、今年の後藤年度でも湿原の体験学習
だとかにつながっていると思います。
私のわがままから始まったものが、少し継続事業とし
てやって結実しているのかなと思います。
その時は、台北中央ロータリーとは姉妹都市提携をし
たり、台湾から小学生を呼んで交流コンサートを釧路
ロータリークラブ主催でやったり、あと海外に私は５
回ほど行きました。　　
プーケットで水の事業をやったり、ブータンに行って
お手洗い場を供給したり、ブータン世界で一番着陸す
るには危ない空港だとかあって、死ぬつもりで小船井
さんと一緒に死ぬ間際には小船井さん文句言ってから
死のうと思いながら着陸したのを覚えています。
そういった形で釧路ロータリークラブの方々は本当に
協力を荒井先生はじめ協力していただいていろんな事
業を成し遂げたのかなと思いますが、時間がなかった
ので、自分のアイデアで考えたもの、プラス本当は会
長の想い、プラス皆さんが考えた何かを足して、倍く
らいの事業にしてもらえたらよかったのかなと、私は
思いました。
私も言葉がつたなくて、皆さんに説得するのに時間が
かかったり、事業が十分できなかった所を反省してい
ます。
90周年、100 周年で充実した釧路ロータリークラブ
が地域のために何ができるか、日本のために、世界の

ために何ができるかを考えて、時間があるのでいい形
の周年をしていただいて。予算の話がありましたが、
80周年は 1,200 万円の予算でやりました。志田先生
が講演料を安く抑えてくれて、数学検定も 3600 人に
寄付をするのですけれど、100 万円でやってくれた
ので安く押さえられたので結果として 1,000 万円位
しかかかりませんでした。
高いか安いかありますがアグレッシブにトライして皆
さんが地域のための活動につなげていければいい周年
になると思います。
「釧路クラブ、ここにあり」と皆さんに協力いただい
てできたのかなと思って、感謝もしておりますが、もっ
ともっとできると思っております。あと３年、よろし
くお願いいたします。高橋さんに指名された会長さん、
指名されそうな人はもう想像していただいたらありが
たいと思います。
以上です。

木下パスト会長ありがとうございました。それでは
60周年、70周年、80周年とスピーチをいただきま
した皆さまに改めまして拍手をお願いします。それで
は残り時間も少なくなってまいりました。ここで皆さ
まで手をつなぎ輪になっていただきまして手に手をつ
ないでを斉唱したいと存じます。皆さまご起立いただ

き輪になってお手をつなぎますようお願い申し上げま
す。

（手に手を繋いで）

中締めの挨拶　高橋　直人会長エレクト
　皆さま、諸先輩を
前に中締めの挨拶と
いうことでご指名で
すので、 皆さんご用
意下さい。
今日は、87周年に
ちなんでということ

で例会を開き、諸先輩の 50周年、60周年、70周年、
80周年と本当に素晴らしい歴史と伝統のある釧路ク
ラブ。私もここのクラブに入って本当に自慢でござい
ます。
皆さん、ぜひともこれからこの釧路クラブを 90周年
に向けて頑張っていきたいと思います。というか、私、
90周年の指名会長ですので何とか私の専権事項です
ので、プレッシャーは結構かけられていますが。まだ
自分の年度もかけられていません。それは、心と決め
まして頑張っていきたいと思います。
それでは本日の皆さま方の会員とご健勝と釧路クラブ
の繁栄を願いまして 3本締めで締めようと思います。



 

　
みなさん、こんばん
は。冒頭、お知らせ
がございます。
　先々週の例会にお
きまして、次年度理
事・役員の立候補を
募っておりましたと

ころ、10日後の先週に立候補がないことになりまし
て、速やかに指名委員会を立ち上げる流れになってお
りますので、こちらから指名委員の皆さまにはご連絡
を差し上げているところであることを皆さまにご報告
ということでお知らせを申し上げます。
　本日は北ローターアクトクラブの皆さま、お疲れさ
までした。会長は４月よりもこなれてきましたね。成
長を見るのが、とても楽しみです。僕はまだこなれて
いないものですから、うらやましく思って見させてい
ただきました。
　先週 11月 11日に網走ロータリークラブの創立 70
周年記念式典にお呼ばれをして、吉田パストガバナー
ご夫妻、佐藤幹事とともに参加をさせていただきまし
た。
　久し振りに口から心臓が飛び出るくらいに緊張をし
ました。祝辞が終わってホッとした夜、記憶がなくな
るくらいお酒を飲みまして大変な目にあいました。
そんなことどうでもいいのですが、道中、吉田パスト

ガバナーから大変いいお知らせをお伺いしましたの
で、皆さまにお伝えをしたいと思います。
先日、釧路交響楽団の演奏会が釧路で開催されたとい
うことで、吉田パストガバナーが観覧したそうです。
そこで、清水輝彦君にバッタリお会いしたそうです。
いろいろお話をしたそうですが、ご本人は「記憶の方
がまだあいまいで、リハビリを頑張らなければいけな
い」とおっしゃっていたそうですが、吉田パストガバ
ナー曰く、「少し頭の悪い奴よりも、全然大丈夫だ」
くらいの素晴らしい回復具合、言葉は悪いのですが、
倒れられたのが不思議なくらいの回復度合いだという
そうです。受け答えもはっきりされていて、もちろん
車椅子ではなくご自分で歩いてこられていたそうで
す。
清水幸彦先生のお別れ会の時に、奥様が「年末くらい
の例会には何とか参加できるように頑張りたいと、本
人も言っていることを伝え聞いた者として、清水輝彦
君が仕事のことや、ご家族のことや、ロータリーのこ
とや、そしてご自分の趣味のことや、まだまだやりた
いことに向かって一生懸命リハビリで努力している姿
が容易に想像できるものですから、ホントに嬉しく
思っておりまして、私からも輝彦君に、なんとか早め
に例会に来てくださいとお伝えしたいと思っておりま
す。メールでも電話でも構いません、近い関係の方は
そうやって促していただいて、一日も早い清水輝彦君
の出席を祈りましょう。

本日は「創立 87周年にちなんで」ということで釧路
ロータリークラブの87回目の誕生日を迎える日です。
札幌ロータリークラブ、帯広ロータリークラブからの
スポンサードを受けて 87年、これまでたくさんの方
がいろいろな努力をされて、こうして楽しいクラブに
なっていることをみんなで語らって、本日も有意義な
時間にして 88年目の明日の一歩目を始めてまいりま
しょう。本日も美味しいお酒を皆さんと酌み交わした
いと思います。本日一日、よろしくお願いいたします。

幹事報告　佐藤　貴之幹事
皆さん、こんばんは。先ほど後藤会長からありました
「網走ロータリークラブ創立 70周年記念式典」に参
加してまいりました。こちらは「70周年記念の盾」
をいただいております、クラブ事務所に飾っておきま
すので皆さん、ご覧いただければと思います。
今週 19日の日曜日、釧路交響楽団の定期演奏会があ
ります。ご招待券が２枚届いておりますので、ご興味
のある方がおりましたら本日中に私まで声を掛けてく
ださい。

活動報告　釧路北ローターアクトクラブ
　　　　　　　　　　　　　　会長　小島　大輝君
　皆さま、こんば
んは。釧路北ロー
ターアクトクラブ
会長の小島　大輝
と申します。本日
はどうぞよろしく
お願いいたします。
　本日は７月の表敬訪問の時にお邪魔させていただい
てから２回目の釧路ロータリークラブ様の例会に訪問
させていただきました。本日は、貴重な時間を割いて
お話させていただく機会を設けていただきました後藤
会長、佐藤幹事をはじめとする釧路ロータリークラブ
の皆さま、本当にありがとうございます。
　本日、私たちローターアクトクラブから活動報告と
いうことで、本年度の ７月から 10月までの活動のご
報告をさせていただきたくお邪魔させていただきまし
た。
　私のつたない説明と限られた時間の中では十分にお
伝えすることは難しいのかなと思いましたので、皆さ
まの各テーブルに私たちの現時点の活動報告を配布さ
せていただきました。お手すきの際にご覧いただけれ
ばと思います。
　私からは２点ほどをご案内させていただきます。
　1点目は、直近の２回の例会をご報告させていただ
きます。9月 26日に開催しました今年度の第６例会
と、10月 29日に開催しました第７例会、資料の後
ろの２ページに記載されています。

　この２回の例会、どちらも「ポリオウイルスの根絶
活動」をテーマに掲げさせていただいております。私
たちローターアクトクラブも 2019 年のＲＩ規定審議
会の決定がありまして、現在、ＲＩに加盟させていた
だいているクラブのひとつとなっております。ＲＩの
活動であったり、第 2500 地区のロータリークラブの
皆さまがどのような活動をされているのかを知る機会
が増えて来まして、今年度の鶴見ガバナーが重点目標
のひとつに掲げられているのが「ポリオウイルスの根
絶」ということで、私たちも「ポリオウイルスの根絶」
に向けて何かできないかと興味を持つようになって今
年度の例会を企画しました。
　第６例会では、ポリオウイルスはどのようなウイル
スで、現状、世界ではどのくらい残っていて、根絶に
向けてどのような取り組みをしているかを学びまし
た。
その後、10月 29日の第７例会に私たちローターア
クトクラブが毎年開催している「ハロウィンイベン
ト」、小学生を対象にした、本物のかぼちゃをくり抜
いて「ジャック・オー・ランタン」を作るイベントで
すが、そのイベントの中で参加していただいたご家族
の皆さまに、「ポリオウイルスはどのようなウイルス
か」「いま苦しんでいる子どもたちがいる」「寄付する
ことによってワクチンが買える」という説明をして、
実際にご寄付を募る取り組みをさせていただきまし
た。
　この活動報告書にも書いてありますが、結果は大多
数のご家族の皆さまから 33 ,788 円の募金をいただ
くことができました。
　この活動をとおしてアクトならではのやり方で少し
ずつでもポリオウイルスの根絶や奉仕活動にできれば
良かったと考えております。
　最後に、会員数の動向についてご案内させていただ
きます。今年度は会員数 16名からのスタートとさせ
ていただきました。現在、新入会員が３名、退会が２
名あったので 17名の会員数となっています。17名
なので運営するうえでは、ある程度の人員が確保され
ていると見えるかもしれないのですが、年齢層が大き
く偏っております。26歳未満の会員は非常に少なく
なっておりまして、学生だったり、営業をされている
転勤族の会員だったりで、数年後には卒業・転勤でア
クトを離れてしまう会員が多いです。
　今年度、あるいは次年度に関しては、ある程度運営
の体制の目途が付いているような状況ですが、２年か
ら３年後に関しては会員数が大幅に減って、事業の継
続に大きな支障が出て来ると、表敬訪問の時にもお話
させていただきましたけれども、会員増強を避けて通
れない部分と考えております。
　釧路北だけではなく、道内のローターアクトクラブ
はほとんどが会員数の減少によって存続が危ぶまれて

いるような状況にあります。記憶に新しい事例として、
４年前に斜里のローターアクトクラブが終結して、２
年前には根室のローターアクトクラブが終結となって
おります。いずれも、理由は会員不足によるものです。
このご時世、ロータリーに限らず、どの会社様も若年
層の働き手が不足しているとは存じ　り出すことに懸
念を感じている方もいるかと思うのですけれど、ここ
からは私の実体験の話になるのですが、アクトに入る
ことで友達とかではなく、同年代の、かつ異業種で働
いている方、自分で起業している方と接する・交流す
る機会を持つことは貴重なことと考えています。自分
と違う所で働いている人たちの考えに触れることで僕
自身は視野が広がったなと実感する機会もあり、「こ
ういう人たちは、こういう思いで働いている」「この
人は若いのに、こういう気持ちで起業したのか」とす
ごく参考になることもあり、自分の仕事の中に還元で
きる経験と個人的には考えております。
　本日お越しになっている皆さんの中で、いま頭の中
でピンと思い浮かぶ方がいらっしゃれば、ぜひ私、あ
るいは幹事の佐井会員にご連絡いただければと思いま
す。その時は、飛びついて、飛んで行きますのでよろ
しくお願いいたします。
　最後になりますけど、今後ともより一層のご指導ご
鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。
本日はありがとうございました。

親睦活動委員会　濱口　憲太委員長
皆さん、こんばんは。
首の手術から丸３カ
月が経ちまして、だ
いぶ調子が上がって
きました親睦活動委
員会の濱口です。
本日のプログラム　

夜間例会『クラブ創立 87周年にちなんで』を開催さ
せていただきます。今から 87年前の 1936 年（昭和
11年）11月 23日に、当時平均年齢 40歳を少し超
える若いチャーターメンバー 30名のもと、釧路ロー
タリークラブは創立をされました。道内では７番目、
国内では 26番目、世界では 4092 番目に創立をされ
ました。
その由緒正しき歴史と伝統の重みと、輝かしい活動の
軌跡は 87年間脈々と今日につながれております。
本日の例会では、創立からクラブの歴史と伝統、90
年の節目に向かって会員皆さまでロータリーを大いに
語らいながら楽しく、大切な時間にしてまいりたいと
思います。

それでは、はじめに釧路ロータリークラブの軌跡につ
いて動画を作成しましたのでスクリーンにご注目くだ
さい。

（動画上映）

乾杯のご発声　石田　博司パスト会長
ロータリークラブに入っていて嬉しいことのひとつ
は、新しく入った方がこぞって「いいクラブに入った」
と言ってくれることです。ロータリーに入ったから売
り上げが上がるわけではないので、嬉しさがそこにあ
るのではなくて、われわれの釧路クラブの雰囲気にあ
るのだと思うのです。そうすると「入って良かった」
といわれると、自分が褒められたような気がしてしま
い、とても嬉しいのです。
誰がそういうクラブにしたのか。別にどのクラブと言
いませんけど、比べて「釧路クラブがいいですね」と
おっしゃるのです。他のクラブに入った者から聞くと
「随分、雰囲気が違いますよ」と言うのです。
なぜこういう雰囲気になったのか。私のスポンサーは
吉田潤司パストガバナーですけど、もちろんスポン
サーをしていただいた時にはまだガバナーではなかっ
たのですが、吉田さんから昔話をよく聞きました。吉
田さんが入ったころは、「うるさい年寄りがいて、ホ
ントに躾というか、嫌になりほどうるさかった」と言
うのです。その様子を聞いていると、「将来、自分が
ベテランになった時は、あんな年寄りになりたくない」
と思った人がこの空気を作ったのではないかと私は思
うのです。と言ったら、天方君が「僕はそうではなく
て、この雰囲気を作ったのは清水先生ではないかと
思っています。他のクラブではパストガバナーがもっ
と存在感を出して、仕切って指令ができるみたいです
けど、清水先生は作らなかったからそういう雰囲気に
なって、その後に小船井さんがなってもお人柄がよろ
しく、そういう雰囲気を作らなかった」。だから、天
方君が「この釧路クラブの雰囲気を作ったのは清水先
生ではないか」と言うのですけど、まぁ、それもある
でしょう。
いずれにしても、類は友を呼びますから、今いるわれ
われが新入会員の方を集めていると思って間違いない
と思います。よそのクラブは、それなりにそういう人
が集まっている訳ですから。
ということで、どうか新入会員の皆さま、転勤族の方
を含めまして、いい雰囲気の釧路クラブの伝統をつな
いでいってくださいますように心からお願い申し上げ
ます。
では、乾杯をさせていただきます。
87周年、おめでとうございます。
（おめでとうございます）

ご挨拶　小船井修一パストガバナー
　歓談中、恐れ入り
ます。委員長は本当
に真面目な方で、何
回もメールをいただ
きまして、準備をさ
せていただく形にな
りました。こういう

飲む場で硬い話になって申し訳ありません。10分ほ
ど時間を頂戴して、原稿を用意してありますのでホー
ムページに掲載させていただきますが、お話をさせて
いただきます。
釧路クラブのホームページで「歴史と伝統」というバ
ナーがありますので紹介させていただきます。
釧路ロータリークラブが創立されたのは昭和 11年
(1936 年 ) で、道内では 7番目の誕生です。 日本国内
では 26番目、世界では 4092 番目となっています。
北海道では 1932 年（昭和 7）の札幌に始まり、昭和
8年小樽、9年旭川、函館、10年帯広、11年室蘭、釧路、
12年北見の順で主要都市 8クラブが誕生しました。
1941 年 10 月 10 日国際ロータリーを離脱し釧路職
域懇談会として活動しました。
1950 年 10 月 2日再加盟し、チャターメンバーの中
でリチャーターメンバーとなったのは 6名でした、
私が入会した 1984 年当時では村上裕二会員おひとり
だけになっていました。
戦前のロータリークラブ（日本の 2つの特質）
アジアで最初に設立されたロータリークラブ 1919 年
6月設立のマニラロータリークラブ、私が知りえる範
囲で設立順では 1919 年 10 月設立の上海ロータリー
クラブ、1920 年 1月認証のカルカッタロータリーク
ラブで、1920 年 10 月 20 日設立の東京ロータリー
クラブはアジアでは 4番目に設立されたと思います
東京ロータリークラブはマニラ・上海・カルカッタの
クラブとは大きな違いがありました。
それはマニラ・上海・カルカッタとも英語クラブであっ
たことです。因みに1930年設立のタイ・バンコクロー
タリークラブも英語クラブでした。これは海外から赴
任した欧米人を中心としたクラブであったことを意味
します。
東京ロータリークラブはその意味で全く違いました。
日本語で運営され、チャーターメンバー全員が日本人
だったのです。
そして1905年2月23日創設されたシカゴロータリー
クラブとも会員構成で大きな違いがありました。
シカゴロータリークラブの創設メンバー 4名の職業
は、弁護士、石炭商、洋服商、鉱山技師（山師）であ
り、シカゴを代表する人たちではなく一般市民で構成
されていたのです。
一方

東京ロータリークラブの初代会長は米山梅吉、幹事に
は福島喜三次でした。
米山梅吉氏は 1924 年三井信託創設の初代社長でし
た。
28名のチャーターメンバーには日本銀行を始めとし
た金融機関、SF 作家星新一の星製薬社長、一ツ橋大
学の前身東京商科大学校長、三越、三井鉱山、北海道
炭鉱汽船等の三井グループ各社で構成された錚々たる
メンバーであったこともシカゴのチャーターメンバー
との違いだったのです。
20世紀初頭の世界は「敵国主義の時代」でした。
フィリピンはアメリカの植民地インドはイギリスの植
民地、上海は疎開の中で日本を含む英米列強によって
支配されていました。
独立国だったタイのバンコクロータリークラブでさえ
英米中心メンバーによる外国人クラブだったのです。
1927 年創設の京城（ソウル）ロータリークラブも
チャーターメンバー 21名の内日本人が 17名で韓国
人は 4名だけだったのです。
日本のロータリークラブは自国民中心で構成され、地
域の代表的な人々が入会するステータスの高いクラブ
でした。いわば、包摂的なインクルーシブなクラブで
はなく、排他的なエクスクルーシブなクラブでした。
未来を見据えて
戦後、1950 年 10 月国際ロータリーに復帰した釧路
ロータリークラブは順調な成長を続けました。また、
ロータリー活動も成長期を迎え釧路北クラブを始めと
した 9クラブのスポンサーとなり、地区ガバナーも
両角氏を入れないで 4名のガバナーを輩出しました。
私達釧路ロータリークラブは
今まで述べてきました「歴史と伝統」を踏まえ、未来
に向けていかなければなりません。
2026 年の 90周年には記念事業や式典等の諸準備と
共に未来に向けた諸準備をしなければならいと思いま
す。
構造主義の創設者レヴィ・ストロースは日本の文化を
「過去の伝統と現在の革新の得難い均衡」を比類ない
ものとして高く評価し全人類が学ぶべきとしました。
私達も未来を創るために過去の歴史と伝統を踏まえて
革新をしていく事が大事であると思います。
　以上、私からのお話にさせていただきます。

ご挨拶　吉田　潤司パストガバナー
　皆さん、こんにち
は。小船井さんの後
に話をするのはホン
トにつらいのです。
小船井さんと私の大
きく違う所は、何か
ロータリーのことを

聞きますと、必ず「手続き要覧では・・・」と話して
来るのです。ですから、間違えたことは言わない。
ちょっと分からないことは日本事務局に確認して、「こ
れは、こうです」と。しかも、メールで切り取った所
をポンと送ってくることで、とてもきちんとしてくれ
ます。今日の話も多分間違いはないと思います。　私
は、そういう話は全くできないので、時に話が自己流
の話ばかりするので 心配なのです。
　小船井さんは、いまはパソコンをおしゃれにやって
いますけど、1996 年ごろは私の方がずうっと上だっ
たのです。小船井さんはパソコン、あまりできなくて、
私はその時まだビルダーのない時にクラブでホーム
ページを作ったのです。その時に小船井さんが熱心に
見ていて、それで少しずつ追い越されてしまって、ホ
ントにある日突然追い越されました。私は後退ばかり
しましたから、小船井さんはある時に「メールで写真
が来た」と言って、今では当たり前のことですがね。
　それから、小船井さんは会議に行きますと、パソコ
ンをこうやっているのです。他のクラブの多くの人た
ちには「キザな奴だな」と思われていたのですが、実
は違うのです。話していることを全部要約して、総理
大臣の記者会見の時には新聞記者はすぐ原稿を作って
いますけど、小船井さんのそれはすごいのです。です
から、私が何かやる時には小船井さんと一緒にやると
「終わります」までの原稿ができているのです。すご
いです。
「吉田さんは早いね」と言われますけど、実は小船井
さんに書いていただいたものですけれど。そういうス
ゴイ人だったので、褒めてばかりいますけれども、ホ
ントにスゴイいのです。小船井さんに負けないように
話そうと考えましたが、無理だから止めます。
　今日は、90年・100 年に向けて「私の想い、この
ようにしてほしい」を話します。これは私の独断の話
ですけれど、話させてもらいまして参考にすることが
あればぜひ参考にしてもらいたいと思います。
　70年の時の釧路ロータリークラブの会員は 98名
で、登録は 498 名も登録したのです。懇親会に 375
名が出ましたけれど、実にお金がかかったのです。驚
くなかれ、1000 万円を超えたのです。当時の積立金
で 606 万円くらいあったのですが、その他のお金は
「登録料」と言いますから登録して出してもらってい
ますから、登録料 1万円を取ったのですけど、その
詳細は定かでありません。
　私は、今回これをやります時に、私が実行委員長だっ
た 70周年の本をいろいろ読みまして、こうだったの
だと。その時に集まって話をする実行委員会と長老の
人たちと 2回、別々に話しました。その時にいろい
ろ話をしたのは、結局は 70周年記念式典の反省会み
たいになったのです。その時の内容を今日、皆さまに
お話したいと思います。

　会員増強というのはどこにでも出てきます。私がガ
バナーをやりました時にも多くのクラブに行きまし
た。公式訪問した時に「ガバナー、そんなに会員増強
を言わないで、もっといいクラブを作ってから、みん
なが憧れるクラブを作って人を入れたらいいのではな
いか」という話はいろんなクラブで言われました。
　でも、皆さん、憧れのクラブというのはあるのでしょ
うか。私はないと思うのです。どんなクラブを作って
も、今の時代はいろんな会がたくさんありますから、
みんながクラブの評判を聞いて「入りたい」という人
は参考にするかもしれないが、昔のように定員制をひ
いて「空いたら入る」というような、入れてもらいた
いという時代は地方ではないと思います。全国的に見
ると京都ロータリークラブ、東京ロータリークラブな
ど大都市のロータリークラブにはある程度ありますけ
れど。
　私は、会員増強についてお話を聞くときに、「みん
なが憧れるクラブを作りたい。それが先なのだ」と。
卵が先か鶏が先か、それが先だと。「そういうクラブ
を作って自然と入ってくる人を待てばいいのだ」とい
う人がいましたけれど、これは、私はナンセンスだと
思います。それから「誰でもいいから入れればいいじゃ
ないか」。「これはダメなのだ」という人もいましたが、
私はこれもナンセンス、違うと思います。それから「定
員制を設ける」。地方で「釧路クラブが定員 100 人に
して、１人が空いて 99名になったら１人を入れると
したらいいじゃないか」。これも私はナンセンスだと
思う。無理だと思いますね。やはり、数は力なりです。
数を集められなかったらダメなのです。「ロータリー
に入りたい」という人は、おかしいかもしれないが「入
ることによって、学びたい」という人かもしれないで
す。ですから、入りたいという人を閉ざすことはダメ
だと思う。入れてしまって、増強して、そして立派な
人たちがいるのを見て、勉強をする。そして、いいロー
タリアンに育っていくことが大事でないかと思いま
す。
　私の個人的な考えですけれど、入りたい人をシャッ
トアウトするのは止めて、どんどん増やすべきだと思
います。うちのクラブも、私がガバナーになりまして
から、あと何年か後にはまたガバナーが出ます。ガバ
ナーの使命のひとつには「新クラブを作りなさい」と
いう使命があるのです。でも最近は新クラブができて
来ないのです。これは、100 人のクラブを 130 人位
にして、そこから分割をして 30人 40人を移して新
クラブを作ることが普通のやり方なのです。
　札幌の幌南ロータリークラブは 30人から 60人位
になるとすぐ分割するのです。新しいクラブをどんど
ん作るのです。こういうクラブもあります。これが普
通ですが、うちのクラブも 90年 100 年の時にはた
くさんの人を入れて、分割をして「さすが、釧路クラ

ブだ。いま新しいクラブができない時にさすがだ」と
なって欲しいし、やるべきだと思います。
　新しいクラブを作ると、総論は賛成「新しいクラブ
を作るの、いいじゃない」、各論では反対。これは全
国どこでもそうなのです。釧路クラブがもし新しいク
ラブ、釧路新ロータリークラブを作ったら、「私は作
るのは賛成だが、私は釧路ロータリークラブに残りた
い。新クラブには別の人が行ってください」となって
しまって、「なかなか、うまくいかない」という話も
聞きました。これはやりようで、いろいろあると思い
ます。
　私は台湾のロータリークラブはあまり分からないの
ですけど、台湾に行った時に、長老の人たちと若い息
子さんたちのクラブとがあって、時々一緒になって例
会をするという、和気あいあいにやったというのもあ
ります。これもスタイルだと思います。
　新しいクラブを作るということは 90年 100 年の
中で、ひとつの目標にしてもらいたいと思います。私
は最近の「流行りはんてん」のように衛生クラブを作っ
てというのには反対なのです。衛星クラブを作ってう
まく行っているという話は聞いたことがないのです。
やはり、作るならロータリークラブを作ってそこに若
い人に入ってもらうのが一番いいと思います。これを
お願いしたいのがひとつです。
　二つ目は、100 年になりますと大台なお金がかかっ
てくると思います。これをどうするかも大きな問題で
すが、座談会の私の時の反省の中で「スタートが遅す
ぎる」。来年行うとなったら、例えば、文化会館やま
なぼっとの予約となれば「１年以上前から日程が埋ま
る」と言われたのです。例えば 90周年の時に会長エ
レクトが決まれば、その段階で実行委員長、実行委員
会を作って準備をしたほうがいいと言われました。こ
の本の中にたくさん出ていました。
　私がやった時にはスタートが遅くて、テーマは『明
日に続く道』というテーマを作ったのですけど、この
テーマを作るのに延々と時間を費やしてしまって、
テーマより先に、予算はいくらか、何人くらい集めて
やるのか、会場をどうするか、日程をどうするか、を
決められる大枠を早く決めないと必ず遅れをとってし
まいます。これをやってもらいたいです。
　90年の節目ですから盛大にやるかどうかを別にし
ても、13年後には 100 年になるのです。
この時は多くの皆さんが残っていると思います。この
100 年の時にどうするかは多少でも前倒しをして準
備して考えて行かなければならないと思います。
　私は今日の話をするときにも、記念誌を読んできた
のです。すると、記念誌は記録なのです。私が 70周
年をやる時には、50周年の記念誌があって中味をい
ろいろ見ていて参考にしたのです。記念誌はきちんと
作ることは次の時にも必要になってきますので、記念

誌を書いていただきたいです
　うちのクラブでは「会報」、クラブの唯一の記録誌
なのです。なにかある時には必ず会報を見て、「何やっ
た、どうだった」と見るのですけど、丁寧に会報を書
いている方もいますし、実にあっさり書いてもいます。
私が嵯峨記念育英会の理事長をやっていました時に、
育英会の整理をしようと思って、ずーっと昔の資料を
見ながら、名前と学校を調べて行きましたが、だいた
いの所は書いてあるのですが、ある時には「嵯峨育英
会、５名結成」としか書いていないのです。名前もな
ければ、生徒もない。学校に聞いても「分かりません」
ということで結局、空白ができてしまうのです。です
から、記録誌を作る担当の人は「記録だ」と考えて、
できるだけ詳しく書いてもらいたいです。
　特に「今回、予算がたくさんかかりました」と言い
ましたが、登録料だったのか、果たして登録料 1万
円をもらったのか、詳しくは出ていないのです。その
他にどのような費用がかかったのか、もあまり書いて
いないのです。総費用が 1, 150 万円位かかっている
のです。それももう少し詳しく書くべきでないかと思
います。
　私はふたつ、記録誌の大事さを確認いただきまして、
記録誌を作っていただきたいということと、会員増強
については、数は力なりということで、門戸を広く開
けていただきたいです。
私が入りました時の山下会長はいつも例会の時に「会
は増強しなければ必ず衰退する」という話をしていま
した。増強するということはクラブの活性化のために
もなります。
　ここにこのようにいい人がたくさん集まっている中
で、「おかしな人が入ってきたら雰囲気が乱れる」と
いう考えを持つ人もいると思います。これは小さいク
ラブになればなるほどです。10人位のクラブを訪問
しますと、今すごくいい雰囲気、みんなでワーと言え
ばワーとなる。「これを壊したくないから、新しい人
は入れたくない」というクラブもあるのです。そんな
こと行っていたら必ず年をとって亡くなってしまいま
す。会員増強について私は門戸を広げて、私は誰でも
いいのです。「入りたい」という人で変な人間は、わ
ざわざ高い金を払って入るという人には変な人間はい
ないはずです。やはり、何かを学びたい、何かを吸収
したいという気持ちで入って来ると思いますので、門
戸を広げて 130 人 140 人のクラブになって、分割し
て新しいクラブを作るようにしてもらいたいと思いま
す。できれば 100 年の時まであと 13年ありますの
で毎年２人～３人増やして行けば 30人は楽に超えま
すので、ぜひ新しいクラブを作って、堂々と「釧路ク
ラブ、ここにあり」を作っていただければと思います。
話は、全部お願いをすることばかりでしたが、以上で
す。

　ぜひ、この後 80年の話もありますけれども、３年
後には 90年が来ます。13年後には 100 年になりま
すので、いろいろな準備のことを頭の隅に置いていた
だければと思います。
　記念式典の挨拶にしては、あまり意味のない話ばか
りでしたが、私の想いを伝えました。ありがとうござ
いました。

創立 60周年
（動画公開）

創立 60周年記念実行委員長　泉　　敬パスト会長
　写真は若いです
ね。28年前になり、
記憶も確かでなく
なって怪しげになっ
てきているのです。
思い起こしますと、
大久保前会長から私

に実行委員長の指名がありました。60周年の前の年
ですね、それは相当慌てました。ということは「１年
間で準備しなさい」とかなり厳しいわけです。予算も
300万円だったのです。私たちは「50周年を迎えた後、
記録がないので何とか記録を残したい。60周年記念
誌を作ろう」と。すると、50年から 10年間のブラ
ンクがそれで埋められるのですが、それを行っておか
ないとその後がまた大変になるのが当然あるわけで
す。
　振り返ってみますと、このクラブの周年記念は 25
周年からやっているのです。これは「記念を行った」
というだけで、特に記録を残すことは一切やっていな
いのです。30周年、40周年と一応祝賀会を行って、
記念品も贈呈することは行ってきているのです。ただ
し、記録は残していない、記念誌は作っていない。
50周年になって初めて「これは、まずい」となって
50周年誌を作ったのです。50周年にいた人には配布
したわけですが、50周年誌をお持ちの方はおそらく、
ここの会員の中には何人かしかいない。私が数えたと
ころ５人ほどしかいない。
　河合君、小船井君、吉田君、元ガバナーは２人いて、
立派な布張りの 50年誌を会報として皆さんに配布し
たことがあります。
　ぜひ、70周年誌も 80年誌も作ったので、90周年
誌も 100 周年誌も作っていくべきだと思っています。
これは、なんとかやってほしい。
　60周年の時には急に決まったことで、メンバーも
前の年に決まったのですが、これを実行するとなると
日程的なことも、金銭的なこともあるし、場所の確保
もしなければならず、そういう割り振りも全部行いま
した。60周年をやった時に 50周年から 60周年まで

にいた人は数少ないですから。60周年の時に在籍し
ていた方は手を上げてください、何人いますか。おそ
らく 10人いないでしょうか。
　私が 60周年をやった時に、50年から 60年に会員
がどのように移動したかに関心があって調べました。
50周年の時にいた 95人が 60周年の時に残っていた
のは 45人しかいなかった。10年の間に半分が入れ
替わった。釧路の会員はご存知のように他のクラブに
比べて転勤族が多いです。早い人は２～３年で代わっ
てしまう。転勤してしまって、新しく会員として入
る 。同じ企業の中での入れ替わりがあります。10年
経つと当然必ず入れ替わりがあるのです。その結果だ
と思いますけど、半分以下という現実があります。そ
のことをとらえて、計画を立ていただきたいです。
　例えば、当時は 300 万円でやりましたが、そのあと、
1000 万円もかかっているとなると、単年度でその資
金を集めるのは不可能です。あらかじめ、準備をして、
必要な備えを今から 90周年に向けて準備を始める措
置を取らないと。単年度でやることは無理と思います。
　60周年の時に記念事業として、ロータリーカップ
にまだ優勝旗がなかったのです。優勝旗を何とかして
作りたいと考えましたが、これはその予算の中からは
どう考えても出ないのです。それで、急遽、奉加帳を
作って会員に回したのです。奉加帳に名前と金額を書
いてもらったのです。幹事が２万、３万と書いて、み
んなはそれを見て俺も、俺もと。３回の例会で 110
万円が集まったのです。皆さん、金を持って歩いてい
るのですね。
　110 万円は優勝旗を作るのには多すぎるのです。
横断幕とカップを一緒に作ってロータリーカップに提
供することになりました。これは記念事業の一環とし
てやりました。
　金の問題は嫌だけれども、やはり集めて行かないと
いけないと思います。会長は大変だけれど、単年度で、
その時の会長に全部かぶせるのは大変だということ認
識して置いて欲しいです。どんなふうにやっても、か
かるものはかかるのです。
　いろんなことをやっている年度があります。40周
年の時にマリントポスに寄付したり、今まで救急車を
贈呈したこともあったのです。こういう事業をやろう
とすれば、それなりに資金が必要になって単年度では
難しいことがあって、ロータリークラブはほとんど引
継ぎをしないのです。引継ぎをしないで次の年度にポ
ンと預ける。すると会長以下、担当者は勉強しないと
間に合わないのです。そういう意味では、予算決算も
滅茶苦茶です。それぞれがそういう風に預けられてき
ても皆さんは新しい年度にきちんと計画を立ててやっ
ています。
　前のは参考資料になりますけれども、引継ぎで事業
を引き継ぐことはないのです。これは原則としてやら

ないことになっている。引き継いでほしいものは肩た
たきのように次期の会長にお願いをしておくことはあ
りますけども、実際は、その年度の事業はその年度が
決めて行います。どの人が会長をやっても皆さん、上
手に困難を切り抜けて運営して来ているのがロータ
リークラブです。
　これは一人でやるわけではないし、これは職業を通
じて奉仕の精神で理想を追求しながらやっている皆さ
んの友愛の中でお互いに助け合ってやって行くお陰
で、こういう形が維持できていたのだろうと思います。
　昔は、私が入ったころはかなり厳しい時代がありま
して、会に入ること自体が大変だったのです。入会さ
せるのに「金を貸している者はダメ」、「妾を持ってい
る奴はダメ」、飲食店も同じでした。いま時そんなの
はないと思うのですけれど。推薦があっても２年位お
かれるのがあったり、同意を得るのが大変な時代もあ
りました。
　そんなことがあって、今の会員はたくさんの入れ替
わりがあります。新しい会員については、50周年を
引き継いで、どうやって 70周年に渡すかという節目
でしたのでやったと理解してもらえれば。難しい話は
何もないのです。ただ、大変だったのは金銭の問題で
したので心得てもらえればと思います。

70 周年記念実行委員長　吉田　潤司パストガバナー
　また出てきました
けど、簡単に。本当
は青田君が話すこと
を楽しみにしていた
のです。どうしても
出られないというこ
とで。
　これは会長が青田年度だったのですが、大変な年
だったのです。当時はパシフィックホテルで例会を
やっていました。私たちが 11月の式典をパシフィッ
クホテルでやった時には、そういう話は知らなかった
のですが、パシフィックホテルは 12月に倒産をしま
した。それは青田君には突然の話だったものですから、
大変な思いをしたと思います。急いで例会場を探さな
ければならず、事務局をどうするかがあって、この年
が 2006 年でした。
　例会場は当時キャッスルの社長の反保さんがいまし
たのでスムーズに移行できました。事務局の場所がな
いということで三ツ輪ビルに移しました。大山さんも
一緒に三ツ輪ビルに引っ越しました。これは定正君の
努力のおかげで引っ越しができたのです。
　これが大きな出来事でした。
　記念講演は実行委員会を作った時に「記念講演は必
ず行いたい」ということで記念講演の実行委員長を滝
越さんにおねがいしました。講師を誰にしようかと、

標茶に住んでいる有名な芸能人でしたが忙しくて日程
が合わず、そこで「ロータリークラブは経済人の団体
だから経済人を呼ぼう」となり候補に挙がったのが
ホーマックの石黒社長でした。当時の石黒さんは９月
に「カーマ」と「ダイキ」と合併して大変忙しい時期
だったのです。
　「講演なんか受けられない」ということだったので
すけど、滝越記念講演実行委員長が頑張って口説いて、
口説いて「人間万事塞翁が馬」の話でしたが石黒さん
の苦労と現状、将来　の展望について感銘深い記念講
演でした。これは一般公開して大変好評だったのです。
　この間も、網走の周年事業に行きました。緻密でと
てもいい式典でした。式典と懇親会で、挨拶と表彰、
終わったら懇親会で少し重みがないなと思って、うち
の 70周年は重みがあったかどうかは別ですが、記念
講演を入れたのが良かったと思っています。
　この二つが思い出に残ることです。
　三つめは個人的なことで、70周年記念式典をやる
ということで、ＦＭくしろに行きました。時間を取っ
てもらって私と青田君がお話をしようと行きました。
青田君は行く前には、「俺は最初に挨拶して、あとは
吉田がやれ」という話でしたが、いざ始まると「青田
です。実行委員長の吉田です。から残り 19分は全部
青田君がしゃべりまして、ものの見事にしゃべりまし
たけど、中味はいい話をしましたので良かったなと思
います。この当時の釧路ロータリークラブは大変勢い
がありまして、青少年の交換事業もずっと続けていて、
この時はシューニカーンというアメリカの男の子が来
ていました。米山奨学生には趙偉紅（チヨウイコウ）
さんが来ました。その後も、その前も続いていたので
すが、どこで途絶えたか中断していて残念だなと思っ
ております。
70周年の時には稚内からも来ていただきました。随
分たくさんの人に来ていただきました。
私たちも、その時のことを覚えていて、どこかでお返
しをしなければならないと思います。
最後にもう一つ。網走の創立式典に行きまして、うち
の会長が挨拶をしましたけれど、これはものの見事に、
みんな感心しました。素晴らしかったです。みんなに
聞かせてあげたかった内容でした。時系列がはっきり
して、とてもいい挨拶だったことをお伝えして終わり
ます。

創立 80周年　木下　正明パスト会長
　皆さん、こんばん
は。なかなか喋りづ
らいところもありま
す。
80周年を実行する
にあたって私が会長

でいいのかがあって、脇さんがいいのではないかと。
人事の脇さんは釧路クラブで有名ですのでそういう方
がまとめてやっていただいた方が良いとか、いろんな
ことがありました。
結局、２年前に会長の指名が固まったなかで、準備が
遅れたとかがありますが、だいたい２年前にどんな事
業をやるかを会長が考えないと案が出ません。
私が考えたのは、70周年で石黒さんに講演していた
だいたので、影響力がある方に講演をしていただきた
い。私が少ない経験の中で面白かったのは例えば桑田
真澄さんとか尾木ママだとか、あとは林先生とか、桜
木紫乃さん。あと私、NHKの番組審議会委員で 4年
間やらせてもらっていたので。石黒さんの時は滝越さ
ん本当に頑張っていただいて決まった経緯がありま
す。
その中でどうやったらいいか、私が会長になる前の年
の 11月くらいに会長に決定するぐらいのタイミング
がありますので、その時に情報集会を西村さんにやっ
ていただいたり、80周年に向けてどういう事業をやっ
たらいいかの例会をやっていただいたり、後藤さんに
は早い時期にやっていただいたのかなと思います。
まずは会場を押さえて、講演者の候補を決めて、ある
程度打診をしました。それぞれすべての方に打診をさ
せていただいて、ＪＣさんが林先生を呼んでしまった
のです。桜木紫乃さんも結構釧路市内に来ることが
あったり、いろんな尾木ママさんに結構左寄りかな、
それはちょっと置いといて。
そんな中で 2012，2013 年に釧路の算数や数学の学
力がものすごく低いという結果が分かったのです。そ
の算数や数学が低いというのは、もともと国語力がな
いからと、林先生と数学の先生と一緒に講演していた
だくというのも候補に挙がっています。
ちょうど釧路の付属中学校を出て名古屋大学に行かれ
て、東進ハイスクールに行かれた志田昭先生がおりま
して、その方のネプリーグだとか、いろんな番組に林
先生と一緒に出ていて、番組を賑わした地元の方でも
あるのでその方を呼びたいと。林先生とセットで呼ぶ
つもりだったのですが、林先生はＪＣさんに来られた
こともあって、これは二番煎じで辞めて。
では、志田先生に話をしていただくには何がいいかと
いったら、数学検定を当初１万 2,000 人にプレゼン
トをしよう。要するに、釧路の小中学生全部で 1万
2,000 人なので、算数の成績が悪いのだったら、全員
に数学検定プレゼントしようというのを頭に入れなが
ら僕が 80周年やるのは 2016 年の 11月５日です。
2015 年 11 月の情報集会で皆さんに「どんな講演者
を呼んで、どんな事業者をやったらいいか」という情
報集会があって、その中で皆さんがいろんな桜木紫乃
さんが良いとか、こういうのが良いとか。アイスホッ
ケーが良いとか。いろんなすごいアイデアが皆さんの

中で出てきた。会長だったのである程度選ばせていた
だいて、次の年の７月くらいから実行委員会が立ち上
がった中で、こんなふうにやって行ったらどうだと説
得をさせていただいて、事業をさせていただきました。
メインの事業はその志田先生の講演会で、皆さんに動
員していただきまして、大体 600 名位集まったと思
うのです。多分それぞれの転勤族の方、すごく自分の
会社の方を 10名や 15名呼んでいただいて、ただ内
容はすごく素晴らしくて、ちょっとあまり時間がない
ので例会報など見ていただければと思います。
それと、そこで終わるのではなくて、数学検定を１万
2,000 人分プレゼントしようということから始まっ
て、あと地区の補助金を使ってその後の３年間ですね。
都合４年間で、延べで結局受けていただいた方が４万
600 人の方に数学検定を受けていただきました。
　その結果として市内の小学校で全国平均を上回って
いる所もいまだにあります。あと国語検定が始まり 、
市内の学力がすごく上がっています。実は市内の学力
が落ちていると思われがちなのですが、今はその当時
よりもだいたい 10％から 15％学力平均点が上がって
います。子どもたちには、すごく可能性があるので、
その子どもたちにたくさん可能性を追求してもらっ
て、学力を上げていただいて自分が望む世界に羽ばた
いていただきたいです。戻ってこない子どもたちもた
くさんいると思うのですが、それをやっていただきた
いということで、今年の後藤年度でも湿原の体験学習
だとかにつながっていると思います。
私のわがままから始まったものが、少し継続事業とし
てやって結実しているのかなと思います。
その時は、台北中央ロータリーとは姉妹都市提携をし
たり、台湾から小学生を呼んで交流コンサートを釧路
ロータリークラブ主催でやったり、あと海外に私は５
回ほど行きました。　　
プーケットで水の事業をやったり、ブータンに行って
お手洗い場を供給したり、ブータン世界で一番着陸す
るには危ない空港だとかあって、死ぬつもりで小船井
さんと一緒に死ぬ間際には小船井さん文句言ってから
死のうと思いながら着陸したのを覚えています。
そういった形で釧路ロータリークラブの方々は本当に
協力を荒井先生はじめ協力していただいていろんな事
業を成し遂げたのかなと思いますが、時間がなかった
ので、自分のアイデアで考えたもの、プラス本当は会
長の想い、プラス皆さんが考えた何かを足して、倍く
らいの事業にしてもらえたらよかったのかなと、私は
思いました。
私も言葉がつたなくて、皆さんに説得するのに時間が
かかったり、事業が十分できなかった所を反省してい
ます。
90周年、100 周年で充実した釧路ロータリークラブ
が地域のために何ができるか、日本のために、世界の

ために何ができるかを考えて、時間があるのでいい形
の周年をしていただいて。予算の話がありましたが、
80周年は 1,200 万円の予算でやりました。志田先生
が講演料を安く抑えてくれて、数学検定も 3600 人に
寄付をするのですけれど、100 万円でやってくれた
ので安く押さえられたので結果として 1,000 万円位
しかかかりませんでした。
高いか安いかありますがアグレッシブにトライして皆
さんが地域のための活動につなげていければいい周年
になると思います。
「釧路クラブ、ここにあり」と皆さんに協力いただい
てできたのかなと思って、感謝もしておりますが、もっ
ともっとできると思っております。あと３年、よろし
くお願いいたします。高橋さんに指名された会長さん、
指名されそうな人はもう想像していただいたらありが
たいと思います。
以上です。

木下パスト会長ありがとうございました。それでは
60周年、70周年、80周年とスピーチをいただきま
した皆さまに改めまして拍手をお願いします。それで
は残り時間も少なくなってまいりました。ここで皆さ
まで手をつなぎ輪になっていただきまして手に手をつ
ないでを斉唱したいと存じます。皆さまご起立いただ

き輪になってお手をつなぎますようお願い申し上げま
す。

（手に手を繋いで）

中締めの挨拶　高橋　直人会長エレクト
　皆さま、諸先輩を
前に中締めの挨拶と
いうことでご指名で
すので、 皆さんご用
意下さい。
今日は、87周年に
ちなんでということ

で例会を開き、諸先輩の 50周年、60周年、70周年、
80周年と本当に素晴らしい歴史と伝統のある釧路ク
ラブ。私もここのクラブに入って本当に自慢でござい
ます。
皆さん、ぜひともこれからこの釧路クラブを 90周年
に向けて頑張っていきたいと思います。というか、私、
90周年の指名会長ですので何とか私の専権事項です
ので、プレッシャーは結構かけられていますが。まだ
自分の年度もかけられていません。それは、心と決め
まして頑張っていきたいと思います。
それでは本日の皆さま方の会員とご健勝と釧路クラブ
の繁栄を願いまして 3本締めで締めようと思います。



 

　
みなさん、こんばん
は。冒頭、お知らせ
がございます。
　先々週の例会にお
きまして、次年度理
事・役員の立候補を
募っておりましたと

ころ、10日後の先週に立候補がないことになりまし
て、速やかに指名委員会を立ち上げる流れになってお
りますので、こちらから指名委員の皆さまにはご連絡
を差し上げているところであることを皆さまにご報告
ということでお知らせを申し上げます。
　本日は北ローターアクトクラブの皆さま、お疲れさ
までした。会長は４月よりもこなれてきましたね。成
長を見るのが、とても楽しみです。僕はまだこなれて
いないものですから、うらやましく思って見させてい
ただきました。
　先週 11月 11日に網走ロータリークラブの創立 70
周年記念式典にお呼ばれをして、吉田パストガバナー
ご夫妻、佐藤幹事とともに参加をさせていただきまし
た。
　久し振りに口から心臓が飛び出るくらいに緊張をし
ました。祝辞が終わってホッとした夜、記憶がなくな
るくらいお酒を飲みまして大変な目にあいました。
そんなことどうでもいいのですが、道中、吉田パスト

ガバナーから大変いいお知らせをお伺いしましたの
で、皆さまにお伝えをしたいと思います。
先日、釧路交響楽団の演奏会が釧路で開催されたとい
うことで、吉田パストガバナーが観覧したそうです。
そこで、清水輝彦君にバッタリお会いしたそうです。
いろいろお話をしたそうですが、ご本人は「記憶の方
がまだあいまいで、リハビリを頑張らなければいけな
い」とおっしゃっていたそうですが、吉田パストガバ
ナー曰く、「少し頭の悪い奴よりも、全然大丈夫だ」
くらいの素晴らしい回復具合、言葉は悪いのですが、
倒れられたのが不思議なくらいの回復度合いだという
そうです。受け答えもはっきりされていて、もちろん
車椅子ではなくご自分で歩いてこられていたそうで
す。
清水幸彦先生のお別れ会の時に、奥様が「年末くらい
の例会には何とか参加できるように頑張りたいと、本
人も言っていることを伝え聞いた者として、清水輝彦
君が仕事のことや、ご家族のことや、ロータリーのこ
とや、そしてご自分の趣味のことや、まだまだやりた
いことに向かって一生懸命リハビリで努力している姿
が容易に想像できるものですから、ホントに嬉しく
思っておりまして、私からも輝彦君に、なんとか早め
に例会に来てくださいとお伝えしたいと思っておりま
す。メールでも電話でも構いません、近い関係の方は
そうやって促していただいて、一日も早い清水輝彦君
の出席を祈りましょう。

本日は「創立 87周年にちなんで」ということで釧路
ロータリークラブの87回目の誕生日を迎える日です。
札幌ロータリークラブ、帯広ロータリークラブからの
スポンサードを受けて 87年、これまでたくさんの方
がいろいろな努力をされて、こうして楽しいクラブに
なっていることをみんなで語らって、本日も有意義な
時間にして 88年目の明日の一歩目を始めてまいりま
しょう。本日も美味しいお酒を皆さんと酌み交わした
いと思います。本日一日、よろしくお願いいたします。

幹事報告　佐藤　貴之幹事
皆さん、こんばんは。先ほど後藤会長からありました
「網走ロータリークラブ創立 70周年記念式典」に参
加してまいりました。こちらは「70周年記念の盾」
をいただいております、クラブ事務所に飾っておきま
すので皆さん、ご覧いただければと思います。
今週 19日の日曜日、釧路交響楽団の定期演奏会があ
ります。ご招待券が２枚届いておりますので、ご興味
のある方がおりましたら本日中に私まで声を掛けてく
ださい。

活動報告　釧路北ローターアクトクラブ
　　　　　　　　　　　　　　会長　小島　大輝君
　皆さま、こんば
んは。釧路北ロー
ターアクトクラブ
会長の小島　大輝
と申します。本日
はどうぞよろしく
お願いいたします。
　本日は７月の表敬訪問の時にお邪魔させていただい
てから２回目の釧路ロータリークラブ様の例会に訪問
させていただきました。本日は、貴重な時間を割いて
お話させていただく機会を設けていただきました後藤
会長、佐藤幹事をはじめとする釧路ロータリークラブ
の皆さま、本当にありがとうございます。
　本日、私たちローターアクトクラブから活動報告と
いうことで、本年度の ７月から 10月までの活動のご
報告をさせていただきたくお邪魔させていただきまし
た。
　私のつたない説明と限られた時間の中では十分にお
伝えすることは難しいのかなと思いましたので、皆さ
まの各テーブルに私たちの現時点の活動報告を配布さ
せていただきました。お手すきの際にご覧いただけれ
ばと思います。
　私からは２点ほどをご案内させていただきます。
　1点目は、直近の２回の例会をご報告させていただ
きます。9月 26日に開催しました今年度の第６例会
と、10月 29日に開催しました第７例会、資料の後
ろの２ページに記載されています。

　この２回の例会、どちらも「ポリオウイルスの根絶
活動」をテーマに掲げさせていただいております。私
たちローターアクトクラブも 2019 年のＲＩ規定審議
会の決定がありまして、現在、ＲＩに加盟させていた
だいているクラブのひとつとなっております。ＲＩの
活動であったり、第 2500 地区のロータリークラブの
皆さまがどのような活動をされているのかを知る機会
が増えて来まして、今年度の鶴見ガバナーが重点目標
のひとつに掲げられているのが「ポリオウイルスの根
絶」ということで、私たちも「ポリオウイルスの根絶」
に向けて何かできないかと興味を持つようになって今
年度の例会を企画しました。
　第６例会では、ポリオウイルスはどのようなウイル
スで、現状、世界ではどのくらい残っていて、根絶に
向けてどのような取り組みをしているかを学びまし
た。
その後、10月 29日の第７例会に私たちローターア
クトクラブが毎年開催している「ハロウィンイベン
ト」、小学生を対象にした、本物のかぼちゃをくり抜
いて「ジャック・オー・ランタン」を作るイベントで
すが、そのイベントの中で参加していただいたご家族
の皆さまに、「ポリオウイルスはどのようなウイルス
か」「いま苦しんでいる子どもたちがいる」「寄付する
ことによってワクチンが買える」という説明をして、
実際にご寄付を募る取り組みをさせていただきまし
た。
　この活動報告書にも書いてありますが、結果は大多
数のご家族の皆さまから 33 ,788 円の募金をいただ
くことができました。
　この活動をとおしてアクトならではのやり方で少し
ずつでもポリオウイルスの根絶や奉仕活動にできれば
良かったと考えております。
　最後に、会員数の動向についてご案内させていただ
きます。今年度は会員数 16名からのスタートとさせ
ていただきました。現在、新入会員が３名、退会が２
名あったので 17名の会員数となっています。17名
なので運営するうえでは、ある程度の人員が確保され
ていると見えるかもしれないのですが、年齢層が大き
く偏っております。26歳未満の会員は非常に少なく
なっておりまして、学生だったり、営業をされている
転勤族の会員だったりで、数年後には卒業・転勤でア
クトを離れてしまう会員が多いです。
　今年度、あるいは次年度に関しては、ある程度運営
の体制の目途が付いているような状況ですが、２年か
ら３年後に関しては会員数が大幅に減って、事業の継
続に大きな支障が出て来ると、表敬訪問の時にもお話
させていただきましたけれども、会員増強を避けて通
れない部分と考えております。
　釧路北だけではなく、道内のローターアクトクラブ
はほとんどが会員数の減少によって存続が危ぶまれて

いるような状況にあります。記憶に新しい事例として、
４年前に斜里のローターアクトクラブが終結して、２
年前には根室のローターアクトクラブが終結となって
おります。いずれも、理由は会員不足によるものです。
このご時世、ロータリーに限らず、どの会社様も若年
層の働き手が不足しているとは存じ　り出すことに懸
念を感じている方もいるかと思うのですけれど、ここ
からは私の実体験の話になるのですが、アクトに入る
ことで友達とかではなく、同年代の、かつ異業種で働
いている方、自分で起業している方と接する・交流す
る機会を持つことは貴重なことと考えています。自分
と違う所で働いている人たちの考えに触れることで僕
自身は視野が広がったなと実感する機会もあり、「こ
ういう人たちは、こういう思いで働いている」「この
人は若いのに、こういう気持ちで起業したのか」とす
ごく参考になることもあり、自分の仕事の中に還元で
きる経験と個人的には考えております。
　本日お越しになっている皆さんの中で、いま頭の中
でピンと思い浮かぶ方がいらっしゃれば、ぜひ私、あ
るいは幹事の佐井会員にご連絡いただければと思いま
す。その時は、飛びついて、飛んで行きますのでよろ
しくお願いいたします。
　最後になりますけど、今後ともより一層のご指導ご
鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。
本日はありがとうございました。

親睦活動委員会　濱口　憲太委員長
皆さん、こんばんは。
首の手術から丸３カ
月が経ちまして、だ
いぶ調子が上がって
きました親睦活動委
員会の濱口です。
本日のプログラム　

夜間例会『クラブ創立 87周年にちなんで』を開催さ
せていただきます。今から 87年前の 1936 年（昭和
11年）11月 23日に、当時平均年齢 40歳を少し超
える若いチャーターメンバー 30名のもと、釧路ロー
タリークラブは創立をされました。道内では７番目、
国内では 26番目、世界では 4092 番目に創立をされ
ました。
その由緒正しき歴史と伝統の重みと、輝かしい活動の
軌跡は 87年間脈々と今日につながれております。
本日の例会では、創立からクラブの歴史と伝統、90
年の節目に向かって会員皆さまでロータリーを大いに
語らいながら楽しく、大切な時間にしてまいりたいと
思います。

それでは、はじめに釧路ロータリークラブの軌跡につ
いて動画を作成しましたのでスクリーンにご注目くだ
さい。

（動画上映）

乾杯のご発声　石田　博司パスト会長
ロータリークラブに入っていて嬉しいことのひとつ
は、新しく入った方がこぞって「いいクラブに入った」
と言ってくれることです。ロータリーに入ったから売
り上げが上がるわけではないので、嬉しさがそこにあ
るのではなくて、われわれの釧路クラブの雰囲気にあ
るのだと思うのです。そうすると「入って良かった」
といわれると、自分が褒められたような気がしてしま
い、とても嬉しいのです。
誰がそういうクラブにしたのか。別にどのクラブと言
いませんけど、比べて「釧路クラブがいいですね」と
おっしゃるのです。他のクラブに入った者から聞くと
「随分、雰囲気が違いますよ」と言うのです。
なぜこういう雰囲気になったのか。私のスポンサーは
吉田潤司パストガバナーですけど、もちろんスポン
サーをしていただいた時にはまだガバナーではなかっ
たのですが、吉田さんから昔話をよく聞きました。吉
田さんが入ったころは、「うるさい年寄りがいて、ホ
ントに躾というか、嫌になりほどうるさかった」と言
うのです。その様子を聞いていると、「将来、自分が
ベテランになった時は、あんな年寄りになりたくない」
と思った人がこの空気を作ったのではないかと私は思
うのです。と言ったら、天方君が「僕はそうではなく
て、この雰囲気を作ったのは清水先生ではないかと
思っています。他のクラブではパストガバナーがもっ
と存在感を出して、仕切って指令ができるみたいです
けど、清水先生は作らなかったからそういう雰囲気に
なって、その後に小船井さんがなってもお人柄がよろ
しく、そういう雰囲気を作らなかった」。だから、天
方君が「この釧路クラブの雰囲気を作ったのは清水先
生ではないか」と言うのですけど、まぁ、それもある
でしょう。
いずれにしても、類は友を呼びますから、今いるわれ
われが新入会員の方を集めていると思って間違いない
と思います。よそのクラブは、それなりにそういう人
が集まっている訳ですから。
ということで、どうか新入会員の皆さま、転勤族の方
を含めまして、いい雰囲気の釧路クラブの伝統をつな
いでいってくださいますように心からお願い申し上げ
ます。
では、乾杯をさせていただきます。
87周年、おめでとうございます。
（おめでとうございます）

ご挨拶　小船井修一パストガバナー
　歓談中、恐れ入り
ます。委員長は本当
に真面目な方で、何
回もメールをいただ
きまして、準備をさ
せていただく形にな
りました。こういう

飲む場で硬い話になって申し訳ありません。10分ほ
ど時間を頂戴して、原稿を用意してありますのでホー
ムページに掲載させていただきますが、お話をさせて
いただきます。
釧路クラブのホームページで「歴史と伝統」というバ
ナーがありますので紹介させていただきます。
釧路ロータリークラブが創立されたのは昭和 11年
(1936 年 ) で、道内では 7番目の誕生です。 日本国内
では 26番目、世界では 4092 番目となっています。
北海道では 1932 年（昭和 7）の札幌に始まり、昭和
8年小樽、9年旭川、函館、10年帯広、11年室蘭、釧路、
12年北見の順で主要都市 8クラブが誕生しました。
1941 年 10 月 10 日国際ロータリーを離脱し釧路職
域懇談会として活動しました。
1950 年 10 月 2日再加盟し、チャターメンバーの中
でリチャーターメンバーとなったのは 6名でした、
私が入会した 1984 年当時では村上裕二会員おひとり
だけになっていました。
戦前のロータリークラブ（日本の 2つの特質）
アジアで最初に設立されたロータリークラブ 1919 年
6月設立のマニラロータリークラブ、私が知りえる範
囲で設立順では 1919 年 10 月設立の上海ロータリー
クラブ、1920 年 1月認証のカルカッタロータリーク
ラブで、1920 年 10 月 20 日設立の東京ロータリー
クラブはアジアでは 4番目に設立されたと思います
東京ロータリークラブはマニラ・上海・カルカッタの
クラブとは大きな違いがありました。
それはマニラ・上海・カルカッタとも英語クラブであっ
たことです。因みに1930年設立のタイ・バンコクロー
タリークラブも英語クラブでした。これは海外から赴
任した欧米人を中心としたクラブであったことを意味
します。
東京ロータリークラブはその意味で全く違いました。
日本語で運営され、チャーターメンバー全員が日本人
だったのです。
そして1905年2月23日創設されたシカゴロータリー
クラブとも会員構成で大きな違いがありました。
シカゴロータリークラブの創設メンバー 4名の職業
は、弁護士、石炭商、洋服商、鉱山技師（山師）であ
り、シカゴを代表する人たちではなく一般市民で構成
されていたのです。
一方

東京ロータリークラブの初代会長は米山梅吉、幹事に
は福島喜三次でした。
米山梅吉氏は 1924 年三井信託創設の初代社長でし
た。
28名のチャーターメンバーには日本銀行を始めとし
た金融機関、SF 作家星新一の星製薬社長、一ツ橋大
学の前身東京商科大学校長、三越、三井鉱山、北海道
炭鉱汽船等の三井グループ各社で構成された錚々たる
メンバーであったこともシカゴのチャーターメンバー
との違いだったのです。
20世紀初頭の世界は「敵国主義の時代」でした。
フィリピンはアメリカの植民地インドはイギリスの植
民地、上海は疎開の中で日本を含む英米列強によって
支配されていました。
独立国だったタイのバンコクロータリークラブでさえ
英米中心メンバーによる外国人クラブだったのです。
1927 年創設の京城（ソウル）ロータリークラブも
チャーターメンバー 21名の内日本人が 17名で韓国
人は 4名だけだったのです。
日本のロータリークラブは自国民中心で構成され、地
域の代表的な人々が入会するステータスの高いクラブ
でした。いわば、包摂的なインクルーシブなクラブで
はなく、排他的なエクスクルーシブなクラブでした。
未来を見据えて
戦後、1950 年 10 月国際ロータリーに復帰した釧路
ロータリークラブは順調な成長を続けました。また、
ロータリー活動も成長期を迎え釧路北クラブを始めと
した 9クラブのスポンサーとなり、地区ガバナーも
両角氏を入れないで 4名のガバナーを輩出しました。
私達釧路ロータリークラブは
今まで述べてきました「歴史と伝統」を踏まえ、未来
に向けていかなければなりません。
2026 年の 90周年には記念事業や式典等の諸準備と
共に未来に向けた諸準備をしなければならいと思いま
す。
構造主義の創設者レヴィ・ストロースは日本の文化を
「過去の伝統と現在の革新の得難い均衡」を比類ない
ものとして高く評価し全人類が学ぶべきとしました。
私達も未来を創るために過去の歴史と伝統を踏まえて
革新をしていく事が大事であると思います。
　以上、私からのお話にさせていただきます。

ご挨拶　吉田　潤司パストガバナー
　皆さん、こんにち
は。小船井さんの後
に話をするのはホン
トにつらいのです。
小船井さんと私の大
きく違う所は、何か
ロータリーのことを

聞きますと、必ず「手続き要覧では・・・」と話して
来るのです。ですから、間違えたことは言わない。
ちょっと分からないことは日本事務局に確認して、「こ
れは、こうです」と。しかも、メールで切り取った所
をポンと送ってくることで、とてもきちんとしてくれ
ます。今日の話も多分間違いはないと思います。　私
は、そういう話は全くできないので、時に話が自己流
の話ばかりするので 心配なのです。
　小船井さんは、いまはパソコンをおしゃれにやって
いますけど、1996 年ごろは私の方がずうっと上だっ
たのです。小船井さんはパソコン、あまりできなくて、
私はその時まだビルダーのない時にクラブでホーム
ページを作ったのです。その時に小船井さんが熱心に
見ていて、それで少しずつ追い越されてしまって、ホ
ントにある日突然追い越されました。私は後退ばかり
しましたから、小船井さんはある時に「メールで写真
が来た」と言って、今では当たり前のことですがね。
　それから、小船井さんは会議に行きますと、パソコ
ンをこうやっているのです。他のクラブの多くの人た
ちには「キザな奴だな」と思われていたのですが、実
は違うのです。話していることを全部要約して、総理
大臣の記者会見の時には新聞記者はすぐ原稿を作って
いますけど、小船井さんのそれはすごいのです。です
から、私が何かやる時には小船井さんと一緒にやると
「終わります」までの原稿ができているのです。すご
いです。
「吉田さんは早いね」と言われますけど、実は小船井
さんに書いていただいたものですけれど。そういうス
ゴイ人だったので、褒めてばかりいますけれども、ホ
ントにスゴイいのです。小船井さんに負けないように
話そうと考えましたが、無理だから止めます。
　今日は、90年・100 年に向けて「私の想い、この
ようにしてほしい」を話します。これは私の独断の話
ですけれど、話させてもらいまして参考にすることが
あればぜひ参考にしてもらいたいと思います。
　70年の時の釧路ロータリークラブの会員は 98名
で、登録は 498 名も登録したのです。懇親会に 375
名が出ましたけれど、実にお金がかかったのです。驚
くなかれ、1000 万円を超えたのです。当時の積立金
で 606 万円くらいあったのですが、その他のお金は
「登録料」と言いますから登録して出してもらってい
ますから、登録料 1万円を取ったのですけど、その
詳細は定かでありません。
　私は、今回これをやります時に、私が実行委員長だっ
た 70周年の本をいろいろ読みまして、こうだったの
だと。その時に集まって話をする実行委員会と長老の
人たちと 2回、別々に話しました。その時にいろい
ろ話をしたのは、結局は 70周年記念式典の反省会み
たいになったのです。その時の内容を今日、皆さまに
お話したいと思います。

　会員増強というのはどこにでも出てきます。私がガ
バナーをやりました時にも多くのクラブに行きまし
た。公式訪問した時に「ガバナー、そんなに会員増強
を言わないで、もっといいクラブを作ってから、みん
なが憧れるクラブを作って人を入れたらいいのではな
いか」という話はいろんなクラブで言われました。
　でも、皆さん、憧れのクラブというのはあるのでしょ
うか。私はないと思うのです。どんなクラブを作って
も、今の時代はいろんな会がたくさんありますから、
みんながクラブの評判を聞いて「入りたい」という人
は参考にするかもしれないが、昔のように定員制をひ
いて「空いたら入る」というような、入れてもらいた
いという時代は地方ではないと思います。全国的に見
ると京都ロータリークラブ、東京ロータリークラブな
ど大都市のロータリークラブにはある程度ありますけ
れど。
　私は、会員増強についてお話を聞くときに、「みん
なが憧れるクラブを作りたい。それが先なのだ」と。
卵が先か鶏が先か、それが先だと。「そういうクラブ
を作って自然と入ってくる人を待てばいいのだ」とい
う人がいましたけれど、これは、私はナンセンスだと
思います。それから「誰でもいいから入れればいいじゃ
ないか」。「これはダメなのだ」という人もいましたが、
私はこれもナンセンス、違うと思います。それから「定
員制を設ける」。地方で「釧路クラブが定員 100 人に
して、１人が空いて 99名になったら１人を入れると
したらいいじゃないか」。これも私はナンセンスだと
思う。無理だと思いますね。やはり、数は力なりです。
数を集められなかったらダメなのです。「ロータリー
に入りたい」という人は、おかしいかもしれないが「入
ることによって、学びたい」という人かもしれないで
す。ですから、入りたいという人を閉ざすことはダメ
だと思う。入れてしまって、増強して、そして立派な
人たちがいるのを見て、勉強をする。そして、いいロー
タリアンに育っていくことが大事でないかと思いま
す。
　私の個人的な考えですけれど、入りたい人をシャッ
トアウトするのは止めて、どんどん増やすべきだと思
います。うちのクラブも、私がガバナーになりまして
から、あと何年か後にはまたガバナーが出ます。ガバ
ナーの使命のひとつには「新クラブを作りなさい」と
いう使命があるのです。でも最近は新クラブができて
来ないのです。これは、100 人のクラブを 130 人位
にして、そこから分割をして 30人 40人を移して新
クラブを作ることが普通のやり方なのです。
　札幌の幌南ロータリークラブは 30人から 60人位
になるとすぐ分割するのです。新しいクラブをどんど
ん作るのです。こういうクラブもあります。これが普
通ですが、うちのクラブも 90年 100 年の時にはた
くさんの人を入れて、分割をして「さすが、釧路クラ

ブだ。いま新しいクラブができない時にさすがだ」と
なって欲しいし、やるべきだと思います。
　新しいクラブを作ると、総論は賛成「新しいクラブ
を作るの、いいじゃない」、各論では反対。これは全
国どこでもそうなのです。釧路クラブがもし新しいク
ラブ、釧路新ロータリークラブを作ったら、「私は作
るのは賛成だが、私は釧路ロータリークラブに残りた
い。新クラブには別の人が行ってください」となって
しまって、「なかなか、うまくいかない」という話も
聞きました。これはやりようで、いろいろあると思い
ます。
　私は台湾のロータリークラブはあまり分からないの
ですけど、台湾に行った時に、長老の人たちと若い息
子さんたちのクラブとがあって、時々一緒になって例
会をするという、和気あいあいにやったというのもあ
ります。これもスタイルだと思います。
　新しいクラブを作るということは 90年 100 年の
中で、ひとつの目標にしてもらいたいと思います。私
は最近の「流行りはんてん」のように衛生クラブを作っ
てというのには反対なのです。衛星クラブを作ってう
まく行っているという話は聞いたことがないのです。
やはり、作るならロータリークラブを作ってそこに若
い人に入ってもらうのが一番いいと思います。これを
お願いしたいのがひとつです。
　二つ目は、100 年になりますと大台なお金がかかっ
てくると思います。これをどうするかも大きな問題で
すが、座談会の私の時の反省の中で「スタートが遅す
ぎる」。来年行うとなったら、例えば、文化会館やま
なぼっとの予約となれば「１年以上前から日程が埋ま
る」と言われたのです。例えば 90周年の時に会長エ
レクトが決まれば、その段階で実行委員長、実行委員
会を作って準備をしたほうがいいと言われました。こ
の本の中にたくさん出ていました。
　私がやった時にはスタートが遅くて、テーマは『明
日に続く道』というテーマを作ったのですけど、この
テーマを作るのに延々と時間を費やしてしまって、
テーマより先に、予算はいくらか、何人くらい集めて
やるのか、会場をどうするか、日程をどうするか、を
決められる大枠を早く決めないと必ず遅れをとってし
まいます。これをやってもらいたいです。
　90年の節目ですから盛大にやるかどうかを別にし
ても、13年後には 100 年になるのです。
この時は多くの皆さんが残っていると思います。この
100 年の時にどうするかは多少でも前倒しをして準
備して考えて行かなければならないと思います。
　私は今日の話をするときにも、記念誌を読んできた
のです。すると、記念誌は記録なのです。私が 70周
年をやる時には、50周年の記念誌があって中味をい
ろいろ見ていて参考にしたのです。記念誌はきちんと
作ることは次の時にも必要になってきますので、記念

誌を書いていただきたいです
　うちのクラブでは「会報」、クラブの唯一の記録誌
なのです。なにかある時には必ず会報を見て、「何やっ
た、どうだった」と見るのですけど、丁寧に会報を書
いている方もいますし、実にあっさり書いてもいます。
私が嵯峨記念育英会の理事長をやっていました時に、
育英会の整理をしようと思って、ずーっと昔の資料を
見ながら、名前と学校を調べて行きましたが、だいた
いの所は書いてあるのですが、ある時には「嵯峨育英
会、５名結成」としか書いていないのです。名前もな
ければ、生徒もない。学校に聞いても「分かりません」
ということで結局、空白ができてしまうのです。です
から、記録誌を作る担当の人は「記録だ」と考えて、
できるだけ詳しく書いてもらいたいです。
　特に「今回、予算がたくさんかかりました」と言い
ましたが、登録料だったのか、果たして登録料 1万
円をもらったのか、詳しくは出ていないのです。その
他にどのような費用がかかったのか、もあまり書いて
いないのです。総費用が 1, 150 万円位かかっている
のです。それももう少し詳しく書くべきでないかと思
います。
　私はふたつ、記録誌の大事さを確認いただきまして、
記録誌を作っていただきたいということと、会員増強
については、数は力なりということで、門戸を広く開
けていただきたいです。
私が入りました時の山下会長はいつも例会の時に「会
は増強しなければ必ず衰退する」という話をしていま
した。増強するということはクラブの活性化のために
もなります。
　ここにこのようにいい人がたくさん集まっている中
で、「おかしな人が入ってきたら雰囲気が乱れる」と
いう考えを持つ人もいると思います。これは小さいク
ラブになればなるほどです。10人位のクラブを訪問
しますと、今すごくいい雰囲気、みんなでワーと言え
ばワーとなる。「これを壊したくないから、新しい人
は入れたくない」というクラブもあるのです。そんな
こと行っていたら必ず年をとって亡くなってしまいま
す。会員増強について私は門戸を広げて、私は誰でも
いいのです。「入りたい」という人で変な人間は、わ
ざわざ高い金を払って入るという人には変な人間はい
ないはずです。やはり、何かを学びたい、何かを吸収
したいという気持ちで入って来ると思いますので、門
戸を広げて 130 人 140 人のクラブになって、分割し
て新しいクラブを作るようにしてもらいたいと思いま
す。できれば 100 年の時まであと 13年ありますの
で毎年２人～３人増やして行けば 30人は楽に超えま
すので、ぜひ新しいクラブを作って、堂々と「釧路ク
ラブ、ここにあり」を作っていただければと思います。
話は、全部お願いをすることばかりでしたが、以上で
す。

　ぜひ、この後 80年の話もありますけれども、３年
後には 90年が来ます。13年後には 100 年になりま
すので、いろいろな準備のことを頭の隅に置いていた
だければと思います。
　記念式典の挨拶にしては、あまり意味のない話ばか
りでしたが、私の想いを伝えました。ありがとうござ
いました。

創立 60周年
（動画公開）

創立 60周年記念実行委員長　泉　　敬パスト会長
　写真は若いです
ね。28年前になり、
記憶も確かでなく
なって怪しげになっ
てきているのです。
思い起こしますと、
大久保前会長から私

に実行委員長の指名がありました。60周年の前の年
ですね、それは相当慌てました。ということは「１年
間で準備しなさい」とかなり厳しいわけです。予算も
300万円だったのです。私たちは「50周年を迎えた後、
記録がないので何とか記録を残したい。60周年記念
誌を作ろう」と。すると、50年から 10年間のブラ
ンクがそれで埋められるのですが、それを行っておか
ないとその後がまた大変になるのが当然あるわけで
す。
　振り返ってみますと、このクラブの周年記念は 25
周年からやっているのです。これは「記念を行った」
というだけで、特に記録を残すことは一切やっていな
いのです。30周年、40周年と一応祝賀会を行って、
記念品も贈呈することは行ってきているのです。ただ
し、記録は残していない、記念誌は作っていない。
50周年になって初めて「これは、まずい」となって
50周年誌を作ったのです。50周年にいた人には配布
したわけですが、50周年誌をお持ちの方はおそらく、
ここの会員の中には何人かしかいない。私が数えたと
ころ５人ほどしかいない。
　河合君、小船井君、吉田君、元ガバナーは２人いて、
立派な布張りの 50年誌を会報として皆さんに配布し
たことがあります。
　ぜひ、70周年誌も 80年誌も作ったので、90周年
誌も 100 周年誌も作っていくべきだと思っています。
これは、なんとかやってほしい。
　60周年の時には急に決まったことで、メンバーも
前の年に決まったのですが、これを実行するとなると
日程的なことも、金銭的なこともあるし、場所の確保
もしなければならず、そういう割り振りも全部行いま
した。60周年をやった時に 50周年から 60周年まで

にいた人は数少ないですから。60周年の時に在籍し
ていた方は手を上げてください、何人いますか。おそ
らく 10人いないでしょうか。
　私が 60周年をやった時に、50年から 60年に会員
がどのように移動したかに関心があって調べました。
50周年の時にいた 95人が 60周年の時に残っていた
のは 45人しかいなかった。10年の間に半分が入れ
替わった。釧路の会員はご存知のように他のクラブに
比べて転勤族が多いです。早い人は２～３年で代わっ
てしまう。転勤してしまって、新しく会員として入
る 。同じ企業の中での入れ替わりがあります。10年
経つと当然必ず入れ替わりがあるのです。その結果だ
と思いますけど、半分以下という現実があります。そ
のことをとらえて、計画を立ていただきたいです。
　例えば、当時は 300 万円でやりましたが、そのあと、
1000 万円もかかっているとなると、単年度でその資
金を集めるのは不可能です。あらかじめ、準備をして、
必要な備えを今から 90周年に向けて準備を始める措
置を取らないと。単年度でやることは無理と思います。
　60周年の時に記念事業として、ロータリーカップ
にまだ優勝旗がなかったのです。優勝旗を何とかして
作りたいと考えましたが、これはその予算の中からは
どう考えても出ないのです。それで、急遽、奉加帳を
作って会員に回したのです。奉加帳に名前と金額を書
いてもらったのです。幹事が２万、３万と書いて、み
んなはそれを見て俺も、俺もと。３回の例会で 110
万円が集まったのです。皆さん、金を持って歩いてい
るのですね。
　110 万円は優勝旗を作るのには多すぎるのです。
横断幕とカップを一緒に作ってロータリーカップに提
供することになりました。これは記念事業の一環とし
てやりました。
　金の問題は嫌だけれども、やはり集めて行かないと
いけないと思います。会長は大変だけれど、単年度で、
その時の会長に全部かぶせるのは大変だということ認
識して置いて欲しいです。どんなふうにやっても、か
かるものはかかるのです。
　いろんなことをやっている年度があります。40周
年の時にマリントポスに寄付したり、今まで救急車を
贈呈したこともあったのです。こういう事業をやろう
とすれば、それなりに資金が必要になって単年度では
難しいことがあって、ロータリークラブはほとんど引
継ぎをしないのです。引継ぎをしないで次の年度にポ
ンと預ける。すると会長以下、担当者は勉強しないと
間に合わないのです。そういう意味では、予算決算も
滅茶苦茶です。それぞれがそういう風に預けられてき
ても皆さんは新しい年度にきちんと計画を立ててやっ
ています。
　前のは参考資料になりますけれども、引継ぎで事業
を引き継ぐことはないのです。これは原則としてやら

ないことになっている。引き継いでほしいものは肩た
たきのように次期の会長にお願いをしておくことはあ
りますけども、実際は、その年度の事業はその年度が
決めて行います。どの人が会長をやっても皆さん、上
手に困難を切り抜けて運営して来ているのがロータ
リークラブです。
　これは一人でやるわけではないし、これは職業を通
じて奉仕の精神で理想を追求しながらやっている皆さ
んの友愛の中でお互いに助け合ってやって行くお陰
で、こういう形が維持できていたのだろうと思います。
　昔は、私が入ったころはかなり厳しい時代がありま
して、会に入ること自体が大変だったのです。入会さ
せるのに「金を貸している者はダメ」、「妾を持ってい
る奴はダメ」、飲食店も同じでした。いま時そんなの
はないと思うのですけれど。推薦があっても２年位お
かれるのがあったり、同意を得るのが大変な時代もあ
りました。
　そんなことがあって、今の会員はたくさんの入れ替
わりがあります。新しい会員については、50周年を
引き継いで、どうやって 70周年に渡すかという節目
でしたのでやったと理解してもらえれば。難しい話は
何もないのです。ただ、大変だったのは金銭の問題で
したので心得てもらえればと思います。

70 周年記念実行委員長　吉田　潤司パストガバナー
　また出てきました
けど、簡単に。本当
は青田君が話すこと
を楽しみにしていた
のです。どうしても
出られないというこ
とで。
　これは会長が青田年度だったのですが、大変な年
だったのです。当時はパシフィックホテルで例会を
やっていました。私たちが 11月の式典をパシフィッ
クホテルでやった時には、そういう話は知らなかった
のですが、パシフィックホテルは 12月に倒産をしま
した。それは青田君には突然の話だったものですから、
大変な思いをしたと思います。急いで例会場を探さな
ければならず、事務局をどうするかがあって、この年
が 2006 年でした。
　例会場は当時キャッスルの社長の反保さんがいまし
たのでスムーズに移行できました。事務局の場所がな
いということで三ツ輪ビルに移しました。大山さんも
一緒に三ツ輪ビルに引っ越しました。これは定正君の
努力のおかげで引っ越しができたのです。
　これが大きな出来事でした。
　記念講演は実行委員会を作った時に「記念講演は必
ず行いたい」ということで記念講演の実行委員長を滝
越さんにおねがいしました。講師を誰にしようかと、

標茶に住んでいる有名な芸能人でしたが忙しくて日程
が合わず、そこで「ロータリークラブは経済人の団体
だから経済人を呼ぼう」となり候補に挙がったのが
ホーマックの石黒社長でした。当時の石黒さんは９月
に「カーマ」と「ダイキ」と合併して大変忙しい時期
だったのです。
　「講演なんか受けられない」ということだったので
すけど、滝越記念講演実行委員長が頑張って口説いて、
口説いて「人間万事塞翁が馬」の話でしたが石黒さん
の苦労と現状、将来　の展望について感銘深い記念講
演でした。これは一般公開して大変好評だったのです。
　この間も、網走の周年事業に行きました。緻密でと
てもいい式典でした。式典と懇親会で、挨拶と表彰、
終わったら懇親会で少し重みがないなと思って、うち
の 70周年は重みがあったかどうかは別ですが、記念
講演を入れたのが良かったと思っています。
　この二つが思い出に残ることです。
　三つめは個人的なことで、70周年記念式典をやる
ということで、ＦＭくしろに行きました。時間を取っ
てもらって私と青田君がお話をしようと行きました。
青田君は行く前には、「俺は最初に挨拶して、あとは
吉田がやれ」という話でしたが、いざ始まると「青田
です。実行委員長の吉田です。から残り 19分は全部
青田君がしゃべりまして、ものの見事にしゃべりまし
たけど、中味はいい話をしましたので良かったなと思
います。この当時の釧路ロータリークラブは大変勢い
がありまして、青少年の交換事業もずっと続けていて、
この時はシューニカーンというアメリカの男の子が来
ていました。米山奨学生には趙偉紅（チヨウイコウ）
さんが来ました。その後も、その前も続いていたので
すが、どこで途絶えたか中断していて残念だなと思っ
ております。
70周年の時には稚内からも来ていただきました。随
分たくさんの人に来ていただきました。
私たちも、その時のことを覚えていて、どこかでお返
しをしなければならないと思います。
最後にもう一つ。網走の創立式典に行きまして、うち
の会長が挨拶をしましたけれど、これはものの見事に、
みんな感心しました。素晴らしかったです。みんなに
聞かせてあげたかった内容でした。時系列がはっきり
して、とてもいい挨拶だったことをお伝えして終わり
ます。

創立 80周年　木下　正明パスト会長
　皆さん、こんばん
は。なかなか喋りづ
らいところもありま
す。
80周年を実行する
にあたって私が会長

でいいのかがあって、脇さんがいいのではないかと。
人事の脇さんは釧路クラブで有名ですのでそういう方
がまとめてやっていただいた方が良いとか、いろんな
ことがありました。
結局、２年前に会長の指名が固まったなかで、準備が
遅れたとかがありますが、だいたい２年前にどんな事
業をやるかを会長が考えないと案が出ません。
私が考えたのは、70周年で石黒さんに講演していた
だいたので、影響力がある方に講演をしていただきた
い。私が少ない経験の中で面白かったのは例えば桑田
真澄さんとか尾木ママだとか、あとは林先生とか、桜
木紫乃さん。あと私、NHKの番組審議会委員で 4年
間やらせてもらっていたので。石黒さんの時は滝越さ
ん本当に頑張っていただいて決まった経緯がありま
す。
その中でどうやったらいいか、私が会長になる前の年
の 11月くらいに会長に決定するぐらいのタイミング
がありますので、その時に情報集会を西村さんにやっ
ていただいたり、80周年に向けてどういう事業をやっ
たらいいかの例会をやっていただいたり、後藤さんに
は早い時期にやっていただいたのかなと思います。
まずは会場を押さえて、講演者の候補を決めて、ある
程度打診をしました。それぞれすべての方に打診をさ
せていただいて、ＪＣさんが林先生を呼んでしまった
のです。桜木紫乃さんも結構釧路市内に来ることが
あったり、いろんな尾木ママさんに結構左寄りかな、
それはちょっと置いといて。
そんな中で 2012，2013 年に釧路の算数や数学の学
力がものすごく低いという結果が分かったのです。そ
の算数や数学が低いというのは、もともと国語力がな
いからと、林先生と数学の先生と一緒に講演していた
だくというのも候補に挙がっています。
ちょうど釧路の付属中学校を出て名古屋大学に行かれ
て、東進ハイスクールに行かれた志田昭先生がおりま
して、その方のネプリーグだとか、いろんな番組に林
先生と一緒に出ていて、番組を賑わした地元の方でも
あるのでその方を呼びたいと。林先生とセットで呼ぶ
つもりだったのですが、林先生はＪＣさんに来られた
こともあって、これは二番煎じで辞めて。
では、志田先生に話をしていただくには何がいいかと
いったら、数学検定を当初１万 2,000 人にプレゼン
トをしよう。要するに、釧路の小中学生全部で 1万
2,000 人なので、算数の成績が悪いのだったら、全員
に数学検定プレゼントしようというのを頭に入れなが
ら僕が 80周年やるのは 2016 年の 11月５日です。
2015 年 11 月の情報集会で皆さんに「どんな講演者
を呼んで、どんな事業者をやったらいいか」という情
報集会があって、その中で皆さんがいろんな桜木紫乃
さんが良いとか、こういうのが良いとか。アイスホッ
ケーが良いとか。いろんなすごいアイデアが皆さんの

中で出てきた。会長だったのである程度選ばせていた
だいて、次の年の７月くらいから実行委員会が立ち上
がった中で、こんなふうにやって行ったらどうだと説
得をさせていただいて、事業をさせていただきました。
メインの事業はその志田先生の講演会で、皆さんに動
員していただきまして、大体 600 名位集まったと思
うのです。多分それぞれの転勤族の方、すごく自分の
会社の方を 10名や 15名呼んでいただいて、ただ内
容はすごく素晴らしくて、ちょっとあまり時間がない
ので例会報など見ていただければと思います。
それと、そこで終わるのではなくて、数学検定を１万
2,000 人分プレゼントしようということから始まっ
て、あと地区の補助金を使ってその後の３年間ですね。
都合４年間で、延べで結局受けていただいた方が４万
600 人の方に数学検定を受けていただきました。
　その結果として市内の小学校で全国平均を上回って
いる所もいまだにあります。あと国語検定が始まり 、
市内の学力がすごく上がっています。実は市内の学力
が落ちていると思われがちなのですが、今はその当時
よりもだいたい 10％から 15％学力平均点が上がって
います。子どもたちには、すごく可能性があるので、
その子どもたちにたくさん可能性を追求してもらっ
て、学力を上げていただいて自分が望む世界に羽ばた
いていただきたいです。戻ってこない子どもたちもた
くさんいると思うのですが、それをやっていただきた
いということで、今年の後藤年度でも湿原の体験学習
だとかにつながっていると思います。
私のわがままから始まったものが、少し継続事業とし
てやって結実しているのかなと思います。
その時は、台北中央ロータリーとは姉妹都市提携をし
たり、台湾から小学生を呼んで交流コンサートを釧路
ロータリークラブ主催でやったり、あと海外に私は５
回ほど行きました。　　
プーケットで水の事業をやったり、ブータンに行って
お手洗い場を供給したり、ブータン世界で一番着陸す
るには危ない空港だとかあって、死ぬつもりで小船井
さんと一緒に死ぬ間際には小船井さん文句言ってから
死のうと思いながら着陸したのを覚えています。
そういった形で釧路ロータリークラブの方々は本当に
協力を荒井先生はじめ協力していただいていろんな事
業を成し遂げたのかなと思いますが、時間がなかった
ので、自分のアイデアで考えたもの、プラス本当は会
長の想い、プラス皆さんが考えた何かを足して、倍く
らいの事業にしてもらえたらよかったのかなと、私は
思いました。
私も言葉がつたなくて、皆さんに説得するのに時間が
かかったり、事業が十分できなかった所を反省してい
ます。
90周年、100 周年で充実した釧路ロータリークラブ
が地域のために何ができるか、日本のために、世界の

ために何ができるかを考えて、時間があるのでいい形
の周年をしていただいて。予算の話がありましたが、
80周年は 1,200 万円の予算でやりました。志田先生
が講演料を安く抑えてくれて、数学検定も 3600 人に
寄付をするのですけれど、100 万円でやってくれた
ので安く押さえられたので結果として 1,000 万円位
しかかかりませんでした。
高いか安いかありますがアグレッシブにトライして皆
さんが地域のための活動につなげていければいい周年
になると思います。
「釧路クラブ、ここにあり」と皆さんに協力いただい
てできたのかなと思って、感謝もしておりますが、もっ
ともっとできると思っております。あと３年、よろし
くお願いいたします。高橋さんに指名された会長さん、
指名されそうな人はもう想像していただいたらありが
たいと思います。
以上です。

木下パスト会長ありがとうございました。それでは
60周年、70周年、80周年とスピーチをいただきま
した皆さまに改めまして拍手をお願いします。それで
は残り時間も少なくなってまいりました。ここで皆さ
まで手をつなぎ輪になっていただきまして手に手をつ
ないでを斉唱したいと存じます。皆さまご起立いただ

き輪になってお手をつなぎますようお願い申し上げま
す。

（手に手を繋いで）

中締めの挨拶　高橋　直人会長エレクト
　皆さま、諸先輩を
前に中締めの挨拶と
いうことでご指名で
すので、 皆さんご用
意下さい。
今日は、87周年に
ちなんでということ

で例会を開き、諸先輩の 50周年、60周年、70周年、
80周年と本当に素晴らしい歴史と伝統のある釧路ク
ラブ。私もここのクラブに入って本当に自慢でござい
ます。
皆さん、ぜひともこれからこの釧路クラブを 90周年
に向けて頑張っていきたいと思います。というか、私、
90周年の指名会長ですので何とか私の専権事項です
ので、プレッシャーは結構かけられていますが。まだ
自分の年度もかけられていません。それは、心と決め
まして頑張っていきたいと思います。
それでは本日の皆さま方の会員とご健勝と釧路クラブ
の繁栄を願いまして 3本締めで締めようと思います。



 

　
みなさん、こんばん
は。冒頭、お知らせ
がございます。
　先々週の例会にお
きまして、次年度理
事・役員の立候補を
募っておりましたと

ころ、10日後の先週に立候補がないことになりまし
て、速やかに指名委員会を立ち上げる流れになってお
りますので、こちらから指名委員の皆さまにはご連絡
を差し上げているところであることを皆さまにご報告
ということでお知らせを申し上げます。
　本日は北ローターアクトクラブの皆さま、お疲れさ
までした。会長は４月よりもこなれてきましたね。成
長を見るのが、とても楽しみです。僕はまだこなれて
いないものですから、うらやましく思って見させてい
ただきました。
　先週 11月 11日に網走ロータリークラブの創立 70
周年記念式典にお呼ばれをして、吉田パストガバナー
ご夫妻、佐藤幹事とともに参加をさせていただきまし
た。
　久し振りに口から心臓が飛び出るくらいに緊張をし
ました。祝辞が終わってホッとした夜、記憶がなくな
るくらいお酒を飲みまして大変な目にあいました。
そんなことどうでもいいのですが、道中、吉田パスト

ガバナーから大変いいお知らせをお伺いしましたの
で、皆さまにお伝えをしたいと思います。
先日、釧路交響楽団の演奏会が釧路で開催されたとい
うことで、吉田パストガバナーが観覧したそうです。
そこで、清水輝彦君にバッタリお会いしたそうです。
いろいろお話をしたそうですが、ご本人は「記憶の方
がまだあいまいで、リハビリを頑張らなければいけな
い」とおっしゃっていたそうですが、吉田パストガバ
ナー曰く、「少し頭の悪い奴よりも、全然大丈夫だ」
くらいの素晴らしい回復具合、言葉は悪いのですが、
倒れられたのが不思議なくらいの回復度合いだという
そうです。受け答えもはっきりされていて、もちろん
車椅子ではなくご自分で歩いてこられていたそうで
す。
清水幸彦先生のお別れ会の時に、奥様が「年末くらい
の例会には何とか参加できるように頑張りたいと、本
人も言っていることを伝え聞いた者として、清水輝彦
君が仕事のことや、ご家族のことや、ロータリーのこ
とや、そしてご自分の趣味のことや、まだまだやりた
いことに向かって一生懸命リハビリで努力している姿
が容易に想像できるものですから、ホントに嬉しく
思っておりまして、私からも輝彦君に、なんとか早め
に例会に来てくださいとお伝えしたいと思っておりま
す。メールでも電話でも構いません、近い関係の方は
そうやって促していただいて、一日も早い清水輝彦君
の出席を祈りましょう。

本日は「創立 87周年にちなんで」ということで釧路
ロータリークラブの87回目の誕生日を迎える日です。
札幌ロータリークラブ、帯広ロータリークラブからの
スポンサードを受けて 87年、これまでたくさんの方
がいろいろな努力をされて、こうして楽しいクラブに
なっていることをみんなで語らって、本日も有意義な
時間にして 88年目の明日の一歩目を始めてまいりま
しょう。本日も美味しいお酒を皆さんと酌み交わした
いと思います。本日一日、よろしくお願いいたします。

幹事報告　佐藤　貴之幹事
皆さん、こんばんは。先ほど後藤会長からありました
「網走ロータリークラブ創立 70周年記念式典」に参
加してまいりました。こちらは「70周年記念の盾」
をいただいております、クラブ事務所に飾っておきま
すので皆さん、ご覧いただければと思います。
今週 19日の日曜日、釧路交響楽団の定期演奏会があ
ります。ご招待券が２枚届いておりますので、ご興味
のある方がおりましたら本日中に私まで声を掛けてく
ださい。

活動報告　釧路北ローターアクトクラブ
　　　　　　　　　　　　　　会長　小島　大輝君
　皆さま、こんば
んは。釧路北ロー
ターアクトクラブ
会長の小島　大輝
と申します。本日
はどうぞよろしく
お願いいたします。
　本日は７月の表敬訪問の時にお邪魔させていただい
てから２回目の釧路ロータリークラブ様の例会に訪問
させていただきました。本日は、貴重な時間を割いて
お話させていただく機会を設けていただきました後藤
会長、佐藤幹事をはじめとする釧路ロータリークラブ
の皆さま、本当にありがとうございます。
　本日、私たちローターアクトクラブから活動報告と
いうことで、本年度の ７月から 10月までの活動のご
報告をさせていただきたくお邪魔させていただきまし
た。
　私のつたない説明と限られた時間の中では十分にお
伝えすることは難しいのかなと思いましたので、皆さ
まの各テーブルに私たちの現時点の活動報告を配布さ
せていただきました。お手すきの際にご覧いただけれ
ばと思います。
　私からは２点ほどをご案内させていただきます。
　1点目は、直近の２回の例会をご報告させていただ
きます。9月 26日に開催しました今年度の第６例会
と、10月 29日に開催しました第７例会、資料の後
ろの２ページに記載されています。

　この２回の例会、どちらも「ポリオウイルスの根絶
活動」をテーマに掲げさせていただいております。私
たちローターアクトクラブも 2019 年のＲＩ規定審議
会の決定がありまして、現在、ＲＩに加盟させていた
だいているクラブのひとつとなっております。ＲＩの
活動であったり、第 2500 地区のロータリークラブの
皆さまがどのような活動をされているのかを知る機会
が増えて来まして、今年度の鶴見ガバナーが重点目標
のひとつに掲げられているのが「ポリオウイルスの根
絶」ということで、私たちも「ポリオウイルスの根絶」
に向けて何かできないかと興味を持つようになって今
年度の例会を企画しました。
　第６例会では、ポリオウイルスはどのようなウイル
スで、現状、世界ではどのくらい残っていて、根絶に
向けてどのような取り組みをしているかを学びまし
た。
その後、10月 29日の第７例会に私たちローターア
クトクラブが毎年開催している「ハロウィンイベン
ト」、小学生を対象にした、本物のかぼちゃをくり抜
いて「ジャック・オー・ランタン」を作るイベントで
すが、そのイベントの中で参加していただいたご家族
の皆さまに、「ポリオウイルスはどのようなウイルス
か」「いま苦しんでいる子どもたちがいる」「寄付する
ことによってワクチンが買える」という説明をして、
実際にご寄付を募る取り組みをさせていただきまし
た。
　この活動報告書にも書いてありますが、結果は大多
数のご家族の皆さまから 33 ,788 円の募金をいただ
くことができました。
　この活動をとおしてアクトならではのやり方で少し
ずつでもポリオウイルスの根絶や奉仕活動にできれば
良かったと考えております。
　最後に、会員数の動向についてご案内させていただ
きます。今年度は会員数 16名からのスタートとさせ
ていただきました。現在、新入会員が３名、退会が２
名あったので 17名の会員数となっています。17名
なので運営するうえでは、ある程度の人員が確保され
ていると見えるかもしれないのですが、年齢層が大き
く偏っております。26歳未満の会員は非常に少なく
なっておりまして、学生だったり、営業をされている
転勤族の会員だったりで、数年後には卒業・転勤でア
クトを離れてしまう会員が多いです。
　今年度、あるいは次年度に関しては、ある程度運営
の体制の目途が付いているような状況ですが、２年か
ら３年後に関しては会員数が大幅に減って、事業の継
続に大きな支障が出て来ると、表敬訪問の時にもお話
させていただきましたけれども、会員増強を避けて通
れない部分と考えております。
　釧路北だけではなく、道内のローターアクトクラブ
はほとんどが会員数の減少によって存続が危ぶまれて

いるような状況にあります。記憶に新しい事例として、
４年前に斜里のローターアクトクラブが終結して、２
年前には根室のローターアクトクラブが終結となって
おります。いずれも、理由は会員不足によるものです。
このご時世、ロータリーに限らず、どの会社様も若年
層の働き手が不足しているとは存じ　り出すことに懸
念を感じている方もいるかと思うのですけれど、ここ
からは私の実体験の話になるのですが、アクトに入る
ことで友達とかではなく、同年代の、かつ異業種で働
いている方、自分で起業している方と接する・交流す
る機会を持つことは貴重なことと考えています。自分
と違う所で働いている人たちの考えに触れることで僕
自身は視野が広がったなと実感する機会もあり、「こ
ういう人たちは、こういう思いで働いている」「この
人は若いのに、こういう気持ちで起業したのか」とす
ごく参考になることもあり、自分の仕事の中に還元で
きる経験と個人的には考えております。
　本日お越しになっている皆さんの中で、いま頭の中
でピンと思い浮かぶ方がいらっしゃれば、ぜひ私、あ
るいは幹事の佐井会員にご連絡いただければと思いま
す。その時は、飛びついて、飛んで行きますのでよろ
しくお願いいたします。
　最後になりますけど、今後ともより一層のご指導ご
鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。
本日はありがとうございました。

親睦活動委員会　濱口　憲太委員長
皆さん、こんばんは。
首の手術から丸３カ
月が経ちまして、だ
いぶ調子が上がって
きました親睦活動委
員会の濱口です。
本日のプログラム　

夜間例会『クラブ創立 87周年にちなんで』を開催さ
せていただきます。今から 87年前の 1936 年（昭和
11年）11月 23日に、当時平均年齢 40歳を少し超
える若いチャーターメンバー 30名のもと、釧路ロー
タリークラブは創立をされました。道内では７番目、
国内では 26番目、世界では 4092 番目に創立をされ
ました。
その由緒正しき歴史と伝統の重みと、輝かしい活動の
軌跡は 87年間脈々と今日につながれております。
本日の例会では、創立からクラブの歴史と伝統、90
年の節目に向かって会員皆さまでロータリーを大いに
語らいながら楽しく、大切な時間にしてまいりたいと
思います。

それでは、はじめに釧路ロータリークラブの軌跡につ
いて動画を作成しましたのでスクリーンにご注目くだ
さい。

（動画上映）

乾杯のご発声　石田　博司パスト会長
ロータリークラブに入っていて嬉しいことのひとつ
は、新しく入った方がこぞって「いいクラブに入った」
と言ってくれることです。ロータリーに入ったから売
り上げが上がるわけではないので、嬉しさがそこにあ
るのではなくて、われわれの釧路クラブの雰囲気にあ
るのだと思うのです。そうすると「入って良かった」
といわれると、自分が褒められたような気がしてしま
い、とても嬉しいのです。
誰がそういうクラブにしたのか。別にどのクラブと言
いませんけど、比べて「釧路クラブがいいですね」と
おっしゃるのです。他のクラブに入った者から聞くと
「随分、雰囲気が違いますよ」と言うのです。
なぜこういう雰囲気になったのか。私のスポンサーは
吉田潤司パストガバナーですけど、もちろんスポン
サーをしていただいた時にはまだガバナーではなかっ
たのですが、吉田さんから昔話をよく聞きました。吉
田さんが入ったころは、「うるさい年寄りがいて、ホ
ントに躾というか、嫌になりほどうるさかった」と言
うのです。その様子を聞いていると、「将来、自分が
ベテランになった時は、あんな年寄りになりたくない」
と思った人がこの空気を作ったのではないかと私は思
うのです。と言ったら、天方君が「僕はそうではなく
て、この雰囲気を作ったのは清水先生ではないかと
思っています。他のクラブではパストガバナーがもっ
と存在感を出して、仕切って指令ができるみたいです
けど、清水先生は作らなかったからそういう雰囲気に
なって、その後に小船井さんがなってもお人柄がよろ
しく、そういう雰囲気を作らなかった」。だから、天
方君が「この釧路クラブの雰囲気を作ったのは清水先
生ではないか」と言うのですけど、まぁ、それもある
でしょう。
いずれにしても、類は友を呼びますから、今いるわれ
われが新入会員の方を集めていると思って間違いない
と思います。よそのクラブは、それなりにそういう人
が集まっている訳ですから。
ということで、どうか新入会員の皆さま、転勤族の方
を含めまして、いい雰囲気の釧路クラブの伝統をつな
いでいってくださいますように心からお願い申し上げ
ます。
では、乾杯をさせていただきます。
87周年、おめでとうございます。
（おめでとうございます）

ご挨拶　小船井修一パストガバナー
　歓談中、恐れ入り
ます。委員長は本当
に真面目な方で、何
回もメールをいただ
きまして、準備をさ
せていただく形にな
りました。こういう

飲む場で硬い話になって申し訳ありません。10分ほ
ど時間を頂戴して、原稿を用意してありますのでホー
ムページに掲載させていただきますが、お話をさせて
いただきます。
釧路クラブのホームページで「歴史と伝統」というバ
ナーがありますので紹介させていただきます。
釧路ロータリークラブが創立されたのは昭和 11年
(1936 年 ) で、道内では 7番目の誕生です。 日本国内
では 26番目、世界では 4092 番目となっています。
北海道では 1932 年（昭和 7）の札幌に始まり、昭和
8年小樽、9年旭川、函館、10年帯広、11年室蘭、釧路、
12年北見の順で主要都市 8クラブが誕生しました。
1941 年 10 月 10 日国際ロータリーを離脱し釧路職
域懇談会として活動しました。
1950 年 10 月 2日再加盟し、チャターメンバーの中
でリチャーターメンバーとなったのは 6名でした、
私が入会した 1984 年当時では村上裕二会員おひとり
だけになっていました。
戦前のロータリークラブ（日本の 2つの特質）
アジアで最初に設立されたロータリークラブ 1919 年
6月設立のマニラロータリークラブ、私が知りえる範
囲で設立順では 1919 年 10 月設立の上海ロータリー
クラブ、1920 年 1月認証のカルカッタロータリーク
ラブで、1920 年 10 月 20 日設立の東京ロータリー
クラブはアジアでは 4番目に設立されたと思います
東京ロータリークラブはマニラ・上海・カルカッタの
クラブとは大きな違いがありました。
それはマニラ・上海・カルカッタとも英語クラブであっ
たことです。因みに1930年設立のタイ・バンコクロー
タリークラブも英語クラブでした。これは海外から赴
任した欧米人を中心としたクラブであったことを意味
します。
東京ロータリークラブはその意味で全く違いました。
日本語で運営され、チャーターメンバー全員が日本人
だったのです。
そして1905年2月23日創設されたシカゴロータリー
クラブとも会員構成で大きな違いがありました。
シカゴロータリークラブの創設メンバー 4名の職業
は、弁護士、石炭商、洋服商、鉱山技師（山師）であ
り、シカゴを代表する人たちではなく一般市民で構成
されていたのです。
一方

東京ロータリークラブの初代会長は米山梅吉、幹事に
は福島喜三次でした。
米山梅吉氏は 1924 年三井信託創設の初代社長でし
た。
28名のチャーターメンバーには日本銀行を始めとし
た金融機関、SF 作家星新一の星製薬社長、一ツ橋大
学の前身東京商科大学校長、三越、三井鉱山、北海道
炭鉱汽船等の三井グループ各社で構成された錚々たる
メンバーであったこともシカゴのチャーターメンバー
との違いだったのです。
20世紀初頭の世界は「敵国主義の時代」でした。
フィリピンはアメリカの植民地インドはイギリスの植
民地、上海は疎開の中で日本を含む英米列強によって
支配されていました。
独立国だったタイのバンコクロータリークラブでさえ
英米中心メンバーによる外国人クラブだったのです。
1927 年創設の京城（ソウル）ロータリークラブも
チャーターメンバー 21名の内日本人が 17名で韓国
人は 4名だけだったのです。
日本のロータリークラブは自国民中心で構成され、地
域の代表的な人々が入会するステータスの高いクラブ
でした。いわば、包摂的なインクルーシブなクラブで
はなく、排他的なエクスクルーシブなクラブでした。
未来を見据えて
戦後、1950 年 10 月国際ロータリーに復帰した釧路
ロータリークラブは順調な成長を続けました。また、
ロータリー活動も成長期を迎え釧路北クラブを始めと
した 9クラブのスポンサーとなり、地区ガバナーも
両角氏を入れないで 4名のガバナーを輩出しました。
私達釧路ロータリークラブは
今まで述べてきました「歴史と伝統」を踏まえ、未来
に向けていかなければなりません。
2026 年の 90周年には記念事業や式典等の諸準備と
共に未来に向けた諸準備をしなければならいと思いま
す。
構造主義の創設者レヴィ・ストロースは日本の文化を
「過去の伝統と現在の革新の得難い均衡」を比類ない
ものとして高く評価し全人類が学ぶべきとしました。
私達も未来を創るために過去の歴史と伝統を踏まえて
革新をしていく事が大事であると思います。
　以上、私からのお話にさせていただきます。

ご挨拶　吉田　潤司パストガバナー
　皆さん、こんにち
は。小船井さんの後
に話をするのはホン
トにつらいのです。
小船井さんと私の大
きく違う所は、何か
ロータリーのことを

聞きますと、必ず「手続き要覧では・・・」と話して
来るのです。ですから、間違えたことは言わない。
ちょっと分からないことは日本事務局に確認して、「こ
れは、こうです」と。しかも、メールで切り取った所
をポンと送ってくることで、とてもきちんとしてくれ
ます。今日の話も多分間違いはないと思います。　私
は、そういう話は全くできないので、時に話が自己流
の話ばかりするので 心配なのです。
　小船井さんは、いまはパソコンをおしゃれにやって
いますけど、1996 年ごろは私の方がずうっと上だっ
たのです。小船井さんはパソコン、あまりできなくて、
私はその時まだビルダーのない時にクラブでホーム
ページを作ったのです。その時に小船井さんが熱心に
見ていて、それで少しずつ追い越されてしまって、ホ
ントにある日突然追い越されました。私は後退ばかり
しましたから、小船井さんはある時に「メールで写真
が来た」と言って、今では当たり前のことですがね。
　それから、小船井さんは会議に行きますと、パソコ
ンをこうやっているのです。他のクラブの多くの人た
ちには「キザな奴だな」と思われていたのですが、実
は違うのです。話していることを全部要約して、総理
大臣の記者会見の時には新聞記者はすぐ原稿を作って
いますけど、小船井さんのそれはすごいのです。です
から、私が何かやる時には小船井さんと一緒にやると
「終わります」までの原稿ができているのです。すご
いです。
「吉田さんは早いね」と言われますけど、実は小船井
さんに書いていただいたものですけれど。そういうス
ゴイ人だったので、褒めてばかりいますけれども、ホ
ントにスゴイいのです。小船井さんに負けないように
話そうと考えましたが、無理だから止めます。
　今日は、90年・100 年に向けて「私の想い、この
ようにしてほしい」を話します。これは私の独断の話
ですけれど、話させてもらいまして参考にすることが
あればぜひ参考にしてもらいたいと思います。
　70年の時の釧路ロータリークラブの会員は 98名
で、登録は 498 名も登録したのです。懇親会に 375
名が出ましたけれど、実にお金がかかったのです。驚
くなかれ、1000 万円を超えたのです。当時の積立金
で 606 万円くらいあったのですが、その他のお金は
「登録料」と言いますから登録して出してもらってい
ますから、登録料 1万円を取ったのですけど、その
詳細は定かでありません。
　私は、今回これをやります時に、私が実行委員長だっ
た 70周年の本をいろいろ読みまして、こうだったの
だと。その時に集まって話をする実行委員会と長老の
人たちと 2回、別々に話しました。その時にいろい
ろ話をしたのは、結局は 70周年記念式典の反省会み
たいになったのです。その時の内容を今日、皆さまに
お話したいと思います。

　会員増強というのはどこにでも出てきます。私がガ
バナーをやりました時にも多くのクラブに行きまし
た。公式訪問した時に「ガバナー、そんなに会員増強
を言わないで、もっといいクラブを作ってから、みん
なが憧れるクラブを作って人を入れたらいいのではな
いか」という話はいろんなクラブで言われました。
　でも、皆さん、憧れのクラブというのはあるのでしょ
うか。私はないと思うのです。どんなクラブを作って
も、今の時代はいろんな会がたくさんありますから、
みんながクラブの評判を聞いて「入りたい」という人
は参考にするかもしれないが、昔のように定員制をひ
いて「空いたら入る」というような、入れてもらいた
いという時代は地方ではないと思います。全国的に見
ると京都ロータリークラブ、東京ロータリークラブな
ど大都市のロータリークラブにはある程度ありますけ
れど。
　私は、会員増強についてお話を聞くときに、「みん
なが憧れるクラブを作りたい。それが先なのだ」と。
卵が先か鶏が先か、それが先だと。「そういうクラブ
を作って自然と入ってくる人を待てばいいのだ」とい
う人がいましたけれど、これは、私はナンセンスだと
思います。それから「誰でもいいから入れればいいじゃ
ないか」。「これはダメなのだ」という人もいましたが、
私はこれもナンセンス、違うと思います。それから「定
員制を設ける」。地方で「釧路クラブが定員 100 人に
して、１人が空いて 99名になったら１人を入れると
したらいいじゃないか」。これも私はナンセンスだと
思う。無理だと思いますね。やはり、数は力なりです。
数を集められなかったらダメなのです。「ロータリー
に入りたい」という人は、おかしいかもしれないが「入
ることによって、学びたい」という人かもしれないで
す。ですから、入りたいという人を閉ざすことはダメ
だと思う。入れてしまって、増強して、そして立派な
人たちがいるのを見て、勉強をする。そして、いいロー
タリアンに育っていくことが大事でないかと思いま
す。
　私の個人的な考えですけれど、入りたい人をシャッ
トアウトするのは止めて、どんどん増やすべきだと思
います。うちのクラブも、私がガバナーになりまして
から、あと何年か後にはまたガバナーが出ます。ガバ
ナーの使命のひとつには「新クラブを作りなさい」と
いう使命があるのです。でも最近は新クラブができて
来ないのです。これは、100 人のクラブを 130 人位
にして、そこから分割をして 30人 40人を移して新
クラブを作ることが普通のやり方なのです。
　札幌の幌南ロータリークラブは 30人から 60人位
になるとすぐ分割するのです。新しいクラブをどんど
ん作るのです。こういうクラブもあります。これが普
通ですが、うちのクラブも 90年 100 年の時にはた
くさんの人を入れて、分割をして「さすが、釧路クラ

ブだ。いま新しいクラブができない時にさすがだ」と
なって欲しいし、やるべきだと思います。
　新しいクラブを作ると、総論は賛成「新しいクラブ
を作るの、いいじゃない」、各論では反対。これは全
国どこでもそうなのです。釧路クラブがもし新しいク
ラブ、釧路新ロータリークラブを作ったら、「私は作
るのは賛成だが、私は釧路ロータリークラブに残りた
い。新クラブには別の人が行ってください」となって
しまって、「なかなか、うまくいかない」という話も
聞きました。これはやりようで、いろいろあると思い
ます。
　私は台湾のロータリークラブはあまり分からないの
ですけど、台湾に行った時に、長老の人たちと若い息
子さんたちのクラブとがあって、時々一緒になって例
会をするという、和気あいあいにやったというのもあ
ります。これもスタイルだと思います。
　新しいクラブを作るということは 90年 100 年の
中で、ひとつの目標にしてもらいたいと思います。私
は最近の「流行りはんてん」のように衛生クラブを作っ
てというのには反対なのです。衛星クラブを作ってう
まく行っているという話は聞いたことがないのです。
やはり、作るならロータリークラブを作ってそこに若
い人に入ってもらうのが一番いいと思います。これを
お願いしたいのがひとつです。
　二つ目は、100 年になりますと大台なお金がかかっ
てくると思います。これをどうするかも大きな問題で
すが、座談会の私の時の反省の中で「スタートが遅す
ぎる」。来年行うとなったら、例えば、文化会館やま
なぼっとの予約となれば「１年以上前から日程が埋ま
る」と言われたのです。例えば 90周年の時に会長エ
レクトが決まれば、その段階で実行委員長、実行委員
会を作って準備をしたほうがいいと言われました。こ
の本の中にたくさん出ていました。
　私がやった時にはスタートが遅くて、テーマは『明
日に続く道』というテーマを作ったのですけど、この
テーマを作るのに延々と時間を費やしてしまって、
テーマより先に、予算はいくらか、何人くらい集めて
やるのか、会場をどうするか、日程をどうするか、を
決められる大枠を早く決めないと必ず遅れをとってし
まいます。これをやってもらいたいです。
　90年の節目ですから盛大にやるかどうかを別にし
ても、13年後には 100 年になるのです。
この時は多くの皆さんが残っていると思います。この
100 年の時にどうするかは多少でも前倒しをして準
備して考えて行かなければならないと思います。
　私は今日の話をするときにも、記念誌を読んできた
のです。すると、記念誌は記録なのです。私が 70周
年をやる時には、50周年の記念誌があって中味をい
ろいろ見ていて参考にしたのです。記念誌はきちんと
作ることは次の時にも必要になってきますので、記念

誌を書いていただきたいです
　うちのクラブでは「会報」、クラブの唯一の記録誌
なのです。なにかある時には必ず会報を見て、「何やっ
た、どうだった」と見るのですけど、丁寧に会報を書
いている方もいますし、実にあっさり書いてもいます。
私が嵯峨記念育英会の理事長をやっていました時に、
育英会の整理をしようと思って、ずーっと昔の資料を
見ながら、名前と学校を調べて行きましたが、だいた
いの所は書いてあるのですが、ある時には「嵯峨育英
会、５名結成」としか書いていないのです。名前もな
ければ、生徒もない。学校に聞いても「分かりません」
ということで結局、空白ができてしまうのです。です
から、記録誌を作る担当の人は「記録だ」と考えて、
できるだけ詳しく書いてもらいたいです。
　特に「今回、予算がたくさんかかりました」と言い
ましたが、登録料だったのか、果たして登録料 1万
円をもらったのか、詳しくは出ていないのです。その
他にどのような費用がかかったのか、もあまり書いて
いないのです。総費用が 1, 150 万円位かかっている
のです。それももう少し詳しく書くべきでないかと思
います。
　私はふたつ、記録誌の大事さを確認いただきまして、
記録誌を作っていただきたいということと、会員増強
については、数は力なりということで、門戸を広く開
けていただきたいです。
私が入りました時の山下会長はいつも例会の時に「会
は増強しなければ必ず衰退する」という話をしていま
した。増強するということはクラブの活性化のために
もなります。
　ここにこのようにいい人がたくさん集まっている中
で、「おかしな人が入ってきたら雰囲気が乱れる」と
いう考えを持つ人もいると思います。これは小さいク
ラブになればなるほどです。10人位のクラブを訪問
しますと、今すごくいい雰囲気、みんなでワーと言え
ばワーとなる。「これを壊したくないから、新しい人
は入れたくない」というクラブもあるのです。そんな
こと行っていたら必ず年をとって亡くなってしまいま
す。会員増強について私は門戸を広げて、私は誰でも
いいのです。「入りたい」という人で変な人間は、わ
ざわざ高い金を払って入るという人には変な人間はい
ないはずです。やはり、何かを学びたい、何かを吸収
したいという気持ちで入って来ると思いますので、門
戸を広げて 130 人 140 人のクラブになって、分割し
て新しいクラブを作るようにしてもらいたいと思いま
す。できれば 100 年の時まであと 13年ありますの
で毎年２人～３人増やして行けば 30人は楽に超えま
すので、ぜひ新しいクラブを作って、堂々と「釧路ク
ラブ、ここにあり」を作っていただければと思います。
話は、全部お願いをすることばかりでしたが、以上で
す。

　ぜひ、この後 80年の話もありますけれども、３年
後には 90年が来ます。13年後には 100 年になりま
すので、いろいろな準備のことを頭の隅に置いていた
だければと思います。
　記念式典の挨拶にしては、あまり意味のない話ばか
りでしたが、私の想いを伝えました。ありがとうござ
いました。

創立 60周年
（動画公開）

創立 60周年記念実行委員長　泉　　敬パスト会長
　写真は若いです
ね。28年前になり、
記憶も確かでなく
なって怪しげになっ
てきているのです。
思い起こしますと、
大久保前会長から私

に実行委員長の指名がありました。60周年の前の年
ですね、それは相当慌てました。ということは「１年
間で準備しなさい」とかなり厳しいわけです。予算も
300万円だったのです。私たちは「50周年を迎えた後、
記録がないので何とか記録を残したい。60周年記念
誌を作ろう」と。すると、50年から 10年間のブラ
ンクがそれで埋められるのですが、それを行っておか
ないとその後がまた大変になるのが当然あるわけで
す。
　振り返ってみますと、このクラブの周年記念は 25
周年からやっているのです。これは「記念を行った」
というだけで、特に記録を残すことは一切やっていな
いのです。30周年、40周年と一応祝賀会を行って、
記念品も贈呈することは行ってきているのです。ただ
し、記録は残していない、記念誌は作っていない。
50周年になって初めて「これは、まずい」となって
50周年誌を作ったのです。50周年にいた人には配布
したわけですが、50周年誌をお持ちの方はおそらく、
ここの会員の中には何人かしかいない。私が数えたと
ころ５人ほどしかいない。
　河合君、小船井君、吉田君、元ガバナーは２人いて、
立派な布張りの 50年誌を会報として皆さんに配布し
たことがあります。
　ぜひ、70周年誌も 80年誌も作ったので、90周年
誌も 100 周年誌も作っていくべきだと思っています。
これは、なんとかやってほしい。
　60周年の時には急に決まったことで、メンバーも
前の年に決まったのですが、これを実行するとなると
日程的なことも、金銭的なこともあるし、場所の確保
もしなければならず、そういう割り振りも全部行いま
した。60周年をやった時に 50周年から 60周年まで

にいた人は数少ないですから。60周年の時に在籍し
ていた方は手を上げてください、何人いますか。おそ
らく 10人いないでしょうか。
　私が 60周年をやった時に、50年から 60年に会員
がどのように移動したかに関心があって調べました。
50周年の時にいた 95人が 60周年の時に残っていた
のは 45人しかいなかった。10年の間に半分が入れ
替わった。釧路の会員はご存知のように他のクラブに
比べて転勤族が多いです。早い人は２～３年で代わっ
てしまう。転勤してしまって、新しく会員として入
る 。同じ企業の中での入れ替わりがあります。10年
経つと当然必ず入れ替わりがあるのです。その結果だ
と思いますけど、半分以下という現実があります。そ
のことをとらえて、計画を立ていただきたいです。
　例えば、当時は 300 万円でやりましたが、そのあと、
1000 万円もかかっているとなると、単年度でその資
金を集めるのは不可能です。あらかじめ、準備をして、
必要な備えを今から 90周年に向けて準備を始める措
置を取らないと。単年度でやることは無理と思います。
　60周年の時に記念事業として、ロータリーカップ
にまだ優勝旗がなかったのです。優勝旗を何とかして
作りたいと考えましたが、これはその予算の中からは
どう考えても出ないのです。それで、急遽、奉加帳を
作って会員に回したのです。奉加帳に名前と金額を書
いてもらったのです。幹事が２万、３万と書いて、み
んなはそれを見て俺も、俺もと。３回の例会で 110
万円が集まったのです。皆さん、金を持って歩いてい
るのですね。
　110 万円は優勝旗を作るのには多すぎるのです。
横断幕とカップを一緒に作ってロータリーカップに提
供することになりました。これは記念事業の一環とし
てやりました。
　金の問題は嫌だけれども、やはり集めて行かないと
いけないと思います。会長は大変だけれど、単年度で、
その時の会長に全部かぶせるのは大変だということ認
識して置いて欲しいです。どんなふうにやっても、か
かるものはかかるのです。
　いろんなことをやっている年度があります。40周
年の時にマリントポスに寄付したり、今まで救急車を
贈呈したこともあったのです。こういう事業をやろう
とすれば、それなりに資金が必要になって単年度では
難しいことがあって、ロータリークラブはほとんど引
継ぎをしないのです。引継ぎをしないで次の年度にポ
ンと預ける。すると会長以下、担当者は勉強しないと
間に合わないのです。そういう意味では、予算決算も
滅茶苦茶です。それぞれがそういう風に預けられてき
ても皆さんは新しい年度にきちんと計画を立ててやっ
ています。
　前のは参考資料になりますけれども、引継ぎで事業
を引き継ぐことはないのです。これは原則としてやら

ないことになっている。引き継いでほしいものは肩た
たきのように次期の会長にお願いをしておくことはあ
りますけども、実際は、その年度の事業はその年度が
決めて行います。どの人が会長をやっても皆さん、上
手に困難を切り抜けて運営して来ているのがロータ
リークラブです。
　これは一人でやるわけではないし、これは職業を通
じて奉仕の精神で理想を追求しながらやっている皆さ
んの友愛の中でお互いに助け合ってやって行くお陰
で、こういう形が維持できていたのだろうと思います。
　昔は、私が入ったころはかなり厳しい時代がありま
して、会に入ること自体が大変だったのです。入会さ
せるのに「金を貸している者はダメ」、「妾を持ってい
る奴はダメ」、飲食店も同じでした。いま時そんなの
はないと思うのですけれど。推薦があっても２年位お
かれるのがあったり、同意を得るのが大変な時代もあ
りました。
　そんなことがあって、今の会員はたくさんの入れ替
わりがあります。新しい会員については、50周年を
引き継いで、どうやって 70周年に渡すかという節目
でしたのでやったと理解してもらえれば。難しい話は
何もないのです。ただ、大変だったのは金銭の問題で
したので心得てもらえればと思います。

70 周年記念実行委員長　吉田　潤司パストガバナー
　また出てきました
けど、簡単に。本当
は青田君が話すこと
を楽しみにしていた
のです。どうしても
出られないというこ
とで。
　これは会長が青田年度だったのですが、大変な年
だったのです。当時はパシフィックホテルで例会を
やっていました。私たちが 11月の式典をパシフィッ
クホテルでやった時には、そういう話は知らなかった
のですが、パシフィックホテルは 12月に倒産をしま
した。それは青田君には突然の話だったものですから、
大変な思いをしたと思います。急いで例会場を探さな
ければならず、事務局をどうするかがあって、この年
が 2006 年でした。
　例会場は当時キャッスルの社長の反保さんがいまし
たのでスムーズに移行できました。事務局の場所がな
いということで三ツ輪ビルに移しました。大山さんも
一緒に三ツ輪ビルに引っ越しました。これは定正君の
努力のおかげで引っ越しができたのです。
　これが大きな出来事でした。
　記念講演は実行委員会を作った時に「記念講演は必
ず行いたい」ということで記念講演の実行委員長を滝
越さんにおねがいしました。講師を誰にしようかと、

標茶に住んでいる有名な芸能人でしたが忙しくて日程
が合わず、そこで「ロータリークラブは経済人の団体
だから経済人を呼ぼう」となり候補に挙がったのが
ホーマックの石黒社長でした。当時の石黒さんは９月
に「カーマ」と「ダイキ」と合併して大変忙しい時期
だったのです。
　「講演なんか受けられない」ということだったので
すけど、滝越記念講演実行委員長が頑張って口説いて、
口説いて「人間万事塞翁が馬」の話でしたが石黒さん
の苦労と現状、将来　の展望について感銘深い記念講
演でした。これは一般公開して大変好評だったのです。
　この間も、網走の周年事業に行きました。緻密でと
てもいい式典でした。式典と懇親会で、挨拶と表彰、
終わったら懇親会で少し重みがないなと思って、うち
の 70周年は重みがあったかどうかは別ですが、記念
講演を入れたのが良かったと思っています。
　この二つが思い出に残ることです。
　三つめは個人的なことで、70周年記念式典をやる
ということで、ＦＭくしろに行きました。時間を取っ
てもらって私と青田君がお話をしようと行きました。
青田君は行く前には、「俺は最初に挨拶して、あとは
吉田がやれ」という話でしたが、いざ始まると「青田
です。実行委員長の吉田です。から残り 19分は全部
青田君がしゃべりまして、ものの見事にしゃべりまし
たけど、中味はいい話をしましたので良かったなと思
います。この当時の釧路ロータリークラブは大変勢い
がありまして、青少年の交換事業もずっと続けていて、
この時はシューニカーンというアメリカの男の子が来
ていました。米山奨学生には趙偉紅（チヨウイコウ）
さんが来ました。その後も、その前も続いていたので
すが、どこで途絶えたか中断していて残念だなと思っ
ております。
70周年の時には稚内からも来ていただきました。随
分たくさんの人に来ていただきました。
私たちも、その時のことを覚えていて、どこかでお返
しをしなければならないと思います。
最後にもう一つ。網走の創立式典に行きまして、うち
の会長が挨拶をしましたけれど、これはものの見事に、
みんな感心しました。素晴らしかったです。みんなに
聞かせてあげたかった内容でした。時系列がはっきり
して、とてもいい挨拶だったことをお伝えして終わり
ます。

創立 80周年　木下　正明パスト会長
　皆さん、こんばん
は。なかなか喋りづ
らいところもありま
す。
80周年を実行する
にあたって私が会長

でいいのかがあって、脇さんがいいのではないかと。
人事の脇さんは釧路クラブで有名ですのでそういう方
がまとめてやっていただいた方が良いとか、いろんな
ことがありました。
結局、２年前に会長の指名が固まったなかで、準備が
遅れたとかがありますが、だいたい２年前にどんな事
業をやるかを会長が考えないと案が出ません。
私が考えたのは、70周年で石黒さんに講演していた
だいたので、影響力がある方に講演をしていただきた
い。私が少ない経験の中で面白かったのは例えば桑田
真澄さんとか尾木ママだとか、あとは林先生とか、桜
木紫乃さん。あと私、NHKの番組審議会委員で 4年
間やらせてもらっていたので。石黒さんの時は滝越さ
ん本当に頑張っていただいて決まった経緯がありま
す。
その中でどうやったらいいか、私が会長になる前の年
の 11月くらいに会長に決定するぐらいのタイミング
がありますので、その時に情報集会を西村さんにやっ
ていただいたり、80周年に向けてどういう事業をやっ
たらいいかの例会をやっていただいたり、後藤さんに
は早い時期にやっていただいたのかなと思います。
まずは会場を押さえて、講演者の候補を決めて、ある
程度打診をしました。それぞれすべての方に打診をさ
せていただいて、ＪＣさんが林先生を呼んでしまった
のです。桜木紫乃さんも結構釧路市内に来ることが
あったり、いろんな尾木ママさんに結構左寄りかな、
それはちょっと置いといて。
そんな中で 2012，2013 年に釧路の算数や数学の学
力がものすごく低いという結果が分かったのです。そ
の算数や数学が低いというのは、もともと国語力がな
いからと、林先生と数学の先生と一緒に講演していた
だくというのも候補に挙がっています。
ちょうど釧路の付属中学校を出て名古屋大学に行かれ
て、東進ハイスクールに行かれた志田昭先生がおりま
して、その方のネプリーグだとか、いろんな番組に林
先生と一緒に出ていて、番組を賑わした地元の方でも
あるのでその方を呼びたいと。林先生とセットで呼ぶ
つもりだったのですが、林先生はＪＣさんに来られた
こともあって、これは二番煎じで辞めて。
では、志田先生に話をしていただくには何がいいかと
いったら、数学検定を当初１万 2,000 人にプレゼン
トをしよう。要するに、釧路の小中学生全部で 1万
2,000 人なので、算数の成績が悪いのだったら、全員
に数学検定プレゼントしようというのを頭に入れなが
ら僕が 80周年やるのは 2016 年の 11月５日です。
2015 年 11 月の情報集会で皆さんに「どんな講演者
を呼んで、どんな事業者をやったらいいか」という情
報集会があって、その中で皆さんがいろんな桜木紫乃
さんが良いとか、こういうのが良いとか。アイスホッ
ケーが良いとか。いろんなすごいアイデアが皆さんの

中で出てきた。会長だったのである程度選ばせていた
だいて、次の年の７月くらいから実行委員会が立ち上
がった中で、こんなふうにやって行ったらどうだと説
得をさせていただいて、事業をさせていただきました。
メインの事業はその志田先生の講演会で、皆さんに動
員していただきまして、大体 600 名位集まったと思
うのです。多分それぞれの転勤族の方、すごく自分の
会社の方を 10名や 15名呼んでいただいて、ただ内
容はすごく素晴らしくて、ちょっとあまり時間がない
ので例会報など見ていただければと思います。
それと、そこで終わるのではなくて、数学検定を１万
2,000 人分プレゼントしようということから始まっ
て、あと地区の補助金を使ってその後の３年間ですね。
都合４年間で、延べで結局受けていただいた方が４万
600 人の方に数学検定を受けていただきました。
　その結果として市内の小学校で全国平均を上回って
いる所もいまだにあります。あと国語検定が始まり 、
市内の学力がすごく上がっています。実は市内の学力
が落ちていると思われがちなのですが、今はその当時
よりもだいたい 10％から 15％学力平均点が上がって
います。子どもたちには、すごく可能性があるので、
その子どもたちにたくさん可能性を追求してもらっ
て、学力を上げていただいて自分が望む世界に羽ばた
いていただきたいです。戻ってこない子どもたちもた
くさんいると思うのですが、それをやっていただきた
いということで、今年の後藤年度でも湿原の体験学習
だとかにつながっていると思います。
私のわがままから始まったものが、少し継続事業とし
てやって結実しているのかなと思います。
その時は、台北中央ロータリーとは姉妹都市提携をし
たり、台湾から小学生を呼んで交流コンサートを釧路
ロータリークラブ主催でやったり、あと海外に私は５
回ほど行きました。　　
プーケットで水の事業をやったり、ブータンに行って
お手洗い場を供給したり、ブータン世界で一番着陸す
るには危ない空港だとかあって、死ぬつもりで小船井
さんと一緒に死ぬ間際には小船井さん文句言ってから
死のうと思いながら着陸したのを覚えています。
そういった形で釧路ロータリークラブの方々は本当に
協力を荒井先生はじめ協力していただいていろんな事
業を成し遂げたのかなと思いますが、時間がなかった
ので、自分のアイデアで考えたもの、プラス本当は会
長の想い、プラス皆さんが考えた何かを足して、倍く
らいの事業にしてもらえたらよかったのかなと、私は
思いました。
私も言葉がつたなくて、皆さんに説得するのに時間が
かかったり、事業が十分できなかった所を反省してい
ます。
90周年、100 周年で充実した釧路ロータリークラブ
が地域のために何ができるか、日本のために、世界の

ために何ができるかを考えて、時間があるのでいい形
の周年をしていただいて。予算の話がありましたが、
80周年は 1,200 万円の予算でやりました。志田先生
が講演料を安く抑えてくれて、数学検定も 3600 人に
寄付をするのですけれど、100 万円でやってくれた
ので安く押さえられたので結果として 1,000 万円位
しかかかりませんでした。
高いか安いかありますがアグレッシブにトライして皆
さんが地域のための活動につなげていければいい周年
になると思います。
「釧路クラブ、ここにあり」と皆さんに協力いただい
てできたのかなと思って、感謝もしておりますが、もっ
ともっとできると思っております。あと３年、よろし
くお願いいたします。高橋さんに指名された会長さん、
指名されそうな人はもう想像していただいたらありが
たいと思います。
以上です。

木下パスト会長ありがとうございました。それでは
60周年、70周年、80周年とスピーチをいただきま
した皆さまに改めまして拍手をお願いします。それで
は残り時間も少なくなってまいりました。ここで皆さ
まで手をつなぎ輪になっていただきまして手に手をつ
ないでを斉唱したいと存じます。皆さまご起立いただ

き輪になってお手をつなぎますようお願い申し上げま
す。

（手に手を繋いで）

中締めの挨拶　高橋　直人会長エレクト
　皆さま、諸先輩を
前に中締めの挨拶と
いうことでご指名で
すので、 皆さんご用
意下さい。
今日は、87周年に
ちなんでということ

で例会を開き、諸先輩の 50周年、60周年、70周年、
80周年と本当に素晴らしい歴史と伝統のある釧路ク
ラブ。私もここのクラブに入って本当に自慢でござい
ます。
皆さん、ぜひともこれからこの釧路クラブを 90周年
に向けて頑張っていきたいと思います。というか、私、
90周年の指名会長ですので何とか私の専権事項です
ので、プレッシャーは結構かけられていますが。まだ
自分の年度もかけられていません。それは、心と決め
まして頑張っていきたいと思います。
それでは本日の皆さま方の会員とご健勝と釧路クラブ
の繁栄を願いまして 3本締めで締めようと思います。



 

　
みなさん、こんばん
は。冒頭、お知らせ
がございます。
　先々週の例会にお
きまして、次年度理
事・役員の立候補を
募っておりましたと

ころ、10日後の先週に立候補がないことになりまし
て、速やかに指名委員会を立ち上げる流れになってお
りますので、こちらから指名委員の皆さまにはご連絡
を差し上げているところであることを皆さまにご報告
ということでお知らせを申し上げます。
　本日は北ローターアクトクラブの皆さま、お疲れさ
までした。会長は４月よりもこなれてきましたね。成
長を見るのが、とても楽しみです。僕はまだこなれて
いないものですから、うらやましく思って見させてい
ただきました。
　先週 11月 11日に網走ロータリークラブの創立 70
周年記念式典にお呼ばれをして、吉田パストガバナー
ご夫妻、佐藤幹事とともに参加をさせていただきまし
た。
　久し振りに口から心臓が飛び出るくらいに緊張をし
ました。祝辞が終わってホッとした夜、記憶がなくな
るくらいお酒を飲みまして大変な目にあいました。
そんなことどうでもいいのですが、道中、吉田パスト

ガバナーから大変いいお知らせをお伺いしましたの
で、皆さまにお伝えをしたいと思います。
先日、釧路交響楽団の演奏会が釧路で開催されたとい
うことで、吉田パストガバナーが観覧したそうです。
そこで、清水輝彦君にバッタリお会いしたそうです。
いろいろお話をしたそうですが、ご本人は「記憶の方
がまだあいまいで、リハビリを頑張らなければいけな
い」とおっしゃっていたそうですが、吉田パストガバ
ナー曰く、「少し頭の悪い奴よりも、全然大丈夫だ」
くらいの素晴らしい回復具合、言葉は悪いのですが、
倒れられたのが不思議なくらいの回復度合いだという
そうです。受け答えもはっきりされていて、もちろん
車椅子ではなくご自分で歩いてこられていたそうで
す。
清水幸彦先生のお別れ会の時に、奥様が「年末くらい
の例会には何とか参加できるように頑張りたいと、本
人も言っていることを伝え聞いた者として、清水輝彦
君が仕事のことや、ご家族のことや、ロータリーのこ
とや、そしてご自分の趣味のことや、まだまだやりた
いことに向かって一生懸命リハビリで努力している姿
が容易に想像できるものですから、ホントに嬉しく
思っておりまして、私からも輝彦君に、なんとか早め
に例会に来てくださいとお伝えしたいと思っておりま
す。メールでも電話でも構いません、近い関係の方は
そうやって促していただいて、一日も早い清水輝彦君
の出席を祈りましょう。

本日は「創立 87周年にちなんで」ということで釧路
ロータリークラブの87回目の誕生日を迎える日です。
札幌ロータリークラブ、帯広ロータリークラブからの
スポンサードを受けて 87年、これまでたくさんの方
がいろいろな努力をされて、こうして楽しいクラブに
なっていることをみんなで語らって、本日も有意義な
時間にして 88年目の明日の一歩目を始めてまいりま
しょう。本日も美味しいお酒を皆さんと酌み交わした
いと思います。本日一日、よろしくお願いいたします。

幹事報告　佐藤　貴之幹事
皆さん、こんばんは。先ほど後藤会長からありました
「網走ロータリークラブ創立 70周年記念式典」に参
加してまいりました。こちらは「70周年記念の盾」
をいただいております、クラブ事務所に飾っておきま
すので皆さん、ご覧いただければと思います。
今週 19日の日曜日、釧路交響楽団の定期演奏会があ
ります。ご招待券が２枚届いておりますので、ご興味
のある方がおりましたら本日中に私まで声を掛けてく
ださい。

活動報告　釧路北ローターアクトクラブ
　　　　　　　　　　　　　　会長　小島　大輝君
　皆さま、こんば
んは。釧路北ロー
ターアクトクラブ
会長の小島　大輝
と申します。本日
はどうぞよろしく
お願いいたします。
　本日は７月の表敬訪問の時にお邪魔させていただい
てから２回目の釧路ロータリークラブ様の例会に訪問
させていただきました。本日は、貴重な時間を割いて
お話させていただく機会を設けていただきました後藤
会長、佐藤幹事をはじめとする釧路ロータリークラブ
の皆さま、本当にありがとうございます。
　本日、私たちローターアクトクラブから活動報告と
いうことで、本年度の ７月から 10月までの活動のご
報告をさせていただきたくお邪魔させていただきまし
た。
　私のつたない説明と限られた時間の中では十分にお
伝えすることは難しいのかなと思いましたので、皆さ
まの各テーブルに私たちの現時点の活動報告を配布さ
せていただきました。お手すきの際にご覧いただけれ
ばと思います。
　私からは２点ほどをご案内させていただきます。
　1点目は、直近の２回の例会をご報告させていただ
きます。9月 26日に開催しました今年度の第６例会
と、10月 29日に開催しました第７例会、資料の後
ろの２ページに記載されています。

　この２回の例会、どちらも「ポリオウイルスの根絶
活動」をテーマに掲げさせていただいております。私
たちローターアクトクラブも 2019 年のＲＩ規定審議
会の決定がありまして、現在、ＲＩに加盟させていた
だいているクラブのひとつとなっております。ＲＩの
活動であったり、第 2500 地区のロータリークラブの
皆さまがどのような活動をされているのかを知る機会
が増えて来まして、今年度の鶴見ガバナーが重点目標
のひとつに掲げられているのが「ポリオウイルスの根
絶」ということで、私たちも「ポリオウイルスの根絶」
に向けて何かできないかと興味を持つようになって今
年度の例会を企画しました。
　第６例会では、ポリオウイルスはどのようなウイル
スで、現状、世界ではどのくらい残っていて、根絶に
向けてどのような取り組みをしているかを学びまし
た。
その後、10月 29日の第７例会に私たちローターア
クトクラブが毎年開催している「ハロウィンイベン
ト」、小学生を対象にした、本物のかぼちゃをくり抜
いて「ジャック・オー・ランタン」を作るイベントで
すが、そのイベントの中で参加していただいたご家族
の皆さまに、「ポリオウイルスはどのようなウイルス
か」「いま苦しんでいる子どもたちがいる」「寄付する
ことによってワクチンが買える」という説明をして、
実際にご寄付を募る取り組みをさせていただきまし
た。
　この活動報告書にも書いてありますが、結果は大多
数のご家族の皆さまから 33 ,788 円の募金をいただ
くことができました。
　この活動をとおしてアクトならではのやり方で少し
ずつでもポリオウイルスの根絶や奉仕活動にできれば
良かったと考えております。
　最後に、会員数の動向についてご案内させていただ
きます。今年度は会員数 16名からのスタートとさせ
ていただきました。現在、新入会員が３名、退会が２
名あったので 17名の会員数となっています。17名
なので運営するうえでは、ある程度の人員が確保され
ていると見えるかもしれないのですが、年齢層が大き
く偏っております。26歳未満の会員は非常に少なく
なっておりまして、学生だったり、営業をされている
転勤族の会員だったりで、数年後には卒業・転勤でア
クトを離れてしまう会員が多いです。
　今年度、あるいは次年度に関しては、ある程度運営
の体制の目途が付いているような状況ですが、２年か
ら３年後に関しては会員数が大幅に減って、事業の継
続に大きな支障が出て来ると、表敬訪問の時にもお話
させていただきましたけれども、会員増強を避けて通
れない部分と考えております。
　釧路北だけではなく、道内のローターアクトクラブ
はほとんどが会員数の減少によって存続が危ぶまれて

いるような状況にあります。記憶に新しい事例として、
４年前に斜里のローターアクトクラブが終結して、２
年前には根室のローターアクトクラブが終結となって
おります。いずれも、理由は会員不足によるものです。
このご時世、ロータリーに限らず、どの会社様も若年
層の働き手が不足しているとは存じ　り出すことに懸
念を感じている方もいるかと思うのですけれど、ここ
からは私の実体験の話になるのですが、アクトに入る
ことで友達とかではなく、同年代の、かつ異業種で働
いている方、自分で起業している方と接する・交流す
る機会を持つことは貴重なことと考えています。自分
と違う所で働いている人たちの考えに触れることで僕
自身は視野が広がったなと実感する機会もあり、「こ
ういう人たちは、こういう思いで働いている」「この
人は若いのに、こういう気持ちで起業したのか」とす
ごく参考になることもあり、自分の仕事の中に還元で
きる経験と個人的には考えております。
　本日お越しになっている皆さんの中で、いま頭の中
でピンと思い浮かぶ方がいらっしゃれば、ぜひ私、あ
るいは幹事の佐井会員にご連絡いただければと思いま
す。その時は、飛びついて、飛んで行きますのでよろ
しくお願いいたします。
　最後になりますけど、今後ともより一層のご指導ご
鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。
本日はありがとうございました。

親睦活動委員会　濱口　憲太委員長
皆さん、こんばんは。
首の手術から丸３カ
月が経ちまして、だ
いぶ調子が上がって
きました親睦活動委
員会の濱口です。
本日のプログラム　

夜間例会『クラブ創立 87周年にちなんで』を開催さ
せていただきます。今から 87年前の 1936 年（昭和
11年）11月 23日に、当時平均年齢 40歳を少し超
える若いチャーターメンバー 30名のもと、釧路ロー
タリークラブは創立をされました。道内では７番目、
国内では 26番目、世界では 4092 番目に創立をされ
ました。
その由緒正しき歴史と伝統の重みと、輝かしい活動の
軌跡は 87年間脈々と今日につながれております。
本日の例会では、創立からクラブの歴史と伝統、90
年の節目に向かって会員皆さまでロータリーを大いに
語らいながら楽しく、大切な時間にしてまいりたいと
思います。

それでは、はじめに釧路ロータリークラブの軌跡につ
いて動画を作成しましたのでスクリーンにご注目くだ
さい。

（動画上映）

乾杯のご発声　石田　博司パスト会長
ロータリークラブに入っていて嬉しいことのひとつ
は、新しく入った方がこぞって「いいクラブに入った」
と言ってくれることです。ロータリーに入ったから売
り上げが上がるわけではないので、嬉しさがそこにあ
るのではなくて、われわれの釧路クラブの雰囲気にあ
るのだと思うのです。そうすると「入って良かった」
といわれると、自分が褒められたような気がしてしま
い、とても嬉しいのです。
誰がそういうクラブにしたのか。別にどのクラブと言
いませんけど、比べて「釧路クラブがいいですね」と
おっしゃるのです。他のクラブに入った者から聞くと
「随分、雰囲気が違いますよ」と言うのです。
なぜこういう雰囲気になったのか。私のスポンサーは
吉田潤司パストガバナーですけど、もちろんスポン
サーをしていただいた時にはまだガバナーではなかっ
たのですが、吉田さんから昔話をよく聞きました。吉
田さんが入ったころは、「うるさい年寄りがいて、ホ
ントに躾というか、嫌になりほどうるさかった」と言
うのです。その様子を聞いていると、「将来、自分が
ベテランになった時は、あんな年寄りになりたくない」
と思った人がこの空気を作ったのではないかと私は思
うのです。と言ったら、天方君が「僕はそうではなく
て、この雰囲気を作ったのは清水先生ではないかと
思っています。他のクラブではパストガバナーがもっ
と存在感を出して、仕切って指令ができるみたいです
けど、清水先生は作らなかったからそういう雰囲気に
なって、その後に小船井さんがなってもお人柄がよろ
しく、そういう雰囲気を作らなかった」。だから、天
方君が「この釧路クラブの雰囲気を作ったのは清水先
生ではないか」と言うのですけど、まぁ、それもある
でしょう。
いずれにしても、類は友を呼びますから、今いるわれ
われが新入会員の方を集めていると思って間違いない
と思います。よそのクラブは、それなりにそういう人
が集まっている訳ですから。
ということで、どうか新入会員の皆さま、転勤族の方
を含めまして、いい雰囲気の釧路クラブの伝統をつな
いでいってくださいますように心からお願い申し上げ
ます。
では、乾杯をさせていただきます。
87周年、おめでとうございます。
（おめでとうございます）

ご挨拶　小船井修一パストガバナー
　歓談中、恐れ入り
ます。委員長は本当
に真面目な方で、何
回もメールをいただ
きまして、準備をさ
せていただく形にな
りました。こういう

飲む場で硬い話になって申し訳ありません。10分ほ
ど時間を頂戴して、原稿を用意してありますのでホー
ムページに掲載させていただきますが、お話をさせて
いただきます。
釧路クラブのホームページで「歴史と伝統」というバ
ナーがありますので紹介させていただきます。
釧路ロータリークラブが創立されたのは昭和 11年
(1936 年 ) で、道内では 7番目の誕生です。 日本国内
では 26番目、世界では 4092 番目となっています。
北海道では 1932 年（昭和 7）の札幌に始まり、昭和
8年小樽、9年旭川、函館、10年帯広、11年室蘭、釧路、
12年北見の順で主要都市 8クラブが誕生しました。
1941 年 10 月 10 日国際ロータリーを離脱し釧路職
域懇談会として活動しました。
1950 年 10 月 2日再加盟し、チャターメンバーの中
でリチャーターメンバーとなったのは 6名でした、
私が入会した 1984 年当時では村上裕二会員おひとり
だけになっていました。
戦前のロータリークラブ（日本の 2つの特質）
アジアで最初に設立されたロータリークラブ 1919 年
6月設立のマニラロータリークラブ、私が知りえる範
囲で設立順では 1919 年 10 月設立の上海ロータリー
クラブ、1920 年 1月認証のカルカッタロータリーク
ラブで、1920 年 10 月 20 日設立の東京ロータリー
クラブはアジアでは 4番目に設立されたと思います
東京ロータリークラブはマニラ・上海・カルカッタの
クラブとは大きな違いがありました。
それはマニラ・上海・カルカッタとも英語クラブであっ
たことです。因みに1930年設立のタイ・バンコクロー
タリークラブも英語クラブでした。これは海外から赴
任した欧米人を中心としたクラブであったことを意味
します。
東京ロータリークラブはその意味で全く違いました。
日本語で運営され、チャーターメンバー全員が日本人
だったのです。
そして1905年2月23日創設されたシカゴロータリー
クラブとも会員構成で大きな違いがありました。
シカゴロータリークラブの創設メンバー 4名の職業
は、弁護士、石炭商、洋服商、鉱山技師（山師）であ
り、シカゴを代表する人たちではなく一般市民で構成
されていたのです。
一方

東京ロータリークラブの初代会長は米山梅吉、幹事に
は福島喜三次でした。
米山梅吉氏は 1924 年三井信託創設の初代社長でし
た。
28名のチャーターメンバーには日本銀行を始めとし
た金融機関、SF 作家星新一の星製薬社長、一ツ橋大
学の前身東京商科大学校長、三越、三井鉱山、北海道
炭鉱汽船等の三井グループ各社で構成された錚々たる
メンバーであったこともシカゴのチャーターメンバー
との違いだったのです。
20世紀初頭の世界は「敵国主義の時代」でした。
フィリピンはアメリカの植民地インドはイギリスの植
民地、上海は疎開の中で日本を含む英米列強によって
支配されていました。
独立国だったタイのバンコクロータリークラブでさえ
英米中心メンバーによる外国人クラブだったのです。
1927 年創設の京城（ソウル）ロータリークラブも
チャーターメンバー 21名の内日本人が 17名で韓国
人は 4名だけだったのです。
日本のロータリークラブは自国民中心で構成され、地
域の代表的な人々が入会するステータスの高いクラブ
でした。いわば、包摂的なインクルーシブなクラブで
はなく、排他的なエクスクルーシブなクラブでした。
未来を見据えて
戦後、1950 年 10 月国際ロータリーに復帰した釧路
ロータリークラブは順調な成長を続けました。また、
ロータリー活動も成長期を迎え釧路北クラブを始めと
した 9クラブのスポンサーとなり、地区ガバナーも
両角氏を入れないで 4名のガバナーを輩出しました。
私達釧路ロータリークラブは
今まで述べてきました「歴史と伝統」を踏まえ、未来
に向けていかなければなりません。
2026 年の 90周年には記念事業や式典等の諸準備と
共に未来に向けた諸準備をしなければならいと思いま
す。
構造主義の創設者レヴィ・ストロースは日本の文化を
「過去の伝統と現在の革新の得難い均衡」を比類ない
ものとして高く評価し全人類が学ぶべきとしました。
私達も未来を創るために過去の歴史と伝統を踏まえて
革新をしていく事が大事であると思います。
　以上、私からのお話にさせていただきます。

ご挨拶　吉田　潤司パストガバナー
　皆さん、こんにち
は。小船井さんの後
に話をするのはホン
トにつらいのです。
小船井さんと私の大
きく違う所は、何か
ロータリーのことを

聞きますと、必ず「手続き要覧では・・・」と話して
来るのです。ですから、間違えたことは言わない。
ちょっと分からないことは日本事務局に確認して、「こ
れは、こうです」と。しかも、メールで切り取った所
をポンと送ってくることで、とてもきちんとしてくれ
ます。今日の話も多分間違いはないと思います。　私
は、そういう話は全くできないので、時に話が自己流
の話ばかりするので 心配なのです。
　小船井さんは、いまはパソコンをおしゃれにやって
いますけど、1996 年ごろは私の方がずうっと上だっ
たのです。小船井さんはパソコン、あまりできなくて、
私はその時まだビルダーのない時にクラブでホーム
ページを作ったのです。その時に小船井さんが熱心に
見ていて、それで少しずつ追い越されてしまって、ホ
ントにある日突然追い越されました。私は後退ばかり
しましたから、小船井さんはある時に「メールで写真
が来た」と言って、今では当たり前のことですがね。
　それから、小船井さんは会議に行きますと、パソコ
ンをこうやっているのです。他のクラブの多くの人た
ちには「キザな奴だな」と思われていたのですが、実
は違うのです。話していることを全部要約して、総理
大臣の記者会見の時には新聞記者はすぐ原稿を作って
いますけど、小船井さんのそれはすごいのです。です
から、私が何かやる時には小船井さんと一緒にやると
「終わります」までの原稿ができているのです。すご
いです。
「吉田さんは早いね」と言われますけど、実は小船井
さんに書いていただいたものですけれど。そういうス
ゴイ人だったので、褒めてばかりいますけれども、ホ
ントにスゴイいのです。小船井さんに負けないように
話そうと考えましたが、無理だから止めます。
　今日は、90年・100 年に向けて「私の想い、この
ようにしてほしい」を話します。これは私の独断の話
ですけれど、話させてもらいまして参考にすることが
あればぜひ参考にしてもらいたいと思います。
　70年の時の釧路ロータリークラブの会員は 98名
で、登録は 498 名も登録したのです。懇親会に 375
名が出ましたけれど、実にお金がかかったのです。驚
くなかれ、1000 万円を超えたのです。当時の積立金
で 606 万円くらいあったのですが、その他のお金は
「登録料」と言いますから登録して出してもらってい
ますから、登録料 1万円を取ったのですけど、その
詳細は定かでありません。
　私は、今回これをやります時に、私が実行委員長だっ
た 70周年の本をいろいろ読みまして、こうだったの
だと。その時に集まって話をする実行委員会と長老の
人たちと 2回、別々に話しました。その時にいろい
ろ話をしたのは、結局は 70周年記念式典の反省会み
たいになったのです。その時の内容を今日、皆さまに
お話したいと思います。

　会員増強というのはどこにでも出てきます。私がガ
バナーをやりました時にも多くのクラブに行きまし
た。公式訪問した時に「ガバナー、そんなに会員増強
を言わないで、もっといいクラブを作ってから、みん
なが憧れるクラブを作って人を入れたらいいのではな
いか」という話はいろんなクラブで言われました。
　でも、皆さん、憧れのクラブというのはあるのでしょ
うか。私はないと思うのです。どんなクラブを作って
も、今の時代はいろんな会がたくさんありますから、
みんながクラブの評判を聞いて「入りたい」という人
は参考にするかもしれないが、昔のように定員制をひ
いて「空いたら入る」というような、入れてもらいた
いという時代は地方ではないと思います。全国的に見
ると京都ロータリークラブ、東京ロータリークラブな
ど大都市のロータリークラブにはある程度ありますけ
れど。
　私は、会員増強についてお話を聞くときに、「みん
なが憧れるクラブを作りたい。それが先なのだ」と。
卵が先か鶏が先か、それが先だと。「そういうクラブ
を作って自然と入ってくる人を待てばいいのだ」とい
う人がいましたけれど、これは、私はナンセンスだと
思います。それから「誰でもいいから入れればいいじゃ
ないか」。「これはダメなのだ」という人もいましたが、
私はこれもナンセンス、違うと思います。それから「定
員制を設ける」。地方で「釧路クラブが定員 100 人に
して、１人が空いて 99名になったら１人を入れると
したらいいじゃないか」。これも私はナンセンスだと
思う。無理だと思いますね。やはり、数は力なりです。
数を集められなかったらダメなのです。「ロータリー
に入りたい」という人は、おかしいかもしれないが「入
ることによって、学びたい」という人かもしれないで
す。ですから、入りたいという人を閉ざすことはダメ
だと思う。入れてしまって、増強して、そして立派な
人たちがいるのを見て、勉強をする。そして、いいロー
タリアンに育っていくことが大事でないかと思いま
す。
　私の個人的な考えですけれど、入りたい人をシャッ
トアウトするのは止めて、どんどん増やすべきだと思
います。うちのクラブも、私がガバナーになりまして
から、あと何年か後にはまたガバナーが出ます。ガバ
ナーの使命のひとつには「新クラブを作りなさい」と
いう使命があるのです。でも最近は新クラブができて
来ないのです。これは、100 人のクラブを 130 人位
にして、そこから分割をして 30人 40人を移して新
クラブを作ることが普通のやり方なのです。
　札幌の幌南ロータリークラブは 30人から 60人位
になるとすぐ分割するのです。新しいクラブをどんど
ん作るのです。こういうクラブもあります。これが普
通ですが、うちのクラブも 90年 100 年の時にはた
くさんの人を入れて、分割をして「さすが、釧路クラ

ブだ。いま新しいクラブができない時にさすがだ」と
なって欲しいし、やるべきだと思います。
　新しいクラブを作ると、総論は賛成「新しいクラブ
を作るの、いいじゃない」、各論では反対。これは全
国どこでもそうなのです。釧路クラブがもし新しいク
ラブ、釧路新ロータリークラブを作ったら、「私は作
るのは賛成だが、私は釧路ロータリークラブに残りた
い。新クラブには別の人が行ってください」となって
しまって、「なかなか、うまくいかない」という話も
聞きました。これはやりようで、いろいろあると思い
ます。
　私は台湾のロータリークラブはあまり分からないの
ですけど、台湾に行った時に、長老の人たちと若い息
子さんたちのクラブとがあって、時々一緒になって例
会をするという、和気あいあいにやったというのもあ
ります。これもスタイルだと思います。
　新しいクラブを作るということは 90年 100 年の
中で、ひとつの目標にしてもらいたいと思います。私
は最近の「流行りはんてん」のように衛生クラブを作っ
てというのには反対なのです。衛星クラブを作ってう
まく行っているという話は聞いたことがないのです。
やはり、作るならロータリークラブを作ってそこに若
い人に入ってもらうのが一番いいと思います。これを
お願いしたいのがひとつです。
　二つ目は、100 年になりますと大台なお金がかかっ
てくると思います。これをどうするかも大きな問題で
すが、座談会の私の時の反省の中で「スタートが遅す
ぎる」。来年行うとなったら、例えば、文化会館やま
なぼっとの予約となれば「１年以上前から日程が埋ま
る」と言われたのです。例えば 90周年の時に会長エ
レクトが決まれば、その段階で実行委員長、実行委員
会を作って準備をしたほうがいいと言われました。こ
の本の中にたくさん出ていました。
　私がやった時にはスタートが遅くて、テーマは『明
日に続く道』というテーマを作ったのですけど、この
テーマを作るのに延々と時間を費やしてしまって、
テーマより先に、予算はいくらか、何人くらい集めて
やるのか、会場をどうするか、日程をどうするか、を
決められる大枠を早く決めないと必ず遅れをとってし
まいます。これをやってもらいたいです。
　90年の節目ですから盛大にやるかどうかを別にし
ても、13年後には 100 年になるのです。
この時は多くの皆さんが残っていると思います。この
100 年の時にどうするかは多少でも前倒しをして準
備して考えて行かなければならないと思います。
　私は今日の話をするときにも、記念誌を読んできた
のです。すると、記念誌は記録なのです。私が 70周
年をやる時には、50周年の記念誌があって中味をい
ろいろ見ていて参考にしたのです。記念誌はきちんと
作ることは次の時にも必要になってきますので、記念

誌を書いていただきたいです
　うちのクラブでは「会報」、クラブの唯一の記録誌
なのです。なにかある時には必ず会報を見て、「何やっ
た、どうだった」と見るのですけど、丁寧に会報を書
いている方もいますし、実にあっさり書いてもいます。
私が嵯峨記念育英会の理事長をやっていました時に、
育英会の整理をしようと思って、ずーっと昔の資料を
見ながら、名前と学校を調べて行きましたが、だいた
いの所は書いてあるのですが、ある時には「嵯峨育英
会、５名結成」としか書いていないのです。名前もな
ければ、生徒もない。学校に聞いても「分かりません」
ということで結局、空白ができてしまうのです。です
から、記録誌を作る担当の人は「記録だ」と考えて、
できるだけ詳しく書いてもらいたいです。
　特に「今回、予算がたくさんかかりました」と言い
ましたが、登録料だったのか、果たして登録料 1万
円をもらったのか、詳しくは出ていないのです。その
他にどのような費用がかかったのか、もあまり書いて
いないのです。総費用が 1, 150 万円位かかっている
のです。それももう少し詳しく書くべきでないかと思
います。
　私はふたつ、記録誌の大事さを確認いただきまして、
記録誌を作っていただきたいということと、会員増強
については、数は力なりということで、門戸を広く開
けていただきたいです。
私が入りました時の山下会長はいつも例会の時に「会
は増強しなければ必ず衰退する」という話をしていま
した。増強するということはクラブの活性化のために
もなります。
　ここにこのようにいい人がたくさん集まっている中
で、「おかしな人が入ってきたら雰囲気が乱れる」と
いう考えを持つ人もいると思います。これは小さいク
ラブになればなるほどです。10人位のクラブを訪問
しますと、今すごくいい雰囲気、みんなでワーと言え
ばワーとなる。「これを壊したくないから、新しい人
は入れたくない」というクラブもあるのです。そんな
こと行っていたら必ず年をとって亡くなってしまいま
す。会員増強について私は門戸を広げて、私は誰でも
いいのです。「入りたい」という人で変な人間は、わ
ざわざ高い金を払って入るという人には変な人間はい
ないはずです。やはり、何かを学びたい、何かを吸収
したいという気持ちで入って来ると思いますので、門
戸を広げて 130 人 140 人のクラブになって、分割し
て新しいクラブを作るようにしてもらいたいと思いま
す。できれば 100 年の時まであと 13年ありますの
で毎年２人～３人増やして行けば 30人は楽に超えま
すので、ぜひ新しいクラブを作って、堂々と「釧路ク
ラブ、ここにあり」を作っていただければと思います。
話は、全部お願いをすることばかりでしたが、以上で
す。

　ぜひ、この後 80年の話もありますけれども、３年
後には 90年が来ます。13年後には 100 年になりま
すので、いろいろな準備のことを頭の隅に置いていた
だければと思います。
　記念式典の挨拶にしては、あまり意味のない話ばか
りでしたが、私の想いを伝えました。ありがとうござ
いました。

創立 60周年
（動画公開）

創立 60周年記念実行委員長　泉　　敬パスト会長
　写真は若いです
ね。28年前になり、
記憶も確かでなく
なって怪しげになっ
てきているのです。
思い起こしますと、
大久保前会長から私

に実行委員長の指名がありました。60周年の前の年
ですね、それは相当慌てました。ということは「１年
間で準備しなさい」とかなり厳しいわけです。予算も
300万円だったのです。私たちは「50周年を迎えた後、
記録がないので何とか記録を残したい。60周年記念
誌を作ろう」と。すると、50年から 10年間のブラ
ンクがそれで埋められるのですが、それを行っておか
ないとその後がまた大変になるのが当然あるわけで
す。
　振り返ってみますと、このクラブの周年記念は 25
周年からやっているのです。これは「記念を行った」
というだけで、特に記録を残すことは一切やっていな
いのです。30周年、40周年と一応祝賀会を行って、
記念品も贈呈することは行ってきているのです。ただ
し、記録は残していない、記念誌は作っていない。
50周年になって初めて「これは、まずい」となって
50周年誌を作ったのです。50周年にいた人には配布
したわけですが、50周年誌をお持ちの方はおそらく、
ここの会員の中には何人かしかいない。私が数えたと
ころ５人ほどしかいない。
　河合君、小船井君、吉田君、元ガバナーは２人いて、
立派な布張りの 50年誌を会報として皆さんに配布し
たことがあります。
　ぜひ、70周年誌も 80年誌も作ったので、90周年
誌も 100 周年誌も作っていくべきだと思っています。
これは、なんとかやってほしい。
　60周年の時には急に決まったことで、メンバーも
前の年に決まったのですが、これを実行するとなると
日程的なことも、金銭的なこともあるし、場所の確保
もしなければならず、そういう割り振りも全部行いま
した。60周年をやった時に 50周年から 60周年まで

にいた人は数少ないですから。60周年の時に在籍し
ていた方は手を上げてください、何人いますか。おそ
らく 10人いないでしょうか。
　私が 60周年をやった時に、50年から 60年に会員
がどのように移動したかに関心があって調べました。
50周年の時にいた 95人が 60周年の時に残っていた
のは 45人しかいなかった。10年の間に半分が入れ
替わった。釧路の会員はご存知のように他のクラブに
比べて転勤族が多いです。早い人は２～３年で代わっ
てしまう。転勤してしまって、新しく会員として入
る 。同じ企業の中での入れ替わりがあります。10年
経つと当然必ず入れ替わりがあるのです。その結果だ
と思いますけど、半分以下という現実があります。そ
のことをとらえて、計画を立ていただきたいです。
　例えば、当時は 300 万円でやりましたが、そのあと、
1000 万円もかかっているとなると、単年度でその資
金を集めるのは不可能です。あらかじめ、準備をして、
必要な備えを今から 90周年に向けて準備を始める措
置を取らないと。単年度でやることは無理と思います。
　60周年の時に記念事業として、ロータリーカップ
にまだ優勝旗がなかったのです。優勝旗を何とかして
作りたいと考えましたが、これはその予算の中からは
どう考えても出ないのです。それで、急遽、奉加帳を
作って会員に回したのです。奉加帳に名前と金額を書
いてもらったのです。幹事が２万、３万と書いて、み
んなはそれを見て俺も、俺もと。３回の例会で 110
万円が集まったのです。皆さん、金を持って歩いてい
るのですね。
　110 万円は優勝旗を作るのには多すぎるのです。
横断幕とカップを一緒に作ってロータリーカップに提
供することになりました。これは記念事業の一環とし
てやりました。
　金の問題は嫌だけれども、やはり集めて行かないと
いけないと思います。会長は大変だけれど、単年度で、
その時の会長に全部かぶせるのは大変だということ認
識して置いて欲しいです。どんなふうにやっても、か
かるものはかかるのです。
　いろんなことをやっている年度があります。40周
年の時にマリントポスに寄付したり、今まで救急車を
贈呈したこともあったのです。こういう事業をやろう
とすれば、それなりに資金が必要になって単年度では
難しいことがあって、ロータリークラブはほとんど引
継ぎをしないのです。引継ぎをしないで次の年度にポ
ンと預ける。すると会長以下、担当者は勉強しないと
間に合わないのです。そういう意味では、予算決算も
滅茶苦茶です。それぞれがそういう風に預けられてき
ても皆さんは新しい年度にきちんと計画を立ててやっ
ています。
　前のは参考資料になりますけれども、引継ぎで事業
を引き継ぐことはないのです。これは原則としてやら

ないことになっている。引き継いでほしいものは肩た
たきのように次期の会長にお願いをしておくことはあ
りますけども、実際は、その年度の事業はその年度が
決めて行います。どの人が会長をやっても皆さん、上
手に困難を切り抜けて運営して来ているのがロータ
リークラブです。
　これは一人でやるわけではないし、これは職業を通
じて奉仕の精神で理想を追求しながらやっている皆さ
んの友愛の中でお互いに助け合ってやって行くお陰
で、こういう形が維持できていたのだろうと思います。
　昔は、私が入ったころはかなり厳しい時代がありま
して、会に入ること自体が大変だったのです。入会さ
せるのに「金を貸している者はダメ」、「妾を持ってい
る奴はダメ」、飲食店も同じでした。いま時そんなの
はないと思うのですけれど。推薦があっても２年位お
かれるのがあったり、同意を得るのが大変な時代もあ
りました。
　そんなことがあって、今の会員はたくさんの入れ替
わりがあります。新しい会員については、50周年を
引き継いで、どうやって 70周年に渡すかという節目
でしたのでやったと理解してもらえれば。難しい話は
何もないのです。ただ、大変だったのは金銭の問題で
したので心得てもらえればと思います。

70 周年記念実行委員長　吉田　潤司パストガバナー
　また出てきました
けど、簡単に。本当
は青田君が話すこと
を楽しみにしていた
のです。どうしても
出られないというこ
とで。
　これは会長が青田年度だったのですが、大変な年
だったのです。当時はパシフィックホテルで例会を
やっていました。私たちが 11月の式典をパシフィッ
クホテルでやった時には、そういう話は知らなかった
のですが、パシフィックホテルは 12月に倒産をしま
した。それは青田君には突然の話だったものですから、
大変な思いをしたと思います。急いで例会場を探さな
ければならず、事務局をどうするかがあって、この年
が 2006 年でした。
　例会場は当時キャッスルの社長の反保さんがいまし
たのでスムーズに移行できました。事務局の場所がな
いということで三ツ輪ビルに移しました。大山さんも
一緒に三ツ輪ビルに引っ越しました。これは定正君の
努力のおかげで引っ越しができたのです。
　これが大きな出来事でした。
　記念講演は実行委員会を作った時に「記念講演は必
ず行いたい」ということで記念講演の実行委員長を滝
越さんにおねがいしました。講師を誰にしようかと、

標茶に住んでいる有名な芸能人でしたが忙しくて日程
が合わず、そこで「ロータリークラブは経済人の団体
だから経済人を呼ぼう」となり候補に挙がったのが
ホーマックの石黒社長でした。当時の石黒さんは９月
に「カーマ」と「ダイキ」と合併して大変忙しい時期
だったのです。
　「講演なんか受けられない」ということだったので
すけど、滝越記念講演実行委員長が頑張って口説いて、
口説いて「人間万事塞翁が馬」の話でしたが石黒さん
の苦労と現状、将来　の展望について感銘深い記念講
演でした。これは一般公開して大変好評だったのです。
　この間も、網走の周年事業に行きました。緻密でと
てもいい式典でした。式典と懇親会で、挨拶と表彰、
終わったら懇親会で少し重みがないなと思って、うち
の 70周年は重みがあったかどうかは別ですが、記念
講演を入れたのが良かったと思っています。
　この二つが思い出に残ることです。
　三つめは個人的なことで、70周年記念式典をやる
ということで、ＦＭくしろに行きました。時間を取っ
てもらって私と青田君がお話をしようと行きました。
青田君は行く前には、「俺は最初に挨拶して、あとは
吉田がやれ」という話でしたが、いざ始まると「青田
です。実行委員長の吉田です。から残り 19分は全部
青田君がしゃべりまして、ものの見事にしゃべりまし
たけど、中味はいい話をしましたので良かったなと思
います。この当時の釧路ロータリークラブは大変勢い
がありまして、青少年の交換事業もずっと続けていて、
この時はシューニカーンというアメリカの男の子が来
ていました。米山奨学生には趙偉紅（チヨウイコウ）
さんが来ました。その後も、その前も続いていたので
すが、どこで途絶えたか中断していて残念だなと思っ
ております。
70周年の時には稚内からも来ていただきました。随
分たくさんの人に来ていただきました。
私たちも、その時のことを覚えていて、どこかでお返
しをしなければならないと思います。
最後にもう一つ。網走の創立式典に行きまして、うち
の会長が挨拶をしましたけれど、これはものの見事に、
みんな感心しました。素晴らしかったです。みんなに
聞かせてあげたかった内容でした。時系列がはっきり
して、とてもいい挨拶だったことをお伝えして終わり
ます。

創立 80周年　木下　正明パスト会長
　皆さん、こんばん
は。なかなか喋りづ
らいところもありま
す。
80周年を実行する
にあたって私が会長

でいいのかがあって、脇さんがいいのではないかと。
人事の脇さんは釧路クラブで有名ですのでそういう方
がまとめてやっていただいた方が良いとか、いろんな
ことがありました。
結局、２年前に会長の指名が固まったなかで、準備が
遅れたとかがありますが、だいたい２年前にどんな事
業をやるかを会長が考えないと案が出ません。
私が考えたのは、70周年で石黒さんに講演していた
だいたので、影響力がある方に講演をしていただきた
い。私が少ない経験の中で面白かったのは例えば桑田
真澄さんとか尾木ママだとか、あとは林先生とか、桜
木紫乃さん。あと私、NHKの番組審議会委員で 4年
間やらせてもらっていたので。石黒さんの時は滝越さ
ん本当に頑張っていただいて決まった経緯がありま
す。
その中でどうやったらいいか、私が会長になる前の年
の 11月くらいに会長に決定するぐらいのタイミング
がありますので、その時に情報集会を西村さんにやっ
ていただいたり、80周年に向けてどういう事業をやっ
たらいいかの例会をやっていただいたり、後藤さんに
は早い時期にやっていただいたのかなと思います。
まずは会場を押さえて、講演者の候補を決めて、ある
程度打診をしました。それぞれすべての方に打診をさ
せていただいて、ＪＣさんが林先生を呼んでしまった
のです。桜木紫乃さんも結構釧路市内に来ることが
あったり、いろんな尾木ママさんに結構左寄りかな、
それはちょっと置いといて。
そんな中で 2012，2013 年に釧路の算数や数学の学
力がものすごく低いという結果が分かったのです。そ
の算数や数学が低いというのは、もともと国語力がな
いからと、林先生と数学の先生と一緒に講演していた
だくというのも候補に挙がっています。
ちょうど釧路の付属中学校を出て名古屋大学に行かれ
て、東進ハイスクールに行かれた志田昭先生がおりま
して、その方のネプリーグだとか、いろんな番組に林
先生と一緒に出ていて、番組を賑わした地元の方でも
あるのでその方を呼びたいと。林先生とセットで呼ぶ
つもりだったのですが、林先生はＪＣさんに来られた
こともあって、これは二番煎じで辞めて。
では、志田先生に話をしていただくには何がいいかと
いったら、数学検定を当初１万 2,000 人にプレゼン
トをしよう。要するに、釧路の小中学生全部で 1万
2,000 人なので、算数の成績が悪いのだったら、全員
に数学検定プレゼントしようというのを頭に入れなが
ら僕が 80周年やるのは 2016 年の 11月５日です。
2015 年 11 月の情報集会で皆さんに「どんな講演者
を呼んで、どんな事業者をやったらいいか」という情
報集会があって、その中で皆さんがいろんな桜木紫乃
さんが良いとか、こういうのが良いとか。アイスホッ
ケーが良いとか。いろんなすごいアイデアが皆さんの

中で出てきた。会長だったのである程度選ばせていた
だいて、次の年の７月くらいから実行委員会が立ち上
がった中で、こんなふうにやって行ったらどうだと説
得をさせていただいて、事業をさせていただきました。
メインの事業はその志田先生の講演会で、皆さんに動
員していただきまして、大体 600 名位集まったと思
うのです。多分それぞれの転勤族の方、すごく自分の
会社の方を 10名や 15名呼んでいただいて、ただ内
容はすごく素晴らしくて、ちょっとあまり時間がない
ので例会報など見ていただければと思います。
それと、そこで終わるのではなくて、数学検定を１万
2,000 人分プレゼントしようということから始まっ
て、あと地区の補助金を使ってその後の３年間ですね。
都合４年間で、延べで結局受けていただいた方が４万
600 人の方に数学検定を受けていただきました。
　その結果として市内の小学校で全国平均を上回って
いる所もいまだにあります。あと国語検定が始まり 、
市内の学力がすごく上がっています。実は市内の学力
が落ちていると思われがちなのですが、今はその当時
よりもだいたい 10％から 15％学力平均点が上がって
います。子どもたちには、すごく可能性があるので、
その子どもたちにたくさん可能性を追求してもらっ
て、学力を上げていただいて自分が望む世界に羽ばた
いていただきたいです。戻ってこない子どもたちもた
くさんいると思うのですが、それをやっていただきた
いということで、今年の後藤年度でも湿原の体験学習
だとかにつながっていると思います。
私のわがままから始まったものが、少し継続事業とし
てやって結実しているのかなと思います。
その時は、台北中央ロータリーとは姉妹都市提携をし
たり、台湾から小学生を呼んで交流コンサートを釧路
ロータリークラブ主催でやったり、あと海外に私は５
回ほど行きました。　　
プーケットで水の事業をやったり、ブータンに行って
お手洗い場を供給したり、ブータン世界で一番着陸す
るには危ない空港だとかあって、死ぬつもりで小船井
さんと一緒に死ぬ間際には小船井さん文句言ってから
死のうと思いながら着陸したのを覚えています。
そういった形で釧路ロータリークラブの方々は本当に
協力を荒井先生はじめ協力していただいていろんな事
業を成し遂げたのかなと思いますが、時間がなかった
ので、自分のアイデアで考えたもの、プラス本当は会
長の想い、プラス皆さんが考えた何かを足して、倍く
らいの事業にしてもらえたらよかったのかなと、私は
思いました。
私も言葉がつたなくて、皆さんに説得するのに時間が
かかったり、事業が十分できなかった所を反省してい
ます。
90周年、100 周年で充実した釧路ロータリークラブ
が地域のために何ができるか、日本のために、世界の

ために何ができるかを考えて、時間があるのでいい形
の周年をしていただいて。予算の話がありましたが、
80周年は 1,200 万円の予算でやりました。志田先生
が講演料を安く抑えてくれて、数学検定も 3600 人に
寄付をするのですけれど、100 万円でやってくれた
ので安く押さえられたので結果として 1,000 万円位
しかかかりませんでした。
高いか安いかありますがアグレッシブにトライして皆
さんが地域のための活動につなげていければいい周年
になると思います。
「釧路クラブ、ここにあり」と皆さんに協力いただい
てできたのかなと思って、感謝もしておりますが、もっ
ともっとできると思っております。あと３年、よろし
くお願いいたします。高橋さんに指名された会長さん、
指名されそうな人はもう想像していただいたらありが
たいと思います。
以上です。

木下パスト会長ありがとうございました。それでは
60周年、70周年、80周年とスピーチをいただきま
した皆さまに改めまして拍手をお願いします。それで
は残り時間も少なくなってまいりました。ここで皆さ
まで手をつなぎ輪になっていただきまして手に手をつ
ないでを斉唱したいと存じます。皆さまご起立いただ

き輪になってお手をつなぎますようお願い申し上げま
す。

（手に手を繋いで）

中締めの挨拶　高橋　直人会長エレクト
　皆さま、諸先輩を
前に中締めの挨拶と
いうことでご指名で
すので、 皆さんご用
意下さい。
今日は、87周年に
ちなんでということ

で例会を開き、諸先輩の 50周年、60周年、70周年、
80周年と本当に素晴らしい歴史と伝統のある釧路ク
ラブ。私もここのクラブに入って本当に自慢でござい
ます。
皆さん、ぜひともこれからこの釧路クラブを 90周年
に向けて頑張っていきたいと思います。というか、私、
90周年の指名会長ですので何とか私の専権事項です
ので、プレッシャーは結構かけられていますが。まだ
自分の年度もかけられていません。それは、心と決め
まして頑張っていきたいと思います。
それでは本日の皆さま方の会員とご健勝と釧路クラブ
の繁栄を願いまして 3本締めで締めようと思います。


